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Ａ．研究目的 

 児童福祉法を根拠にした小児慢性特定疾患

（小慢）は、11 疾患群 514 疾患が指定され、

18 歳未満（引き続き治療が必要な場合には 20

歳未満）の患者について、医療保険制度の自己

負担分に対する公費助成が行われている。現在

の制度では、20 歳以上に至ると、この制度の

対象外となり公費助成が終了となる。近年、医

 
研究要旨 我が国における小児慢性特定疾患（小慢）のキャリーオーバー患者の実態とニーズを

明らかにし、今後の保健医療福祉施策の検討に資することを目的とした。(1) キャリーオーバー

患者家族調査、(2) 49 歳以下の国保被保険者における小児慢性特定疾患受診状況分析、(3) キ

ャリーオーバー患者の医療費負担把握のためのレセプト情報の活用と小児慢性特定疾患助成の

対象外となる直前の医療費の状況、(4) 患者調査個票によるキャリーオーバー患者数推計、(5) 

年齢階級別受給者数からの外挿によるキャリーオーバー患者数の推計の各分担研究を実施した。

研究の結果、キャリーオーバー患者の医療費自己負担（年額）は、中央値３万６千円であったが、

20 万円以上の患者が 9.5％に見られた。また医療費自己負担（年額）が 20万円以上で、所得（等

価所得、年額）が 150～250万円の患者では経済的に苦しいとの回答が 84.2％に達した。国保レ

セプトによる受診者一人あたり点数では、血液及び免疫、循環器系の疾患、尿路生殖器系疾患で

平均値が高額であった。小慢給付データでは、その他の酵素欠損、第Ⅸ因子欠乏症、遺伝性腎炎、

成長ホルモン分泌不全性低身長症で月当たりの小慢給付額と自己負担額の合計の中央値が５万

円を越えていた。キャリーオーバー患者のストレスや悩みの原因として自分の仕事に関するもの

が 47.5％と最も多かった。また、退職・転職した患者において、雇用先に必要であった配慮と

して、休暇・短時間勤務、職務内容、医療、職場内における相談支援体制などの意見が多かった。

以上の結果から、疾患名を指定したキャリーオーバー患者全てへの一律の医療費助成の必要性は

必ずしも高くないが、高額療養費制度等の充実・制度の啓発、また就職及びその後の職場での支

援の強化が重要であると考えられた。 
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療技術の向上等により、小児期に命を落とすこ

となく、また治癒もせずに、20 歳以上も引き

続き治療が必要となる事例が多く見られるよ

うになった。このような事例がキャリーオーバ

ー患者と呼ばれている。 

 平成 22 年 3 月に第 174 回通常国会参議院予

算委員会の中で当時の鳩山由紀夫総理大臣に

よって、キャリーオーバー患者を含んだ難病対

策全体のあり方について、厚生労働省の中に検

討チームを設置して検討していきたいという

答弁が行われた。それを受けて厚生労働省内で

の検討が進められている。 

 この課題に関する先行研究としては、平成

17～18 年度厚生労働科学研究費補助金（子ど

も家庭総合研究事業）「小児慢性特定疾患治療

研究事業の登録・管理・評価・情報提供に関す

る研究」（主任研究者 加藤忠明）がある。こ

の研究では、医療機関及び患者会を通じた患者

へのアンケート調査、医療施設に対する医師へ

の調査、特定の２県における過去に受給した患

者への調査が行われている。しかしながら、よ

り包括的な患者の実態及び直近の状況を明ら

かにする必要がある。一方で、駒松（J Nurs 

Studies NCNJ; 8:20-30, 2009）は、小慢のキャリ

ーオーバーと成育看護の課題について論文レ

ビューによってまとめており、疾患の理解や心

理社会的問題の理解等の重要性を述べている。 

 諸外国において、キャリーオーバーに特化し

た先行研究はほとんどないが、希少疾患に関し

ては種々の検討が行われている。イギリスにお

いては Rare Disease UK がメッセージを発し

ており、人口１万人に 5 人以下の希少疾患は

6000 疾患もあり合計すると患者数は国民の 17

人に１にも登り、決して希なものではないこと

を述べている。米国においては、NORD 

(National Organization for Rare Disorders) によ

る患者支援や、ORDO (National Institutes of 

Health, Office of Rare Diseases Research)による

研究等が活発に行われている。 

 以上のような状況において、我が国における

小慢のキャリーオーバー患者の実態とニーズ

を明らかにし、今後の保健医療福祉施策の検討

に資することがこの研究の目的である。 

 

Ｂ．研究方法 

（１）キャリーオーバー患者家族への調査 

 全国の医療施設を対象とした一次調査と、

個々のキャリーオーバー患者を対象とした二

次調査とを行った。 

 一次調査は、独立行政法人福祉医療機構が運

営する WAM NETを用いて検索した全国の医療機

関のうち、入院施設を備えた小児科、内科、外

科、精神科（障害者施設等を含む）を標榜する

全ての病院 12,678施設を対象とした。平成 23

年 8 月から 11 月にかけて郵送法により実施し

た。調査項目は、キャリーオーバー患者を診て

いるか否か、診ている場合は患者数や患者の基

本属性などである。 

 二次調査の対象は、一次調査で「キャリーオ

ーバーした患者を診ている」と回答した施設の

うち、二次調査に協力可能と回答した施設を受

診する患者またはその家族である。二次調査票

はまず研究班事務局から協力可能な施設に郵

送した。そして、主治医の判断で、該当患者が

調査対象期間に外来受診する場合は外来で二

次調査票を直接手渡しするか、該当患者宛に二

次調査票を郵送するかの二通りの方法を選択

できるようにした。記入した二次調査票は、無

記名で患者から直接研究班事務局へ郵送する

ことにより回収した。二次調査票の研究班事務

局からの送付は平成 23 年 8 月から行い、平成

24 年 2 月 9 日までの返送分について分析を行

った。調査項目は、患者の基本属性、医療・福

祉施策の利用状況、医療費等の支出、就労状況

などである。 

 

- 2 -



（２）49 歳以下の国保被保険者における小児

慢性特性疾患受診状況分析 

 K 県国民健康保険（国保）被保険者の 2010

年 5 月診療分の医科レセプトの内、電子化され

たレセプトに記載された全ての傷病名をコー

ド化し、小慢に該当する傷病名を少なくとも一

つ有するレセプトについて集計した。なお、疾

患の重症度や発症時期は問わずに集計した。K

県国保連合会を通じて各市町村に本研究の意

義を説明し、データ使用の了解を得た。個人の

特定が可能な情報は K 県国保連合会の側で削

除し、外部データとの連結不可能な匿名化を実

施した。 

 分析において、対象疾患が小慢に該当するも

のに限定されることから、対象者の年齢は０～

50 歳未満とした。対象者の年齢の算出は 2010

年 4 月 1 日時点での満年齢とした。 

 小慢の定義は、恩賜財団母子愛育会（事業管

理部）による「小児慢性特定疾患早見表（登録

管理用）平成 19 年度版」に準拠した。電子化

されたレセプトに記載された全ての傷病名を

ICD10 に沿って分類し、小慢に該当する傷病名

が記載されているものを抽出した。 

 

（３）キャリーオーバー患者の医療費負担把握

のためのレセプト情報の活用と小児慢性特定

疾患助成の対象外となる直前の医療費の状況 

 厚生労働省では、医療費適正化計画の作成、

実施及び評価に資するため、全国の診療報酬明

細書（レセプト）のデータベースを構築してい

る。平成 23 年度から研究者等が医療サービス

の質の向上に資するエビデンスを得るための

分析等に利用できることになった。そこで、本

研究班では、当該レセプト情報の利用申請を行

った。 

 また、キャリーオーバー患者の医療費負担の

状況を推察する参考にするために、平成 22 年

度に「小児慢性特定疾患の登録・管理・解析・

情報提供に関する研究」班（松井班）が収集し

た小慢治療研究事業の給付データを再分析し

た。松井班では、協力が得られた自治体（４県

４市）について平成 21年（2009年）11月から

平成 22年（2010年）の３月分の小慢治療研究

事業の連名簿による給付データを収集した。対

象は、入院・入院外・調剤とした。データは連

結不可能匿名化されていた。なお、小慢事業に

係る高額療養費の自己負担額は従来、一律に一

般所得区分が適用されていたが、2009 年 5 月

から所得区分別の適用に変更となったため、移

行が完了したと思われる 11 月以降のデータを

分析の対象とした。 

 分析においては、小慢助成の対象外となる直

前の自己負担額を把握するため、対象データの

中から 19 歳のデータのみを抽出し、医科（入

院および入院外）および調剤の合計の自己負担

額を人月単位に合計した。さらに、その対象人

月及び自己負担額を告示疾患名別に集計し、平

均値、標準偏差、25 パーセンタイル値、中央

値、75パーセンタイル値を算出した。 

 

（４）患者調査個票によるキャリーオーバー患

者数推計 

 国立成育医療研究センターのホームページ

において公表されている小慢治療研究事業の

登録人数（平成 20 年度）と、厚生労働省の平

成 20 年患者調査による 0～19 歳における総患

者数について、両調査の患者数の比が、その後

の年代においても変わらないと仮定し、患者数

を推計した。具体的には、患者調査による性・

年齢階級・傷病分類別総患者数をベースとして、

小慢の各疾患を患者調査の傷病分類に合わせ

て分類し、傷病分類ごとに、「小慢患者数／患

者調査による総患者数（千人単位）」の比を算

出した。さらに、患者調査における傷病分類ご

との 20～39 歳における総患者数に上述の比を

乗じた。そして、20 歳以降の発症者が生じな
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いモデルを設定して推計を行った。 

 患者調査による総患者数の推計にあたって

は、統計法第 33 条に基づき、平成 20 年患者調

査に係る調査票情報の提供の申出（従前の目的

外使用申請）を行い、得られた個票データを用

いた。具体的な分析方法としては、(1) 患者調

査個票データより ICD-10 コードを用い、小慢

患者と思われる個票を抜粋し、傷病、性・年齢

階級別に、患者数、診療間隔等の集計を行った。

(2) 小慢に該当すると思われる傷病名ごとま

たは疾患群ごとに、次の式により、疾患別小慢

総患者数を推計した。 

 

疾患別総患者数 ＝ 疾患別入院患者数＋疾患

別初診外来患者数＋疾患別再来外来患者数×

平均診療間隔×調整係数（6/7） 

 

（５）年齢階級別受給者数からの

外挿によるキャリーオーバー患

者数の推計 

 年齢階級別小慢登録患者数を

基礎データとして用いた。方法は、

まず疾患毎に、0～19 歳について

年齢５歳階級別に患者数を集計

した。次に、0～19 歳の４階級全

体、および 10～19 歳の２階級で、

年齢階級が１段階上がる毎での

患者数の増減について、回帰分析

を行った。そして、２種類の回帰

係数のうち、値が小さい回帰係数

を以後の操作において採用した。

最後に、15～19 歳の患者数を出

発点にして、年齢階級が１段階上

がる毎にその増減数の変化があ

るものとして、20～39 歳の患者

数を推計した（モデル１）。 

 加えて、18 歳と 19 歳の患者数

からの回帰係数を算定し、また

19 歳の患者数を見て、それらの方が小さい場

合にはそれを採用する推計を行った（モデル

２）。 

 

（倫理面への配慮） 

 アンケート調査及び国保レセプト分析にお

いては、疫学研究に関する倫理指針の規定に基

づき、各研究分担者の施設での倫理審査委員会

の承認を得て行った。アンケート調査の実施に

おいては、文書等により研究の趣旨を説明し、

同意の得られた者のみから回答を得た。また、

研究の実施に当たって個人を同定できる情報

は取り扱わなかった。 

 

Ｃ．研究結果 

図２　経済的に苦しい割合
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（１）キャリーオーバー患者家族への調査 

 医療機関でのキャリーオーバー患者受診状

況の把握に関する一次調査では、全国 640施設

から総計 6356 人のキャリーオーバー患者が報

告された。そのうち 76.6％は小児科から報告

された。 

 キャリーオーバー患者または家族を対象と

した二次調査の結果からは、20 歳以降も 73％

の患者は毎月あるいは 2～3 か月ごとに医療機

関を受診しており、11％は入院治療を要してい

た。医療費助成を受けていない患者は全体の

59％であった。 

 キャリーオーバー患者の医療費自己負担（年

額）の分布を図１に示す。医療費自己負担の中

央値は３万６千円、25 パーセンタイル値が１

万円、75パーセンタイル値が 10 万 8千円であ

った。また、20 万円以上の患者

が 9.5％に見られた。医療費自己

負担（年額）を傷病群別に比較す

ると、中央値では糖尿病、慢性呼

吸器疾患、膠原病で高い結果であ

った。医療費自己負担は０円～

100 万円超まで分布しており、同

一疾患群においても、最小値から

最大値の間には大きな差が見ら

れた。医療費自己負担（年額）と

所得（世帯所得を世帯員数の平方

根で除して世帯員数が異なる世

帯を比較可能にした「等価所得」、

年額）別の経済的に苦しい者の割

合を図２に示す。医療費自己負担

が 20 万円以上で、所得が 150～

250 万円の患者では経済的に苦

しいとの回答が 84.2％に達した。 

 平日の主な活動が仕事である

と回答したのは全体の半数であ

るが、20～24 歳では仕事が 38％

で通学が 32％と就学中の患者も

多かった。仕事をしていない患者の 11％は求

職活動をしたが就職できないと回答していた

が、そのうち求職活動支援制度を活用したのは

20歳代の患者のみであり 30歳以上での利用は

なかった。日常生活でのストレスや悩みがある

者は 68.3％であった。ある者について、スト

レスや悩みの原因（主なもの）を図３に示す。

最も多いのは「自分の仕事」47.5％、次いで「自

分の病気や介護」33.3％などであった。 

 退職・転職を経験した者は 32.9％であった。

退職・転職の理由として「疾患の病状が悪化」、

「疾患への理解・配慮がなかった」とした者に

ついて、継続的な就職に当たり、雇用先にどの

ような配慮が必要だと思いますかと聞いた結

果を図４に示す。休暇・短時間勤務、職務内容、

医療、職場内における相談支援体制などの意見

図３　ストレスや悩みの原因（主なもの）

47.5

33.3

26.7
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生きがい

家族との人間関係

恋愛・性

結婚

％

図４　雇用先に必要であった配慮（退職・転職者での集計）
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配置転換等人事管理面の配慮

配置転換等に伴う訓練・研修等の配慮

その他

％
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が多かった。 

 42％の患者では介護は必要がなかったが、介

護が必要である場合の主な介護者は、母 60％、

父 19％であった。 

 本研究からは、平成 23年 11月現在、日本全

体での小慢キャリーオーバー患者数はおよそ

12,500 人程度（無回答の施設も同じ比率で患

者がいると考えた場合）、少なく見積もると

6300 人（今回の調査で直接的に報告がされた

人数）、多く見積もると 47,500人（各施設にお

いて回答医師以外が主治医である患者数につ

いて報告されていないと考えた場合）と見込ま

れた。 

 

（２）49 歳以下の国保被保険者における小児

慢性特性疾患受診状況分析（発症時期が成人後

も含む） 

 受診者数は 20 歳未満では呼吸器系の疾患が

最多、20歳以上では内分泌,栄養および代謝疾

患が最多であった。受診者一人当たり点数では、

血液および免疫、循環器系の疾患、尿路性器系

はいずれの年齢階級でも高くなっていた。疾病

小分類別に一人当たり点数を検討した結果は、

年齢によって上位に位置する疾病が異なって

いた。 

 しかし、レセプトにおいては疾患の発症年齢

や重症度は把握できず、対象者が実際に小慢の

助成対象であったかの確認は不可能であり、把

握には一定の限界がある（アレルギー性気管支

炎など）。一方、血友病や先天奇形のように、

小慢の助成を受けていたことがほぼ確実な疾

病の一部は 20 歳以降も継続して受診している

ことが確認できた。 

 

（３）キャリーオーバー患者の医療費負担把握

のためのレセプト情報等の活用と 20歳直前の

医療費の状況について 

 厚生労働省のレセプトデータベースの利用

申請については、試行事業の初年度ということ

もあり、希少疾患のレセプト情報は個人が特定

される恐れがあるなどとして、今回は承認され

なかった。 

 そこで、自治体（４県４市）の小慢治療研究

事業の対象外となる直前の 19 歳の給付データ

（388 人月）を分析した結果、「1 から 49 まで

に掲げるもののほか、特定の欠損（活性異常）

酵素名を冠したすべての疾患」（その他の酵素

欠損）、「第Ⅸ因子欠乏症（血友病Ｂ）」、「遺伝

性腎炎」および「成長ホルモン分泌不全性低身

長症」で、１人月あたりの自己負担額（小慢治

療研究事業での給付額と自己負担額を合算し

た金額）の中央値が５万円を超えていた。これ

らの疾患では 20 歳以降も負担が続いている可

能性がある。また、上記の４疾患について、10

歳～19 歳の年齢別対象人月数は、年齢が上が

るとともに、その他の酵素欠損は減少傾向、血

友病Ｂ、遺伝性腎炎は 14 歳以降でほぼ一定、

成長ホルモン分泌不全性低身長は減少傾向で

あった。また、10～19 歳の年齢別自己負担額

は、年齢が上がるとともに、その他の酵素欠損

は上昇傾向、血友病Ｂはほぼ一定、遺伝性腎炎

は 19 歳で急激に高く、成長ホルモン分泌不全

性低身長は低下傾向であった。なお、サンプル

サイズが小さいために、結果の解釈には慎重を

要する。 

 

（４）患者調査個票によるキャリーオーバー患

者数推計 

 患者調査（平成 20 年）は 3 つの調査からな

り、「病院外来票」400,829 レコード、「病院入

院票」521,021 レコード、「一般診療所票」

280,124 レコードの計 1,201,974 レコードの提

供を厚生労働省から受けた。これより ICD-10

コードにより小慢（514 疾患）に対応すると思

われる個票を抽出し、総患者数を推計した。 

 傷病ごとに、小慢登録数と患者調査における
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0～19 歳の総患者数の比を「小／患比」として

算出した。疾患大分類別に見るといずれの傷病

においても小／患比が 1.0 を下回った。 

 これを患者調査の 20～39 歳の患者数に単純

に乗じて疾患大分類別の総患者数を算出する

と、ICD-10 コードを共有する小児慢性特定疾

患以外の疾患の患者数も包含する等の理由か

ら過大な推計となるため、20 歳以降に患者数

が増加する疾患群については登録患者数を上

限として推計したところ、キャリーオーバー患

者は 7 万 6 千人となり、比較的登録者数の多い

24 疾患を合算したキャリーオーバー患者数は

3 万 3 千人となった。 

 なお、単純に乗じて推計した総患者数はそれ

ぞれ 36 万 1 千人と 29 万 0 千人であった。 

 

（５）年齢階級別受給者数からの外挿によるキ

ャリーオーバー患者数の推計 

 推計の結果、20～39 歳の患者数の合計はモ

デル１の場合は 49,197 人、モデル２の場合は

11,045 人となった。ただし、簡易な推計方法で

あることから、あくまでもひとつの参考値とし

て見る必要がある。 

 

Ｄ．考察 

（１）医療費の実態 

 キャリーオーバー患者の医療費自己負担（年

額）は、中央値３万６千円であった。これは、

現行の高額療養費制度において 70 歳未満の低

所得者の自己負担限度額が月額３万 5400 円で

あるのと比べると 10 分の１以下の負担額であ

る。 

 本研究により、傷病の種類による医療費の高

低の傾向が明らかになった。アンケート調査に

よる自己負担額の中央値では糖尿病が最も高

い結果であった。また、国保レセプトによる受

診者一人あたり点数では、血液及び免疫、循環

器系の疾患、尿路生殖器系疾患で平均値が高額

であった。さらに小慢受給者での分析では、「1

から 49 までに掲げるもののほか、特定の欠損

（活性異常）酵素名を冠したすべての疾患」に

ついて、医療費が高額であり、また年齢が上が

るにつれて医療費も上がる結果であった。この

ような疾患では、より高額な医療費を要する傾

向があると考えられる。 

 一方で、同じ疾患名でも個々人によって医療

費の差が非常に大きい結果であった。これらの

ことから疾患名を指定して、キャリーオーバー

患者全てへの一律の医療費助成を行う制度の

必要性は必ずしも高くないと考えられた。 

 一方で、年額 20 万円以上など医療費自己負

担が高額になる患者も一定の割合でみられた。

特に、医療費自己負担が年額 20 万円以上で、

等価所得が年額 150～250 万円の患者では経済

的に苦しいとの回答が 84.2％に達した。所得

がこの金額の者は、現行の高額療養費制度での

低所得者には含まれず、若干それよりも所得が

高いことになる。後述するように高額療養費制

度の改善方向として、一般所得者のうちの比較

的低所得者の基準額を下げることや年間上限

額設定の検討がなされたことは評価できる。 

 

（２）キャリーオーバー患者数の推計 

 全国のキャリーオーバー患者数は、アンケー

ト調査に基づく推計では 12,500 人（6,300～

47,500 人）となった。また、小慢受給者の年

齢階級別人数から外挿した 20～39 歳での推計

では 49,000人、及び 11,000 人となった。その

他、患者調査に基づいた 20～39 歳の推計では

76,000 人という推計値が得られた。これらの

各種推計結果は、小慢受給者の登録管理データ

による 18 歳や 19 歳の患者数を 20 倍した数字

と概ね整合した結果が得られている。しかしな

がら、推計方法によってかなり幅のある種々の

値が算定されており、その精度には限界がある。 
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（３）高額療養費制度等の充実・啓発 

 現在、医療費の自己負担額が高額になった患

者に対して、傷病の種類によらずに利用するこ

とができる高額療養費制度がある。現在のこの

制度では一般の場合に医療費の自己負担限度

額（１か月あたり）について 80,100 円＋（総

医療費－267,000 円）×１％になるように設定

されている。また、低所得者（住民税非課税者）

については、自己負担限度額が 35,400 円に設

定されている。さらに、同一月内に同一世帯で

自己負担が高額になる人が複数あるときは合

算できる制度（世帯合算）や、同一世帯で１年

間に３回以上の高額療養費の支給を受けてい

る場合は、４回目からの自己負担限度額が軽減

される制度（多数該当）、世帯内の同一の医療

保険の加入者について医療保険と介護保険の

自己負担の合計が年単位で高額になった場合

の支給制度（高額介護合算療養費）なども整備

されている。また、平成 19 年度より高額療養

費の現物給付化がされている。それまでの制度

では自己負担額を一旦支払ってから申請によ

り償還払いを受ける方式であったが、この制度

により、あらかじめ保険者に申請し、高額療養

費限度額適用認定証（限度額認定証）の交付を

受けておけば、それを医療機関に提示すること

により高額療養費の自己負担限度額を超えた

分は窓口で支払わずに済むようになった。ただ

し、一部の健康保健組合では限度額認定証の発

行をまだ制度化していないところもある。 

 今回のアンケート調査、特に自由記載におい

て、高額療養費制度を十分に活用していないと

考えられる回答も一部に見られた。まずは、高

額療養費制度、また限定額認定証の制度等を始

めとして、現行の保健医療福祉制度についてキ

ャリーオーバー患者を診療する医師や、また患

者に周知することが重要であると考えられる。

特に、20 歳が近くなり、小慢の最後の更新申

請時等において、リーフレット類を保健所から

渡すなどのことも有効であろう。 

 また今回の調査において、年額医療費が 20

万円以上で、年額所得が 150～250 万円の患者

において、経済的に苦しいとの回答が特に多い

結果であった。高額療養費制度改善方向として、

一般所得者のうちの比較的低所得者の基準額

を下げることや年間上限額設定の検討がなさ

れたことは評価できる。 

 

（４）仕事に関する支援 

 今回のアンケート調査において、ストレスや

悩みの原因として、「自分の仕事」との回答が

最も多い結果であった。現在、５割以上の患者

は仕事に就いているものの、仕事をしていない

人のうち１割は「求職活動をしたが、就職でき

ない」と回答していた。自由記載では、就職の

面談において、疾病のことを話したところ採用

に至らなかったとの声も聞かれた。一方で、求

職活動支援制度を活用したのは 20 歳代の患者

のみであり 30 歳以上での利用はなかった。ま

ずは、就職支援の拡充・普及、また雇用主の理

解の向上を図る必要があると考えられる。 

 一方で、一旦、就職したものの、退職・転職

した者も少なからず見られた。継続的な就職に

当たり、雇用先に必要であった配慮としては、

休暇・短時間勤務、職務内容、医療、職場内に

おける相談支援体制などの意見が多かった。各

職場においてこのような配慮がなされるよう

に、事業場への啓発や、またそのような配慮が

促進されるような仕組みづくりが重要である

と考えられる。 

 

Ｅ．結論 

 キャリーオーバー患者の医療費自己負担（年

額）は、中央値が３万６千円であったが、20

万円以上の患者が 9.5％に見られた。また医療

費自己負担が年額 20 万円以上で、等価所得が

年額 150～250 万円の患者では経済的に苦しい
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との回答が 84.2％に達した。キャリーオーバー

患者のストレスや悩みの原因として自分の仕

事に関するものが 47.5％と最も多かった。また、

退職・転職した患者において、雇用先に必要で

あった配慮として、休暇・短時間勤務、職務内

容、医療、職場内における相談支援体制などの

意見が多かった。以上の結果から、疾患名を指

定してキャリーオーバー患者全てへの一律の

医療費助成を行う制度の必要性は必ずしも高

くないが、高額療養費制度等の充実・制度の啓

発、また就職及びその後の職場での支援の強化

が重要であると考えられた。 

 本研究による成果は、行政、診療担当医師、

患者等の間で実態を共有し、保健医療福祉施策

の検討等に資するため、ホームページ

（http://carry.umin.jp）、学会発表等により公表

している。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当なし 

 

Ｇ．研究発表 

尾島俊之、野田龍也、徳本史郎、谷原真一、西

連地利己、上原里程、山縣然太朗．小児慢性特

定疾患キャリーオーバー患者数の検討．日本公

衆衛生雑誌 2011; 58(10 特別附録):359．（第

70回日本公衆衛生学会総会，秋田，2011年10

月19～21日．） 

 

Ｈ．知的財産の出願・登録状況 

 該当なし 
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Ⅱ．分担研究報告書 



 



平成 23年度厚生労働科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業） 分担研究報告書 

「小児慢性特定疾患のキャリーオーバー患者の実態とニーズに関する研究(H23-次世代－指定-007)」 

 

キャリーオーバー患者家族調査結果 

研究分担者：上原里程 （自治医科大学地域医療学センター公衆衛生学部門） 
研究分担者：山縣然太朗 （山梨大学大学院医学工学総合研究部社会医学講座） 

 

研究要旨：小児慢性特定疾患治療研究事業（以下、小慢）により医療費助成を受けていた患者で 20 歳以上

になった患者を「キャリーオーバー患者」と定義し、そのような患者の受療状況及び医療・福祉施策の利用、

就労状況などを把握する目的で、患者家族調査を実施した。医療機関でのキャリーオーバー患者受診状況

の把握を目的として実施した一次調査では、全国 640 施設から総計 6356 人のキャリーオーバー患者が報告

された。そのうち 76.6％は小児科から報告された。キャリーオーバー患者あるいは家族を対象とした二次調

査では、一次調査で報告があった医療機関からキャリーオーバー患者に調査票を配布し回答を求めた。969

人に配布を行い、回答者総数は 839 人（回収率 86.6％）であった。二次調査の結果からは 20 歳以上でも

73％の患者は毎月あるいは 2－3 か月ごとに医療機関を受診しており、11％は入院治療を要していたことが

判明した。医療費助成を受けていない患者は全体の 59％であった。平日の主な活動が仕事であると回答し

たのは全体の半数であるが、20－24歳では仕事が38％で通学が32％と就学中の患者も多かった。仕事をし

ていない患者の 11％は求職活動をしたが就職できないと回答していたが、そのうち求職活動支援制度を活

用したのは 20 歳代の患者のみであり 30 歳以上での利用はなかった。職場での継続的な就業のために必要

な配慮事項として「休養」、「勤務時間」、「職務内容」を挙げる頻度が高かった。本研究からは、平成 23 年 11

月現在、日本全体での小慢キャリーオーバー患者数はおよそ 6300 人から 47500 人の範囲内にあると見込ま

れる。また、20 歳以上でも継続的な医療が必要とされる状況での医療費助成の検討や、継続的な就労や就

学を可能とするための職場あるいは大学等への疾患理解のさらなる啓発が必要と考えられる。 

 
 
見出し語：小児慢性特定疾患、キャリーオーバー、受診状況、就労状況 
 

 
A．はじめに 
 小児慢性特定疾患治療研究事業（以下、小

慢）により医療費助成を受けていた患者で 20
歳以上になった患者を「キャリーオーバー患

者」と定義し、そのような患者の受療状況及び

医療・福祉施策の利用、就労状況などを把握

する目的で、患者家族調査を実施した。医療

機関でのキャリーオーバー患者受診状況の把

握を目的として医療機関を対象に実施した一

次調査と、キャリーオーバー患者および家族の

医療・福祉施策の利用、就業状況などの把握

を目的として該当患者および家族を対象に実

施した二次調査について結果を報告する。 
 
B．患者家族調査：一次調査  
Ⅰ．対象施設  
 独立行政法人福祉医療機構が運営する

WAM NET を用いて検索した全国の医療機関

のうち、入院施設を備えた小児科、内科、外科、

精神科（障害者施設等を含む）を標榜する病
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院 12678 施設を対象とした。内訳は内科 4861
施設、外科 4141 施設、小児科 2490 施設、精

神科 1186 施設である。キャリーオーバー患者

は疾患の性格上、主として入院施設を備えた

病院に通院していると考えられることから入院

施設のない診療所は対象から除外した。 
 
Ⅱ．調査方法  
 キャリーオーバー患者を診ているか否か、診

ている場合は患者数や患者の基本属性などの

情報を記載できる調査票を、平成 23 年 8 月か

ら 11 月にかけて対象施設に郵送した。返信が

なかった施設には 1 回督促をおこなった。調査

の依頼状を図 1、調査票を図 2，3 に示した。 
 
Ⅲ．一次調査結果  
 5640 施設から回答があり、回収率は 44.5％だ

った。回答の内訳（回収率）は、内科 2022 施設

（41.6％）、外科 1873 施設（45.2％）、小児科

1318 施設（52.9％）、精神科 386 施設（32.5％）、

その他 41 施設だった。その他の区分の内訳を

表 1－1 に示した。 
 「キャリーオーバーした患者を診ている」と回

答した施設数は 640（全回答施設 5640 の

11.3％）で、内訳は内科 154（内科回答施設の

7.6％）、外科 54（外科回答施設の 2.9％）、小

児科 386（小児科回答施設の 29.3％）、精神科

7（精神科回答施設の 1.8％）、その他 39（その

他の診療科回答施設の 95.1％）だった。（表 1
－2） 
 キャリーオーバーした患者を診ていると回答し

た施設でのキャリーオーバー患者報告総数は

6356 人だった。内訳は内科 659 人（報告総数

の 10.4％）、外科 361 人（同 5.7％）、小児科

4867 人（同 76.6％）、精神科 32 人（同 0.05％）、

その他の診療科 437 人（同 6.9％）だった。報告

全施設および診療科別の患者数分布を表 1－
3～表 1－8 に示した。 
 キャリーオーバーした患者を診ていると回答し

た施設の該当患者（最大 5 人分）の基本情報

は 1859 人について報告された。報告患者の性

別は、男 866 人（46.6％）、女 896 人（48.2％）、

不明 97 人（5.2％）だった。20－24 歳が 54％で

最も多いが、40 歳以上も 4％を占めた（表 1－
9）。受診間隔について、3 か月未満である割合

が 60％で最も多く、1 年以上の割合は 7％であ

った（表 1－10）。年齢階級別の受診間隔を観

察すると、どの年代も 3 か月未満が 60％程度で

あるが、6 か月以上 1 年未満の間隔は若い年

齢ほど多く、逆に 1 年以上の間隔は年齢が高

いほど多い傾向だった（表 1－11）。 
 
C．患者家族調査：二次調査  
Ⅰ．対象者  
 一次調査で「キャリーオーバーした患者を診

ている」と回答した施設を受診する患者および

その家族。 
 
Ⅱ．調査方法  
 二次調査票は、キャリーオーバー患者あるい

は家族を対象とした、患者の基本属性、医療・

福祉施策の利用状況など、就労状況などにつ

いての自記式質問票である。一次調査で「キャ

リーオーバーした患者を診ている」と回答した施

設のうち、二次調査に協力可能と回答した施

設に該当患者数分の二次調査票を送付した。

二次調査協力施設の主治医の判断で、該当

患者が調査対象期間に外来受診する場合は

外来で二次調査票を直接手渡しするか、調査

対象期間中には外来受診しない場合は該当

患者宛に二次調査票を郵送するかの二通りの

方法を選択できるようにした。一次調査の実施

を始めた平成 23 年 8 月から、二次調査に協力

できると回答があった時点で協力施設に対して

二次調査票の送付を順次おこなった。協力医

師への依頼状を図 4、キャリーオーバー患者

への二次調査依頼数に関する返信票を図 5、
キャリーオーバー患者への依頼状を図 6、
二次調査票を図 7 から図 13 に示した。  
 
Ⅲ．倫理的配慮  
 一次調査も含めて患者の氏名、住所などの

個人を特定できる情報は収集しなかった。疫学

研究に関する倫理指針に基づき、研究分担者

の所属する自治医科大学で疫学研究倫理審

査委員会に諮り、承認を得た（疫 11－12 号、
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平成 23 年 7 月 21 日）。 
 
Ⅳ．二次調査結果  
 平成 24 年 2 月 9 日現在、二次調査協力施

設からキャリーオーバー患者および家族に二次

調査票を配布あるいは郵送した数は 969 人分

（外来患者手渡し：605 人、郵送：364 人）だっ

た。 
 
Ⅴ．全体の集計  
 回答者総数は 839 人（二次調査票送付数の

86.6％）で、内訳はキャリーオーバー患者本人

が 59％（498 人）、家族が 34％（286 人）、介護

者が 0.4％（3 人）だった（表 2－1）。 
 
Ⅴ‐1．キャリーオーバー患者の属性（表 2－2） 
（※項目により回答母数が異なる。詳細は表に記載。）  

 性別は男 44％（369 人）、女 56％（466 人）、

年齢は 20-24 歳が 54％（450 人）、30 歳以上が

23％（191 人）だった。助成を受けていた疾患

群は、糖尿病、慢性腎疾患、慢性心疾患・内

分泌疾患（同数）の順に多かった。小慢利用開

始年齢の中央値は 8 歳で、小慢利用終了年齢

の中央値は 20 歳だった。ここ 1 年の入院があっ

たのは 11％（95 人）だった。入院期間の中央値

は 14 日だった。通院医療機関数は 1 か所が

81％（676 人）だった。通院している診療科は小

児科が 70％（588 人）で最多であり、内科が

21％（178 人）だった。通院回数は毎月が 36％
（304 人）、2－3 か月ごとが 37％（307 人）だった。

2 か所以上の通院で 2 か所目は年 2－3 回の

通院回数が最多であった。通院時間の中央値

は 30 分だった。通院手段で最も多いのは自家

用車の 65％（546 人）であり、電車が 19％（162
人）だった。疾患にかかる 1 ヶ月の支出（中央

値）は医療費 5700 円、交通費 1000 円、サービ

ス利用料 0 円、その他費用 3150 円だった。疾

患にかかる年間の支出（中央値）は医療費

20000 円、交通費 5000 円、サービス利用料 0
円、その他費用 8500 円、総額 28800 円だった。

疾患にかかる支出の分布をそれぞれヒストグラ

ムで示した（図 14 から図 23）。日常生活の自立

の程度は、特に障害なしが 60％（505 人）、ほぼ

自立できており独力で外出可が 25％（210 人）、

おおむね自立しているが介助なしの外出不可

が 8％（65 人）だった。障害者手帳を有する割

合が 31％（256 人）であり、そのうち身体障害者

手帳の場合「肢体」が 29％（73 人）で最多、続

いて「心臓」が 27％（68 人）だった。等級は 1 級

が 35％（90 人）で 2 級が 9％（24 人）、3 級が

12％（30 人）だった。療育手帳は、手帳ありのう

ち 31%（80 人）が 1 級、16％（42 人）が 2 級だっ

た。精神障害者保健福祉手帳は、手帳ありのう

ち 2 級が 3％（8 人）、3 級が 0.8％（2 人）だった。

障害者手帳を所持する理由が小慢該当の疾

患によるのは 71％（182 人）だった。一方、障害

者手帳を有しない割合は 68％（572 人）で、所

有しない理由は 53％（305 人）が「必要ない」、

28％（158 人）が「障害の種類が手帳の対象

外」だった。現在の住まいは持家 67％（559 人）、

民間賃貸 24％（203 人）だった。平日の主な活

動は仕事 49％（409 人）で通学 18％（148 人）

だった。求職活動は 5％（42 人）だった。現在の

健康状態が「よい」、「まあよい」を合わせて 48％
（401 人）である一方、「あまりよくない」、「よくな

い」を合わせて 14％（114 人）だった。ストレスや

悩みが有る割合は 68％（573 人）で、その原因

として「自分の仕事」を 47％（272 人）、「自分の

病気や介護」を 33％（191 人）、「収入・家計・借

金等」・「家族以外との人間関係」を 27％（前者

153 人、後者 152 人）の報告患者が挙げた。「と

ても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を 0 点とした場

合の幸せ度の中央値は 7 点だった。暮しの経

済状況を「大変苦しい」、「やや苦しい」と回答し

たのは 46％（382 人）の患者だった。 
 

Ⅴ‐2．医療・福祉施策に関して（表 2－3） 
 年金・手当を受給しているのは 22％（187 人）

の患者で、そのうち障害基礎年金が 93％（173
人）、特別障害者手当が 13％（25 人）だった。

医療費助成を受給しているのは 27％（227 人）

の患者で、そのうち難病 [特定疾患 ]が 55％
（124 人）、その他が 29％（65 人）、自立支援医

療（更生医療）が 9％（20 人）だった。医療費助

成を受給していないのは 59％（495 人）であり、

受給していない理由は「疾患が対象となる助成
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制度が無い」が 59％（294 人）、「助成制度はあ

るが、疾患の症状が軽度・所得制限等の理由

で対象にならない」が 11％（56 人）だった。福祉

施策サービスを利用しているのは 11％（90 人）

であり、そのうち「障害者自立支援サービス」は

87％（78 人）が利用していた。このうち 58％（45
人）は「デイサービス等通所施設」を利用してお

り、9％（7 人）は在宅ヘルプを利用していた。福

祉施策サービスを利用していないのは 77％
（646 人）であり、利用していない理由として

57％（371 人）が「必要なし」、3％（19 人）が「必

要とする福祉サービスがない」を挙げた。 
 
Ⅴ‐3．就労について（表 2－4） 
 仕事をしている患者は 54％（455 人）であり、

そのうち正社員が 48％（217 人）、パート・アル

バイト 29％（132 人）、契約社員・嘱託 11％（49
人）、派遣社員 2％（9 人）だった。就労日数は

中央値で週 5 日、1 日 8 時間労働であり、勤続

年数の中央値は 30 ヶ月だった。仕事で配慮さ

れていることの上位は、通院・服薬管理等医療

上の配慮 19％（86 人）、休暇を取得しやすくす

る等休養への配慮 13％（60 人）、力仕事を回

避する等職務内容の配慮 9％（43 人）で、配慮

してほしいことの上位は、休暇を取得しやすくす

る等休養への配慮 22％（98 人）、通院・服薬管

理等医療上の配慮 13％（61 人）、力仕事を回

避する等職務内容への配慮 9％（41 人）だった。

仕事をしていない患者の割合が 43％（359 人）

であり、その理由として「働く必要がない（学生・

主婦等）」が 40％（145 人）、「症状が重く就労

は難しい」15％（55 人）、「求職活動したが就職

できない」11％（39 人）、「その他」が 12％（42
人）だった。求職活動をしたが就職できない人

のうち、求職活動支援制度を利用したのは

26％（10 人）であり、そのうち 80％（8 人）はハロ

ーワークにおける障害特性に応じた職業相談・

職業紹介を利用していた。その他の支援は 1
人のみが利用していた。求職活動支援制度を

利用しなかった人は 62%（24 人）で、そのうち

33％（8 人）は「その他」の理由、「利用の対象と

ならない」と「特に利用する必要がない」がそれ

ぞれ 25％（6 人）の理由であった。退職・転職経

験を有する患者は 33％（276 人）であり、転職

回数の中央値は 2 回だった。退職の主な理由

は、退職経験ある者のうち 14％（40 人）が「人

間関係がうまくいかなかった」、12％（34 人およ

び 32 人）が「満足のいく仕事内容でなかった」、

「結婚・出産・育児・介護」を挙げた。「疾患の

症状が悪化」と「疾患への理解・配慮がなかっ

た」のうち、雇用先での必要な配慮として 54％
（26 人）が「休暇を取得しやすくする等休養へ

の配慮」、52％（25 人）が「短時間勤務等勤務

時間の配慮」、42％（20 人）が「力仕事を回避

する等職務内容の配慮」を挙げた。同居者は

本人含めて中央値が 3 人だった。同居者は、

母 69％（581 人）、父 60％（502 人）、兄弟姉妹

41％（348 人）、祖父母 16％（137 人）、妻・夫

15％（122 人）だった。42％（354 人）の患者では

介護は必要がなかったが、介護が必要である

場合の主な介護者は、母 60％（303 人）、父

19％（95 人）であった。最終学歴は大学が 27％
（223 人）で最多であり、高校（普通学級）が

21％（177 人）、専門学校 18％（148 人）の順で

あった。患者自身の 1 年間の収入（中央値）は、

就労が 150 万円、公的手当・年金等が 79 万円、

仕送りが 48 万円、その他が 24 万円、総計が

120 万円だった。1 年間の同居家族の収入（中

央値）は 400 万円であり、1 年間の世帯の収入

（本人の総計と同居家族の合計の中央値）は

431 万円、世帯の等価所得（中央値）は 250 万

円だった。 
 
Ⅵ．年齢階級別の集計（表 3） 
 回答者の年齢別の属性は、25 歳以上では

60％以上が患者本人、20-24 歳は 44％が家族

だった。 
 
Ⅵ‐1．キャリーオーバー患者の属性  
 性別は 35-39 歳のみ男性 53％（24 人）と多か

った。助成を受けていた疾患群は、どの年代も

糖尿病が最も多かったが、20-24 歳では悪性新

生物が多く、20-24 歳と 35-39 歳は内分泌疾患

も多かった。40 歳以上では血友病が多かった。

小慢利用開始年齢は 20-24 歳と 35-39 歳では

中央値 7 歳、40 歳以上では中央値 10 歳であ
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り、小慢利用終了年齢は 20-29 歳で中央値 20
歳、40 歳以上で 19 歳だった。ここ 1 年で入院

をした患者は 30-34 歳で 18％（19 人）と最多だ

った。入院期間の中央値は 20-34 歳で 14 日だ

った。通院医療機関数は 40 歳以上で 2 か所以

上が 5％（2 人）と少ないが、その他の年齢では

15％程度だった。通院している診療科について、

小児科は年齢が上昇するに従い割合が減り

20-24 歳で 76％（342 人）であったのが 40 歳以

上で 49％（20 人）だった。反対に、内科は年齢

と共に割合が増大する傾向だった。通院回数

は 40 歳以上で月数回あるいは毎月の頻度が

高かった。通院時間の中央値は 30-45 分だっ

た。通院手段は自家用車の頻度が 20-39 歳は

60％以上だが、40 歳以上で 51％（21 人）と減

少していた。疾患にかかる 1 ヶ月の支出（中央

値 ） は 、 医 療 費 5000-8000 円 、 交 通 費

600-1000 円、サービス利用料 0 円、その他費

用 0-4750 円であり、疾患にかかる年間の支出

（中央値）は、医療費 15500-30000 円、交通費

4080-17000 円、サービス利用料 0-3000 円、そ

の他費用 0-27000 円、総額 25000-40190 円だ

った。日常生活の自立の程度は、特に障害を

持っていない患者は年齢が上昇すると減少す

る傾向だったが（20-24 歳 62％（279 人）、40 歳

以上 51％（21 人））、何らかの障害等を有する

が日常生活はほぼ自立できており独力で外出

できる頻度は 35-39 歳を除いて年齢と共に増大

する傾向だった（40 歳以上 39％（16 人））。障

害者手帳を有する割合は 28-34％であり、その

うち身体障害者手帳の場合は「肢体」と「心臓」

が多かった。等級では 1 級が 24-55％だった。

療育手帳は、手帳ありのうち 1 級が 0-47％であ

り、精神障害者保健福祉手帳は、手帳ありのう

ち 2 級が 0-6％だった。68-86％が小慢該当の

疾患によるものだった。障害者手帳を持ってい

ない患者が 62-72％であり、所有しない理由とし

て 47-58％が「必要ない」と回答していた。現在

の住まいは持家が 62-73％だった。平日の主な

活動は、20-24 歳では仕事が 38％（173 人）、

通学が 32％（143 人）だった。仕事は 25-29 歳

で 65％（125 人）と多く、35 歳以上になると 51％
と少なかった。家事は年齢とともに上昇し 40 歳

以上で 24％（10 人）に達した。また、求職活動

も 40 歳以上で 15％（6 人）と多かった。現在の

健康状態は「あまりよくない」、「よくない」を合わ

せた割合は年齢とともに上昇していた（20-24 歳

10％（46 人）、40 歳以上 29％（12 人））。ストレ

スや悩みがある割合が 63-72％であり、その理

由として「自分の仕事」を挙げた割合は 35-39
歳を除いて 40％以上だった。40 歳以上を除い

て「自分の病気」も理由として多いが、40 歳以

上は「収入・家計・借金等」が多い傾向だった。

幸せ度は 40 歳以上のみ中央値 6 点で、その他

は中央値 7 点以上だった。暮しの経済状況は

「大変苦しい」、「やや苦しい」を合わせて 40％
以上だが、特に 40 歳以上は 61％（25 人）と高

かった。 
 
Ⅵ‐2．医療・福祉施策に関して 
 年金・手当を受給しているのは 35-39 歳を除

いて 20％代であり、そのうち障害基礎年金は

30 歳以上で減少し、40 歳以上で 73％（8 人）

だった。医療費助成を受給しているのは 35 歳

以上で多く、そのうち難病［特定疾患］が最多

であり 40 歳以上では 87％（13 人）だった。医療

費を受給していないのは 20-34 歳で 60％程度

だった。そのうち受給していない理由は「疾患が

対象となる助成制度がない」が 56-72％だった。

福祉施策サービスを利用しているのは 2-18％
であり、そのうち「障害者自立支援サービス」は

87％以上が利用していた。このうち「デイサービ

ス等通所施設」の利用が多かった。利用してい

ない患者のうち、その理由として「利用の対象と

ならない」が 40 歳以上で 49％（17 人）と多かっ

た。 
 
Ⅵ‐3．就労について 
 仕事をしている割合は 20-24 歳で 45％（203
人）と少ないが、25-29 歳が最も多く 67％（130
人）で以後年齢と共に減少し 40 歳以上では

59％（24 人）だった。そのうち正社員は 35-39 歳

で最も多い 59％（16 人）だったが 40 歳以上は

38％（9 人）に減少していた。パート・アルバイト

は 15-50％、契約社員・嘱託は 0-14％、派遣社

員は 0-6％だった。就労日数は中央値で週 5
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日、1 日 8 時間労働であり、勤続年数は 30 歳

以上では中央値が 80 ヶ月以上だった。仕事で

配慮されていることの上位は、すべての年代で

「通院・服薬管理等医療上の配慮」が最も多く、

「休暇を取得しやすくする等休養への配慮」あ

るいは「力仕事を回避する等職務内容の配慮」

が続いた。配慮してほしいことの上位は、すべ

ての年代で「休暇を取得しやすくする等休養へ

の配慮」が最も多く、続いて「通院・服薬管理等

医療上の配慮」だった。仕事をしていない患者

は 20-24 歳で 52％（236 人）だった。25 歳以上

で仕事をしていない理由は「求職活動をしたが

就職できない」0-31％、「症状が重く就労は難し

い」13-21％だった。求職活動をしたが就職でき

ない人のうち、求職活動支援制度を利用したの

は 20-24 歳で 44％（8 人）だが 30 歳以上はな

かった。利用した患者のうち 75％以上はハロー

ワークにおける障害特性に応じた職業相談・職

業紹介を利用していた。求職活動支援制度を

利用しなかった人は 25 歳以上では 67％以上

だった。退職・転職経験がある割合はほぼ年齢

とともに上昇し 40 歳以上で 61％（25 人）に達し

た。転職回数は 40 歳以上で中央値は 2.5 回だ

った。退職の主な理由は、経験ある者のうち 35
歳以上は「結婚・出産・育児・介護」が最多で

「人間関係がうまくいかなかった」が続き、「倒

産・整理解雇」もあった。25-34 歳では「労働条

件（賃金以外）がよくなかった」が最多だったが、

20-24 歳は「人間関係がうまくいかなかった」が

最も多かった。「疾患の症状が悪化」と「疾患へ

の理解・配慮がなかった」のうち、雇用先での必

要な配慮として「休暇を取得しやすくする等休

養への配慮」、「短時間勤務等勤務時間の配

慮」、「力仕事を回避する等職務内容の配慮」

は多くの年代で挙げられた。同居者の人数は

本人含めて中央値が 3-4 人であり、同居者は

年齢とともに父母の頻度が減り、妻・夫および

子の頻度が増加していた。主な介護者は年齢

と共に妻・夫の頻度が増加するが、40 歳以上

でも父母の頻度は 50％（12 人）であった。最終

学歴が大学である割合は 20-24 歳で 33％（148
人）と最多であり、年齢とともに減少して 40 歳以

上では 10％（4 人）にとどまった。40 歳以上は高

校（普通学級）が 44％（18 人）で最も多かった。

患者自身の 1 年間の収入（中央値）は、就労が

100-234 万円、公的手当・年金等が 75-85 万円、

仕送りが 0-60 万円、その他が 0-61 万円、総計

が 100-197 万円だった。1 年間の同居家族の

収入（中央値）は 300-500 万円であり、1 年間の

世帯の収入（本人の総計と同居家族の合計の

中央値）は 400-478 万円、世帯の等価所得（中

央値）は 233-277 万円だった。 
 
Ⅶ．疾患群別の特徴（表 4） 

悪性新生物、内分泌疾患、神経・筋疾患は

20－24 歳が約 70％以上を占めたが、慢性腎

疾患、慢性呼吸器疾患、糖尿病、血友病・免

疫疾患は 30 歳以上が 25％以上を占めた。ここ

1 年の入院が最も多いのは慢性消化器疾患の

29％（5 人）であり、糖尿病、先天代謝異常、慢

性腎疾患、慢性心疾患、膠原病がいずれも

10％以上だった。内科に受診している頻度が

最も高いのは糖尿病の 43％（60 人）であり、慢

性消化器疾患、血友病・免疫疾患、膠原病が

続いた。通院の頻度が最も多いのは糖尿病で、

「月数回」および「毎月 」を合わせた割合は

75％（105 人）であり、膠原病が 70％（14 人）、

神経・筋疾患が 61％（14 人）と続いた。疾患に

かかる医療費の支出年額が最も多いのは糖尿

病で 12 万円（中央値）だったが、その他の疾患

群では中央値が 5 万円未満であった。医療費

のほか交通費、サービス利用料、その他の費

用を合計した支出年額総計の中央値は 6800
円から 12 万円の範囲であり、最も高額だったの

は糖尿病だった。日常生活の自立状況は、特

に障害を持っていないと回答した割合が糖尿

病で 69％（97 人）と最も多い一方、神経・筋疾

患では 50％以上がなんらかの介助を要すると

回答していた。障害者手帳を所有する割合は

神経・筋疾患で 96％（22 人）と最も多く、慢性

心疾患の 73％（70 人）が続いた。一方、糖尿病、

内分泌疾患、慢性呼吸器疾患、膠原病は

75％以上の患者が障害者手帳を所有していな

かった。手帳を所有していない患者のうち「障

害の種類が手帳の対象とならない」と回答した

割合は、先天性代謝異常 43％（17 人）、内分
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泌疾患 39％（30 人）、糖尿病 34％（41 人）の順

だった。平日の主な活動として血友病・免疫疾

患、膠原病、糖尿病、慢性呼吸器疾患は 50％
以上が仕事であった。神経・筋疾患は 52％（12
人）がデイサービス等の福祉サービスを利用し

ており、先天性代謝異常、慢性心疾患でも

10％以上の患者が福祉サービスを利用してい

た。経済的状況が「大変苦しい」と「やや苦し

い」を合わせた割合が 50％以上であったのは、

糖尿病、膠原病、慢性消化器疾患、慢性呼吸

器疾患であった。医療費助成を受給している

頻度は神経・筋疾患で 78％（18 人）と最も多く、

助成制度として難病 [特定疾患 ]が 39％（7 人）

であった。慢性消化器疾患、血友病・免疫疾

患、慢性心疾患、膠原病では 40％以上が医療

費助成を受給しており、慢性心疾患を除いて

難病 [特定疾患 ]の受給を受けている患者が多

かった。一方、医療費助成を受けていない頻度

は糖尿病が 77％（109 人）と最も多く、悪性新

生物 74％（55 人）、内分泌疾患 69％（66 人）と

続いた。医療費助成を受けていない患者のうち、

その理由が「疾患が対象となる助成制度がな

い」としたのは糖尿病で 70％（76 人）、悪性新

生物 51％（28 人）、内分泌疾患で 58％（38 人）

だった。血友病・免疫疾患、糖尿病、慢性呼吸

器疾患では 60％以上は仕事があると回答した

が、神経・筋疾患では 78％（18 人）、慢性心疾

患では 60％（58 人）は仕事がないと回答した。

仕事をしない理由として、神経・筋疾患の 67％
（12 人）と慢性心疾患の 33％が「症状が重く就

労は難しい」と回答していた。「求職活動をした

が、就職できない」と回答したのは膠原病 14％
（1 人）、悪性新生物 14％（5 人）、内分泌疾患

13％（6 人）、糖尿病 13％（7 人）であった。 
 
Ⅷ．自由意見の抜粋（一部） 
 二次調査票の自由記載欄には 408 件の意見

が記載されていた。主な記載文を次に示した

（いずれも原文通り）。 
・一律に二十歳になったからということで医療費

助成が停止になるのではなく、適切な治療を受

けているのであれば、収入に応じて助成を続け

てもらいたいです。負担できなくて治療を止め

悪化すれば余計に医療費や福祉的なお金が

必要になってくるのではないでしょうか。重度化

しないように必要な人には必要な助成をお願い

します。 
・自分の不摂生などで罹患した病気ではないの

で、たとえ仕事ができていても医療費の助成を

して頂きたいです。一生背負っていく病気です。

悪化するかもしれないという不安や通院、検査、

服薬に伴う精神的な苦痛はなくなりません。 
・介護する親の年齢も子供の年齢とともにあがり

ますので、国からの補助（金）はとても必要です。

小慢の子は成人したからといって完治するわけ

ではないので（治る場合ももちろんありますが）

継続しての支援を強く望みます。 
・国なり民間会社も理解して働く場をもっと広げ

てほしい。本人も働くことの素晴らしさをいつも

話しています。 
・就職活動中に疾患のことを面接で言うと不合

格をもらい苦労しました。今働いているところで

は、疾患のことを言わずに就職してしまいました

が、通院時休みが頂ける等、とてもゆうずうがき

く良い職場だと思います。疾患がある、持って

いるということがネックにならないような社会にな

ればと思います。（中略）。働ける元気のある方

に社会にでる機会が増えることを願います。 
・理解度が高くなればよいと思う。（中略）。交通

費についても福祉の面で考えてほしい。 
・保健所の申請（新規および継続）の手続きが

時間がかかりすぎる。もっとポイントを決め短期

でできないと病院への仮払いが多くなる。特に

継続はぜひお願いします。 
・都道府県の区別なく、小児慢性特定疾患か

ら大人の特定疾患への移行を手続き・審査共

に行いやすくしてほしい。 
・（中略）悩みをどこに相談したら良いかわから

なかったので、病気の主治医以外にもっと細か

い相談が出来る保健師さんのような担当者が

いるとよいと思います。 
 
D．考察  
１．全国の推計キャリーオーバー患者数と受診

状況および今後の調査対象選定に関する考

察  
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Ⅰ．調査の妥当性  
 医療機関でのキャリーオーバー患者受診状

況の把握を目的として実施した一次調査では、

全国のうち 640 施設において総計 6356 人のキ

ャリーオーバー患者が受診していることが判明

した。対象医療機関は入院施設を有する内科、

外科、小児科、精神科の全医療機関とし、一

次調査の回収率は 44.5％だった。小児科では

回答施設の 30％がキャリーオーバー患者を診

ていると回答しており、小児科でのキャリーオー

バー患者数は全医療機関におけるキャリーオ

ーバー患者数の 76.6％を占めていた。キャリー

オーバー患者および家族を対象とした二次調

査結果でもキャリーオーバー患者の 70％は小

児科を受診していると回答していたことから、小

児科からの回収率が 52.9％と他の診療科より

高かったことは調査の妥当性に一定の評価を

してもよいと考える。 
Ⅱ．全国の推計キャリーオーバー患者数  
 また、全国のキャリーオーバー患者数は、未

回答施設でのキャリーオーバー患者を有する

割合を回答施設のそれと同じと仮定して単純

に診療科の回収率で割り戻し、かつ「その他の

診療科」からは 50％の報告があったと仮定すれ

ば、12525 人（内科 1584 人、外科 769 人、小

児科 9200 人、精神科 98 人、その他の診療科

874 人）と推計できる。また、一次調査では回答

した医師が診療している外来患者数の、診療

科全体の外来患者数に占める割合を尋ねてい

る。その割合で割り戻した診療科全体のキャリ

ーオーバー患者数はおよそ 47500 人と算出で

きることから、仮に患者ありと報告した施設すべ

てで報告された患者数が報告した医師のみで

診療していたとすれば、上記の 47500 人が上限

の推測値となりうる。これらの推計方法の詳細を

図 24 に示した。 
 一次調査では 1859 人のキャリーオーバー患

者の基本情報が報告されたが、主治医の判断

により各施設最大 5 人まで選んで報告してもら

っているため、選択バイアスは避けられない。し

かしながら、回答する医師の負担軽減を考慮し、

かつ回収率を高めるためには各施設最大 5 人

までの患者情報記載の依頼は妥当だったと考

えている。二次調査に回答したキャリーオーバ

ー患者の性、年齢分布は一次調査に報告され

たキャリーオーバー患者の基本情報からの性、

年齢分布と類似しているが、これは二次調査の

対象患者は調査期間中に外来受診した患者

か、受診していないが郵送の対象であると主治

医が判断した患者のいずれかであるため、一次

調査票に基本情報を記載した患者の多くが二

次調査の対象に選ばれた可能性がある。このよ

うな選択バイアスは本調査の限界である。また、

二次調査では調査実施期間が短かったことか

ら二次調査票を配布あるいは郵送できた人数

は一次調査に報告された 1859 人より少ない

969 人に限定された。 
 今後、キャリーオーバー患者の実態調査を実

施する際には、キャリーオーバー患者全員を対

象とするか、キャリーオーバー患者を一定数以

上診療している医療機関に限定しそれらの医

療機関を受診するキャリーオーバー患者全員

を対象とするといった方法が考えられる。後者

の場合、医療機関によって受診するキャリーオ

ーバー患者の持つ疾患に偏りが生ずる場合が

あるので、疾患による医療機関のばらつきを考

慮に入れる必要があるだろう。 
２．キャリーオーバー患者の医療・福祉施策の

利用状況および就労状況の特徴  
 二次調査に回答したキャリーオーバー患者全

体、年齢階級別および疾患群別の観察から、

20 歳以上でも 73％の患者は毎月あるいは 2－
3 か月ごとに医療機関を受診しており、11％は

入院治療を要していたことが判明した。通院回

数は年齢とともに減少するわけではなく、むしろ

40 歳以上では月数回あるいは毎月通院する頻

度が他の年齢より多い傾向だった。また、糖尿

病では 75％の患者が毎月あるいはそれより短

い受診間隔で通院していた。障害者手帳を持

っていない患者は 68％で、そのうちの 28％は小

慢対象疾患による障害の種類が手帳の対象に

ならないためである。一方で、障害者手帳は必

要がないとする患者は 53％であった。日常生

活に特に障害はない、又はほぼ自立し、独力

で外出できる患者は 85％であることから、全て

の患者が障害者手帳を要するほどの症状では
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ないと思われる。20 歳以上で医療費助成を受

給している患者が 27％いる一方、受けていない

患者は全体の 59％であった。疾患が対象とな

る助成制度はないと回答した患者が受給して

いない患者の 59％であり、これは患者全体の

35％に該当した。患者の中には年齢を経るごと

に受診の頻度が増す場合もあった。 
 平日の主な活動が仕事であると回答したのは

全体の半数であるが、20－24 歳では仕事が

38％で通学が 32％と就学中の患者も多かった。

仕事をしている割合は 25－29 歳で 67％と多か

ったものの、年齢とともに減少し 40 歳以上では

59％だった。正社員の頻度も 40 歳以上で 38％
と低かった。また、40 歳以上では平日の主な活

動として求職活動が 15％と多く、家事の頻度も

40 歳以上では 24％に達していた。仕事をして

いない患者の 11％は求職活動をしたが就職で

きないと回答していたが、そのうち求職活動支

援制度を活用したのは 20 歳代の患者のみであ

り 30 歳以上での利用はなかった。また、退職・

転職の経験を有する患者のうち症状の悪化あ

るいは疾患への理解・配慮不足が原因であっ

た患者は、継続的な就職のために「休養」、「勤

務時間」、「職務内容」への配慮を求めていた。

これらの事項は仕事を有している患者が職場

に対して求める配慮事項とも共通していた。就

労については 40 歳以上では正社員の頻度が

少なく求職活動の頻度が高いなど就労条件は

悪化しているが、30 歳以上で求職活動支援制

度が利用されていない状況があることからキャリ

ーオーバー患者への求職活動支援制度のさら

なる啓発が必要であろう。また、20－24 歳の年

代では就学中の患者も多いことから、職場だけ

でなく大学等でも適切な休養など疾患の理解

を啓発する必要があるだろう。 
 キャリーオーバー患者の 42％は家族等の介

護を必要としていないが、40 歳以上の患者でも

介護者が親である割合は 50％と高く、キャリー

オーバー患者の親世代の負担が想像される。 
  
 
E．結論  
１．今回の調査においては、平成 23 年 11 月現

在、日本全体での小慢キャリーオーバー患者

数はおよそ 6300 人から 47500 人の範囲内にあ

ると見込まれ、患者全体の 4 分の 3 は小児科を

受診しているといえる。 
２．難病（特定疾患）など他制度による医療費

助成を受けている患者が全体の 27％いる一方、

疾患が対象となる助成制度がないとする患者

が全体の 35％程度いると見込まれる。 
３．キャリーオーバー患者が継続的に就業する

ための職場に対する疾患理解の啓発とともにキ

ャリーオーバー患者に対する求職活動支援制

度の啓発をさらに進める必要がある。また、大

学等の就学の場においても同様の啓発が必要

であろう。 
４．キャリーオーバー患者が介護を要する場合

の親世代への負担を考慮する必要があろう。 
 
Ｆ．研究発表  
１．論文発表  
 なし 
２．学会発表  
 なし 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 
１．特許取得  
 なし 
２．実用新案登録  
 なし 
３．その他  
 なし
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図 14 ヒストグラム：疾患にかかる 1 か月分の支出（医療費）  

 
 
図 15 ヒストグラム：疾患にかかる 1 か月分の支出（交通費）  
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図 16 ヒストグラム：疾患にかかる 1 か月分の支出（サービス利用料）  

 
 
図 17 ヒストグラム：疾患にかかる 1 か月分の支出（その他費用）  
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図 18 ヒストグラム：疾患にかかる年間の支出（医療費）  

 
 
 
図 19 ヒストグラム：疾患にかかる年間の支出（交通費）  
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図 20 ヒストグラム：疾患にかかる年間の支出（サービス利用料）  

 

 
 
図 21 ヒストグラム：疾患にかかる年間の支出（その他費用）  
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図 22 ヒストグラム：疾患にかかる年間の支出（総計）  

 

 
 
図 23 ヒストグラム：疾患にかかる年間の支出（統合した医療費の年額 *）  

 

 
 
＊：月額の 12 倍と年額の大きい方の金額を年額として統合した。  
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図 24 キャリーオーバー患者数の推計方法  

 

 
 
 
 

【キャリーオーバー患者の推計方法（１）】

・未回答施設でのキャリーオーバー患者を有する割合（下記）が、回答施設での割合と同じ
と仮定する。

患者ありの割合： 内科7.6％、外科2.9％、小児科29.3％、精神科1.8％、
その他の診療科95.1％

・上記の仮定のもとで、回収率を割戻し、未回答施設も含めて対象診療科の全医療機関で
のキャリーオーバー患者数を推計する。その他の診療科は調査対象診療科には設定しな
かったが回収後に作成した分類であるため、その他の診療科の回収率を50％と仮定する。

内科：659人（報告患者数）÷0.416（回収率）＝1584人（内科全体での推計患者数）

外科：361人（報告患者数）÷0.452（回収率）＝769人（外科全体での推計患者数）
小児科：4867人（報告患者数）÷0.529（回収率）＝9200人（小児科全体での推計患者数）
精神科：32人（報告患者数）÷0.325（回収率）＝98人（精神科全体での推計患者数）
その他の診療科：437人（報告患者数）÷0.5（仮定した回収率）＝874人

（その他の診療科全体での推計患者数）

すべての診療科における推計患者数は、これらの合計12525人と算出される。

【キャリーオーバー患者の推計方法（２）】

・一次調査では、回答した医師の診療している外来患者数が診療科全体のどのくらいの割
合を占めているのかを尋ねた。この割合を、その医療機関が報告したキャリーオーバー患
者数で割った人数が、その医療機関の診療科全体で診療しているキャリーオーバー患者数
であると仮定する。

一次調査での設問の選択肢 変換した割合の値
１．1割未満 → 0.1
２．1割以上3割未満 → 0.2
３．3割以上半数未満 → 0.4
４．半数以上 → 0.75
５．ほぼすべて → 1

患者ありと報告した640施設の報告患者数を選択肢に対応して変換した割合の値で割り、
すべてを合計したキャリーオーバー患者の推計人数は47476人である。
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表 1－ 1 一次調査でその他の区分として報告された施設  

 
 
 
表 1－ 2 キャリーオーバーした患者を診ていると回答した施設  

 
 
  

回答施設（診療科名：その他） 施設数
医局事務課 1
眼科 1
血液内科 1
腫瘍・血液内科 1
循環器科 1
循環器内科 2
小児外科 6
小児感染症救急科 1
小児血液腫瘍科 1
小児細胞移植科 1
小児神経内科 1
小児内分泌科 1
小児脳外科 1
小児泌尿器科 1
小児不整脈科 1
消化器外科 1
消化器内科 1
心臓外科 1
神経科 1
神経内科 1
神経内科・小児神経内科 1
腎高血圧内科 1
腎臓内科 1
整形外科 1
生体防御系内科部 1
総合診療科 1
糖尿病・代謝内科 1
糖尿病内科 2
糖尿病内分泌内科 1
内分泌科 1
内分泌代謝科 1
内分泌代謝内科 2
脳神経外科 1
総計 41

回答診療科 患者ありと回答した施設数 全回答施設数 頻度(%)
内科 154 2022 7.6
外科 54 1873 2.9
小児科 386 1318 29.3
精神科 7 386 1.8
その他 39 41 95.1
総計 640 5640 11.3
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表 1－ 3 キャリーオーバー患者を診ている施設での該当患者数の分布（全体）  

 
 
 
表 1－ 4 キャリーオーバー患者を診ている施設での該当患者数の分布（内科）  

 
 
 
表 1－ 5 キャリーオーバー患者を診ている施設での該当患者数の分布（外科）  

 
 
  

有効 620

欠損値 20

10.25

3.00

1

27.081

1

333

6356

25 1.00

50 3.00

75 8.00

最頻値

標準偏差

最小値

最大値

合計

パーセンタイル

患者人数（患者ありの全施設640)

度数

平均値

中央値

有効 149

欠損値 5

4.42

1.00

1

12.201

1

124

659

25 1.00

50 1.00

75 3.00

最大値

合計

パーセンタイル

度数

平均値

中央値

最頻値

標準偏差

最小値

患者人数 (内科）

有効 50

欠損値 4

7.22

2.00

1

30.884

1

220

361

25 1.00

50 2.00

75 3.25

パーセンタイル

中央値

最頻値

標準偏差

最小値

最大値

合計

患者人数（外科）

度数

平均値
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表 1－ 6 キャリーオーバー患者を診ている施設での該当患者数の分布（小児科）  

 
 
 
表 1－ 7 キャリーオーバー患者を診ている施設での該当患者数の分布（精神科）  

 
 
 
表 1－ 8 キャリーオーバー患者を診ている施設での該当患者数の分布（その他）  

 
 
  

有効 376

欠損値 10

12.94

4.00

1

31.014

1

333

4867

25 2.00

50 4.00

75 10.00

標準偏差

最小値

最大値

合計

パーセンタイル

患者人数（小児科）

度数

平均値

中央値

最頻値

有効 6

欠損値 1

5.33

2.50

1

7.339

1

20

32

25 1.00

50 2.50

75 8.75

最大値

合計

パーセンタイル

度数

平均値

中央値

最頻値

標準偏差

最小値

患者人数（精神科）

有効 39

欠損値 0

11.21

3.00

1

20.386

1

100

437

25 2.00

50 3.00

75 10.00

パーセンタイル

中央値

最頻値

標準偏差

最小値

最大値

合計

患者人数（その他の診療科）

度数

平均値
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表 1－ 9 一次調査に報告されたキャリーオーバー患者の年齢分布  

 
 
 
表 1－ 10 一次調査に報告されたキャリーオーバー患者の受診間隔  

 
 
 
表 1－ 11 一次調査に報告されたキャリーオーバー患者の受診間隔（年齢階級別）  

 
  

人数 頻度(%)
20－24歳 1012 54.4
25－29歳 397 21.4
30－34歳 232 12.5
35－39歳 105 5.6
40歳以上 77 4.1
(空白) 36 1.9
総計 1859 100

人数 頻度（％）
3か月未満 1117 60.1
3か月以上6か月未満 335 18
6か月以上1年未満 179 9.6
1年以上 129 6.9
(空白) 99 5.3
総計 1859 100

報告患者の年齢別受診間隔の頻度

3か月未満 3か月以上6か月未満 6か月以上1年未満 1年以上 (空白) 総計
20－24歳 60.1 18.6 10.3 6.1 4.9 100.0
25－29歳 61.5 17.9 10.8 6.5 3.3 100.0
30－34歳 57.3 22.4 7.8 7.8 4.7 100.0
35－39歳 68.6 12.4 7.6 8.6 2.9 100.0
40歳以上 62.3 14.3 5.2 15.6 2.6 100.0
(空白) 33.3 0.0 5.6 5.6 55.6 100.0
総計 60.1 18.0 9.6 6.9 5.3 100.0

受診間隔（％）
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表 2－ 1 二次調査に回答した者の属性  

回答者（ n=839）  人数  割合（％）  

本人  498  59.36  

家族  286  34.09  

介護者  3  0.36  

不明  52  6.20  

 
 
表 2－ 2 キャリーオーバー患者の属性  

性別（ n=839）  人数  割合（％）  

男  369  43.98  

女  466  55.54  

不明  4  0.48  

年齢（歳）（ n=839）  人数  割合（％）  

20～ 24 450  53.64  

25～ 29 193  23.00  

30～ 34 105  12.51  

35～ 39 45  5.36  

40 以上  41  4.89  

不明  5  0.60  

助成を受けていた疾患名（複数回答、分母 839）  人数  割合（％）  

悪性新生物  74  8.82  

慢性腎疾患  101  12.04  

慢性呼吸器疾患  28  3.34  

慢性心疾患  96  11.44  

内分泌疾患  96  11.44  

膠原病  20  2.38  

糖尿病  141  16.81  

先天性代謝異常  75  8.94  

血友病・免疫疾患  73  8.70  

神経・筋疾患  23  2.74  

慢性消化器疾患  17  2.03  

不明  75  8.94  

事業制度の利用期間（開始年齢：歳）（ n=692）      

最小値  0.00    

最大値  19.00    

平均値  7.34    

中央値  8.00    

事業制度の利用期間（終了年齢：歳）（ n=605）      

最小値  2.00    

最大値  20.00    

平均値  18.62    

中央値  20.00    

事業制度の利用期間  (期間)     

事業制度の利用期間  最少  0.00    

事業制度の利用期間  最大  20.00    

事業制度の利用期間  平均  11.16    

事業制度の利用期間  中央値  10.00    
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表 2－ 2 キャリーオーバー患者の属性  

入院の有無（n=839) 人数  割合（％）  

あり  95  11.32  

なし  714  85.10  

不明  30  3.58  

入院日数（ n=87）      

最小値  1.00    

最大値  360.00    

平均値  48.53    

中央値  14.00    

通院医療機関数（ n=839）  人数  割合（％）  

1 ヶ所  676  80.57  

2 ヶ所  101  12.04  

3 ヶ所以上  28  3.34  

通院なし  11  1.31  

不明  23  2.74  

通院している診療科（複数回答、分母 839）  人数  割合（％）  

小児科  588  70.08  

小児外科  32  3.81  

内科  178  21.22  

整形外科  35  4.17  

脳外科  13  1.55  

その他  169  20.14  

通院回数  医療機関（一か所目： n=839）  人数  割合（％）  

月数回  68  8.10  

毎月  304  36.23  

2～ 3 ヶ月  307  36.59  

年 2～ 3 回  82  9.77  

年 1 回以下  60  7.15  

無効回答  18  2.15  

通院回数  医療機関（二か所目： n=129）  人数  割合（％）  

月数回  12  9.30  

毎月  29  22.48  

2～ 3 ヶ月  28  21.71  

年 2～ 3 回  37  28.68  

年 1 回以下  34  26.36  

通院時間(分）  医療機関（一か所目： n=815）      

最小値  2.00    

最大値  500.00    

平均値  46.27    

中央値  30.00    

通院時間(分）  医療機関（二か所目： n=138）      

最小値  5.00    

最大値  360.00    

平均値  64.75    

中央値  40.00    
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表 2－ 2 キャリーオーバー患者の属性  

通院手段（一か所目と二か所目の合計、分母 839）  人数  割合（％）  

徒歩  32  3.81  

自転車  55  6.56  

自家用車  546  65.08  

電車  162  19.31  

バス  79  9.42  

タクシー  15  1.79  

その他  42  5.01  

疾患にかかる支出  (単位：円)     

疾患にかかる 1 ヶ月分の支出（医療費）（ n=467）      

最小値  0.00    

最大値  500000.00    

平均値  10368.57    

中央値  5700.00    

疾患にかかる 1 ヶ月分の支出（交通費）（ n=282）      

最小値  0.00    

最大値  60000.00    

平均値  2184.70    

中央値  1000.00    

疾患にかかる 1 ヶ月分の支出（サービス利用料）（ n=106）      

最小値  0.00    

最大値  30000.00    

平均値  1871.13    

中央値  0.00    

疾患にかかる 1 ヶ月分の支出（その他費用）（ n=64）      

最小値  0.00    

最大値  140000.00    

平均値  7878.36    

中央値  3150.00    

疾患にかかる年間の支出（医療費）（ n=480）      

最小値  0.00    

最大値  1188000.00    

平均値  55332.25    

中央値  20000.00    

疾患にかかる年間の支出（医療費）（ n=746）＊  
  

＊最小  0.00  
 

＊最大  6000000.00  
 

＊平均  92235.00  
 

＊中央値  36000.00  
 

＊ 10 パーセンタイル値  814.00  
 

＊ 25 パーセンタイル値  10000.00  
 

＊ 75 パーセンタイル値  108000.00  
 

＊ 90 パーセンタイル値  192000.00  
 

＊：月額の 12 倍と年額の大きい方の金額を年額として統合

した    
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表 2－ 2 キャリーオーバー患者の属性  

疾患にかかる年間の支出（交通費）（ n=313）      

最小値  0.00    

最大値  360000.00    

平均値  13199.32    

中央値  5000.00    

疾患にかかる年間の支出（サービス利用料）（ n=90）      

最小値  0.00    

最大値  960000.00    

平均値  17194.22    

中央値  0.00    

疾患にかかる年間の支出（その他費用）（ n=70）      

最小値  0.00    

最大値  240000.00    

平均値  32126.57    

中央値  8500.00    

疾患にかかる年間の支出（総計）（ n=513）      

最小値  0.00    

最大値  1188000.00   

平均値  67226.52    

中央値  28800.00    

日常生活の自立状況（ n=839）  人数  割合（％）  

特に障害なし  505  60.19  

何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立し独力で外出可能  210  25.03  

屋内ではおおむね自立、しかし介助なしには外出不可 65  7.75  

屋内で何からの介助要し、日中ベッド上主体だが座位保つ 8  0.95  

1 日中ベッド上、排泄、食事、着替は介助要する 25  2.98  

不明  26  3.10  

障害者手帳の所有（ n=839）  人数  割合（％）  

あり  256  30.51  

なし  572  68.18  

不明  11  1.31  

障害者手帳を所有しない理由（所有なし n=572）  人数  割合（％）  

障害の種類が対象外  158  27.62  

障害が軽度の為  45  7.87  

必要ない  305  53.32  

その他  25  4.37  

身体障害者手帳の種類（複数回答、分母は所有あり 256）  人数  割合（％）  

視覚  6  2.34  

聴覚又は平衡  4  1.56  

音声機能、言語又はそしゃく  5  1.95  

肢体  73  28.52  

心臓  68  26.56  

じん臓  17  6.64  

呼吸器  8  3.13  

ぼうこう・直腸  6  2.34  

小腸  0  0.00  

肝臓  6  2.34  

ＨＩＶによる免疫  2  0.78  
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表 2－ 2 キャリーオーバー患者の属性  

身体障害者手帳の等級（複数回答、分母は所有あり 256）  人数  割合（％）  

1 級  90  35.16  

2 級  24  9.38  

3 級  30  11.72  

4 級  19  7.42  

5 級  6  2.34  

6 級  2  0.78  

療育手帳（複数回答、分母は所有あり 256）  人数  割合（％）  

1 級  80  31.25  

2 級  42  16.41  

精神障害者保健福祉手帳（複数回答、分母は所有あり 256） 人数  割合（％）  

1 級  0  0.00  

2 級  8  3.13  

3 級  2  0.78  

この障害は疾患によるものか（所有あり n=256）  人数  割合（％）  

はい  182  71.09  

いいえ  25  9.77  

わからない  15  5.86  

その他  14  5.47  

現在の住まい（ n=839）  人数  割合（％）  

持家  559  66.63  

民間賃貸住宅  203  24.20  

社宅・公務員住宅等の給与住宅  13  1.55  

都市再生機構・公社等の賃貸住宅  9  1.07  

自治体の公営賃貸住宅  23  2.74  

福祉・医療施設  5  0.60  

その他  17  2.03  

不明  10  1.19  

平日の主な活動（ n=839）  人数  割合（％）  

仕事  409  48.75  

求職活動  42  5.01  

家事  73  8.70  

デイサービス等の福祉サービスの利用  61  7.27  

通学  148  17.64  

その他  83  9.89  

不明  23  2.74  

現在の健康状態（ n=839）  人数  割合（％）  

よい  216  25.74  

まあよい  185  22.05  

ふつう  305  36.35  

あまりよくない  97  11.56  

よくない  17  2.03  

不明  19  2.26  

日常生活でのストレスや悩み（ n=839）  人数  割合（％）  

ある  573  68.30  

ない  266  31.70  
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表 2－ 2 キャリーオーバー患者の属性  

ストレスや悩みの原因（複数回答、分母はストレスあり 573） 人数  割合（％）  

家族との人間関係  96  16.75  

家族以外との人間関係  152  26.53  

恋愛・性  95  16.58  

結婚  67  11.69  

離婚  1  0.17  

いじめ、セクシャル・ハラスメント  8  1.40  

生きがい  116  20.24  

自由にできる時間がない  44  7.68  

収入・家計・借金等  153  26.70  

自分の病気や介護  191  33.33  

家族の病気や介護  24  4.19  

妊娠・出産  40  6.98  

育児  14  2.44  

家事  21  3.66  

子どもの教育  14  2.44  

自分の仕事  272  47.47  

家族の仕事  16  2.79  

住まいや生活環境  57  9.95  

その他  64  11.17  

わからない  30  5.24  

最も気になるストレス（複数回答、分母はストレスあり 573） 人数  割合（％）  

家族との人間関係  17  2.97  

家族以外との人間関係  39  6.81  

恋愛・性  14  2.44  

結婚  7  1.22  

離婚  0  0.00  

いじめ、セクシャル・ハラスメント  2  0.35  

生きがい  24  4.19  

自由にできる時間がない  1  0.17  

収入・家計・借金等  36  6.28  

自分の病気や介護  56  9.77  

家族の病気や介護  1  0.17  

妊娠・出産  12  2.09  

育児  0  0.00  

家事  1  0.17  

子どもの教育  2  0.35  

自分の仕事  80  13.96  

家族の仕事  1  0.17  

住まいや生活環境  7  1.22  

その他  37  6.46  

わからない  9  1.57  

あなたの幸せ度（とても幸せ 10 点、とても不幸 0 点）（ n=765）     

最小値  0.00    

最大値  10.00    

平均値  6.78    

中央値  7.00    
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表 2－ 2 キャリーオーバー患者の属性  

経済的状況（ n=839）  人数  割合（％）  

大変苦しい  105  12.51  

やや苦しい  277  33.02  

普通  364  43.38  

ややゆとりがある  60  7.15  

大変ゆとりがある  9  1.07  

不明  24  2.86  
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表 2－ 3 医療・福祉施策に関して  

年金・手当の受給（ n=839）  人数  割合（％）  

受給している  187  22.29  

していない  587  69.96  

わからない  36  4.29  

不明  29  3.46  

受給している年金（複数回答、分母は受給している 187）  人数  割合（％）  

障害基礎年金  173  92.51  

特別障害者手当  25  13.37  

その他  8  4.28  

医療費助成の受給（ n=839）  人数  割合（％）  

受給している  227  27.06  

していない  495  59.00  

わからない  71  8.46  

不明  46  5.48  

医療費を受給していない理由（ n=495）  人数  割合（％）  

助成制度なし  294  59.39  

症状が軽度・所得制限等の理由で対象にならない  56  11.31  

その他  71  14.34  

医療費助成制度の名称(複数回答、分母は受給している 227） 人数  割合（％）  

難病（特定疾患）  124  54.63  

自立支援医療（更生医療）  20  8.81  

自立支援医療（精神通院）  14  6.17  

その他  65  28.63  

福祉施設のサービス（ n=839）  人数  割合（％）  

利用している  90  10.73  

利用していない  646  77.00  

わからない  60  7.15  

不明  43  5.13  

利用していない理由（ n=646）  人数  割合（％）  

対象外  180  27.86  

必要がない  371  57.43  

必要とするサービスがない  19  2.94  

その他  11  1.70  

利用しているサービス（複数回答、分母は利用している 90） 人数  割合（％）  

利用しているサービス（障害者自立支援）  78  86.67  

利用しているサービス（その他）  23  25.56  

障害者自立支援で利用しているサービス（ n=78）  人数  割合（％）  

在宅ヘルプ（ホームヘルパー等）  7  8.97  

デイサービス等通所施設  45  57.69  

入所施設  3  3.85  

その他  11  14.10  
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表 2－ 4 就労について  

仕事の有無（ n=839）  人数  割合（％）  

あり  455  54.23  

なし  359  42.79  

不明  25  2.98  

仕事をしていない理由（ n=359）  人数  割合（％）  

症状が重く就労は困難  55  15.32  

通勤可能圏内に希望する就職先なし  10  2.79  

求職活動したが就職不可  39  10.86  

症状により求職活動に取り組めていない  24  6.69  

働く必要なし（学生、主婦等）  145  40.39  

働く意欲なし  4  1.11  

その他  42  11.70  

難病者の求職活動支援制度の利用（ n=39）  人数  割合（％）  

利用した  10  25.64  

利用していない  24  61.54  

わからない  3  7.69  

難病者の求職活動支援  利用しない理由（ n=24）  人数  割合（％）  

利用の対象とならない  6  25.00  

利用する必要がない  6  25.00  

必要とする求職活動支援がない  1  4.17  

その他  8  33.33  

利用した求職活動支援（複数回答、分母は利用した 10）  人数  割合（％）  

ハローワークにおける職業相談・職業紹介  8  80.00  

障害者試行雇用（トライアル雇用）  1  10.00  

地域障害者職業センターにおける職業リハビリテーション  1  10.00  

障害者職業能力開発校を通じた 3 か月ほどの委託訓練  1  10.00  

その他  2  20.00  

わからない  0  0.00  

雇用形態（ n=455）  人数  割合（％）  

正社員  217  47.69  

契約社員・嘱託  49  10.77  

派遣社員  9  1.98  

パート・アルバイト  132  29.01  

自営業  16  3.52  

就労日数（週）（ n=421）      

最小値  1.00    

最大値  7.00    

平均値  4.93    

中央値  5.00    

就労日数（ 1 日当たりの時間）（n=397)     

最小値  1.00    

最大値  15.00    

平均値  7.65    

中央値  8.00    
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表 2－ 4 就労について  

勤続年数  (単位：月)（ n=413）      

最小値  0.00    

最大値  366.00    

平均値  47.02    

中央値  30.00    

現在の仕事で配慮されていること（複数回答、分母は仕事あり 455） 人数  割合（％）  

配置転換等人事管理面  25  5.49  

力仕事を回避する等職務内容  43  9.45  

短時間勤務等勤務時間  31  6.81  

休暇を取得しやすくする等の休養  60  13.19  

通院・服薬管理等の医療  86  18.90  

業務遂行を援助する者  20  4.40  

職場内における健康管理等の相談支援体制  25  5.49  

配置転換等に伴う訓練・研修等  3  0.66  

その他  8  1.76  

現在の仕事で配慮されたいこと（複数回答、分母は仕事あり 455） 人数  割合（％）  

配置転換等人事管理面  26  5.71  

力仕事を回避する等職務内容  41  9.01  

短時間勤務等勤務時間  38  8.35  

休暇を取得しやすくする等の休養  98  21.54  

通院・服薬管理等の医療  61  13.41  

業務遂行を援助する者  19  4.18  

職場内における健康管理等の相談支援体制  32  7.03  

配置転換等に伴う訓練・研修等  11  2.42  

その他  6  1.32  

退職・転職経験の有無（ n=839）  人数  割合（％）  

あり  276  32.90  

なし  482  57.45  

不明  81  9.65  

転職回数（ n=190）      

最小値  0.00    

最大値  8.00    

平均値  2.04    

中央値  2.00    

退職の主な理由（ n=276）  人数  割合（％）  

症状悪化  31  11.23  

疾患への理解・配慮なし  17  6.16  

契約期間満了  25  9.06  

倒産・整理解雇  10  3.62  

満足のいく仕事内容でなかった  34  12.32  

低賃金  19  6.88  

能力・実績の不当評価  6  2.17  

労働条件がよくなかった  29  10.51  

人間関係がうまくいかなかった  40  14.49  

会社の将来に不安を感じた  11  3.99  

結婚・出産・育児・介護  32  11.59  

他によい仕事があった  21  7.61  
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表 2－ 4 就労について  

雇用先の配慮（複数回答、分母は症状悪化と疾患への理解配慮無か

った 48） 

人数  

割合（％）  

配置転換等人事管理面  6  12.50  

力仕事を回避する等職務内容  20  41.67  

短時間勤務等勤務時間  25  52.08  

休暇を取得しやすくする等の休養  26  54.17  

通院・服薬管理等の医療  17  35.42  

業務遂行を援助する者  12  25.00  

職場内における健康管理等の相談支援体制  13  27.08  

配置転換等に伴う訓練・研修等  4  8.33  

その他  2  4.17  

同居している家族の人数（本人含む）（ n=817）      

最小値  1.00    

最大値  12.00    

平均値  3.44    

中央値  3.00    

同居している続柄（本人から見た続柄）（複数回答、分母は 839） 人数  割合（％）  

父  502  59.83  

母  581  69.25  

妻・夫  122  14.54  

兄弟姉妹  348  41.48  

子  75  8.94  

祖父母  137  16.33  

その他  46  5.48  

主に介助をしている方（本人からみた続柄）（複数回答、分母は介護者 508） 人数  割合（％）  

父  95  18.70  

母  303  59.65  

妻・夫  40  7.87  

兄弟姉妹  41  8.07  

子  1  0.20  

祖父母  13  2.56  

その他  9  1.77  

家族以外  6  1.18  

介護は必要なし  354  - 

最終学歴（学生の場合は在学先）（ n=839）  人数  割合（％）  

中学校(普通学級) 29  3.46  

中学校(特別支援学級) 4  0.48  

特別支援学校(中等部) 3  0.36  

高校(普通学級) 177  21.10  

高校(特別支援学級) 31  3.69  

特別支援学校(高等部) 89  10.61  

定時 /通信制高校  24  2.86  

専門学校  148  17.64  

短大  55  6.56  

大学  223  26.58  

大学院  12  1.43  

その他  21  2.50  

不明  23  2.74  
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表 2－ 4 就労について  

1 年間の就労による収入（単位：万円）（ n=487）      

最小値  0.00    

最大値  2000.00    

平均値  173.01    

中央値  150.00    

1 年間の公的手当・年金等（単位：万円）（ n=187）      

最小値  0.00    

最大値  292.00    

平均値  68.10    

中央値  79.00    

1 年間の仕送りによる収入（単位：万円）（ n=93）      

最小値  0.00    

最大値  300.00    

平均値  61.23    

中央値  48.00    

1 年間のその他による収入（単位：万円）（ n=52）      

最小値  0.00    

最大値  122.00    

平均値  34.33    

中央値  24.00    

1 年間の収入総計  (就労、公的手当、仕送り、その他の総

計) 
    

最小値  0.00    

最大値  2000.00    

平均値  160.97    

中央値  120.00    

1 年間の同居ご家族の収入（単位：万円）（ n=566）      

最小値  0.00    

最大値  3100.00    

平均値  481.94    

中央値  400.00    

1 年間の世帯の収入  (本人の収入総計と、同居ご家族の収

入合計) 
    

最小値  0.00    

最大値  3256.00    

平均値  507.06    

中央値  431.00    

世帯の等価所得＝（世帯の収入） /√(同居家族人数)     

最小値  0.00    

最大値  1879.85    

平均値  292.08    

中央値  250.00    
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9
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.
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階
級

別
の

結
果

全
体

(全
件

数
：
8
3
9
)

2
0
～

2
4
歳

(全
件

数
：
4
5
0
)

2
5
～

2
9
歳

(全
件

数
：
1
9
3
)

3
0
～

3
4
歳

(全
件

数
：
1
0
5
)

3
5
～

3
9
歳

(全
件

数
：
4
5
)

4
0
歳

以
上

(全
件

数
：
4
1
)
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
無

効
回

答
)

1
8

2
.
1

9
2
.
0

6
3
.
1

1
1
.
0

0
0
.
0

2
4
.
9

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
1
:
月

数
回

)
1
2

9
.
3

6
8
.
2

2
7
.
1

1
5
.
9

2
2
5
.
0

1
5
0
.
0

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
2
:
毎

月
)

2
9

2
2
.
5

2
0

2
7
.
4

8
2
8
.
6

0
0
.
0

0
0
.
0

1
5
0
.
0

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
3
:
2
～

3
ヶ

月
毎

)
2
8

2
1
.
7

1
4

1
9
.
2

7
2
5
.
0

3
1
7
.
6

2
2
5
.
0

2
1
0
0
.
0

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
4
:
年

2
～

3
回

)
3
7

2
8
.
7

2
1

2
8
.
8

6
2
1
.
4

5
2
9
.
4

3
3
7
.
5

1
5
0
.
0

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
5
:
年

1
回

以
下

)
3
4

2
6
.
4

2
1

2
8
.
8

5
1
7
.
9

5
2
9
.
4

3
3
7
.
5

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
単

位
：

分
)

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

最
小

2
.
0

2
.
0

5
.
0

5
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

最
大

5
0
0
.
0

5
0
0
.
0

3
6
0
.
0

1
8
0
.
0

1
2
0
.
0

1
5
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

平
均

4
6
.
3

4
6
.
4

4
7
.
1

4
5
.
0

4
7
.
3

4
5
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

中
央

値
3
0
.
0

3
0
.
0

3
2
.
5

3
5
.
0

4
0
.
0

4
5
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
徒

歩
）

2
5

3
.
0

9
2
.
0

5
2
.
6

3
2
.
9

4
8
.
9

4
9
.
8

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
自

転
車

）
4
9

5
.
8

2
6

5
.
8

1
2

6
.
2

7
6
.
7

4
8
.
9

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
自

家
用

車
）

5
3
2

6
3
.
4

2
8
2

6
2
.
7

1
2
8

6
6
.
3

7
0

6
6
.
7

2
8

6
2
.
2

2
1

5
1
.
2

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
電

車
）

1
4
7

1
7
.
5

7
1

1
5
.
8

2
8

1
4
.
5

2
6

2
4
.
8

8
1
7
.
8

1
2

2
9
.
3

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
バ

ス
）

7
1

8
.
5

4
1

9
.
1

1
1

5
.
7

1
0

9
.
5

5
1
1
.
1

4
9
.
8

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
タ

ク
シ

ー
）

1
5

1
.
8

8
1
.
8

2
1
.
0

1
1
.
0

2
4
.
4

2
4
.
9

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
そ

の
他

）
3
3

3
.
9

2
2

4
.
9

8
4
.
1

1
1
.
0

1
2
.
2

1
2
.
4

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
単

位
：

分
)

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

最
小

5
.
0

5
.
0

5
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

5
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

最
大

3
6
0
.
0

3
0
0
.
0

3
6
0
.
0

3
0
0
.
0

1
8
0
.
0

1
4
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

平
均

6
4
.
8

6
0
.
6

6
9
.
0

8
6
.
1

6
0
.
5

6
2
.
5

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

中
央

値
4
0
.
0

3
2
.
5

4
0
.
0

5
0
.
0

3
7
.
5

5
2
.
5

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
徒

歩
）

7
5
.
4

3
4
.
1

1
3
.
6

2
1
1
.
8

0
0
.
0

1
5
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
自

転
車

）
9

7
.
0

6
8
.
2

1
3
.
6

0
0
.
0

2
2
5
.
0

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
自

家
用

車
）

8
4

6
5
.
1

5
5

7
5
.
3

1
6

5
7
.
1

7
4
1
.
2

6
7
5
.
0

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
電

車
）

2
2

1
7
.
1

1
3

1
7
.
8

2
7
.
1

4
2
3
.
5

1
1
2
.
5

2
1
0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
バ

ス
）

1
1

8
.
5

7
9
.
6

2
7
.
1

0
0
.
0

0
0
.
0

1
5
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
タ

ク
シ

ー
）

2
1
.
6

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
1
2
.
5

1
5
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
そ

の
他

）
1
1

8
.
5

2
2
.
7

8
2
8
.
6

1
5
.
9

0
0
.
0

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
　

Ⅰ
と

Ⅱ
の

統
合

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

徒
歩

）
3
2

3
.
8

1
2

2
.
7

6
3
.
1

5
4
.
8

4
8
.
9

5
1
2
.
2

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

自
転

車
）

5
5

6
.
6

3
1

6
.
9

1
2

6
.
2

7
6
.
7

5
1
1
.
1

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

自
家

用
車

）
5
4
6

6
5
.
1

2
9
4

6
5
.
3

1
2
9

6
6
.
8

7
1

6
7
.
6

2
8

6
2
.
2

2
1

5
1
.
2

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

電
車

）
1
6
2

1
9
.
3

7
9

1
7
.
6

3
0

1
5
.
5

2
8

2
6
.
7

9
2
0
.
0

1
4

3
4
.
1

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

バ
ス

）
7
9

9
.
4

4
6

1
0
.
2

1
2

6
.
2

1
0

9
.
5

5
1
1
.
1

5
1
2
.
2

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

タ
ク

シ
ー

）
1
5

1
.
8

8
1
.
8

2
1
.
0

1
1
.
0

2
4
.
4

2
4
.
9

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

そ
の

他
）

4
2

5
.
0

2
4

5
.
3

1
4

7
.
3

2
1
.
9

1
2
.
2

1
2
.
4

4
0
歳

以
上

(全
件

数
：
4
1
)

3
5
～

3
9
歳

(全
件

数
：
4
5
)

3
0
～

3
4
歳

(全
件

数
：
1
0
5
)

2
5
～

2
9
歳

(全
件

数
：
1
9
3
)

2
0
～

2
4
歳

(全
件

数
：
4
5
0
)

全
体

(全
件

数
：
8
3
9
)

表
3
　

年
齢

階
級

別
の

結
果
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

疾
患

に
か

か
る

支
出

 
(
単

位
：

円
)

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
最

小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
最

大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
平

均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
中

央
値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
1
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
2
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
7
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
9
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

＊
：

月
額

の
1
2
倍

と
年

額
の

大
き

い
方

の
金

額
を

年
額

と
し

て
統

合
し

た

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
小

3
6
,
0
0
0

3
6
,
0
0
0

4
8
,
0
0
0

3
1
,
2
0
0

2
4
,
5
0
0

4
1
,
1
0
0

1
3
,
1
9
9

1
0
,
9
4
3

1
3
,
4
4
5

1
0
,
9
8
1

1
1
,
2
2
4

4
4
,
1
5
3

1
7
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

5
,
0
0
0

4
,
0
8
0

7
,
0
0
0

4
,
8
0
0

6
,
3
2
0

1
,
1
8
8
,
0
0
0

1
,
1
8
8
,
0
0
0

3
6
0
,
0
0
0

3
0
0
,
0
0
0

2
9
5
,
2
0
0

2
1
6
,
0
0
0

5
4
,
8
0
7

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

1
5
,
5
0
0

3
0
,
0
0
0

5
5
,
3
3
2

5
9
,
6
5
8

4
7
,
1
9
6

4
7
,
8
2
4

5
6
,
1
1
6

0
0

0

3
,
3
0
0

3
,
5
0
0

4
,
7
5
0

0
0

1
4
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

0
0

1
0
,
0
0
4

5
,
2
6
7

5
,
5
0
8

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
4
0
,
0
0
0

7
,
8
7
8

3
,
1
5
0

0

3
0
,
0
0
0

1
,
8
7
1

0

3
0
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

0
0

1
,
8
4
0

2
,
5
4
0

1
,
9
8
8

0
0

4
6
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0

0
0

1
,
9
2
0

2
,
0
0
0

3
6
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

1
3
2
,
0
0
0

1
4
4
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

3
6
0
,
0
0
0

3
,
1
7
5

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

6
0
0

1
,
0
0
0

2
,
1
8
5

2
,
3
3
9

1
,
7
8
4

1
,
9
7
3

1
,
5
1
7

5
,
0
0
0

9
,
4
2
8

9
,
1
1
1

8
,
2
6
0

1
4
,
4
1
2

2
4
,
4
7
7

3
0
0

6
0
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0

1
1
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0

1
0
,
3
6
9

5
,
7
0
0

0

5
0
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

7
5
,
5
0
0

6
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

5
0
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0

5
,
7
3
0

5
,
8
3
0

5
,
5
3
0

8
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

6
,
0
0
0
,
0
0
0

1
,
8
0
0
,
0
0
0

9
0
6
,
0
0
0

7
2
0
,
0
0
0

1
,
8
0
0
,
0
0
0

6
,
0
0
0
,
0
0
0

8
1
,
0
2
7

7
8
,
1
6
3

1
1
9
,
1
9
9

2
4
8
,
8
4
6

8
1
4

1
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
0
6

0
0

0
0

表
3
　

年
齢

階
級

別
の

結
果

全
体

(全
件

数
：
8
3
9
)

2
0
～

2
4
歳

(全
件

数
：
4
5
0
)

2
5
～

2
9
歳

(全
件

数
：
1
9
3
)

3
0
～

3
4
歳

(全
件

数
：
1
0
5
)

3
5
～

3
9
歳

(全
件

数
：
4
5
)

4
0
歳

以
上

(全
件

数
：
4
1
)

1
9
2
,
0
0
0

1
9
2
,
0
0
0

1
9
2
,
0
0
0

1
9
2
,
0
0
0

2
4
0
,
0
0
0

2
4
1
,
2
0
0

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
5
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0

6
,
0
0
0

8
,
6
9
0

1
0
8
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

1
0
5
,
3
0
0

9
6
,
0
0
0

1
5
5
,
0
0
0

1
3
9
,
2
5
0

9
2
,
2
3
5

8
3
,
6
7
6
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
最

小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
最

大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
平

均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
中

央
値

日
常

生
活

の
自

立
状

況

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
1
:
特

に
)

5
0
5

6
0
.
2

2
7
9

6
2
.
0

1
1
8

6
1
.
1

6
1

5
8
.
1

2
6

5
7
.
8

2
1

5
1
.
2

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
2
:
外

出
可

)
2
1
0

2
5
.
0

1
0
4

2
3
.
1

4
8

2
4
.
9

3
1

2
9
.
5

9
2
0
.
0

1
6

3
9
.
0

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
3
:
外

出
不

可
)

6
5

7
.
7

3
8

8
.
4

1
3

6
.
7

4
3
.
8

7
1
5
.
6

1
2
.
4

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
4
:
座

位
)

8
1
.
0

4
0
.
9

2
1
.
0

0
0
.
0

2
4
.
4

0
0
.
0

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
5
:
ベ

ッ
ド

)
2
5

3
.
0

1
4

3
.
1

5
2
.
6

4
3
.
8

0
0
.
0

2
4
.
9

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
無

効
回

答
)

2
6

3
.
1

1
1

2
.
4

7
3
.
6

5
4
.
8

1
2
.
2

1
2
.
4

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無
 
(
1
:
あ

り
)

2
5
6

3
0
.
5

1
3
5

3
0
.
0

5
9

3
0
.
6

2
9

2
7
.
6

1
7

3
7
.
8

1
4

3
4
.
1

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無
 
(
2
:
な

し
)

5
7
2

6
8
.
2

3
0
9

6
8
.
7

1
3
0

6
7
.
4

7
6

7
2
.
4

2
8

6
2
.
2

2
6

6
3
.
4

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無
 
(
無

効
回

答
)

1
1

1
.
3

6
1
.
3

4
2
.
1

0
0
.
0

0
0
.
0

1
2
.
4

所
有

し
な

い
理

由

所
有

し
な

い
理

由
（

種
類

が
対

象
外

）
1
5
8

2
7
.
6

8
9

2
8
.
8

2
5

1
9
.
2

2
3

3
0
.
3

8
2
8
.
6

1
0

3
8
.
5

所
有

し
な

い
理

由
（

軽
度

の
為

）
4
5

7
.
9

2
2

7
.
1

1
1

8
.
5

1
0

1
3
.
2

1
3
.
6

1
3
.
8

所
有

し
な

い
理

由
（

必
要

な
い

）
3
0
5

5
3
.
3

1
6
3

5
2
.
8

7
6

5
8
.
5

3
6

4
7
.
4

1
6

5
7
.
1

1
4

5
3
.
8

所
有

し
な

い
理

由
（

そ
の

他
）

2
5

4
.
4

9
2
.
9

1
2

9
.
2

2
2
.
6

2
7
.
1

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
視

覚
）

6
2
.
3

4
3
.
0

1
1
.
7

0
0
.
0

1
5
.
9

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
聴

覚
）

4
1
.
6

1
0
.
7

2
3
.
4

1
3
.
4

0
0
.
0

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
音

声
）

5
2
.
0

4
3
.
0

0
0
.
0

1
3
.
4

0
0
.
0

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
肢

体
）

7
3

2
8
.
5

3
8

2
8
.
1

1
5

2
5
.
4

7
2
4
.
1

6
3
5
.
3

6
4
2
.
9

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
心

臓
）

6
8

2
6
.
6

3
3

2
4
.
4

1
9

3
2
.
2

7
2
4
.
1

4
2
3
.
5

5
3
5
.
7

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
じ

ん
臓

）
1
7

6
.
6

9
6
.
7

4
6
.
8

3
1
0
.
3

1
5
.
9

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
呼

吸
器

）
8

3
.
1

5
3
.
7

2
3
.
4

0
0
.
0

0
0
.
0

1
7
.
1

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
ぼ

う
こ

う
）

6
2
.
3

2
1
.
5

2
3
.
4

2
6
.
9

0
0
.
0

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
小

腸
）

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
肝

臓
）

6
2
.
3

3
2
.
2

1
1
.
7

2
6
.
9

0
0
.
0

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
Ｈ

Ｉ
Ｖ

）
2

0
.
8

0
0
.
0

0
0
.
0

1
3
.
4

0
0
.
0

1
7
.
1

身
体

障
害

者
手

帳
　

等
級

（
1
級

）
9
0

3
5
.
2

4
6

3
4
.
1

1
9

3
2
.
2

1
6

5
5
.
2

4
2
3
.
5

4
2
8
.
6

身
体

障
害

者
手

帳
　

等
級

（
2
級

）
2
4

9
.
4

1
1

8
.
1

8
1
3
.
6

3
1
0
.
3

2
1
1
.
8

0
0
.
0

7
8
,
2
4
8

2
8
,
8
0
0

2
5
,
0
0
0

3
2
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

2
6
,
6
3
5

4
0
,
1
9
0

6
7
,
2
2
7

7
3
,
5
8
1

5
5
,
9
9
4

5
4
,
7
4
5

6
1
,
7
2
8

3
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

2
2
,
0
8
0

1
7
,
1
9
4

2
7
,
0
0
7

2
,
0
5
9

3
,
5
7
1

1
2
5

7
,
0
2
0

9
6
0
,
0
0
0

9
6
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

1
,
0
0
0

2
4
0
,
0
0
0

2
4
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

9
4
,
3
8
0

8
5
,
0
0
0

8
,
0
0
0

1
2
,
5
0
0

0
4
,
0
0
0

3
2
,
1
2
7

3
5
,
3
3
3

3
8
,
9
1
7

2
4
,
6
5
7

2
0
,
0
0
0

4
,
0
0
0

8
,
5
0
0

5
,
0
0
0

2
7
,
0
0
0

3
6
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

1
,
1
8
8
,
0
0
0

1
,
1
8
8
,
0
0
0

3
8
0
,
0
0
0

3
0
5
,
0
0
0

2
9
5
,
2
0
0

表
3
　

年
齢

階
級

別
の

結
果

全
体

(全
件

数
：
8
3
9
)

2
0
～

2
4
歳

(全
件

数
：
4
5
0
)

2
5
～

2
9
歳

(全
件

数
：
1
9
3
)

3
0
～

3
4
歳

(全
件

数
：
1
0
5
)

3
5
～

3
9
歳

(全
件

数
：
4
5
)

4
0
歳

以
上

(全
件

数
：
4
1
)

- 58 -



人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

身
体

障
害

者
手

帳
　

等
級

（
3
級

）
3
0

1
1
.
7

1
5

1
1
.
1

7
1
1
.
9

2
6
.
9

2
1
1
.
8

3
2
1
.
4

身
体

障
害

者
手

帳
　

等
級

（
4
級

）
1
9

7
.
4

8
5
.
9

5
8
.
5

3
1
0
.
3

2
1
1
.
8

1
7
.
1

身
体

障
害

者
手

帳
　

等
級

（
5
級

）
6

2
.
3

0
0
.
0

3
5
.
1

0
0
.
0

1
5
.
9

2
1
4
.
3

身
体

障
害

者
手

帳
　

等
級

（
6
級

）
2

0
.
8

1
0
.
7

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
7
.
1

療
育

手
帳

療
育

手
帳

 
(
A
:
1
級

)
8
0

3
1
.
3

5
0

3
7
.
0

1
5

2
5
.
4

6
2
0
.
7

8
4
7
.
1

0
0
.
0

療
育

手
帳

 
(
B
:
2
級

)
4
2

1
6
.
4

2
8

2
0
.
7

1
0

1
6
.
9

2
6
.
9

1
5
.
9

1
7
.
1

精
神

障
害

者
保

険
福

祉
手

帳

精
神

障
害

者
保

険
福

祉
手

帳
 
(
A
:
1
級

)
0

0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

精
神

障
害

者
保

険
福

祉
手

帳
 
(
B
:
2
級

)
8

3
.
1

3
2
.
2

3
5
.
1

1
3
.
4

1
5
.
9

0
0
.
0

精
神

障
害

者
保

険
福

祉
手

帳
 
(
C
:
3
級

)
2

0
.
8

1
0
.
7

0
0
.
0

1
3
.
4

0
0
.
0

0
0
.
0

こ
の

障
害

は
疾

患
に

よ
る

も
の

か

こ
の

障
害

は
疾

患
に

よ
る

も
の

か
 
(
1
:
は

い
)

1
8
2

7
1
.
1

9
8

7
2
.
6

4
0

6
7
.
8

2
0

6
9
.
0

1
1

6
4
.
7

1
2

8
5
.
7

こ
の

障
害

は
疾

患
に

よ
る

も
の

か
 
(
2
:
い

い
え

)
2
5

9
.
8

1
2

8
.
9

7
1
1
.
9

4
1
3
.
8

2
1
1
.
8

0
0
.
0

こ
の

障
害

は
疾

患
に

よ
る

も
の

か
 
(
3
:
わ

か
ら

な
い

)
1
5

5
.
9

7
5
.
2

3
5
.
1

2
6
.
9

2
1
1
.
8

1
7
.
1

こ
の

障
害

は
疾

患
に

よ
る

も
の

か
 
(
4
:
そ

の
他

)
1
4

5
.
5

6
4
.
4

5
8
.
5

2
6
.
9

1
5
.
9

0
0
.
0

現
在

の
住

ま
い

現
在

の
住

ま
い

 
(
1
:
持

家
)

5
5
9

6
6
.
6

3
0
3

6
7
.
3

1
2
0

6
2
.
2

7
4

7
0
.
5

3
1

6
8
.
9

3
0

7
3
.
2

現
在

の
住

ま
い

 
(
2
:
賃

貸
)

2
0
3

2
4
.
2

1
0
2

2
2
.
7

5
5

2
8
.
5

2
6

2
4
.
8

1
1

2
4
.
4

6
1
4
.
6

現
在

の
住

ま
い

 
(
3
:
社

宅
)

1
3

1
.
5

8
1
.
8

4
2
.
1

1
1
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

現
在

の
住

ま
い

 
(
4
:
公

団
)

9
1
.
1

3
0
.
7

4
2
.
1

0
0
.
0

0
0
.
0

2
4
.
9

現
在

の
住

ま
い

 
(
5
:
自

治
体

)
2
3

2
.
7

1
4

3
.
1

2
1
.
0

3
2
.
9

2
4
.
4

1
2
.
4

現
在

の
住

ま
い

 
(
6
:
福

祉
)

5
0
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ゆ

と
り

)
6
0

7
.
2

3
1

6
.
9

1
3

6
.
7

8
7
.
6

6
1
3
.
3

2
4
.
9

経
済

的
状

況
 
(
5
:
大

変
ゆ

と
り

)
9

1
.
1

9
2
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

経
済

的
状

況
 
(
無

効
回

答
)

2
4

2
.
9

1
5

3
.
3

1
0
.
5

3
2
.
9

4
8
.
9

1
2
.
4

年
金

手
帳

の
受

給

年
金

手
帳

の
受

給
 
(
1
:
受

給
し

て
い

る
)

1
8
7

2
2
.
3

9
4

2
0
.
9

4
1

2
1
.
2

2
2

2
1
.
0

1
8

4
0
.
0

1
1

2
6
.
8

年
金

手
帳

の
受

給
 
(
2
:
し

て
い

な
い

)
5
8
7

7
0
.
0

3
1
7

7
0
.
4

1
4
1

7
3
.
1

7
2

6
8
.
6

2
5

5
5
.
6

2
9

7
0
.
7

年
金

手
帳

の
受

給
 
(
3
:
わ

か
ら

な
い

)
3
6

4
.
3

2
5

5
.
6

5
2
.
6

6
5
.
7

0
0
.
0

0
0
.
0

年
金

手
帳

の
受

給
 
(
無

効
回

答
)

2
9

3
.
5

1
4

3
.
1

6
3
.
1

5
4
.
8

2
4
.
4

1
2
.
4

手
帳

名
称

（
障

害
基

礎
年

金
）

1
7
3

9
2
.
5

8
9

9
4
.
7

4
0

9
7
.
6

2
0

9
0
.
9

1
5

8
3
.
3

8
7
2
.
7

手
帳

名
称

（
特

別
障

害
）

2
5

1
3
.
4

1
8

1
9
.
1

5
1
2
.
2

0
0
.
0

2
1
1
.
1

0
0
.
0

手
帳

名
称

（
そ

の
他

）
8

4
.
3

1
1
.
1

2
4
.
9

1
4
.
5

2
1
1
.
1

2
1
8
.
2

医
療

費
助

成
の

受
給

医
療

費
助

成
の

受
給

 
(
1
:
受

給
し

て
い

る
)

2
2
7

2
7
.
1

1
1
0

2
4
.
4

4
8

2
4
.
9

3
3

3
1
.
4

2
0

4
4
.
4

1
5

3
6
.
6

医
療

費
助

成
の

受
給

 
(
2
:
し

て
い

な
い

)
4
9
5

5
9
.
0

2
7
2

6
0
.
4

1
1
9

6
1
.
7

6
3

6
0
.
0

1
8

4
0
.
0

2
1

5
1
.
2

医
療

費
助

成
の

受
給

 
(
3
:
わ

か
ら

な
い

)
7
1

8
.
5

3
9

8
.
7

1
8

9
.
3

6
5
.
7

4
8
.
9

4
9
.
8

医
療

費
助

成
の

受
給

 
(
無

効
回

答
)

4
6

5
.
5

2
9

6
.
4

8
4
.
1

3
2
.
9

3
6
.
7

1
2
.
4

受
給

し
て

い
な

い
理

由

受
給

し
て

い
な

い
理

由
 
(
A
:
助

成
制

度
な

し
)

2
9
4

5
9
.
4

1
5
3

5
6
.
3

7
3

6
1
.
3

4
1

6
5
.
1

1
3

7
2
.
2

1
3

6
1
.
9

受
給

し
て

い
な

い
理

由
 
(
B
:
軽

度
、

所
得

制
限

)
5
6

1
1
.
3

3
6

1
3
.
2

1
0

8
.
4

5
7
.
9

2
1
1
.
1

2
9
.
5

受
給

し
て

い
な

い
理

由
 
(
C
:
そ

の
他

)
7
1

1
4
.
3

4
8

1
7
.
6

1
5

1
2
.
6

6
9
.
5

0
0
.
0

2
9
.
5

助
成

制
度

の
名

称

助
成

制
度

の
名

称
（

難
病

）
1
2
4

5
4
.
6

5
3

4
8
.
2

2
7

5
6
.
3

2
2

6
6
.
7

9
4
5
.
0

1
3

8
6
.
7

助
成

制
度

の
名

称
（

更
生

医
療

）
2
0

8
.
8

8
7
.
3

6
1
2
.
5

3
9
.
1

3
1
5
.
0

0
0
.
0

助
成

制
度

の
名

称
（

精
神

通
院

）
1
4

6
.
2

6
5
.
5

5
1
0
.
4

1
3
.
0

2
1
0
.
0

0
0
.
0

助
成

制
度

の
名

称
（

そ
の

他
）

6
5

2
8
.
6

4
0

3
6
.
4

1
1

2
2
.
9

7
2
1
.
2

5
2
5
.
0

1
6
.
7

福
祉

施
設

の
サ

ー
ビ

ス

福
祉

施
設

の
サ

ー
ビ

ス
 
(
1
:
利

用
し

て
い

る
)

9
0

1
0
.
7

6
1

1
3
.
6

1
6

8
.
3

3
2
.
9

8
1
7
.
8

1
2
.
4

福
祉

施
設

の
サ

ー
ビ

ス
 
(
2
:
利

用
し

て
い

な
い

)
6
4
6

7
7
.
0

3
2
9

7
3
.
1

1
5
9

8
2
.
4

9
1

8
6
.
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3
0

6
6
.
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3
5
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祉
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設

の
サ

ー
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ら

な
い
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7
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3
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8
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3
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7

3
7
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3
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

福
祉

施
設

の
サ

ー
ビ

ス
 
(
無

効
回

答
)

4
3

5
.
1

2
5

5
.
6

7
3
.
6

3
2
.
9

4
8
.
9

2
4
.
9

利
用

し
て

い
な

い
理

由

利
用

し
て

い
な

い
理

由
 
(
A
:
対

象
外

)
1
8
0

2
7
.
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9
2

2
8
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3
9

2
4
.
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2
8

3
0
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8

4
1
3
.
3

1
7

4
8
.
6

利
用

し
て

い
な

い
理

由
 
(
B
:
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要
が

な
い

)
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7
1

5
7
.
4

1
8
8

5
7
.
1

9
8

6
1
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6

5
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4
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9

2
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6
6
.
7

1
3
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7
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利
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し
て

い
な

い
理

由
 
(
C
:
サ

ー
ビ

ス
が

な
い
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1
9

2
.
9

9
2
.
7

2
1
.
3

4
4
.
4

1
3
.
3

3
8
.
6

利
用

し
て

い
な

い
理

由
 
(
D
：

そ
の

他
)

1
1

1
.
7

7
2
.
1

3
1
.
9

0
0
.
0

1
3
.
3

0
0
.
0

利
用

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

（
障

害
者

自
立

支
援

）

利
用

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

（
障

害
者

自
立

支
援

）
7
8

8
6
.
7

5
3

8
6
.
9

1
4

8
7
.
5

3
1
0
0
.
0

7
8
7
.
5

1
1
0
0
.
0

利
用

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

（
そ

の
他

）
2
3

2
5
.
6

1
6

2
6
.
2

5
3
1
.
3

0
0
.
0

1
1
2
.
5

0
0
.
0

障
害

者
自

立
支

援
で

利
用

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス
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害

者
自

立
支

援
で

利
用

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

 
(
A
:
在
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)

7
9
.
0

3
5
.
7

2
1
4
.
3

0
0
.
0

1
1
4
.
3

1
1
0
0
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0

障
害

者
自

立
支

援
で

利
用

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

 
(
B
:
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
)

4
5

5
7
.
7

2
9

5
4
.
7

1
1

7
8
.
6

2
6
6
.
7

3
4
2
.
9

0
0
.
0

障
害

者
自

立
支

援
で

利
用

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

 
(
C
:
施

設
)

3
3
.
8

0
0
.
0

1
7
.
1

0
0
.
0

2
2
8
.
6

0
0
.
0

障
害

者
自

立
支

援
で

利
用

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

 
(
D
:
そ

の
他

)
1
1

1
4
.
1

1
1

2
0
.
8

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

仕
事

の
有

無

仕
事

の
有

無
 
(
1
:
あ

り
)

4
5
5

5
4
.
2

2
0
3

4
5
.
1

1
3
0

6
7
.
4

6
9

6
5
.
7

2
7

6
0
.
0

2
4

5
8
.
5

仕
事

の
有

無
 
(
2
:
な

し
)

3
5
9

4
2
.
8

2
3
6

5
2
.
4

5
7

2
9
.
5

3
3

3
1
.
4

1
5

3
3
.
3

1
6

3
9
.
0

仕
事

の
有

無
 
(
無

効
回

答
)

2
5

3
.
0

1
1

2
.
4

6
3
.
1

3
2
.
9

3
6
.
7

1
2
.
4

仕
事

を
し

な
い

理
由

仕
事

を
し

な
い

理
由

(
A
：

症
状

が
重

す
ぎ

る
)

5
5

1
5
.
3

3
3

1
4
.
0

1
0

1
7
.
5

7
2
1
.
2

3
2
0
.
0

2
1
2
.
5

仕
事

を
し

な
い

理
由

(
B
：

通
勤

可
能

圏
内

に
就

職
先

な
し

)
1
0

2
.
8

6
2
.
5

1
1
.
8

2
6
.
1

0
0
.
0

1
6
.
3

仕
事

を
し

な
い

理
由

(
C
：

求
職

活
動

し
た

が
就

職
不

可
)

3
9

1
0
.
9

1
8

7
.
6

1
2

2
1
.
1

4
1
2
.
1

0
0
.
0

5
3
1
.
3

仕
事

を
し

な
い

理
由

(
D
：

症
状

に
よ

り
求

職
活

動
不

可
)

2
4

6
.
7

1
0

4
.
2

6
1
0
.
5

4
1
2
.
1

1
6
.
7

3
1
8
.
8

仕
事

を
し

な
い

理
由

(
E
：

働
く

必
要

な
し

)
1
4
5

4
0
.
4

1
2
7

5
3
.
8

7
1
2
.
3

6
1
8
.
2

3
2
0
.
0

1
6
.
3

仕
事

を
し

な
い

理
由

(
F
：

就
労

意
欲

な
し

)
4

1
.
1

0
0
.
0

2
3
.
5

2
6
.
1

0
0
.
0

0
0
.
0

仕
事

を
し

な
い

理
由

(
G
：

そ
の

他
)

4
2

1
1
.
7

2
0

8
.
5

1
1

1
9
.
3

3
9
.
1

5
3
3
.
3

2
1
2
.
5

難
病

者
の

求
職

活
動

支
援

難
病

者
の

求
職

活
動

支
援

 
(
1
:
利

用
)

1
0

2
5
.
6

8
4
4
.
4

2
1
6
.
7

0
0
.
0

0
-

0
0
.
0

難
病

者
の

求
職

活
動

支
援

 
(
2
:
利

用
し

て
い

な
い

)
2
4

6
1
.
5

8
4
4
.
4

8
6
6
.
7

4
1
0
0
.
0

0
-

4
8
0
.
0

難
病

者
の

求
職

活
動

支
援

 
(
3
:
わ

か
ら

な
い

)
3

7
.
7

2
1
1
.
1

0
0
.
0

0
0
.
0

0
-

1
2
0
.
0

難
病

者
の

求
職

活
動

支
援

　
利

用
し

な
い

理
由

難
病

者
の

求
職

活
動

支
援

　
利

用
し

な
い

理
由

 
(
A
:
対

象
外

)
6

2
5
.
0

2
2
5
.
0

2
2
5
.
0

0
0
.
0

0
-

2
5
0
.
0

難
病

者
の

求
職

活
動

支
援

　
利

用
し

な
い

理
由

 
(
B
:
必

要
が

な
い

)
6

2
5
.
0

1
1
2
.
5

3
3
7
.
5

1
2
5
.
0

0
-

1
2
5
.
0

難
病

者
の

求
職

活
動

支
援

　
利

用
し

な
い

理
由

 
(
C
:
支

援
が

な
い

)
1

4
.
2

1
1
2
.
5

0
0
.
0

0
0
.
0

0
-

0
0
.
0

難
病

者
の

求
職

活
動

支
援

　
利

用
し

な
い

理
由

 
(
D
：

そ
の

他
)

8
3
3
.
3

2
2
5
.
0

2
2
5
.
0

3
7
5
.
0

0
-

1
2
5
.
0

利
用

し
た

求
職

活
動

支
援

（
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
）

8
8
0
.
0

6
7
5
.
0

2
1
0
0
.
0

0
-

0
-

0
-

利
用

し
た

求
職

活
動

支
援

（
ト

ラ
イ

ア
ル

雇
用

）
1

1
0
.
0

1
1
2
.
5

0
0
.
0

0
-

0
-

0
-

利
用

し
た

求
職

活
動

支
援

（
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

）
1

1
0
.
0

1
1
2
.
5

0
0
.
0

0
-

0
-

0
-
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

利
用

し
た

求
職

活
動

支
援

（
委

託
訓

練
）

1
1
0
.
0

1
1
2
.
5

0
0
.
0

0
-

0
-

0
-

利
用

し
た

求
職

活
動

支
援

（
そ

の
他

）
2

2
0
.
0

1
1
2
.
5

1
5
0
.
0

0
-

0
-

0
-

利
用

し
た

求
職

活
動

支
援

（
わ

か
ら

な
い

）
0

0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
-

0
-

0
-

雇
用

形
態

雇
用

形
態

(
1
:
正

社
員

)
2
1
7

4
7
.
7

9
2

4
5
.
3

6
2

4
7
.
7

3
7

5
3
.
6

1
6

5
9
.
3

9
3
7
.
5

雇
用

形
態

(
2
;
契

約
)

4
9

1
0
.
8

2
8

1
3
.
8

1
1

8
.
5

8
1
1
.
6

2
7
.
4

0
0
.
0

雇
用

形
態

(
3
:
派

遣
)

9
2
.
0

2
1
.
0

3
2
.
3

4
5
.
8

0
0
.
0

0
0
.
0

雇
用

形
態

(
4
:
パ

ー
ト

)
1
3
2

2
9
.
0

6
2

3
0
.
5

4
0

3
0
.
8

1
4

2
0
.
3

4
1
4
.
8

1
2

5
0
.
0

雇
用

形
態

(
5
:
自

営
業

)
1
6

3
.
5

3
1
.
5
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2
0
.
7

2
1

1
8
.
8

1
0

1
6
.
4

3
1
0
.
0

3
1
2
.
5

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
母

）
3
0
3

5
9
.
6

1
7
2

6
2
.
5

6
7

5
9
.
8

3
3

5
4
.
1

1
8

6
0
.
0

9
3
7
.
5

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
妻

・
夫

）
4
0

7
.
9

3
1
.
1

7
6
.
3

1
1

1
8
.
0

8
2
6
.
7

1
1

4
5
.
8

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
兄

弟
姉

妹
）

4
1

8
.
1

2
3

8
.
4

1
1

9
.
8

5
8
.
2

0
0
.
0

1
4
.
2

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
子

）
1

0
.
2

0
0
.
0

1
0
.
9

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
祖

父
母

）
1
3

2
.
6

1
1

4
.
0

1
0
.
9

1
1
.
6

0
0
.
0

0
0
.
0

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
そ

の
他

）
9

1
.
8

5
1
.
8

2
1
.
8

1
1
.
6

1
3
.
3

0
0
.
0

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
家

族
以

外
）

6
1
.
2

4
1
.
5

2
1
.
8

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
必

要
な

し
）

3
5
4

-
2
0
6

-
8
3

-
4
1

-
1
5

-
9

-

最
終

学
歴

最
終

学
歴

 
(
1
：

中
学

校
(
普

通
学

級
)
)

2
9

3
.
5

1
2

2
.
7

7
3
.
6

6
5
.
7

1
2
.
2

3
7
.
3

最
終

学
歴

 
(
2
：

中
学

校
(
特

別
支

援
学

級
)
)

4
0
.
5

0
0
.
0

1
0
.
5

1
1
.
0

1
2
.
2

1
2
.
4

最
終

学
歴

 
(
3
：

特
別

支
援

学
校

(
中

等
部

)
)

3
0
.
4

1
0
.
2

1
0
.
5

1
1
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

最
終

学
歴

 
(
4
：

高
校

(
普

通
学

級
)
)

1
7
7

2
1
.
1

8
3

1
8
.
4

4
2

2
1
.
8

2
2

2
1
.
0

1
2

2
6
.
7

1
8

4
3
.
9

最
終

学
歴

 
(
5
：

高
校

(
特

別
支

援
学

級
)
)

3
1

3
.
7

1
4

3
.
1

6
3
.
1

7
6
.
7

2
4
.
4

2
4
.
9

最
終

学
歴

 
(
6
：

特
別

支
援

学
校

(
高

等
部

)
)

8
9

1
0
.
6

6
1

1
3
.
6

2
0

1
0
.
4

2
1
.
9

5
1
1
.
1

0
0
.
0

最
終

学
歴

 
(
7
：

定
時

/
通

信
制

高
校

)
2
4

2
.
9

1
5

3
.
3

5
2
.
6

2
1
.
9

1
2
.
2

1
2
.
4

最
終

学
歴

 
(
8
：

専
門

学
校

)
1
4
8

1
7
.
6

6
7

1
4
.
9

3
7

1
9
.
2

2
8

2
6
.
7

7
1
5
.
6

7
1
7
.
1

最
終

学
歴

 
(
9
：

短
大

)
5
5

6
.
6

2
1

4
.
7

1
5

7
.
8

1
3

1
2
.
4

3
6
.
7

3
7
.
3

最
終

学
歴

 
(
1
0
：

大
学

)
2
2
3

2
6
.
6

1
4
8

3
2
.
9

4
6

2
3
.
8

1
7

1
6
.
2

8
1
7
.
8

4
9
.
8

最
終

学
歴

 
(
1
1
：

大
学

院
)

1
2

1
.
4

2
0
.
4

4
2
.
1

3
2
.
9

3
6
.
7

0
0
.
0

最
終

学
歴

 
(
1
2
：

そ
の

他
)

2
1

2
.
5

1
6

3
.
6

3
1
.
6

1
1
.
0

1
2
.
2

0
0
.
0

最
終

学
歴

 
(
無

効
回

答
)

2
3

2
.
7

1
0

2
.
2

6
3
.
1

2
1
.
9

1
2
.
2

2
4
.
9

収
入

 
(
単

位
：

万
円

)

就
労

に
よ

る
収

入

就
労

に
よ

る
収

入
 
最

小

就
労

に
よ

る
収

入
　

最
大

就
労

に
よ

る
収

入
　

平
均

就
労

に
よ

る
収

入
　

中
央

値

公
的

手
当

に
よ

る
収

入

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

最
小

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

最
大

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

平
均

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

中
央

値

仕
送

り
に

よ
る

収
入

仕
送

り
に

よ
る

収
入

　
最

小
4
8

0
0

0
0

0

7
9

7
8

7
9

7
5

8
0

8
5

6
8

6
7

7
9

5
7

7
2

1
7
8

2
3
0

1
3
0

0
0

0
0

0

7
30

2
,
0
0
0

1
,
2
0
0

6
2
0

6
0
0

9
0
0

2
,
0
0
0

0
0

0
0

0

2
3
2

2
,
0
0
2

1
0
0

2
0
0

2
3
4

2
0
0

表
3
　

年
齢

階
級

別
の

結
果

全
体

(全
件

数
：
8
3
9
)

2
0
～

2
4
歳

(全
件

数
：
4
5
0
)

2
5
～

2
9
歳

(全
件

数
：
1
9
3
)

3
0
～

3
4
歳

(全
件

数
：
1
0
5
)

3
5
～

3
9
歳

(全
件

数
：
4
5
)

4
0
歳

以
上

(全
件

数
：
4
1
)

1
2
0

2
,
0
0
1

1
2
6

2
1
2

2
2
3

2
1
1

0

2
9
2

2
9
2

2
3
0
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

仕
送

り
に

よ
る

収
入

　
最

大

仕
送

り
に

よ
る

収
入

　
平

均

仕
送

り
に

よ
る

収
入

　
中

央
値

そ
の

他
に

よ
る

収
入

そ
の

他
に

よ
る

収
入

　
最

小

そ
の

他
に

よ
る

収
入

　
最

大

そ
の

他
に

よ
る

収
入

　
平

均

そ
の

他
に

よ
る

収
入

　
中

央
値

収
入

総
計

　
(
就

労
、

公
的

手
当

、
仕

送
り

、
そ

の
他

の
総

計
)

収
入

総
計

　
最

小

収
入

総
計

　
最

大

収
入

総
計

　
平

均

収
入

総
計

　
中

央
値

収
入

総
計

　
1
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

収
入

総
計

　
2
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

収
入

総
計

　
7
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

収
入

総
計

　
9
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

同
居

ご
家

族
の

収
入

同
居

ご
家

族
の

収
入

　
最

小

同
居

ご
家

族
の

収
入

　
最

大

同
居

ご
家

族
の

収
入

　
平

均

同
居

ご
家

族
の

収
入

　
中

央
値

世
帯

の
収

入
　

(
本

人
の

収
入

総
計

と
、

同
居

ご
家

族
の

収
入

合
計

)

世
帯

の
収

入
　

最
小

世
帯

の
収

入
　

最
大

世
帯

の
収

入
　

平
均

世
帯

の
収

入
　

中
央

値

世
帯

の
収

入
　

1
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

世
帯

の
収

入
　

2
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

世
帯

の
収

入
　

7
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

世
帯

の
収

入
　

9
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

世
帯

の
等

価
所

得
＝

（
世

帯
の

収
入

）
/
√

(
同

居
家

族
人

数
)

世
帯

の
等

価
所

得
　

最
小

世
帯

の
等

価
所

得
　

最
大

世
帯

の
等

価
所

得
　

平
均

世
帯

の
等

価
所

得
　

中
央

値

ご
意

見

ご
意

見
 
(
あ

り
の

件
数

)
4
0
8

2
2
4

1
0
0

4
8

1
6

1
8

2
9
5

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
3
3

2
7
7

2
3
3

2
9
2

2
9
9

2
8
1

2
9
9

2
6
2

7
1

1
,
8
8
0

1
,
8
8
0

9
2
4

1
,
2
5
2

8
1
3

1
,
1
5
5

0
2

7
0

0

4
7
1

4
3
1

4
7
8

4
0
0

4
0
0

4
0
5

4
0
0

5
0
7

5
3
4

4
7
7

4
9
0

4
6
2

2
4
8

2
4
0

2
5
0

2
6
9

2
6
3

2
4
0

7
0
0

7
5
0

6
0
0

6
0
0

5
4
7

1
0
0

3
,
2
5
6

3
,
2
5
6

1
,
6
0
0

1
,
7
7
0

1
,
3
0
0

2
,
0
0
0

0
4

1
3

0
0

5
7
5

0

3
2
9

4
0
0

5
0
0

3
9
0

3
3
0

3
1
0

3
0
0

4
8
2

5
5
5

4
2
4

4
0
4

3
5
4

2
1
0

1
2
0

1
0
0

1
8
0

1
9
7

1
4
6

1
2
0

1
6
1

1
2
4

1
9
5

2
1
0

2
0
4

0

2
,
0
0
0

1
,
2
0
0

6
2
0

6
0
0

9
0
0

2
,
0
0
0

0
0

0
0

0

6
1

2
4

3
3

1
0

0
0

6
1

3
4

4
2

2
4

1
6

0

0

1
2
2

1
2
0

1
0
5

4
8

0
1
2
2

0
0

0
0

0

4
8

4
8

6
0

6
0

0
0

4
8

6
1

7
0

6
1

5
3
0

3
0
0

2
4
0

3
0
0

4
0

1
2
0

4
8

2
0

1
2

5
6

4
4

2
0

5
4

1
2
6

0

3
,
1
0
0

3
,
1
0
0

1
,
5
0
0

1
,
3
0
0

7
9

6
0

1
0
0

9
5

7
7

7
5

2
2
0

1
7
7

3
0
0

3
0
0

3
0
0

1
8
4

1
,
0
0
0

7
5
0

0
0

0
0

9
9
9

1
,
0
0
6

9
3
9

9
9
7

9
7
4

7
3
2

3
0
0

2
5
0

3
6
0

4
0
0

5
0
0

4
1
5

1
1
6

1
0
0

1
3
2

1
4
2

8
9

表
3
　

年
齢

階
級

別
の

結
果

全
体

(全
件

数
：
8
3
9
)

2
0
～

2
4
歳

(全
件

数
：
4
5
0
)

2
5
～

2
9
歳

(全
件

数
：
1
9
3
)

3
0
～

3
4
歳

(全
件

数
：
1
0
5
)

3
5
～

3
9
歳

(全
件

数
：
4
5
)

4
0
歳

以
上

(全
件

数
：
4
1
)
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

ご
回

答
者

ご
回

答
者

(
1
:
本

人
)

4
9
8

5
9
.
4

3
5

4
7
.
3

6
6

6
5
.
3

1
6

5
7
.
1

3
4

3
5
.
4

5
1

5
3
.
1

ご
回

答
者

(
2
:
ご

家
族

)
2
8
6

3
4
.
1

3
0

4
0
.
5

3
0

2
9
.
7

8
2
8
.
6

5
4

5
6
.
3

3
8

3
9
.
6

ご
回

答
者

(
3
:
介

護
者

)
3

0
.
4

2
2
.
7

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

ご
回

答
者

(
無

効
回

答
)

5
2

6
.
2

7
9
.
5

5
5
.
0

4
1
4
.
3

8
8
.
3

7
7
.
3

性
別

性
別

　
(
1
:
男

)
3
6
9

4
4
.
0

3
6

4
8
.
6

5
1

5
0
.
5

1
2

4
2
.
9

4
1

4
2
.
7

3
8

3
9
.
6

性
別

　
(
2
:
女

)
4
6
6

5
5
.
5

3
8

5
1
.
4

5
0

4
9
.
5

1
6

5
7
.
1

5
4

5
6
.
3

5
8

6
0
.
4

性
別

　
(
無

効
回

答
)

4
0
.
5

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
1
.
0

0
0
.
0

年
齢

年
齢

 
(
1
:
2
0
～

2
4
)

4
5
0

5
3
.
6

5
8

7
8
.
4

5
2

5
1
.
5

1
3

4
6
.
4

5
2

5
4
.
2

6
7

6
9
.
8

年
齢

 
(
2
:
2
5
～

2
9
)

1
9
3

2
3
.
0

1
3

1
7
.
6

2
2

2
1
.
8

7
2
5
.
0

2
2

2
2
.
9

1
2

1
2
.
5

年
齢

 
(
3
:
3
0
～

3
4
)

1
0
5

1
2
.
5

3
4
.
1

1
6

1
5
.
8

5
1
7
.
9

1
1

1
1
.
5

7
7
.
3

年
齢

 
(
4
:
3
5
～

3
9
)

4
5

5
.
4

0
0
.
0

5
5
.
0

3
1
0
.
7

5
5
.
2

7
7
.
3

年
齢

 
(
5
:
4
0
以

上
)

4
1

4
.
9

0
0
.
0

6
5
.
9

0
0
.
0

5
5
.
2

3
3
.
1

年
齢

 
(
無

効
回

答
)

5
0
.
6

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
1
.
0

0
0
.
0

助
成

を
受

け
て

い
た

疾
患

名

助
成

を
受

け
て

い
た

疾
患

名
（

悪
性

新
生

物
）

7
4

8
.
8

7
4

1
0
0
.
0

1
1
.
0

0
0
.
0

2
2
.
1

7
7
.
3

助
成

を
受

け
て

い
た

疾
患

名
（

慢
性

腎
疾

患
）

1
0
1

1
2
.
0

1
1
.
4

1
0
1

1
0
0
.
0

0
0
.
0

2
2
.
1

2
2
.
1

助
成

を
受

け
て

い
た

疾
患

名
（

慢
性

呼
吸

器
疾

患
）

2
8

3
.
3

0
0
.
0

0
0
.
0

2
8

1
0
0
.
0

2
2
.
1

0
0
.
0

助
成

を
受

け
て

い
た

疾
患

名
（

慢
性

心
疾

患
）

9
6

1
1
.
4

2
2
.
7

2
2
.
0

2
7
.
1

9
6

1
0
0
.
0

1
1
.
0

助
成

を
受

け
て

い
た

疾
患

名
（

内
分

泌
疾

患
）

9
6

1
1
.
4

7
9
.
5

2
2
.
0

0
0
.
0

1
1
.
0

9
6

1
0
0
.
0

助
成

を
受

け
て

い
た

疾
患

名
（

膠
原

病
）

2
0

2
.
4

0
0
.
0

2
2
.
0

0
0
.
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3
.
1

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅰ

（
脳

外
科

）
8

1
.
0

4
5
.
4

0
0
.
0

0
0
.
0

1
1
.
0

5
5
.
2

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅰ

（
そ

の
他

）
1
1
4

1
3
.
6

1
1

1
4
.
9

1
8

1
7
.
8

4
1
4
.
3

2
0

2
0
.
8

1
1

1
1
.
5

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
小

児
科

）
4
1

3
1
.
8

6
4
2
.
9

4
3
3
.
3

1
3
3
.
3

5
3
8
.
5

7
3
3
.
3

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
小

児
外

科
）

8
6
.
2

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
4
.
8

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
内

科
）

2
2

1
7
.
1

0
0
.
0

5
4
1
.
7

0
0
.
0

4
3
0
.
8

0
0
.
0

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
整

形
外

科
）

1
6

1
2
.
4

3
2
1
.
4

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
4
.
8

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
脳

外
科

）
5

3
.
9

2
1
4
.
3

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

3
1
4
.
3

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
そ

の
他

）
6
8

5
2
.
7

9
6
4
.
3

4
3
3
.
3

2
6
6
.
7

8
6
1
.
5

1
0

4
7
.
6

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅰ

と
Ⅱ

の
統

合

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

小
児

科
）

5
8
8

7
0
.
1

6
4

8
6
.
5

7
2

7
1
.
3

2
6

9
2
.
9

7
4

7
7
.
1

7
0

7
2
.
9

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

小
児

外
科

）
3
2

3
.
8

2
2
.
7

3
3
.
0

0
0
.
0

1
1
.
0

1
1
.
0

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

内
科

）
1
7
8

2
1
.
2

5
6
.
8

2
2

2
1
.
8

3
1
0
.
7

8
8
.
3

2
1

2
1
.
9

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

整
形

外
科

）
3
5

4
.
2

1
0

1
3
.
5

2
2
.
0

0
0
.
0

1
1
.
0

4
4
.
2

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

脳
外

科
）

1
3

1
.
5

6
8
.
1

0
0
.
0

0
0
.
0

1
1
.
0

8
8
.
3

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

そ
の

他
）

1
6
9

2
0
.
1

1
9

2
5
.
7

1
8

1
7
.
8

6
2
1
.
4

2
4

2
5
.
0

2
0

2
0
.
8

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
1
:
月

数
回

)
6
8

8
.
1

4
5
.
4

6
5
.
9

5
1
7
.
9

1
0

1
0
.
4

6
6
.
3

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
2
:
毎

月
)

3
0
4

3
6
.
2

9
1
2
.
2

4
1

4
0
.
6

5
1
7
.
9

2
9

3
0
.
2

3
0

3
1
.
3

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
3
:
2
～

3
ヶ

月
)

3
0
7

3
6
.
6

1
8

2
4
.
3

4
2

4
1
.
6

1
6

5
7
.
1

4
2

4
3
.
8

4
7

4
9
.
0

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
4
:
年

2
～

3
回

)
8
2

9
.
8

1
7

2
3
.
0

8
7
.
9

2
7
.
1

1
1

1
1
.
5

8
8
.
3

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
5
:
年

1
回

以
下

)
6
0

7
.
2

2
4

3
2
.
4

4
4
.
0

0
0
.
0

4
4
.
2

4
4
.
2

0
5
内

分
泌

疾
患

　
(全

件
数

：
9
6
)

表
4
　

疾
患

群
別

の
結

果

全
体

　
(全

件
数

：
8
3
9
)

0
1
悪

性
新

生
物

　
(全

件
数

：
7
4
)

0
2
慢

性
腎

疾
患

　
(全

件
数

：
1
0
1
)

0
3
慢

性
呼

吸
器

疾
患

　
(全

件
数

：
2
8
)

0
4
慢

性
心

疾
患

　
(全

件
数

：
9
6
)
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

事
業

制
度

の
利

用
期

間
　

中
央

値
9
.
0

8
.
0

1
8
.
0

1
2
.
5

1
7
.
0

1
9
.
0

入
院

の
有

無

入
院

の
有

無
 
(
1
:
あ

り
)

2
1
0
.
0

2
1

1
4
.
9

1
1

1
4
.
7

3
4
.
1

3
1
3
.
0

5
2
9
.
4

入
院

の
有

無
 
(
2
:
な

し
)

1
8

9
0
.
0

1
1
8

8
3
.
7

6
0

8
0
.
0

6
7

9
1
.
8

1
8

7
8
.
3

1
2

7
0
.
6

入
院

の
有

無
 
(
無

効
回

答
)

0
0
.
0

2
1
.
4

4
5
.
3

3
4
.
1

2
8
.
7

0
0
.
0

入
院

日
数

入
院

日
数

　
最

小
1
.
0

3
.
0

3
.
0

7
.
0

3
.
0

1
.
0

入
院

日
数

　
最

大
4
5
.
0

9
0
.
0

2
7
0
.
0

3
6
0
.
0

1
0
.
0

3
0
.
0

入
院

日
数

　
平

均
2
3
.
0

2
0
.
2

6
3
.
9

1
2
4
.
7

6
.
7

1
1
.
0

入
院

日
数

　
中

央
値

2
3
.
0

1
4
.
0

1
0
.
0

7
.
0

7
.
0

6
.
5

通
院

医
療

機
関

数

通
院

医
療

機
関

数
　

(
1
:
1
ヶ

所
)

1
6

8
0
.
0

1
1
8

8
3
.
7

5
4

7
2
.
0

5
5

7
5
.
3

1
7

7
3
.
9

1
2

7
0
.
6

通
院

医
療

機
関

数
　

(
2
：

2
ヶ

所
)

2
1
0
.
0

1
7

1
2
.
1

1
6

2
1
.
3

1
2

1
6
.
4

3
1
3
.
0

3
1
7
.
6

通
院

医
療

機
関

数
　

(
3
：

3
ヶ

所
以

上
)

2
1
0
.
0

3
2
.
1

4
5
.
3

2
2
.
7

2
8
.
7

2
1
1
.
8

通
院

医
療

機
関

数
　

(
4
:
通

院
な

し
)

0
0
.
0

1
0
.
7

0
0
.
0

2
2
.
7

0
0
.
0

0
0
.
0

通
院

医
療

機
関

数
　

(
無

効
回

答
)

0
0
.
0

2
1
.
4

1
1
.
3

2
2
.
7

1
4
.
3

0
0
.
0

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅰ

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅰ

（
小

児
科

）
1
4

7
0
.
0

7
7

5
4
.
6

5
8

7
7
.
3

4
4

6
0
.
3

1
7

7
3
.
9

4
2
3
.
5

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅰ

（
小

児
外

科
）

0
0
.
0

0
0
.
0

6
8
.
0

0
0
.
0

2
8
.
7

2
1
1
.
8

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅰ

（
内

科
）

6
3
0
.
0

5
8

4
1
.
1

5
6
.
7

2
1

2
8
.
8

1
4
.
3

5
2
9
.
4

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅰ

（
整

形
外

科
）

2
1
0
.
0

1
0
.
7

0
0
.
0

2
2
.
7

3
1
3
.
0

1
5
.
9

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅰ

（
脳

外
科

）
0

0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
4
.
3

0
0
.
0

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅰ

（
そ

の
他

）
1

5
.
0

1
2

8
.
5

7
9
.
3

6
8
.
2

9
3
9
.
1

7
4
1
.
2

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
小

児
科

）
1

2
5
.
0

3
1
5
.
0

8
4
0
.
0

4
2
8
.
6

3
6
0
.
0

0
0
.
0

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
小

児
外

科
）

0
0
.
0

0
0
.
0

1
5
.
0

2
1
4
.
3

1
2
0
.
0

0
0
.
0

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
内

科
）

1
2
5
.
0

3
1
5
.
0

1
5
.
0

2
1
4
.
3

2
4
0
.
0

2
4
0
.
0

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
整

形
外

科
）

1
2
5
.
0

1
5
.
0

0
0
.
0

3
2
1
.
4

1
2
0
.
0

1
2
0
.
0

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
脳

外
科

）
0

0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅱ

（
そ

の
他

）
2

5
0
.
0

1
8

9
0
.
0

9
4
5
.
0

7
5
0
.
0

1
2
0
.
0

2
4
0
.
0

通
院

し
て

い
る

診
療

科
Ⅰ

と
Ⅱ

の
統

合

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

小
児

科
）

1
5

7
5
.
0

7
8

5
5
.
3

6
0

8
0
.
0

4
7

6
4
.
4

1
8

7
8
.
3

4
2
3
.
5

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

小
児

外
科

）
0

0
.
0

0
0
.
0

7
9
.
3

2
2
.
7

3
1
3
.
0

2
1
1
.
8

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

内
科

）
6

3
0
.
0

6
0

4
2
.
6

6
8
.
0

2
2

3
0
.
1

3
1
3
.
0

7
4
1
.
2

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

整
形

外
科

）
3

1
5
.
0

2
1
.
4

0
0
.
0

5
6
.
8

4
1
7
.
4

2
1
1
.
8

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

脳
外

科
）

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
4
.
3

0
0
.
0

通
院

し
て

い
る

診
療

科
（

そ
の

他
）

3
1
5
.
0

2
9

2
0
.
6

1
5

2
0
.
0

1
3

1
7
.
8

1
0

4
3
.
5

8
4
7
.
1

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
1
:
月

数
回

)
3

1
5
.
0

8
5
.
7

8
1
0
.
7

9
1
2
.
3

2
8
.
7

2
1
1
.
8

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
2
:
毎

月
)

1
1

5
5
.
0

9
7

6
8
.
8

2
0

2
6
.
7

2
4

3
2
.
9

1
2

5
2
.
2

3
1
7
.
6

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
3
:
2
～

3
ヶ

月
)

4
2
0
.
0

3
2

2
2
.
7

3
3

4
4
.
0

1
6

2
1
.
9

7
3
0
.
4

9
5
2
.
9

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
4
:
年

2
～

3
回

)
1

5
.
0

0
0
.
0

8
1
0
.
7

1
2

1
6
.
4

1
4
.
3

2
1
1
.
8

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
5
:
年

1
回

以
下

)
0

0
.
0

0
0
.
0

4
5
.
3

9
1
2
.
3

0
0
.
0

1
5
.
9

表
4
　

疾
患

群
別

の
結

果

0
6
膠

原
病

　
(全

件
数

：
2
0
)

0
7
糖

尿
病

　
(全

件
数

：
1
4
1
)

0
8
先

天
性

代
謝

異
常

　
(全

件
数

：
7
5
)

0
9
血

友
病

・
免

疫
疾

患
　
(全

件
数

：
7
3
)

1
0
神

経
・
筋

疾
患

　
(全

件
数

：
2
3
)

1
1
慢

性
消

化
器

疾
患

　
(全

件
数

：
1
7
)
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
無

効
回

答
)

1
8

2
.
1

2
2
.
7

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
1
.
0

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
1
:
月

数
回

)
1
2

9
.
3

2
1
4
.
3

2
1
6
.
7

1
3
3
.
3

2
1
5
.
4

2
9
.
5

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
2
:
毎

月
)

2
9

2
2
.
5

5
3
5
.
7

2
1
6
.
7

0
0
.
0

3
2
3
.
1

2
9
.
5

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
3
:
2
～

3
ヶ

月
毎

)
2
8

2
1
.
7

2
1
4
.
3

2
1
6
.
7

1
3
3
.
3

5
3
8
.
5

3
1
4
.
3

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
4
:
年

2
～

3
回

)
3
7

2
8
.
7

4
2
8
.
6

3
2
5
.
0

1
3
3
.
3

5
3
8
.
5

6
2
8
.
6

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
5
:
年

1
回

以
下

)
3
4

2
6
.
4

4
2
8
.
6

1
8
.
3

0
0
.
0

3
2
3
.
1

1
0

4
7
.
6

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
単

位
：

分
)

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

最
小

2
.
0

5
.
0

5
.
0

1
0
.
0

6
.
0

5
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

最
大

5
0
0
.
0

2
6
0
.
0

5
0
0
.
0

1
8
0
.
0

1
8
0
.
0

1
5
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

平
均

4
6
.
3

6
5
.
5

5
6
.
1

4
3
.
0

4
4
.
6

3
8
.
1

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

中
央

値
3
0
.
0

6
0
.
0

3
0
.
0

3
2
.
5

4
0
.
0

3
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
徒

歩
）

2
5

3
.
0

1
1
.
4

2
2
.
0

0
0
.
0

2
2
.
1

3
3
.
1

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
自

転
車

）
4
9

5
.
8

5
6
.
8

3
3
.
0

3
1
0
.
7

4
4
.
2

6
6
.
3

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
自

家
用

車
）

5
3
2

6
3
.
4

4
6

6
2
.
2

6
4

6
3
.
4

1
8

6
4
.
3

5
2

5
4
.
2

6
1

6
3
.
5

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
電

車
）

1
4
7

1
7
.
5

1
2

1
6
.
2

2
3

2
2
.
8

4
1
4
.
3

2
1

2
1
.
9

2
3

2
4
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
バ

ス
）

7
1

8
.
5

4
5
.
4

1
1

1
0
.
9

2
7
.
1

1
1

1
1
.
5

8
8
.
3

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
タ

ク
シ

ー
）

1
5

1
.
8

2
2
.
7

2
2
.
0

1
3
.
6

8
8
.
3

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
そ

の
他

）
3
3

3
.
9

5
6
.
8

2
2
.
0

1
3
.
6

4
4
.
2

1
1
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
単

位
：

分
)

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

最
小

5
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
5
.
0

1
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

最
大

3
6
0
.
0

1
2
0
.
0

1
4
0
.
0

1
2
0
.
0

3
0
0
.
0

3
6
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

平
均

6
4
.
8

3
9
.
7

5
3
.
0

6
0
.
0

1
0
2
.
5

7
5
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

中
央

値
4
0
.
0

3
0
.
0

3
5
.
0

5
0
.
0

6
0
.
0

6
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
徒

歩
）

7
5
.
4

0
0
.
0

1
8
.
3

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
自

転
車

）
9

7
.
0

2
1
4
.
3

1
8
.
3

0
0
.
0

1
7
.
7

3
1
4
.
3

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
自

家
用

車
）

8
4

6
5
.
1

1
0

7
1
.
4

6
5
0
.
0

2
6
6
.
7

6
4
6
.
2

1
2

5
7
.
1

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
電

車
）

2
2

1
7
.
1

4
2
8
.
6

1
8
.
3

0
0
.
0

4
3
0
.
8

8
3
8
.
1

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
バ

ス
）

1
1

8
.
5

0
0
.
0

1
8
.
3

0
0
.
0

1
7
.
7

2
9
.
5

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
タ

ク
シ

ー
）

2
1
.
6

0
0
.
0

1
8
.
3

0
0
.
0

2
1
5
.
4

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
そ

の
他

）
1
1

8
.
5

0
0
.
0

0
0
.
0

1
3
3
.
3

2
1
5
.
4

1
4
.
8

通
院

手
段

　
医

療
機

関
　

Ⅰ
と

Ⅱ
の

統
合

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

徒
歩

）
3
2

3
.
8

1
1
.
4

3
3
.
0

0
0
.
0

2
2
.
1

3
3
.
1

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

自
転

車
）

5
5

6
.
6

7
9
.
5

4
4
.
0

3
1
0
.
7

5
5
.
2

8
8
.
3

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

自
家

用
車

）
5
4
6

6
5
.
1

4
6

6
2
.
2

6
5

6
4
.
4

1
8

6
4
.
3

5
4

5
6
.
3

6
2

6
4
.
6

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

電
車

）
1
6
2

1
9
.
3

1
4

1
8
.
9

2
4

2
3
.
8

4
1
4
.
3

2
4

2
5
.
0

2
8

2
9
.
2

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

バ
ス

）
7
9

9
.
4

4
5
.
4

1
2

1
1
.
9

2
7
.
1

1
1

1
1
.
5

1
0

1
0
.
4

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

タ
ク

シ
ー

）
1
5

1
.
8

2
2
.
7

2
2
.
0

1
3
.
6

8
8
.
3

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

そ
の

他
）

4
2

5
.
0

5
6
.
8

2
2
.
0

2
7
.
1

6
6
.
3

2
2
.
1

表
4
　

疾
患

群
別

の
結

果

全
体

　
(全

件
数

：
8
3
9
)

0
1
悪

性
新

生
物

　
(全

件
数

：
7
4
)

0
2
慢

性
腎

疾
患

　
(全

件
数

：
1
0
1
)

0
3
慢

性
呼

吸
器

疾
患

　
(全

件
数

：
2
8
)

0
4
慢

性
心

疾
患

　
(全

件
数

：
9
6
)

0
5
内

分
泌

疾
患

　
(全

件
数

：
9
6
)
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
無

効
回

答
)

1
5
.
0

4
2
.
8

2
2
.
7

3
4
.
1

1
4
.
3

0
0
.
0

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
1
:
月

数
回

)
0

0
.
0

2
1
0
.
0

1
5
.
0

0
0
.
0

2
4
0
.
0

1
2
0
.
0

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
2
:
毎

月
)

1
2
5
.
0

4
2
0
.
0

5
2
5
.
0

4
2
8
.
6

0
0
.
0

2
4
0
.
0

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
3
:
2
～

3
ヶ

月
毎

)
1

2
5
.
0

4
2
0
.
0

7
3
5
.
0

2
1
4
.
3

0
0
.
0

1
2
0
.
0

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
4
:
年

2
～

3
回

)
2

5
0
.
0

1
0

5
0
.
0

2
1
0
.
0

4
2
8
.
6

3
6
0
.
0

0
0
.
0

通
院

回
数

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
5
:
年

1
回

以
下

)
0

0
.
0

3
1
5
.
0

3
1
5
.
0

5
3
5
.
7

1
2
0
.
0

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

 
(
単

位
：

分
)

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

最
小

5
.
0

2
.
0

5
.
0

5
.
0

8
.
0

1
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

最
大

1
8
0
.
0

1
5
0
.
0

2
4
0
.
0

3
0
0
.
0

9
0
.
0

3
6
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

平
均

5
8
.
5

3
6
.
1

5
1
.
5

4
4
.
6

3
5
.
9

8
8
.
1

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
時

間
）

中
央

値
4
5
.
0

3
0
.
0

4
0
.
0

2
7
.
5

3
0
.
0

4
5
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
徒

歩
）

1
5
.
0

4
2
.
8

3
4
.
0

2
2
.
7

1
4
.
3

1
5
.
9

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
自

転
車

）
1

5
.
0

8
5
.
7

2
2
.
7

4
5
.
5

0
0
.
0

1
5
.
9

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
自

家
用

車
）

9
4
5
.
0

8
5

6
0
.
3

5
7

7
6
.
0

5
2

7
1
.
2

1
7

7
3
.
9

1
2

7
0
.
6

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
電

車
）

6
3
0
.
0

2
9

2
0
.
6

1
0

1
3
.
3

6
8
.
2

1
4
.
3

2
1
1
.
8

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
バ

ス
）

2
1
0
.
0

1
2

8
.
5

5
6
.
7

5
6
.
8

1
4
.
3

2
1
1
.
8

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
タ

ク
シ

ー
）

1
5
.
0

1
0
.
7

0
0
.
0

1
1
.
4

2
8
.
7

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅰ

（
そ

の
他

）
1

5
.
0

3
2
.
1

5
6
.
7

4
5
.
5

0
0
.
0

1
5
.
9

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

 
(
単

位
：

分
)

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

最
小

5
.
0

5
.
0

6
.
0

1
5
.
0

6
.
0

1
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

最
大

6
0
.
0

6
0
.
0

3
6
0
.
0

1
8
0
.
0

2
4
0
.
0

3
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

平
均

2
6
.
3

3
0
.
7

7
4
.
3

6
1
.
3

1
0
1
.
0

2
3
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
時

間
）

中
央

値
2
0
.
0

3
0
.
0

4
0
.
0

3
0
.
0

7
2
.
5

3
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
徒

歩
）

1
2
5
.
0

3
1
5
.
0

0
0
.
0

1
7
.
1

0
0
.
0

1
2
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
自

転
車

）
0

0
.
0

1
5
.
0

2
1
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
2
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
自

家
用

車
）

2
5
0
.
0

1
3

6
5
.
0

1
3

6
5
.
0

1
3

9
2
.
9

5
1
0
0
.
0

2
4
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
電

車
）

0
0
.
0

3
1
5
.
0

2
1
0
.
0

0
0
.
0

1
2
0
.
0

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
バ

ス
）

0
0
.
0

3
1
5
.
0

0
0
.
0

2
1
4
.
3

1
2
0
.
0

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
タ

ク
シ

ー
）

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
Ⅱ

（
そ

の
他

）
1

2
5
.
0

0
0
.
0

2
1
0
.
0

2
1
4
.
3

0
0
.
0

1
2
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
　

Ⅰ
と

Ⅱ
の

統
合

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

徒
歩

）
2

1
0
.
0

7
5
.
0

3
4
.
0

3
4
.
1

1
4
.
3

2
1
1
.
8

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

自
転

車
）

1
5
.
0

9
6
.
4

3
4
.
0

4
5
.
5

0
0
.
0

1
5
.
9

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

自
家

用
車

）
9

4
5
.
0

8
9

6
3
.
1

5
8

7
7
.
3

5
5

7
5
.
3

1
8

7
8
.
3

1
2

7
0
.
6

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

電
車

）
6

3
0
.
0

3
1

2
2
.
0

1
1

1
4
.
7

6
8
.
2

2
8
.
7

2
1
1
.
8

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

バ
ス

）
2

1
0
.
0

1
5

1
0
.
6

5
6
.
7

6
8
.
2

2
8
.
7

2
1
1
.
8

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

タ
ク

シ
ー

）
1

5
.
0

1
0
.
7

0
0
.
0

1
1
.
4

2
8
.
7

0
0
.
0

通
院

手
段

　
医

療
機

関
（

そ
の

他
）

1
5
.
0

3
2
.
1

6
8
.
0

6
8
.
2

0
0
.
0

2
1
1
.
8

表
4
　

疾
患

群
別

の
結

果

0
6
膠

原
病

　
(全

件
数

：
2
0
)

0
7
糖

尿
病

　
(全

件
数

：
1
4
1
)

0
8
先

天
性

代
謝

異
常

　
(全

件
数

：
7
5
)

0
9
血

友
病

・
免

疫
疾

患
　
(全

件
数

：
7
3
)

1
0
神

経
・
筋

疾
患

　
(全

件
数

：
2
3
)

1
1
慢

性
消

化
器

疾
患

　
(全

件
数

：
1
7
)
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

疾
患

に
か

か
る

支
出

 
(
単

位
：

円
)

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
最

小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
最

大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
平

均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
中

央
値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
1
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
2
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
7
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
9
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

＊
：

月
額

の
1
2
倍

と
年

額
の

大
き

い
方

の
金

額
を

年
額

と
し

て
統

合
し

た

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
小

表
4
　

疾
患

群
別

の
結

果

全
体

　
(全

件
数

：
8
3
9
)

0
1
悪

性
新

生
物

　
(全

件
数

：
7
4
)

0
2
慢

性
腎

疾
患

　
(全

件
数

：
1
0
1
)

0
3
慢

性
呼

吸
器

疾
患

　
(全

件
数

：
2
8
)

0
4
慢

性
心

疾
患

　
(全

件
数

：
9
6
)

0
5
内

分
泌

疾
患

　
(全

件
数

：
9
6
)

0
0

0
0

0
0

9
,
4
8
0

5
,
0
0
0

3
,
2
0
0

5
,
0
0
0

8
,
0
0
0

5
,
0
4
0

4
,
9
7
0

1
3
,
1
9
9

7
,
8
6
7

1
7
,
2
9
6

9
,
2
9
0

1
4
,
4
3
3

0

3
6
0
,
0
0
0

4
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

5
8
,
0
0
0

0
0

0
0

0

3
3
,
5
3
9

2
0
,
0
0
0

7
,
0
0
0

2
7
,
5
0
0

3
5
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

5
5
,
3
3
2

2
0
,
6
7
9

7
5
,
5
7
3

3
8
,
6
6
2

3
9
,
4
2
6

0

1
,
1
8
8
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

8
0
0
,
0
0
0

9
6
,
0
0
0

2
5
2
,
0
0
0

1
9
4
,
0
0
0

0
0

0
0

0

2
,
5
0
0

3
,
1
5
0

5
,
5
0
0

1
2
,
5
0
0

6
0
0

8
,
1
5
0

0

7
,
8
7
8

5
,
5
0
0

1
4
,
0
3
6

6
0
0

3
9
,
0
7
5

0

1
4
0
,
0
0
0

5
,
5
0
0

3
5
,
0
0
0

6
0
0

1
4
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

0
5
,
5
0
0

0
6
0
0

0

4
,
2
5
0

0
0

0
0

0
0

1
,
8
7
1

0
1
5
3

0
2
,
3
0
0

0

3
0
,
0
0
0

0
1
,
8
4
0

0
2
8
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0

1
,
7
0
0

1
,
0
0
0

1
,
6
0
0

1
,
2
5
0

1
,
4
0
0

1
,
0
0
0

9
0
0

2
,
1
8
5

2
,
2
8
3

3
,
3
8
9

4
,
1
3
7

2
,
3
2
4

0

6
0
,
0
0
0

8
,
2
0
0

6
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

1
3
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0

8
,
0
7
2

5
,
7
0
0

6
,
0
0
0

4
,
0
0
0

6
,
0
0
0

3
,
5
2
0

5
,
0
0
0

1
0
,
3
6
9

7
,
9
8
1

7
,
6
6
0

1
6
,
7
9
8

9
,
1
6
8

0

5
0
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

8
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

6
,
0
0
0
,
0
0
0

3
6
0
,
0
0
0

9
6
0
,
0
0
0

1
,
8
0
0
,
0
0
0

1
,
8
0
0
,
0
0
0

6
0
0
,
0
0
0

9
2
,
2
3
5

4
1
,
8
9
4

7
6
,
6
4
7

1
4
7
,
0
1
8

7
1
,
4
9
1

6
2
,
9
1
2

3
6
,
0
0
0

1
5
,
5
0
0

3
6
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

8
1
4

1
,
7
0
0

4
,
9
0
0

4
8
0

0
4
,
8
0
0

1
0
,
0
0
0

3
,
5
0
0

1
4
,
7
0
0

7
,
4
6
0

7
,
1
2
5

1
3
,
2
0
0

1
0
8
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0

8
0
,
4
0
0

8
4
,
0
0
0

6
0
,
3
5
2

7
0
,
0
0
0

1
9
2
,
0
0
0

1
1
9
,
2
4
4

1
8
0
,
0
0
0

3
9
8
,
4
0
0

1
5
6
,
0
0
0

1
8
0
,
0
0
0
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

疾
患

に
か

か
る

支
出

 
(
単

位
：

円
)

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

医
療

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

交
通

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

1
ヶ

月
分

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
最

小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
最

大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
平

均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
中

央
値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
1
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
2
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
7
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

医
療

費
）

＊
9
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

＊
：

月
額

の
1
2
倍

と
年

額
の

大
き

い
方

の
金

額
を

年
額

と
し

て
統

合
し

た

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

交
通

費
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
小

4
4
7
,
0
0
0

1
8
0
,
0
0
0

1
0
2
,
3
9
0

3
1
,
3
2
0

4
3
,
1
1
0

6
0
,
0
0
0

9
2
3
,
4
0
0

2
4
0
,
0
0
0

2
4
9
,
1
3
2

9
4
,
8
0
0

3
3
1
,
8
0
0

1
1
5
,
2
0
0

4
,
4
2
8

7
2
,
9
6
0

4
,
6
4
4

0
0

0

1
5
,
9
1
5

9
8
,
0
1
0

1
6
,
6
2
0

0
1
2
,
0
0
0

8
,
5
0
0

2
3
9
,
1
8
3

1
6
1
,
9
8
7

9
1
,
0
5
5

4
8
,
3
9
5

6
6
,
9
0
0

4
4
,
6
8
2

5
1
,
0
0
0

1
4
4
,
0
0
0

4
3
,
0
2
0

3
,
5
0
0

2
2
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

1
,
0
8
0
,
0
0
0

1
,
8
0
0
,
0
0
0

7
4
4
,
0
0
0

1
,
1
8
8
,
0
0
0

4
2
0
,
0
0
0

2
4
0
,
0
0
0

0

9
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

6
2
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

3
5
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0

4
,
3
8
8

5
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

0
2
,
4
1
0

3
,
0
0
0

2
3
,
2
7
2

1
4
,
0
9
9

9
,
5
2
9

3
,
4
7
8

7
,
5
1
8

6
0
0

1
0
,
0
0
0

1
5
,
0
0
0

1
1
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

8
,
0
0
0

4
,
7
6
0

3
2
0

0
0

0
0

1
,
5
0
2

1
,
3
0
0

6
9
0

8
3
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

2
,
4
2
8

1
,
3
3
3

1
,
9
0
3

5
,
2
4
8

2
,
0
9
3

0

0
3
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

0
2
5
,
0
0
0

0

0
0

0
0

0

0

0
0

0
0

3
,
0
0
0

0

0
1
,
7
6
5

2
,
4
7
8

0
7
,
2
3
3

3
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

3
5
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

0
0

0
0

1
,
2
0
0

8
,
9
4
0

3
,
6
0
5

5
,
0
0
0

1
7
0

0
3
,
6
0
0

3
,
8
2
0

6
,
8
0
3

6
,
4
8
4

1
,
5
8
8

1
,
5
0
0

3
,
6
0
0

0

6
0
0
,
0
0
0

2
4
0
,
0
0
0

2
9
5
,
2
0
0

1
,
1
8
8
,
0
0
0

2
8
0
,
0
0
0

6
7
,
6
8
0

0
2
,
0
0
0

0
0

0

1
9
,
3
1
4

2
5
,
2
0
0

1
2
0
,
0
0
0

2
8
,
0
0
0

2
,
5
0
0

1
7
,
5
0
0

1
2
,
0
0
0

1
5
3
,
1
2
5

1
2
3
,
2
7
0

5
5
,
5
3
3

3
6
,
0
8
5

4
8
,
3
6
5

2
8
,
4
5
3

2
5
,
1
4
3

2
,
0
0
0

7
5
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0

1
3
2
,
0
0
0

3
6
0
,
0
0
0

4
8
,
0
0
0

5
7
,
1
2
0

1
,
3
0
0

0
0

0
1
0
,
0
0
0

0
0

0
0

1
0
,
0
0
0

表
4
　

疾
患

群
別

の
結

果

0
6
膠

原
病

　
(全

件
数

：
2
0
)

0
7
糖

尿
病

　
(全

件
数

：
1
4
1
)

0
8
先

天
性

代
謝

異
常

　
(全

件
数

：
7
5
)

0
9
血

友
病

・
免

疫
疾

患
　
(全

件
数

：
7
3
)

1
0
神

経
・
筋

疾
患

　
(全

件
数

：
2
3
)

1
1
慢

性
消

化
器

疾
患

　
(全

件
数

：
1
7
)

0

1
6
,
9
7
8

5
,
5
0
0

5
,
5
2
0

6
,
0
0
0

3
,
7
5
0

1
5
,
0
0
0

9
,
0
0
0

1
5
,
8
7
3

9
,
4
2
3

1
5
,
8
3
3
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
最

小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
最

大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
平

均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
中

央
値

日
常

生
活

の
自

立
状

況

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
1
:
特

に
)

5
0
5

6
0
.
2

4
5

6
0
.
8

7
4

7
3
.
3

2
1

7
5
.
0

3
1

3
2
.
3

6
4

6
6
.
7

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
2
:
外

出
可

)
2
1
0

2
5
.
0

2
1

2
8
.
4

1
9

1
8
.
8

3
1
0
.
7

3
4

3
5
.
4

2
2

2
2
.
9

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
3
:
外

出
不

可
)

6
5

7
.
7

7
9
.
5

5
5
.
0

3
1
0
.
7

2
2

2
2
.
9

7
7
.
3

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
4
:
座

位
)

8
1
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

3
3
.
1

0
0
.
0

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
5
:
ベ

ッ
ド

)
2
5

3
.
0

1
1
.
4

0
0
.
0

1
3
.
6

4
4
.
2

1
1
.
0

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
無

効
回

答
)

2
6

3
.
1

0
0
.
0

3
3
.
0

0
0
.
0

2
2
.
1

2
2
.
1

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無
 
(
1
:
あ

り
)

2
5
6

3
0
.
5

1
9

2
5
.
7

2
5

2
4
.
8

5
1
7
.
9

7
0

7
2
.
9

1
9

1
9
.
8

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無
 
(
2
:
な

し
)

5
7
2

6
8
.
2

5
5

7
4
.
3

7
3

7
2
.
3

2
2

7
8
.
6

2
6

2
7
.
1

7
7

8
0
.
2

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無
 
(
無

効
回

答
)

1
1

1
.
3

0
0
.
0

3
3
.
0

1
3
.
6

0
0
.
0

0
0
.
0

所
有

し
な

い
理

由

所
有

し
な

い
理

由
（

種
類

が
対

象
外

）
1
5
8

2
7
.
6

1
1

2
0
.
0

1
9

2
6
.
0

6
2
7
.
3

6
2
3
.
1

3
0

3
9
.
0

所
有

し
な

い
理

由
（

軽
度

の
為

）
4
5

7
.
9

2
3
.
6

9
1
2
.
3

1
4
.
5

4
1
5
.
4

5
6
.
5

所
有

し
な

い
理

由
（

必
要

な
い

）
3
0
5

5
3
.
3

3
4

6
1
.
8

3
8

5
2
.
1

1
3

5
9
.
1

1
1

4
2
.
3

3
3

4
2
.
9

所
有

し
な

い
理

由
（

そ
の

他
）

2
5

4
.
4

2
3
.
6

1
1
.
4

1
4
.
5

3
1
1
.
5

4
5
.
2

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
視

覚
）

6
2
.
3

3
1
5
.
8

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

2
1
0
.
5

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
聴

覚
）

4
1
.
6

0
0
.
0

1
4
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
5
.
3

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
音

声
）

5
2
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

2
1
0
.
5

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
肢

体
）

7
3

2
8
.
5

8
4
2
.
1

6
2
4
.
0

1
2
0
.
0

5
7
.
1

7
3
6
.
8

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
心

臓
）

6
8

2
6
.
6

2
1
0
.
5

1
4
.
0

2
4
0
.
0

6
0

8
5
.
7

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
じ

ん
臓

）
1
7

6
.
6

0
0
.
0

1
2

4
8
.
0

0
0
.
0

1
1
.
4

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
呼

吸
器

）
8

3
.
1

0
0
.
0

0
0
.
0

2
4
0
.
0

3
4
.
3

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
ぼ

う
こ

う
）

6
2
.
3

0
0
.
0

2
8
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
小

腸
）

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
肝

臓
）

6
2
.
3

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

1
5
.
3

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
Ｈ

Ｉ
Ｖ

）
2

0
.
8

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

等
級

（
1
級

）
9
0

3
5
.
2

4
2
1
.
1

1
1

4
4
.
0

1
2
0
.
0

3
6

5
1
.
4

5
2
6
.
3

身
体

障
害

者
手

帳
　

等
級

（
2
級

）
2
4

9
.
4

2
1
0
.
5

3
1
2
.
0

1
2
0
.
0

5
7
.
1

2
1
0
.
5

4
1
,
8
2
8

2
8
,
8
0
0

1
0
,
0
0
0

3
4
,
8
0
0

3
4
,
7
0
0

2
5
,
4
2
0

2
8
,
0
1
0

6
7
,
2
2
7

4
4
,
3
3
2

8
7
,
3
9
3

4
4
,
6
9
1

6
6
,
2
5
5

0

1
,
1
8
8
,
0
0
0

1
,
0
1
5
,
0
0
0

8
1
0
,
0
0
0

1
1
2
,
9
2
0

1
,
0
1
5
,
0
0
0

2
3
8
,
0
0
0

0
0

0
0

0

3
4
,
5
7
1

8
,
5
0
0

8
0
0

4
5
,
8
4
0

1
0
,
0
0
0

5
,
0
0
0

1
5
,
0
0
0

3
2
,
1
2
7

1
0
,
1
6
0

5
7
,
9
7
7

1
1
,
9
0
0

5
5
,
0
0
0

0

2
4
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

1
6
0
,
0
0
0

1
8
0
,
0
0
0

0
0

0
7
,
2
0
0

0

5
7
8

0
0

0
0

3
,
0
0
0

0

1
7
,
1
9
4

9
3
,
8
1
8

3
,
7
9
1

0
1
2
0
,
8
1
8

9
6
0
,
0
0
0

9
6
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

0
9
6
0
,
0
0
0

4
,
0
0
0

表
4
　

疾
患

群
別

の
結

果

全
体

　
(全

件
数

：
8
3
9
)

0
1
悪

性
新

生
物

　
(全

件
数

：
7
4
)

0
2
慢

性
腎

疾
患

　
(全

件
数

：
1
0
1
)

0
3
慢

性
呼

吸
器

疾
患

　
(全

件
数

：
2
8
)

0
4
慢

性
心

疾
患

　
(全

件
数

：
9
6
)

0
5
内

分
泌

疾
患

　
(全

件
数

：
9
6
)
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

サ
ー

ビ
ス

利
用

料
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

最
大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

平
均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

そ
の

他
費

用
）

中
央

値

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
最

小

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
最

大

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
平

均

疾
患

に
か

か
る

年
額

の
支

出
（

総
計

）
中

央
値

日
常

生
活

の
自

立
状

況

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
1
:
特

に
)

1
0

5
0
.
0

9
7

6
8
.
8

3
6

4
8
.
0

4
1

5
6
.
2

0
0
.
0

1
0

5
8
.
8

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
2
:
外

出
可

)
8

4
0
.
0

3
1

2
2
.
0

2
1

2
8
.
0

2
8

3
8
.
4

6
2
6
.
1

7
4
1
.
2

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
3
:
外

出
不

可
)

2
1
0
.
0

6
4
.
3

7
9
.
3

3
4
.
1

5
2
1
.
7

0
0
.
0

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
4
:
座

位
)

0
0
.
0

1
0
.
7

2
2
.
7

0
0
.
0

2
8
.
7

0
0
.
0

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
5
:
ベ

ッ
ド

)
0

0
.
0

1
0
.
7

6
8
.
0

0
0
.
0

7
3
0
.
4

0
0
.
0

日
常

生
活

の
自

立
状

況
 
(
無

効
回

答
)

0
0
.
0

5
3
.
5

3
4
.
0

1
1
.
4

3
1
3
.
0

0
0
.
0

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無
 
(
1
:
あ

り
)

5
2
5
.
0

1
8

1
2
.
8

3
4

4
5
.
3

2
1

2
8
.
8

2
2

9
5
.
7

8
4
7
.
1

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無
 
(
2
:
な

し
)

1
5

7
5
.
0

1
2
2

8
6
.
5

4
0

5
3
.
3

5
2

7
1
.
2

1
4
.
3

9
5
2
.
9

障
害

者
手

帳
　

所
有

の
有

無
 
(
無

効
回

答
)

0
0
.
0

1
0
.
7

1
1
.
3

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

所
有

し
な

い
理

由

所
有

し
な

い
理

由
（

種
類

が
対

象
外

）
1

6
.
7

4
1

3
3
.
6

1
7

4
2
.
5

9
1
7
.
3

0
0
.
0

2
2
2
.
2

所
有

し
な

い
理

由
（

軽
度

の
為

）
4

2
6
.
7

8
6
.
6

3
7
.
5

0
0
.
0

0
0
.
0

1
1
1
.
1

所
有

し
な

い
理

由
（

必
要

な
い

）
1
0

6
6
.
7

6
2

5
0
.
8

1
6

4
0
.
0

3
4

6
5
.
4

0
0
.
0

6
6
6
.
7

所
有

し
な

い
理

由
（

そ
の

他
）

0
0
.
0

4
3
.
3

1
2
.
5

6
1
1
.
5

0
0
.
0

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
視

覚
）

0
0
.
0

1
5
.
6

2
5
.
9

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

身
体

障
害

者
手

帳
　

種
類

（
聴

覚
）

0
0
.
0

0
0
.
0
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.
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因
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：
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)
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2
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.
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6
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0
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.
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1
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.
6

ス
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レ
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の
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因
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H
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)

4
2
5
.
0

1
0

9
.
9

6
1
1
.
8

5
1
1
.
4

1
9
.
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0
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.
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ス
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の
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因
 
(
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収
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3
3
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2
.
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2

2
3
.
5

1
3
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.
5

2
1
8
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6
4
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.
9
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因
 
(
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介
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4
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1
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3
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.
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2
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4
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5

5
4
5
.
5

7
5
0
.
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因
 
(
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：

家
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介
護

)
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.
3

7
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.
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6
.
8

2
1
8
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1
7
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1
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因
 
(
L
：
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娠
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)

3
1
8
.
8

8
7
.
9

4
7
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8

3
6
.
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0
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.
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1
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因
 
(
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)
0
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.
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.
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0
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.
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(
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.
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.
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因
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：
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0
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.
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.
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.
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0
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.
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(
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.
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.
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.
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0
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.
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.
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.
9

3
5
.
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.
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0
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.
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な
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.
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.
0

0
0
.
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.
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.
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0
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.
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0
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.
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0
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.
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.
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0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
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.
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.
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)
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)
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.
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.
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)
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.
0
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.
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0
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0
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家
事

)
0
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.
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.
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0
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0
0
.
0

最
も

気
に

な
る

ス
ト

レ
ス
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：
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の
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)

0
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.
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1
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0
0
.
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0
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.
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0
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.
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も
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な
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ス

 
(
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の
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)

1
6
.
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1
1
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.
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5
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.
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な
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0
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0
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0
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0
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0

表
4
　

疾
患

群
別

の
結

果

0
6
膠

原
病

　
(全

件
数

：
2
0
)

0
7
糖

尿
病

　
(全

件
数

：
1
4
1
)

0
8
先

天
性

代
謝

異
常

　
(全

件
数

：
7
5
)

0
9
血

友
病

・
免

疫
疾

患
　
(全

件
数

：
7
3
)

1
0
神

経
・
筋

疾
患

　
(全

件
数

：
2
3
)

1
1
慢

性
消

化
器

疾
患

　
(全

件
数

：
1
7
)
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人
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割
合

人
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割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

最
も
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に

な
る

ス
ト
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ス
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：

住
ま

い
や
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活

環
境

)
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1
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2

1
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.
2

0
0
.
0

0
0
.
0

2
2
.
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.
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最
も

気
に

な
る

ス
ト

レ
ス

 
(
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そ
の

他
)

3
7

6
.
5

6
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3
.
3

7
9
.
5

2
8
.
7

3
4
.
2

2
3
.
0

最
も

気
に

な
る

ス
ト

レ
ス

 
(
T
：

わ
か

ら
な

い
)

9
1
.
6

0
0
.
0

2
2
.
7

1
4
.
3

2
2
.
8

0
0
.
0

最
も

気
に

な
る

ス
ト

レ
ス

 
(
無

効
回

答
)

2
2
7

3
9
.
6

1
3

2
8
.
9

3
1

4
1
.
9

9
3
9
.
1

2
6

3
6
.
1

2
9

4
3
.
3
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の
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せ

度

あ
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の
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せ

度
　

最
小
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.
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値
7
.
0
0

8
.
0
0

7
.
0
0

7
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0
0

7
.
0
0

7
.
0
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経
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的
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況

経
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的
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況
 
(
1
:
大

変
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し
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)
1
0
5

1
2
.
5

6
8
.
1

1
1

1
0
.
9

4
1
4
.
3

9
9
.
4

1
0
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0
.
4

経
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況
 
(
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:
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や
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)
2
7
7

3
3
.
0

2
0

2
7
.
0

3
2

3
1
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7

1
0

3
5
.
7

3
2

3
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.
3

3
2

3
3
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3
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状

況
 
(
3
:
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通
)

3
6
4

4
3
.
4

3
6

4
8
.
6

4
5

4
4
.
6

1
1

3
9
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3

4
2

4
3
.
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5
0

5
2
.
1
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況
 
(
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と
り
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2

1
1
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4
.
9

8
7
.
9

2
7
.
1

7
7
.
3

2
2
.
1
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的
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況
 
(
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大

変
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と
り

)
9

1
.
1

0
0
.
0

3
3
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

経
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的
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況
 
(
無

効
回

答
)

2
4

2
.
9

1
1
.
4

2
2
.
0

1
3
.
6

6
6
.
3

2
2
.
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年
金
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の
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給
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金
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帳
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受

給
 
(
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1
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.
9
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3
.
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1
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7
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.
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受

給
 
(
2
:
し

て
い

な
い
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.
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9
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1
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.
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4
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受
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い

)
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4
.
3

1
1
.
4

3
3
.
0

1
3
.
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2
2
.
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2
2
.
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金
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受

給
 
(
無

効
回

答
)

2
9

3
.
5

1
1
.
4

4
4
.
0

0
0
.
0

3
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.
1

1
1
.
0
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帳
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称
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）

1
7
3
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.
5

1
1
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0
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.
0
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3
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2
.
9

4
6
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2
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0
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.
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）
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.
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医
療

費
助

成
の

受
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受
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受
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.
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)
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）
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6
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3
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1
8

4
0
.
9

1
8

7
2
.
0

助
成

制
度

の
名

称
（

更
生

医
療

）
2
0
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.
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7
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7
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0
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0
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2
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4
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.
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0
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.
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0
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.
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表
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の
結

果
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)
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)
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)
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(全

件
数

：
7
4
)

0
2
慢

性
腎

疾
患

　
(全

件
数

：
1
0
1
)

0
3
慢

性
呼

吸
器

疾
患

　
(全

件
数

：
2
8
)

0
4
慢

性
心

疾
患

　
(全

件
数

：
9
6
)

0
5
内

分
泌

疾
患

　
(全

件
数

：
9
6
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人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

現
在

の
仕

事
で

配
慮

さ
れ

た
い

こ
と

(
G
：

健
康

相
談

支
援

)
1

9
.
1

7
8
.
1

2
5
.
3

4
8
.
0

1
2
0
.
0

2
2
0
.
0

現
在

の
仕

事
で

配
慮

さ
れ

た
い

こ
と

(
H
：

訓
練

・
研

修
)

1
9
.
1

1
1
.
2

2
5
.
3

1
2
.
0

1
2
0
.
0

0
0
.
0

現
在

の
仕

事
で

配
慮

さ
れ

た
い

こ
と

(
I
：

そ
の

他
)

0
0
.
0

1
1
.
2

0
0
.
0

1
2
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

退
職

・
転

職
経

験
の

有
無

退
職

・
転

職
経

験
の

有
無

(
1
:
あ

り
)

4
2
0
.
0

5
8

4
1
.
1

2
2

2
9
.
3

2
9

3
9
.
7

2
8
.
7

6
3
5
.
3

退
職

・
転

職
経

験
の

有
無

(
2
:
な

し
)

1
3

6
5
.
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7
8

5
5
.
3

4
0

5
3
.
3

4
0

5
4
.
8

1
7

7
3
.
9

1
0

5
8
.
8

退
職

・
転

職
経

験
の

有
無

(
無

効
回

答
)

3
1
5
.
0

5
3
.
5

1
3

1
7
.
3

4
5
.
5

4
1
7
.
4

1
5
.
9

転
職

回
数

転
職

回
数

 
最

小
1
.
0

0
.
0

1
.
0

1
.
0

-
1
.
0

転
職

回
数

 
最

大
2
.
0

6
.
0

8
.
0

5
.
0

-
5
.
0

転
職

回
数

 
平

均
1
.
7

1
.
9

2
.
3

2
.
2

-
2
.
3

転
職

回
数

 
中

央
値

2
.
0

2
.
0

2
.
0

2
.
0

-
1
.
0

退
職

の
理

由

退
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の
理
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5
8
.
6

1
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.
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.
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5
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退
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の
理
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な
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5
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0
0
.
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6
.
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1
5
0
.
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0
0
.
0

退
職

の
理
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期
間

満
了

）
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2
5
.
0

7
1
2
.
1

2
9
.
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3
1
0
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0
0
.
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0
0
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退
職

の
理

由
（

倒
産

）
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0
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1
1
.
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3
1
3
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3
1
0
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0
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0
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退
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の
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（
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）
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1
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1
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.
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5
1
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.
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来
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1
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3
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0
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0
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0
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結
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）
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6

2
7
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6

2
9
.
1

1
3
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0
0
.
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1
1
6
.
7

退
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の
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（
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の

仕
事

）
0
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3
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.
2

3
1
3
.
6

4
1
3
.
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0
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）
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0

6
1
0
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1
4
.
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0
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5
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0
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慮
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用
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の

配
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（
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置
転

換
）

0
0
.
0
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0
.
0

0
0
.
0

1
2
5
.
0

0
0
.
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0
0
.
0

雇
用

先
の

配
慮

（
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務
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）

0
0
.
0

0
0
.
0
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0
.
0

2
5
0
.
0

1
1
0
0
.
0

2
6
6
.
7

雇
用

先
の

配
慮

（
勤

務
時

間
）

1
1
0
0
.
0

5
6
2
.
5

0
0
.
0

1
2
5
.
0

1
1
0
0
.
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1
3
3
.
3
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先
の

配
慮

（
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1
1
0
0
.
0

7
8
7
.
5

0
0
.
0

1
2
5
.
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0
0
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0

2
6
6
.
7

雇
用

先
の

配
慮

（
通

院
配

慮
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1
1
0
0
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0

4
5
0
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0

1
1
0
0
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1
2
5
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0
.
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3
3
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3

雇
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先
の

配
慮
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援

助
）
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0
.
0

2
2
5
.
0

0
0
.
0

2
5
0
.
0

0
0
.
0

1
3
3
.
3

雇
用

先
の

配
慮

（
相

談
支

援
）

1
1
0
0
.
0

2
2
5
.
0

1
1
0
0
.
0

1
2
5
.
0

0
0
.
0

1
3
3
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3
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の

配
慮

（
訓
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1
1
0
0
.
0

1
2
5
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0
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大
7
.
0
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2
.
0
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.
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中

央
値
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3
.
0
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3
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0
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件
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7
5
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友
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疫
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件
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7
3
)

1
0
神

経
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筋

疾
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2
3
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1
1
慢

性
消

化
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疾
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件
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：
1
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合
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合
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8
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4
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3
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.
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0

3
9
.
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1
1

3
9
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3
9

4
0
.
6

4
8

5
0
.
0
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居

し
て

い
る

続
柄

（
子

）
7
5

8
.
9

2
2
.
7

1
5

1
4
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9

5
1
7
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5
5
.
2

7
7
.
3
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居

し
て

い
る

続
柄
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祖
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母
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1
1

1
0
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4
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.
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2
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1
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.
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.
6

6
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9
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に

介
助
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る
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に
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て
い

る
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父

）
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1
8
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8
2
0
.
0

1
4

2
3
.
7

3
1
7
.
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1
8

1
8
.
6

1
1

2
0
.
4
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に

介
助

を
し

て
い

る
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母

）
3
0
3

5
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.
6

2
6

6
5
.
0

3
1

5
2
.
5

7
4
1
.
2

5
5

5
6
.
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3
7

6
8
.
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主
に

介
助

を
し

て
い

る
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（
妻

・
夫

）
4
0

7
.
9

1
2
.
5

6
1
0
.
2

4
2
3
.
5

5
5
.
2

1
1
.
9

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
兄

弟
姉

妹
）

4
1

8
.
1

3
7
.
5

6
1
0
.
2

2
1
1
.
8

1
2

1
2
.
4

3
5
.
6

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
子

）
1

0
.
2

0
0
.
0
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0
.
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0
0
.
0

1
1
.
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0
.
0
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助

を
し

て
い
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2
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1
2
.
5
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0
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0

1
5
.
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2
2
.
1

0
0
.
0

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
そ

の
他

）
9

1
.
8

0
0
.
0

2
3
.
4

0
0
.
0

1
1
.
0

2
3
.
7

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
家

族
以

外
）

6
1
.
2

1
2
.
5

0
0
.
0

0
0
.
0

3
3
.
1

0
0
.
0

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
必

要
な

し
）

3
5
4

-
3
6

-
4
5

-
1
2

-
2
1

-
4
1

-

最
終

学
歴

最
終

学
歴

 
(
1
：

中
学

校
(
普

通
学

級
)
)

2
9

3
.
5

0
0
.
0

3
3
.
0

0
0
.
0

3
3
.
1

1
1
.
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最
終

学
歴

 
(
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：

中
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(
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援
学

級
)
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4
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5

1
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.
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0
0
.
0

0
0
.
0

2
2
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1

0
0
.
0

最
終

学
歴

 
(
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：

特
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学
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部
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3
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.
4

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
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1
1
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0

1
1
.
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最
終

学
歴
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高
校

(
普

通
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級
)
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1
7
7

2
1
.
1

8
1
0
.
8

2
0

1
9
.
8

7
2
5
.
0

1
4

1
4
.
6

1
8

1
8
.
8

最
終

学
歴

 
(
5
：

高
校

(
特

別
支

援
学

級
)
)

3
1

3
.
7

3
4
.
1

3
3
.
0

0
0
.
0

7
7
.
3

3
3
.
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最
終

学
歴
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6
：

特
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(
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等
部

)
)

8
9
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9
.
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6
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9

4
1
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2
2

2
2
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9
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7
.
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最
終

学
歴
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：

定
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通

信
制
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校

)
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4

2
.
9

3
4
.
1

3
3
.
0

2
7
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1

3
3
.
1
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2
.
1

最
終

学
歴

 
(
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：
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門
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)
1
4
8

1
7
.
6

1
4

1
8
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9
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0

1
9
.
8

4
1
4
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3

1
3
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5

2
8

2
9
.
2
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短
大
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5
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6
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2
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7
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1

7
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2
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4
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2
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1
1
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4

1
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0
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0
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0
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最
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1

3
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0
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0
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0

1
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1
1
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0

収
入
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単
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：

万
円

)

就
労

に
よ

る
収

入

就
労

に
よ

る
収

入
 
最

小

就
労

に
よ

る
収

入
　

最
大

就
労

に
よ

る
収

入
　

平
均

就
労

に
よ

る
収

入
　

中
央

値

公
的

手
当

に
よ

る
収

入

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

最
小

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

最
大

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

平
均

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

中
央

値

仕
送

り
に

よ
る

収
入

仕
送

り
に

よ
る

収
入

　
最

小
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器
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4
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数
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9
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.
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.
0
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.
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4
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1
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.
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.
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.
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.
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3
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1
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し
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柄

（
母
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.
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3
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5
5

7
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.
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5
8
.
9

1
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8
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1
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5
8
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居

し
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い
る
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柄

（
妻
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夫

）
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1
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.
0

2
4

1
7
.
0

1
0

1
3
.
3

1
3

1
7
.
8
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.
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2
1
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8

同
居

し
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い
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柄

（
兄

弟
姉

妹
）
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3
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3

3
7
.
6

3
3

4
4
.
0

2
6

3
5
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1
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5
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5
2
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4

同
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し
て
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続
柄

（
子

）
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0
.
0

1
7

1
2
.
1

2
2
.
7

9
1
2
.
3

2
8
.
7

1
5
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9

同
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し
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柄
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父
母

）
3

1
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.
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2
0

1
4
.
2

1
0

1
3
.
3

1
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1
6
.
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4
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5

同
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（
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の
他

）
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.
0
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6
.
4

6
8
.
0

5
6
.
8

2
8
.
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0
0
.
0
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に

介
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介
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方
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1
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1
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2

1
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1
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.
5

5
1
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2
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介
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い

る
方

（
母
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7

5
8
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4
0

6
0
.
6

3
7

6
4
.
9

2
6

5
7
.
8

1
8

6
4
.
3

3
4
2
.
9

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
妻

・
夫

）
2

1
6
.
7

7
1
0
.
6

4
7
.
0

7
1
5
.
6

0
0
.
0

0
0
.
0

主
に

介
助

を
し

て
い

る
方

（
兄

弟
姉

妹
）

1
8
.
3

6
9
.
1

4
7
.
0

2
4
.
4

0
0
.
0

1
1
4
.
3

主
に

介
助

を
し

て
い
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方

（
子

）
0

0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

主
に

介
助

を
し

て
い
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方

（
祖

父
母

）
0

0
.
0

1
1
.
5

1
1
.
8

3
6
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7
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6
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.
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介
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.
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.
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1
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0
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.
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方
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な
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-
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-
3
3

-
1

-
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最
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学
歴

最
終

学
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1
：

中
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校
(
普

通
学

級
)
)

1
5
.
0

6
4
.
3

1
1
.
3

4
5
.
5

2
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.
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0
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0
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.
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(
5
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0
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.
4
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.
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1
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3
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0
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最
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学
歴

 
(
6
：

特
別

支
援

学
校

(
高

等
部

)
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2
1
0
.
0

1
2
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.
5

1
2

1
6
.
0

6
8
.
2

1
3
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6
.
5

0
0
.
0

最
終

学
歴

 
(
7
：

定
時

/
通

信
制

高
校

)
0

0
.
0

3
2
.
1

1
1
.
3

0
0
.
0

3
1
3
.
0

1
5
.
9

最
終

学
歴

 
(
8
：

専
門

学
校

)
5
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5
.
0
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5

1
7
.
7

8
1
0
.
7
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6
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1
.
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0
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.
0

2
1
1
.
8
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終
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歴
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：

短
大

)
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1
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6
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1
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歴
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：
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学
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0
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2
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0
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0
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.
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0
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.
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0
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.
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入
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：

万
円
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就
労

に
よ

る
収

入

就
労

に
よ

る
収

入
 
最

小

就
労

に
よ

る
収

入
　

最
大

就
労

に
よ

る
収

入
　

平
均

就
労

に
よ

る
収

入
　

中
央

値

公
的

手
当

に
よ

る
収

入

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

最
小

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

最
大

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

平
均

公
的

手
当

に
よ

る
収

入
　

中
央

値

仕
送

り
に

よ
る

収
入

仕
送

り
に

よ
る

収
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最

小

0
.
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5
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2
0
0
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.
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5
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5
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1
6
4
.
2

1
2
6
.
0

1
5
8
.
0

1
2
0
.
0

2
0
0
.
0

1
5
.
0

9
5
.
0

2
0
3
.
2

1
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.
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1
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1
9
8
.
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2
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9
.
6

6
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.
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5
.
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.
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1
0
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.
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1
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.
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1
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.
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.
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1
0
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.
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.
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.
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.
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.
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6
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0
.
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.
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-

表
4
　

疾
患

群
別

の
結

果

0
6
膠

原
病

　
(全

件
数

：
2
0
)

0
7
糖

尿
病

　
(全

件
数

：
1
4
1
)

0
8
先

天
性

代
謝

異
常

　
(全

件
数

：
7
5
)

0
9
血

友
病

・
免

疫
疾

患
　
(全

件
数

：
7
3
)

1
0
神

経
・
筋

疾
患

　
(全

件
数

：
2
3
)

1
1
慢

性
消

化
器

疾
患

　
(全

件
数

：
1
7
)

0
.
0

5
1
.
5

5
0
.
0

7
8
.
0

7
9
.
0

7
9
.
5

9
8
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

6
0
.
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数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

仕
送

り
に

よ
る

収
入

　
最

大

仕
送

り
に

よ
る

収
入

　
平

均

仕
送

り
に

よ
る

収
入

　
中

央
値

そ
の

他
に

よ
る

収
入

そ
の

他
に

よ
る

収
入

　
最

小

そ
の

他
に

よ
る

収
入

　
最

大

そ
の

他
に

よ
る

収
入

　
平

均

そ
の

他
に

よ
る

収
入

　
中

央
値

収
入

総
計

　
(
就

労
、

公
的

手
当

、
仕

送
り

、
そ

の
他

の
総

計
)

収
入

総
計

　
最

小

収
入

総
計

　
最

大

収
入

総
計

　
平

均

収
入

総
計

　
中

央
値

収
入

総
計

　
1
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

収
入

総
計

　
2
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

収
入

総
計

　
7
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

収
入

総
計

　
9
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

同
居

ご
家

族
の

収
入

同
居

ご
家

族
の

収
入

　
最

小

同
居

ご
家

族
の

収
入

　
最

大

同
居

ご
家

族
の

収
入

　
平

均

同
居

ご
家

族
の

収
入

　
中

央
値

世
帯

の
収

入
　

(
本

人
の

収
入

総
計

と
、

同
居

ご
家

族
の

収
入

合
計

)

世
帯

の
収

入
　

最
小

世
帯

の
収

入
　

最
大

世
帯

の
収

入
　

平
均

世
帯

の
収

入
　

中
央

値

世
帯

の
収

入
　

1
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

世
帯

の
収

入
　

2
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

世
帯

の
収

入
　

7
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

世
帯

の
収

入
　

9
0
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

値

世
帯

の
等

価
所

得
＝

（
世

帯
の

収
入

）
/
√

(
同

居
家

族
人

数
)

世
帯

の
等

価
所

得
　

最
小

世
帯

の
等

価
所

得
　

最
大

世
帯

の
等

価
所

得
　

平
均

世
帯

の
等

価
所

得
　

中
央

値

ご
意

見

ご
意

見
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の
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4
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1
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0
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0
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2
0
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1
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2
0
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0
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0
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3
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1

2
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0
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0
0
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0
0
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5
0

4
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0

2
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0
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0
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0
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9
9
9

1
,
0
0
2

9
0
0

1
,
0
3
8

9
5
7

8
1
5

   

- 91 -



人
数

割
合
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合

人
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割
合

人
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割
合
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割
合
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割
合

仕
送

り
に

よ
る

収
入

　
最

大

仕
送

り
に

よ
る

収
入

　
平

均

仕
送

り
に

よ
る

収
入

　
中

央
値

そ
の

他
に

よ
る

収
入

そ
の

他
に

よ
る

収
入
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小

そ
の
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に

よ
る

収
入
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大

そ
の

他
に

よ
る

収
入

　
平

均

そ
の

他
に

よ
る
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49歳以下の国保被保険者における小児慢性特定疾患受診状況分析 
 

研究分担者 谷原 真一（福岡大学医学部衛生公衆衛生学准教授） 

 

 
 
Ａ．研究目的 

 児童福祉法による小児慢性特定疾患（以後、

小慢）の医療費公費助成は原則 18 歳未満の患

者が対象であり、助成終了となった 20 歳以降

の患者の実態は明らかになっていない。診療報

酬明細書（レセプト）は特定の研究のために設

計された調査票とは異なる特性を有するが、保

険診療であれば医師の届出に依存せずに傷病

名や医療費に関する情報が得られるという特

徴を有する。 
 従来のレセプトは紙媒体で提出されていた

ため、レセプトに記載された全ての傷病名を考

慮した分析を実施することは困難であった。現

在は、レセプトのオンラインもしくは電子媒体

での提出が徐々に義務化されている。病院は平

成 22 年 1 月、医科診療所は 22 年 8 月より原

則電子化された。電子化されたレセプトの割合

は、平成 23 年 3 月時点で病院 99.7％、医科診

療所 91.0％と平成 20年4月時点の病院 62.9％、

医科診療所 25.0％から著しく電子化が進展し

ている。 
 レセプトには１カ月間の診療行為が一括し

て記載されるため、レセプトには複数の傷病名

が記載される場合が多い。小慢の受診状況や医

療費を検討する上では同時に複数の傷病名を

考慮した集計が必須であるが、電子化の進展に

よって、入力作業の軽減化が可能となり、分析

対象とする傷病名を少なくとも一つ有するレ

セプトの検索も容易となった。 
今回、いわゆるキャリーオーバ患者といわれ

る 20 歳以降の小慢患者の実態を明らかにする

ために、電子化されたレセプト情報を用いた分

析を実施した。 
 

Ｂ．研究方法 

 K 県国民健康保険（国保）被保険者の 2010
年 5 月診療分の医科レセプトの内、電子化され

たレセプトに記載された全ての傷病名をコー

 
研究要旨 49 歳以下の国保被保険者における小児慢性特定疾患（小慢）受診状況を明らかにす

ることを目的とした。K 県国保被保険者の 2010 年 5 月診療分の医科レセプトの内、電子化され

たレセプトに記載された全ての傷病名をコード化し、小慢に該当する傷病名を少なくとも一つ有

するレセプトについて集計した。研究の結果、受診者数は 20 歳未満では呼吸器系の疾患が最多、

20 歳以上では内分泌,栄養および代謝疾患が最多であった。受診者一人当たり点数では、血液お

よび免疫、循環器系の疾患、尿路性器系はいずれの年齢階級でも高くなっていた。疾病小分類別

に一人当たり点数を検討した結果は、年齢によって上位に位置する疾病が異なっていた。20 歳

以降に発症した患者のレセプトや重症度が勘案される疾患のレセプトについては排除できない

ため、把握には一定の限界がある一方、血友病や先天奇形のように、小慢で医療費の公費助成を

受けていたことがほぼ確実な疾病の一部は 20 歳以降も継続して受診していることが確認され

た。レセプト情報により小慢のいわゆるキャリーオーバ患者の受療状況を把握することは有益と

考えられた。 
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ド化し、小慢に該当する傷病名を少なくとも一

つ有するレセプトについて集計した。K 県国保

連合会を通じて各市町村に本研究の意義を説

明し、データ使用の了解を得た。個人特定可能

な情報は K 県国保連合会の側で削除し、外部

データとの連結不可能な匿名化を実施した。本

研究計画は福岡大学倫理審査委員会の承認を

得た。 
 分析において、対象疾患が小慢に該当するも

のに限定されることから、年齢が高くなるとと

もにキャリーオーバーした疾患か成人以降の

発症か否かの区分が不明確になるため、50 歳

以上は除外し、対象者の年齢は０～50 歳未満

とした。対象者の年齢の算出は 2010 年 4 月 1
日時点での満年齢とした。小慢に該当する傷病

名が記載されており、受診者の年齢が 2010 年

4 月 1 日時点で 50 歳未満のレセプトを分析対

象とした。 
 小慢の定義は、恩賜財団母子愛育会（事業管

理部）による「小児慢性特定疾患早見表（登録

管 理 用 ） 平 成 19 年 度 版 」

（http://www.aiiku.or.jp/aiiku/mch/syoman/syo.htm

l）に準拠した。 
電子化されたレセプトでは、傷病名について

「疾病及び関連保健問題の国際統計分類：

International Statistical Classification of 
Diseases and Related Health Problems」の第

10 回修正版（ICD10）に準拠したマスタに対

応するコードを用いることが求められている。

何らかの事情で ICD10 に対応付けされなかっ

た傷病名については、未コード化傷病名（コー

ド:0000999）として処理することとされてい

る。対象となるレセプトの抽出に先立って、全

てのレセプトにおける未コード化傷病名につ

いて、対応する自由記載欄に示されたテキスト

から傷病名を ICD10 に沿って分類した。 
分析対象としたレセプトに複数の小慢に該

当する傷病名が記載されている場合は、以下の

定義にしたがって各レセプト毎に該当する小

慢の傷病名を一つ選択した。１）１件のレセプ

トに小慢に該当する傷病名が複数記載されて

いる場合は、主傷病である小慢を選択した。２）

主傷病である小慢が複数存在する場合または

いずれの小慢も主傷病でない場合は、より先頭

に近い位置に記載されているものを選択した。 
集計項目としては、ICD10 による疾病大分

類と小慢対象疾患を定める告示 11 疾患群につ

いて、性・年齢階級別に被保険者 10 万人当た

り小慢受診者数、受診者一人当たり点数を集計

した。また、性・年齢階級別に疾病小分類別受

診者数および点数合計、疾病小分類別受診者一

人当たり点数の順位を求めた。なお、集計結果

が 10 人未満となった疾病は、レセプト情報な

どの提供に関する有識者会議による最小集計

単位の原則から具体的な計数を記入しないこ

ととした。 
 
Ｃ．研究結果 

 表 1 に 2010 年 4 月 1 日時点の性・年齢階級

別被保険者数（50 歳未満）を示す。0-9 歳の

35502 人から 40-49 歳の 56995 人へ年齢階級

が高くなるにつれて被保険者数が増大する傾

向が認められた。男女比はいずれの年齢階級も

男の方が高くなっていた。 
表２－１に 2010 年 5 月診療分の年齢階級別

被保険者 10 万人当たり疾病大分類別受診者数

（男）を示す。0～39 歳では J 呼吸器系の疾患

で被保険者当たりの受診者数が最も高く、

40-49 歳では E 内分泌,栄養および代謝疾患が

最も高くなっていた。ほぼ全ての疾患で 20 歳

以上より被保険者当たりの受診者数が増大す

る傾向が認められた。Q 先天奇形,変形および

染色体異常についても、29 歳までは年齢と共

に被保険者当たりの受診者数が低下していた
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が、30 歳以降では再び増加に転じていた。M
筋骨格系および結合組織の疾患では 10 歳未満

の年齢階級と 10 歳以上では大きく異なってお

り、10 歳以降の年齢階級はおおむね 10 歳未満

の年齢階級の被保険者当たり受診者数の 10 分

の一程度であった。 
表２－２に 2010 年 5 月診療分の年齢階級別

被保険者 10 万人当たり告示 11 疾患群別小慢

受診者数（男）を示す。ICD10 による分類と

若干異なるため、傷病名が同一のカテゴリでも

数値に若干の差異が生じている。糖尿病、神

経・筋疾患、慢性消化器疾患を除くほぼ全ての

疾患群で 10 代または 20 代が最も低く J 型の

分布となっていた。悪性新生物、慢性腎疾患、

糖尿病は 20 代以降からの増加が急激であり、

成人以降の発症例の占める割合が高いと考え

られた。血友病等血液疾患、神経・筋疾患は他

の疾患群と比較して年齢による変動が少なく、

疾病の性質からも、いわゆるキャリーオーバ患

者の割合が高いと考えられた。 
表３－１に 2010 年 5 月診療分の年齢階級別

被保険者 10 万人当たり疾病大分類別小慢受診

者数（女）を示す。男と同様に 0-19 歳の年齢

階級では J 呼吸器系の疾患で被保険者当たり

の受診者数が最も高かった。しかし、20 歳以

上では E 内分泌,栄養および代謝疾患が最も高

くなっていた。A,B 感染症および寄生虫症はい

ずれの年齢階級も男より低く、D50-89 血液お

よび造血器の疾患ならびに免疫機構の障害は

いずれの年齢階級も男より高いなど、性別によ

って疾病の頻度が異なっていた。 
表 3-2 に 2010 年 5 月診療分の年齢階級別被

保険者 10 万人当たり告示 11 疾患群別小慢受

診者数（女）を示す。大きな傾向は ICD10 に

よる分類とほぼ同一であった。悪性新生物、糖

尿病は年齢が高くなるにつれて増加しており、

成人以降での発症例の割合が高いことは男と

同様であった。血友病等血液疾患、神経・筋疾

患は他の疾患群と比較して年齢による変動が

少なく、疾病の性質からも、いわゆるキャリー

オーバ患者の割合が高いと考えられることも

男と同様であった。 
表４－１に 2010 年 5 月診療分の年齢階級別

被保険者 10 万人当たり疾病大分類別小慢受診

者数（合計）を示す。これまでの男女別の集計

と同様に 10 歳未満の年齢階級では J 呼吸器系

の疾患で被保険者当たりの受診者数が最も高

かった。C,D48 新生物や I 循環器系の疾患は年

齢階級が高くなるにつれて被保険者当たりの

受診者数が高くなっていた。 
表 4-2 に 2010 年 5 月診療分の年齢階級別被

保険者 10 万人当たり告示 11 疾患群別小慢受

診者数（合計）を示す。これまでの男女別の集

計と同様に、悪性新生物、糖尿病は年齢階級が

高くなるにつれて受診者数が大きく増加して

いた。慢性呼吸器疾患は 10 歳未満の年齢階級

が最も高いことも同様であった。 
表５－１に 2010 年 5 月診療分の年齢階級別

疾病大分類別受診者一人当たり点数（男）を示

す。10 歳未満で被保険者当たりの患者数が最

も多かった J 呼吸器系の疾患は受診者が認め

られた疾病大分類の中で受診者一人当たり点

数の低い方から見て A,B 感染症および寄生虫

症につづいて第 2 位と被保険者当たりの医療

費は低くなっていた。受診者一人当たり点数が

最も高い疾病は、10 歳未満では I 循環器系の

疾患、10～29 歳では D50-89 血液および造血

器の疾患ならびに免疫機構の障害、30～39 歳

では A,B 感染症および寄生虫症、40～49 歳で

は N 尿路性器系の疾患となっており、年齢に

よって一人当たり点数が高くなる疾病は異な

る傾向が認められた。 
表 5-2に 2010年 5月診療分の年齢階級別 11

告示疾患群別受診者一人当たり点数（男）を示
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す。被保険者当たりの受診者数が最も多かった

10 歳未満の慢性呼吸器疾患は受診者一人当た

り点数は比較的低くなっていた。20 歳代の悪

性新生物は被保険者当たりの受診者数は比較

的少なかったが、受診者一人当たりの点数は他

の年齢階級と比較して高額となっていた。血友

病等血液疾患、神経・筋疾患は 10 才未満の年

齢階級を除き、いずれの年齢階級も 1 万点を超

えており、被保険者当たりの受診者数は少ない

ものの、医療費が非常に高額な者が存在してい

ることが明らかになった。 
表６－１に 2010 年 5 月診療分の年齢階級別

疾病大分類別受診者一人当たり点数（女）を示

す。J 呼吸器系の疾患は受診者が認められた疾

病大分類の中での順位は男とは異なる者の、受

診者一人当たり点数の値は男とほぼ同じであ

った。受診者一人当たり点数が最も高い疾病は、

10 歳未満が D50-89 血液および造血器の疾患

ならびに免疫機構の障害、10～19 歳が I 循環

器系の疾患、20～29 歳が F 精神および行動の

障害、30-39 歳が D50-89 血液および造血器の

疾患ならびに免疫機構の障害、40-49 歳が F 精

神および行動の障害と、男とは異なる傾向であ

った。 
低い方から見て A,B 感染症および寄生虫症

はいずれの年齢階級でも女の方が男より受診

者一人当たりの点数は低く、G 神経系の疾患に

ついてはいずれの年齢階級でも女の方が男よ

り受診者一人当たりの点数は高いなど、性別に

よる違いが認められた。 
表 6-2に 2010年 5月診療分の年齢階級別 11

告示疾患群別受診者一人当たり点数（女）を示

す。男と同様に 10 歳未満で被保険者当たりの

患者数が最も多かった慢性呼吸器疾患の 10 歳

未満の受診者一人当たり点数はそれほど高く

なかった。被保険者当たりの受診者数の比較的

少ない悪性新生物の 10 歳代、糖尿病の 20 歳

代で医療費が高額な状況が認められた。膠原病

は 10 歳未満では膠原病と先天性代謝異常が他

の年齢階級と比較して高額な医療費となって

いた。 
表７－１に 2010 年 5 月診療分の年齢階級別

疾病大分類別受診者一人当たり点数（合計）を

示す。10 歳未満で被保険者当たりの患者数が

最も多かった J 呼吸器系の疾患の受診者一人

当たり点数はあまり高くないことはこれまで

と同様であった。いずれの年齢階級も D50-89
血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の

障害は受診者一人当たり点数が 1 万点を超え

ていた。I 循環器系の疾患は 40-49 歳では若干

低くなっていたものの、それ以外の年齢階級で

は受診者一人当たり点数が 1 万点を超えてい

た。M 筋骨格系および結合組織の疾患は 10 歳

未満の年齢階級でのみ一人当たり点数が 1 万

点を超えていた。Q 先天奇形,変形および染色

体異常は 10 歳未満と 40-49 歳で一人当たり点

数が 1 万点を超える J または U 字型といえる

傾向であった。 
表 7-2に 2010年 5月診療分の年齢階級別 11

告示疾患群別受診者一人当たり点数（合計）を

示す。これまでの男女別の集計と同様に、悪性

新生物の 10 歳代では医療費が非常に高額とな

っていた。20 歳以降のいわゆるキャリーオー

バーに該当する年齢では血友病等血液疾患と

神経・筋疾患は 20 歳以降でいずれも 1 万点を

超えていた。 
表８－１に年齢別疾病小分類別受診者数上

位 10 位（男）を示す。いずれの年齢階級も J459
アレルギー性気管支炎が最も受診者の多い疾

患であった。第 2 位以下の疾患は年齢によって

異なっており、0～19 歳では先天奇形や硬化性

糸球体腎炎が多い傾向であった。20 歳以上で

は E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ

接合型､型不明も含む)や I499 ペースメーカー
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調律および I209 狭心症などの循環器疾患に関

連する疾病が多い傾向となっていた。30 歳未

満の年齢階級では第 2 位以下の疾病の患者数

は 30 人未満であり、J459 アレルギー性気管

支炎とは大きく異なっていた。また、年齢階級

によっては、上位 10 位以内の疾病でも 10 人

未満の場合が多くなっていた。 
表８－２に年齢別疾病小分類別受診者数上

位 10 位（女）を示す。いずれの年齢階級も J459
アレルギー性気管支炎が最も受診者の多い疾

患であったことは男と同様であった。第 2 位の

疾患は 10 歳未満を除く全ての年齢階級で

E283 原発性性腺機能低下症(女)となっていた。

その他、E039 甲状腺機能低下ミオパチー、

D391 卵巣腫瘍、E221 高プロラクチン血症も

上位 10 位以内に認められる傾向が高く、性別

によって疾病の違いがあることが明らかであ

った。Q828 Bloom 症候群は 10 歳未満で 10
人未満、10-19 歳で 18 人、20-29 歳で 10 人、

30-39 歳で 31 人と順位は高くないものの、常

染色体劣性の遺伝病として無視できない人数

であった。また、30-39 歳では 10 位以下だが

（11 位）E722 アルギニノコハク酸尿症と

E538 先天性葉酸吸収不全症がそれぞれ 17 人

認められた。 
表８－３に年齢別疾病小分類別受診者数上

位 10 位（合計）を示す。いずれの年齢階級も

J459 アレルギー性気管支炎が最も受診者の多

い疾患であった。第 2 位以下の疾病は男女で認

められた傾向が合計したことによってやや不

明確になっていた。19 歳以下の年齢階級では

第 2 位以下の疾病の受診者数はいずれも 50 人

未満であり、疾病の分布が幅広くなっていた。 
表８－４から表８－８に各年齢階級別の疾

病小分類別受診者数上位 10 位以内の疾患につ

いて、性別に他の年齢階級別受診者数の推移を

示す。10 歳未満で受診者数上位 10 位以内の疾

患の多くは年齢が高くなるにつれて受診者数

が減少する傾向であった。しかし、E039 甲状

腺機能低下ミオパチーについては年齢が高く

なるにつれて受診者数が増加していた。Q210
右室二腔症や Q828 Bloom 症候群などの先天

性疾患については年齢による変化は特に認め

られなかった。40～49 歳で受診者数上位 10
位以内の疾患の多くは 10 歳未満では症例無し

の場合が多く、大半が成人以降の発症と考えら

れた。しかし、E039 甲状腺機能低下ミオパチ

ーや I499 ペースメーカー調律は年齢が高くな

るにつれて受診者数が増加しており、いわゆる

キャリーオーバ患者も含まれると考えられた。

その他の年齢階級もおおむね同様の傾向であ

り、M303 川崎病のように大半が 10 歳未満で

のみ認められる疾患と E780 家族性高コレス

テロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む)の
ように年齢が高くなるにつれて増加する疾患

が混在していた。 
表９－１に年齢別疾病小分類別点数合計上

位 10 位（男）を示す。10 歳未満、10～19 歳

では受診者数の多い J459アレルギー性気管支

炎が第 1 位であった。以後 J459 アレルギー性

気管支炎は年齢が高くなるにつれて順位が低

下する傾向であり、20 歳以降では第 2 位から

第 4 位となっていた。20 歳以降の年齢階級で

は I499 ペースメーカー調律と N189 慢性腎不

全が上位に位置する傾向が認められた。 
D66 血友病Ａは 10-19 歳と 20-29 歳で上位

に位置しており、また、M303 川崎病が 10 歳

未満で第 2 位であったことなど、年齢によって

疾病が異なっていた。また、患者数や被保険者

当たりの患者数が多い疾患が必ずしも点数総

額が高いとは限らなかった。 
表９－２に疾病小分類別点数合計上位 10 位

までの疾患（女）を示す。受診者数の多い J459
アレルギー性気管支炎が第 1 位であった年齢
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階級は 10 歳未満、10～19 歳、30～39 歳と男

よりも J459アレルギー性気管支炎の順位が高

くなる傾向が認められた。20 歳以降の年齢階

級では I499 ペースメーカー調律と N189 慢性

腎不全が上位に位置する傾向は男と同様であ

った。また、E039 甲状腺機能低下ミオパチー

は女性の方が男性よりもいずれの年齢階級で

も上位に位置する傾向が認められた。その他、

E221 高プロラクチン血症、E283 原発性性腺

機能低下症(女)、D391 卵巣腫瘍のように性別

によって点数総額の高い疾病が異なる傾向は

明らかであった。20 歳未満の年齢階級とは疾

病の種類が異なっていることも男と同様であ

った。 
表９－３に疾病小分類別点数合計上位 10 位

までの疾患（合計）を示す。0～29 歳までは

J459 アレルギー性気管支炎が第 1 位であり、

30～49 歳では N189 慢性腎不全が第 1 位であ

った。I499 ペースメーカー調律は 10～49 歳で

第 2 位、E039 甲状腺機能低下ミオパチーは 20
～49 歳で第 4 位であり、10 歳未満とは異なる

傾向であった。30 歳以上では E039 甲状腺機

能低下ミオパチーと E780 家族性高コレステ

ロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む)が高

く、10～29 歳では D66 血友病Ａが上位に認め

られた。10 歳未満では先天性心疾患の点数が

比較的高く、10 歳以上の年齢階級とは大きく

異なる傾向であった。 
表９－４から表９－８にかけて各年齢階級

別の小分類別受診者点数合計上位 10 位以内の

疾患について、性別に他の年齢階級別受診者数

の推移を示す。M303 川崎病は 10 歳未満にほ

とんどの医療費が発生しており、10 歳以上で

はごくわずかであった。E550 ビタミンＤ依存

性くる病や Q250 動脈管開存症もほとんどの

医療費が 10 歳未満で発生していた。しかし、

D70遺伝性好中球減少症は10～19歳では若干

低下したものの 30～49 歳では 10 歳未満を超

える医療費が発生していた。ほとんどの年齢階

級で患者数の多い J459 アレルギー性気管支

炎の医療費が上位に位置していた。10 歳未満

では症例が認められなかった疾病の医療費が、

20 歳以降において高くなる傾向があり、これ

らは成人以降の発症と考えられた。特に、40
～49 歳で第 1 位であった N189 慢性腎不全は

年齢階級が高くなるにつれて急激に増加して

いた。Q828 Bloom 症候群は常染色体劣性の遺

伝病であり、成人になって発症する疾病ではな

いが、年齢が高くなるにつれて発癌する者の割

合が非常に高いことが知られている。副傷病と

して何らかの癌が発症しているために医療費

が高額になった可能性が考えられる。 
表１０－１に疾病小分類別受診者一人当た

り点数上位 10 位までの疾患（男）を示す。10
歳未満は N258 家族性若年性ネフロン癆をは

じめとする腎疾患や E752 異染性白質ジスト

ロフィーなどの先天代謝疾患、Q213 ファロー

四徴症などの先天性心疾患が受診者一人当た

り点数で上位に位置する傾向が認められた。ま

た、上位 10 位以内のいずれの疾患も 5 月単月

分の受診者一人当たり点数は 2 万点を超えて

おり、非常に高額な医療費を必要としていた。 
10～19 歳、20～29 歳ではともに第 1 位は

D66 血友病Ａであった。A811 亜急性硬化性全

脳炎は 10～19 歳で第 3 位、20～29 歳で第 9
位であった。10～19 歳では第 9 位、10 位の疾

患は 5 月単月分の受診者一人当たり点数は 1
万点未満であり、他の年齢階層と比較して非常

に高額な医療費を必要とした者の割合は比較

的小さいと考えられた。20～29 歳の D66 血友

病Ａは 30～39 歳で第 6 位、40～49 歳で第 3
位であり、10～19 歳、20～29 歳よりは受診者

一人当たりの点数は低いものの、依然として上

位に位置していた。 
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 A811 亜急性硬化性全脳炎は 30～39 歳の第

4 位であり、10～19 歳、20～29 歳と同様に上

位に位置していることから、いわゆるキャリー

オーバー患者の可能性が考えられた。その他に

も、30～39 歳では先天性代謝異常である E720
イミノ酸異常症が第 2 位、40～49 歳では先天

異常症候群であるQ871ヌーナン症候群が第 8
位に位置していた。 

表１０－２に疾病小分類別受診者一人当た

り点数上位 10 位までの疾患（女）を示す。10
歳未満では男でそれぞれ第 2 位、8 位であった

E752 異染性白質ジストロフィー、E550 ビタ

ミンＤ依存性くる病が第 1 位、第 4 位と男女

に共通する疾患が存在していた。また、上位

10 位以内のいずれの疾患も 5 月単月分の受診

者一人当たり点数は 2 万 5 千点を超えており、

非常に高額な医療費を必要としていたことは

男と同様であった。 
10～19 歳では第 1 位の C719 鞍上部腫瘍は

単月で 20 万点以上と非常に高額となっていた。

男と同様に、9 位及び 10 位の疾患は月 2 万点

を下回っており、他の年齢階級と比較して非常

に高額な医療費を必要とした者の割合は比較

的小さいと考えられた。男と女で共通する疾患

は上位 10 位以内には認められなかった。 
20～29 歳では上位 10 位以内のいずれの疾

患も 5 月単月分の受診者一人当たり点数は 3
万点を超えていたが、男よりは低い値であった。

A811 亜急性硬化性全脳炎は第 8 位と男女で共

通して上位 10 位以内に認められた。Q871 ヌ

ーナン症候群が第 6 位であった。 
30～39歳ではB24エイズが男女とも共通に

上位 10 位以内に認められた。男よりも遺伝性

の疾患が上位 10 位以内に位置する傾向が強か

った。40～49 歳では上位 10 位以内の疾患に

男と共通するものは認められなかった。N180
移植腎が第 3 位、N189 慢性腎不全が第 6 位と

腎臓関連の疾患が上位に位置する傾向であっ

た。 
表１０－３に疾病小分類別受診者一人当た

り点数上位 10 位までの疾患（合計）を示す。

年齢によって上位 10 位以内の疾患が変化する

ことはこれまでと同様であった。男のみで上位

10位以内であったD66血友病Ａは 10～19歳、

20～29 歳、30～39 歳で上位 10 位以内に認め

られ、20 歳以上でも高額な医療費を継続して

必要としていると考えられた。同様に E880 ア

ルファ１－アンチトリプシン欠乏症は 10 歳未

満と 30～39歳で上位 10位以内に認められた。

E271 アジソン病及び N251 抗利尿ホルモン不

応症は 30～39歳と 40～49歳では上位 10位以

内であったが、29 歳以下の年齢階級では上位

10 位以内には認められなかった。 
表１０－４から表１０－８にかけて各年齢

階級別の疾病小分類別受診者一人当たり点数

の上位 10 位以内の疾患について、性別に他の

年齢階級別受診者数の推移を示す。いずれの年

齢階級でも上位に位置する疾病の大半はそれ

以外の年齢階級では受診者そのものが認めら

れなかった。10 歳未満の年齢階級で男の D693
血小板減少性紫斑病は受診者一人当たりの医

療費は低下するものの、40～49 歳でも認めら

れた。また、D70 遺伝性好中球減少症も 10 歳

未満の年齢階級が最も受診者一人当たり点数

は高額であるものの、いずれの年齢階級でも受

診者は認められた。また、男の D66 血友病Ａ

は 10歳未満の年齢階級は 358点と受診者一人

当たりの医療費が比較的低い状況であったが、

10 歳以上ではいずれの年齢階級でも男では受

診者一人当たりの医療費が上位に位置してい

た。 
 

Ｄ．考察 

 本研究によって、いわゆるキャリーオーバ患
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者といわれる 20 歳以上の小慢による受診状況

の一部を明らかにすることができた。疾病の種

類によっては、20 歳以降も継続して高額な医

療費を必要とする状態にある者が一定数存在

していることが明らかになった。 
 従来の小慢に関する調査は大学病院など、小

慢を診療しているであろうと仮定した医療機

関の特定の診療科に対して受診患者数などの

調査票を送付するという形式か、小慢の申請書

などを分析する形式で実施されていた。医療機

関宛に対する調査では、医療機関の負担が無視

できず、一部の医療機関のみから調査に協力が

得られることとなり、国全体または特定の集団

を対象における全数を把握することは不可能

である。また、小慢の申請書による調査は 20
歳以上の者は本制度による交費負担が行われ

ないために、小慢に該当する疾病を有する 20
歳以上の患者の実態を把握することは不可能

であった。今回の調査は、保険診療であれば医

療機関の届出に影響されることなく情報を得

ることを可能にした点において、従来の調査の

問題点を克服している。また、20 歳以上の者

についても 19 歳以下の者と同様の情報を得る

ことを可能にしており、この点でも従来の小慢

に関する調査では解明できなかった 20 歳以上

のいわゆるキャリーオーバ患者の実態を把握

した点でも注目に値する。さらに、小慢には非

常に多くの疾病が該当しており、これらの全て

について医療機関に対して調査票を用いた調

査を行った場合、調査に回答する医師は全ての

疾患について対応していることは希である。通

常は、専門分野の範囲内で一部の疾病に対応し

ているため、必ずしも全ての小慢に該当する疾

患を有する患者の情報を漏れなく回答するこ

とは困難である。 
本研究は電子化されたレセプトに記載され

た傷病名の全てを検索して網羅的に調査を実

施したことで、従来の調査より漏れの少ない結

果を得ることができた。また、何らかの事情で

ICD10 に対応付けされなかったいわゆる未コ

ード化傷病名（コード:0000999）についても

対応する自由記載欄に示されたテキストから

傷病名を ICD10 に沿って分類しており、非常

に多くの疾病が該当する小慢の状況をほぼ網

羅していると考えられる。 
疾病分類については、ICD10 の疾患小分類

に沿って対象レセプトを抽出した後、疾患群毎

に集計する上では ICD10 大分類と小慢の 11
告示疾患群の２種類を用いた。２種類の分類を

用いる場合の注意点として、カサバッハ・メリ

ット症候群のように小慢の 11 告示疾患群では

血友病等血液疾患に分類されるが、ICD10 の

大分類では新生物（ICD10 の疾患小分類コー

ドは D18；C で始まるもの全てと D1～48 が新

生物）に該当し、ICD10 大分類と小慢の 11 告

示疾患群で異なるカテゴリに分類される疾患

が存在する。なお、恩賜財団母子愛育会（事業

管理部）による「小児慢性特定疾患早見表（登

録管理用）平成 19 年度版」においては対象疾

患ごとに ICD10 の疾患小分類コードが示され

ており、個別の疾患を把握する上での問題は存

在しない。ICD10 大分類は人口動態統計や患

者調査などで一般的かつ国際的に用いられて

おり、関連する統計や諸外国との比較を行う場

合に適している。小慢の 11 告示疾患群はより

わが国の小慢の臨床像に近い分類を行う場合

に適していると考えられる。分析の目的に応じ

た適切な集計法を選択することで、より実態に

即した結果を得ることが可能になる。 
本研究は 2010年 5月診療分の電子化された

レセプトに記載された情報に基づくものであ

り、対象者が実際に小慢で医療費公費助成の対

象であったかの確認は不可能である。小慢の判

定はレセプトに記載された傷病名のみを用い
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ており、糖尿病のように 20 歳以降になって新

たに発症した疾病が含まれている。また、小慢

の対象には重症度が勘案される疾病もあり、特

に J459 アレルギー性気管支炎の多くは、実際

には公費助成の対象外の可能性が高い。さらに、

複数の傷病名で受診している場合は考慮され

ておらず、一部の遺伝性疾患のように心奇形な

どの疾病を併発する状況は十分考慮されてい

ない。しかしながら、D66 血友病Ａなど、一

度確定診断が行われれば、以後は長期間にわた

って治療が継続すると考えられる疾患につい

ては、レセプトに記載される情報のみを用いて

20 歳以降の受診状況や医療費の実態を把握す

ることに大きな問題は生じない。 
重症度に関する診断基準が小慢の認定に採

用されている疾患については、入院日数や行わ

れた診療行為を考慮することによって、一定の

範囲で統一することが可能になると考えられ

る。傷病名以外の情報を用いて小慢に該当する

疾病の実態をより詳細に分析することは今後

の課題である。 
今回は疑い病名に対する考慮は行っていな

い。今回の調査の目的は 20 歳以降のいわゆる

キャリーオーバー患者の実態を把握すること

であり、多くの遺伝性疾患のように、幼少期に

確定診断が行われていると考えられる疾患を

対象としている。20 歳以上では既に確定診断

が行われていると考えられ、疑い病名の影響を

無視しても大きな影響はない。小慢に該当する

傷病名が複数記載されたレセプトや疑い病名

に関する分析をどのように行うかは、今後の課

題である。 
本研究は電子化されたレセプトのみを用い

ており、いわゆる紙媒体のレセプトは分析対象

ではない。もっとも、小慢対象疾患のほとんど

は大学病院など高度医療に対応した医療機関

で治療されると考えられ、電子カルテやレセプ

トコンピュータがまったく導入されていない

医療機関で小慢に該当する傷病名の患者が受

診することはごく希であり、電子化されたレセ

プトのみを分析に用いたことによる問題は存

在しない。 
本研究は K 県の国保被保険者のみを対象と

した。我が国の国民皆保険制度では健康保険で

カバーされる診療行為の内容は加入する保険

によらず一律であるため、電子化されたレセプ

トの情報は被用者保険と同一である。しかし、

被用者保険と国民健康保険加入者においては

就労状況や所得構造が異なっている。特に国保

は疾病によって就労不可能となった者が被用

者保険を脱退した後に加入する場合があり、失

業のために保険料そのものや自己負担分の支

払いが困難な状況など、受診行動が被用者保険

と異なる可能性がある。また、小慢の各疾患は

非常に専門性が強く、特定の医療機関に全国か

ら患者が集中している可能性も存在する。分析

の対象を被用者保険や K 県以外の地域に拡大

することでより小慢のいわゆるキャリーオー

バー患者の実態を明らかにすることが可能と

なる。今後、レセプトナショナルデータベース

を用いた分析が行われれば、全国レベルで小慢

の医療費公費助成の実態を明らかにすること

ができるため、より適正な公費助成を実施する

上での根拠を入手することが可能となる。 
 

Ｅ．結論 

 小慢で医療費の公費助成を受けていたと考

えられる疾病として、血友病等血液疾患等は

20 歳以降も継続して受診し、疾患によっては

月３万点から２０万点（医療費月額（１０割）

で３０万円から２００万円、自己負担は高額療

養費制度による上限あり）という非常に高額な

医療費が必要とされている実態が明らかにな

った。具体的には、男では D66 血友病Ａや
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D682安定因子欠乏症の先天性の血液疾患が患

者一人当たり月 200 万円弱の非常に高額な医

療費となっていた。女では E162 特発性低血糖

症や E880 アルファ１－アンチトリプシン欠

乏症などの内分泌・代謝疾患が患者一人当たり

月 100 万円弱の非常に高額な医療費となって

いた。また、全体では Q871 ヌーナン症候群な

どの先天性疾患が 40～49 歳でも月 50 万円以

上の医療費となっていたことも明らかになっ

た。 
レセプトは特定の仮説に基づいた調査を実

施するための調査票ではないが、小慢のように

希少な疾患であっても医療機関からの届出に

依存せずに把握が可能であることや医療費そ

のものについて直接の情報源として利用可能

など、従来の調査では得られない有益な側面を

有する。20 歳以上の新規発症者の情報を排除

できないなどの課題はあるが、一部の疾患につ

いては、日本全体でのレセプトで把握すること

で、キャリーオーバー患者の実態を明らかにす

ることが可能になると考えられる。 
 
Ｆ．研究発表 

１．論文発表 
 なし 
２．学会発表 
 なし 
 
Ｇ、知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 
１．特許取得 
 なし 
２．実用新案登録 
 なし 
３．その他 
 なし 
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表 1 2010 年 4 月 1 日時点の性・年齢階級別被保険者数（50 歳未満） 
年齢階級 男 （％） 女 （％） 合計 （％） 
0-9 18149 51.1% 17353 48.9% 35502 100.0% 
10-19 22754 51.3% 21598 48.7% 44352 100.0% 
20-29 25421 50.7% 24725 49.3% 50146 100.0% 
30-39 29531 53.4% 25734 46.6% 55265 100.0% 
40-49 29717 52.1% 27278 47.9% 56995 100.0% 
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表 2-1 2010 年 5 月診療分の年齢階級別被保険者 10 万人当たり小慢対象疾患を含む疾病大分類

の受診者数（男） 
ICD10 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
A,B 感染症および寄生虫症 5.5 35.2 15.7 33.9 23.6 
C,D48 新生物 33.1 22.0 23.6 47.4 235.6 
D50-89 血液および造血器の疾患ならびに

免疫機構の障害 
93.7 65.9 51.1 91.4 131.2 

E 内分泌,栄養および代謝疾患 517.9 329.6 275.4 751.8 1998.9 
E00-07,15-35 内分泌障害（再掲） 270.0 206.6 110.1 237.0 403.8 
E10-14 糖尿病（再掲） 0.0 8.8 55.1 132.1 487.9 
E40-90 代謝障害（再掲） 247.9 114.3 110.1 382.6 1107.1 
F 精神および行動の障害 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
G 神経系の疾患 60.6 39.6 47.2 199.8 185.1 
I 循環器系の疾患 99.2 123.1 204.6 606.1 1558.0 
J 呼吸器系の疾患 11030.9 1924.9 578.3 900.7 888.4 
K 消化器系の疾患 11.0 0.0 11.8 20.3 37.0 
L 皮膚および皮下組織の疾患 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
M 筋骨格系および結合組織の疾患 148.8 4.4 7.9 10.2 20.2 
N 尿路性器系の疾患 187.3 193.4 149.5 298.0 676.4 
P 周産期に発生した病態 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
Q 先天奇形,変形および染色体異常 319.6 101.1 62.9 121.9 198.5 
S,T 損傷,中毒およびその他の外因の影

響 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

注：H00-59（眼および付属器の疾患）、H60-95（耳および乳様突起の疾患）、O（妊娠,分娩およ

び産じょく<褥>）、R（症状,徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの）、

V,X,Y（傷病および死亡の外因）、Z（健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用）、

U（特殊目的用コード）に該当する疾病は認められなかった。 
 
表 2-2 2010 年 5 月診療分の年齢階級別被保険者 10 万人当たり 11 告示疾患群別に分類した場合

の受診者数（男） 
告示疾患群 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
1 悪性新生物 16.5 8.8 7.9 23.7 158.2 
2 慢性腎疾患 231.4 215.3 153.4 325.1 737.0 
3 慢性呼吸器疾患 11075.0 1942.5 609.7 1093.8 1073.5 
4 慢性心疾患 297.5 158.2 232.1 633.2 1591.7 
5 内分泌疾患 270.0 228.5 125.9 250.6 437.5 
6 膠原病 154.3 4.4 7.9 23.7 23.6 
7 糖尿病 0.0 8.8 55.1 132.1 487.9 
8 先天性代謝異常 209.4 96.7 106.2 372.5 1100.4 
9 血友病等血液疾患 220.4 136.2 90.5 203.2 299.5 
10 神経・筋疾患 22.0 30.8 23.6 13.5 10.1 
11 慢性消化器疾患 11.0 8.8 15.7 10.2 33.7 
注：10 歳未満の７:糖尿病に該当する疾病は認められなかった。（レセプトに複数の小慢対象疾患

名が記載されている場合は、主傷病を記載（主傷病が複数存在する場合は先頭に近い位置に

記載されているものを選択したため、慢性腎疾患等に計上される場合がある。） 
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表 3-1 2010 年 5 月診療分の年齢階級別被保険者 10 万人当たり小慢対象疾患を含む疾病大分類

別受診者数（女） 
ICD10 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
A,B 感染症および寄生虫症 0.0 18.5 12.1 7.8 18.3 
C,D48 新生物 51.9 74.1 331.6 563.5 645.2 
D50-89 血液および造血器の疾患ならび

に免疫機構の障害 
149.8 78.7 56.6 136.0 168.6 

E 内分泌,栄養および代謝疾患 507.1 476.9 1249.7 2354.9 2888.8 
E00-07,15-35 内分泌障害（再掲） 316.9 402.8 1140.5 1911.9 1873.3 
E10-14 糖尿病（再掲） 11.5 18.5 24.3 101.0 172.3 
E40-90 代謝障害（再掲） 178.6 55.6 84.9 342.0 843.2 
F 精神および行動の障害 0.0 0.0 8.1 0.0 11.0 
G 神経系の疾患 51.9 13.9 24.3 35.0 58.7 
I 循環器系の疾患 109.5 162.1 186.0 450.8 1004.5 
J 呼吸器系の疾患 9191.5 1467.7 772.5 1367.8 1382.1 
K 消化器系の疾患 0.0 0.0 4.0 0.0 18.3 
L 皮膚および皮下組織の疾患 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 
M 筋骨格系および結合組織の疾患 51.9 4.6 40.4 77.7 117.3 
N 尿路性器系の疾患 167.1 189.8 105.2 209.8 465.6 
P 周産期に発生した病態 5.8 0.0 0.0 0.0 0.0 
Q 先天奇形,変形および染色体異常 259.3 138.9 84.9 202.1 198.0 
S,T 損傷,中毒およびその他の外因の

影響 
5.8 0.0 0.0 7.8 18.3 

 
注：H00-59（眼および付属器の疾患）、H60-95（耳および乳様突起の疾患）、O（妊娠,分娩およ

び産じょく<褥>）、R（症状,徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの）、

V,X,Y（傷病および死亡の外因）、Z（健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用）、

U（特殊目的用コード）に該当する疾病は認められなかった。 
 
表 3-2 2010 年 5 月診療分の年齢階級別被保険者 10 万人当たり 11 告示疾患群別に分類した場合

の小児慢性特定疾患受診者数（女） 
告示疾患群 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
1 悪性新生物 5.8 18.5 48.5 147.7 242.0 
2 慢性腎疾患 207.5 208.4 125.4 256.5 491.2 
3 慢性呼吸器疾患 9208.8 1477.0 776.5 1383.4 1429.7 
4 慢性心疾患 299.7 199.1 206.3 481.9 1030.1 
5 内分泌疾患 334.2 439.9 1407.5 2300.5 2217.9 
6 膠原病 51.9 4.6 40.4 73.8 124.6 
7 糖尿病 11.5 18.5 24.3 101.0 172.3 
8 先天性代謝異常 155.6 41.7 84.9 349.7 854.2 
9 血友病等血液疾患 230.5 194.5 121.3 299.2 384.9 
10 神経・筋疾患 40.3 13.9 36.4 19.4 29.3 
11 慢性消化器疾患 5.8 9.3 8.1 0.0 18.3 
注：30 代の 11:慢性消化器疾患に該当する疾病は認められなかった。 
 
 

- 105 -



表 4 2010 年 5 月診療分の年齢階級別被保険者 10 万人当たり小慢対象疾患を含む疾病大分類別

受診者数（合計） 
ICD10 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
A,B 感染症および寄生虫症 2.8 27.1 14.0 21.7 21.1 
C,D48 新生物 42.3 47.3 175.5 287.7 431.6 
D50-89 血液および造血器の疾患ならび

に免疫機構の障害 
121.1 72.2 53.8 112.2 149.1 

E 内分泌,栄養および代謝疾患 512.6 401.3 755.8 1498.2 2424.8 
E00-07,15-35 内分泌障害（再掲） 292.9 302.1 618.2 1016.9 1107.1 
E10-14 糖尿病（再掲） 5.6 13.5 39.9 117.6 336.9 
E40-90 代謝障害（再掲） 214.1 85.7 97.7 363.7 980.8 
F 精神および行動の障害 0.0 0.0 4.0 0.0 5.3 
G 神経系の疾患 56.3 27.1 35.9 123.0 124.6 
I 循環器系の疾患 104.2 142.0 195.4 533.8 1293.1 
J 呼吸器系の疾患 10131.8 1702.3 674.0 1118.2 1124.7 
K 消化器系の疾患 5.6 0.0 8.0 10.9 28.1 
L 皮膚および皮下組織の疾患 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 
M 筋骨格系および結合組織の疾患 101.4 4.5 23.9 41.6 66.7 
N 尿路性器系の疾患 177.5 191.6 127.6 256.9 575.5 
P 周産期に発生した病態 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 
Q 先天奇形,変形および染色体異常 290.1 119.5 73.8 159.2 198.3 
S,T 損傷,中毒およびその他の外因の

影響 
2.8 0.0 0.0 3.6 8.8 

 
注：H00-59（眼および付属器の疾患）、H60-95（耳および乳様突起の疾患）、O（妊娠,分娩およ

び産じょく<褥>）、R（症状,徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの）、

V,X,Y（傷病および死亡の外因）、Z（健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用）、

U（特殊目的用コード）に該当する疾病は認められなかった。 
 
表 4-2 2010 年 5 月診療分の年齢階級別被保険者 10 万人当たり 11 告示疾患群別に分類した場合

の小児慢性特定疾患受診者数（合計） 
告示疾患群 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
1 悪性新生物 11.3 13.5 27.9 81.4 198.3 
2 慢性腎疾患 219.7 211.9 139.6 293.1 619.4 
3 慢性呼吸器疾患 10162.8 1715.8 692.0 1228.6 1244.0 
4 慢性心疾患 298.6 178.1 219.4 562.7 1322.9 
5 内分泌疾患 301.4 331.4 757.8 1205.1 1289.6 
6 膠原病 104.2 4.5 23.9 47.0 71.9 
7 糖尿病 5.6 13.5 39.9 117.6 336.9 
8 先天性代謝異常 183.1 69.9 95.7 361.9 982.5 
9 血友病等血液疾患 225.3 164.6 105.7 247.9 340.4 
10 神経・筋疾患 31.0 22.5 29.9 16.3 19.3 
11 慢性消化器疾患 8.5 9.0 12.0 5.4 26.3 
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表 5-1 2010 年 5 月診療分の年齢階級別小慢対象疾患を含む疾病大分類別受診者一人当たり点数

（男） 
ICD10 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
A,B 感染症および寄生虫症 560.0 9643.9 35883.5 39308.3 17588.0 
C,D48 新生物 1713.7 1341.6 37561.0 4203.8 14332.3 
D50-89 血液および造血器の疾患な

らびに免疫機構の障害 
5244.1 31540.3 51226.2 8054.0 17621.7 

E 内分泌,栄養および代謝疾患 9754.8 3557.7 11024.9 8071.7 7713.8 
E00-07,15-35 内分泌障害（再掲） 6226.2 4722.9 17458.3 9673.6 7383.1 
E10-14 糖尿病（再掲） - 1902.5 7325.1 5237.6 14178.7 
E40-90 代謝障害（再掲） 13597.0 1578.6 6441.5 8057.5 4985.2 
F 精神および行動の障害 - - - - - 
G 神経系の疾患 6302.5 6133.7 15934.5 5764.6 4932.0 
I 循環器系の疾患 17606.7 5985.0 24086.4 15170.1 8134.2 
J 呼吸器系の疾患 1088.0 1205.5 3562.0 1713.2 5160.9 
K 消化器系の疾患 561.0 - 1683.0 13570.3 12098.1 
L 皮膚および皮下組織の疾患 - - - - - 
M 筋骨格系および結合組織の

疾患 
14462.6 779.0 1453.0 4945.7 605.5 

N 尿路性器系の疾患 14944.8 1648.4 14895.3 17776.8 23515.2 
P 周産期に発生した病態 - - - - - 
Q 先天奇形,変形および染色体

異常 
9039.1 4466.2 9955.9 15220.1 11647.3 

S,T 損傷,中毒およびその他の外

因の影響 
- - - - - 

注：10 歳未満の E10-14:糖尿病（再掲）に該当する疾病は認められなかった。 
H00-59（眼および付属器の疾患）、H60-95（耳および乳様突起の疾患）、O（妊娠,分娩および産

じょく<褥>）、R（症状,徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの）、V,X,Y
（傷病および死亡の外因）、Z（健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用）、U（特

殊目的用コード）に該当する疾病は認められなかった。 
 
表 5-2 2010 年 5 月診療分の年齢階級別 11 告示疾患群別に分類した場合の受診者一人当たり点

数（男） 
告示疾患群 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
1 悪性新生物 2784.0 402.5 39619.5 7377.3 16949.0 
2 慢性腎疾患 12567.9 2374.9 14538.3 15891.6 22118.8 
3 慢性呼吸器疾患 1115.2 1209.5 3454.4 2279.4 4965.7 
4 慢性心疾患 15120.1 5384.7 22137.4 15882.1 8015.2 
5 内分泌疾患 6226.2 4428.7 15367.3 9964.3 8813.0 
6 膠 原 病 13952.5 779.0 1453.0 7913.9 696.1 
7 糖 尿 病 － 1902.5 7325.1 5237.6 14178.7 
8 先天性代謝異常 15886.9 1642.0 8596.8 8103.1 4884.6 
9 血友病等血液疾患 2351.8 14579.8 40059.4 13542.8 14581.5 
10 神経・筋疾患 1900.0 23043.9 43863.8 38941.5 32270.7 
11 慢性消化器疾患 5048.5 10341.5 1379.0 13666.7 13183.9 
 
注：10 歳未満の７:糖尿病に該当する疾病は認められなかった。（レセプトに複数の小慢対象疾患

名が記載されている場合は、主傷病を記載（主傷病が複数存在する場合は先頭に近い位置に

記載されているものを選択したため、慢性腎疾患等に計上される場合がある。） 
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表 6-1 2010 年 5 月診療分の年齢階級別小慢対象疾患を含む疾病大分類別受診者一人当たり点数

（女） 
ICD10 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
A,B 感染症および寄生虫症 - 1675.3 21823.0 17954.0 5215.8 
C,D48 新生物 1039.8 13975.0 6629.3 2517.9 4925.0 
D50-89 血液および造血器の疾患な

らびに免疫機構の障害 
18194.2 4399.0 6631.7 18548.9 9030.6 

E 内分泌,栄養および代謝疾患 14158.8 4131.9 5263.0 4465.6 5625.8 
E00-07,15-35 内分泌障害（再掲） 4515.7 4257.8 4880.8 3202.7 5309.2 
E10-14 糖尿病（再掲） 3436.5 9751.0 19543.3 7896.4 4043.4 
E40-90 代謝障害（再掲） 31959.2 1345.5 6314.5 10512.7 6652.7 
F 精神および行動の障害 - - 25966.0 - 51739.0 
G 神経系の疾患 1713.3 12411.0 20235.3 14949.1 11397.1 
I 循環器系の疾患 5584.2 14971.4 7885.2 8142.3 7929.0 
J 呼吸器系の疾患 1132.8 2187.0 2124.4 2720.0 2815.2 
K 消化器系の疾患 - - 1248.0 - 1906.4 
L 皮膚および皮下組織の疾患 - - 289.0 - - 
M 筋骨格系および結合組織の

疾患 
17973.0 318.0 5603.2 6173.2 1931.1 

N 尿路性器系の疾患 3535.8 4032.2 11253.2 12295.6 21772.8 
P 周産期に発生した病態 358.0 - - - - 
Q 先天奇形,変形および染色体

異常 
13385.9 944.1 3894.5 6037.0 8651.7 

S,T 損傷,中毒およびその他の外

因の影響 
420.0 - - 438.0 644.2 

 
注：H00-59（眼および付属器の疾患）、H60-95（耳および乳様突起の疾患）、O（妊娠,分娩およ

び産じょく<褥>）、R（症状,徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの）、

V,X,Y（傷病および死亡の外因）、Z（健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用）、

U（特殊目的用コード）に該当する疾病は認められなかった。 
 
表 6-2 2010 年 5 月診療分の年齢階級別 11 告示疾患群別に分類した場合の受診者一人当たり点

数（女） 
告示疾患群 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
1 悪性新生物 70.0 52493.3 10507.7 3286.3 9547.6 
2 慢性腎疾患 4190.7 3718.9 9560.9 10585.9 20689.7 
3 慢性呼吸器疾患 1131.3 2275.9 2431.3 2803.0 2967.0 
4 慢性心疾患 12863.8 12541.5 7458.6 8266.2 8035.6 
5 内分泌疾患 4755.9 3998.4 4700.5 3224.5 4818.1 
6 膠原病 17973.0 318.0 5603.2 3269.3 1948.7 
7 糖尿病 3436.5 9751.0 19543.3 7896.4 4043.4 
8 先天性代謝異常 36475.1 1537.8 6254.6 10955.0 6559.0 
9 血友病等血液疾患 11290.8 2298.2 11103.6 10423.1 7541.9 
10 神経・筋疾患 2118.9 1761.7 17401.2 16757.4 38027.1 
11 慢性消化器疾患 770.0 855.0 1069.0 － 1296.4 
 
注：30 歳代の 11:慢性消化器疾患に該当する疾病は認められなかった。 
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表 7-1 2010 年 5 月診療分の年齢階級別小慢対象疾患を含む疾病大分類別受診者一人当たり点数

（合計） 
ICD10 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
A,B 感染症および寄生虫症 - 1675.3 21823.0 17954.0 5215.8 
C,D48 新生物 1039.8 13975.0 6629.3 2517.9 4925.0 
D50-89 血液および造血器の疾患な

らびに免疫機構の障害 
18194.2 4399.0 6631.7 18548.9 9030.6 

E 内分泌,栄養および代謝疾

患 
14158.8 4131.9 5263.0 4465.6 5625.8 

E00-07,15-35 内分泌障害（再掲） 5321.6 4421.0 6016.9 4008.7 5703.6 
E10-14 糖尿病（再掲） 3436.5 7134.8 10990.6 6301.1 11697.7 
E40-90 代謝障害（再掲） 21086.9 1505.0 6387.1 9132.4 5671.3 
F 精神および行動の障害 - - 25966.0 - 51739.0 
G 神経系の疾患 1713.3 12411.0 20235.3 14949.1 11397.1 
I 循環器系の疾患 5584.2 14971.4 7885.2 8142.3 7929.0 
J 呼吸器系の疾患 1132.8 2187.0 2124.4 2720.0 2815.2 
K 消化器系の疾患 - - 1248.0 - 1906.4 
L 皮膚および皮下組織の疾患 - - 289.0 - - 
M 筋骨格系および結合組織の

疾患 
17973.0 318.0 5603.2 6173.2 1931.1 

N 尿路性器系の疾患 3535.8 4032.2 11253.2 12295.6 21772.8 
P 周産期に発生した病態 358.0 - - - - 
Q 先天奇形,変形および染色

体異常 
13385.9 944.1 3894.5 6037.0 8651.7 

S,T 損傷,中毒およびその他の

外因の影響 
420.0 - - 438.0 644.2 

 
注：H00-59（眼および付属器の疾患）、H60-95（耳および乳様突起の疾患）、O（妊娠,分娩およ

び産じょく<褥>）、R（症状,徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの）、

V,X,Y（傷病および死亡の外因）、Z（健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用）、

U（特殊目的用コード）に該当する疾病は認められなかった。 
 
表 7-2 2010 年 5 月診療分の年齢階級別 11 告示疾患群別に分類した場合の受診者一人当たり点

数（合計） 
告示疾患群 傷病名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
1 悪性新生物 2105.5 35129.7 14666.5 3922.7 12626.1 
2 慢性腎疾患 8701.5 3018.3 12334.0 13730.0 21576.3 
3 慢性呼吸器疾患 1122.3 1656.5 2888.3 2553.9 3866.2 
4 慢性心疾患 14013.3 9280.2 15331.8 12845.6 8022.8 
5 内分泌疾患 5429.2 4150.6 5598.7 3973.4 5524.7 
6 膠原病 14930.5 548.5 4911.5 4519.7 1734.9 
7 糖尿病 3436.5 7134.8 10990.6 6301.1 11697.7 
8 先天性代謝異常 24438.9 1611.7 7572.1 9386.5 5581.3 
9 血友病等血液疾患 6821.3 7513.7 23669.3 11789.4 10771.4 
10 神経・筋疾患 2039.3 16659.2 27986.3 26617.0 36457.2 
11 慢性消化器疾患 3622.3 5598.3 1275.7 13666.7 9221.4 
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表８－１ 年齢階級別疾病小分類別受診者数（上位 10 位まで）（男） 
年齢階級 ICD10 コード 疾患名 受診者数 
10 未満 J459 アレルギー性気管支炎 2,002 
 M303 川崎病 27 
 N059 硬化性糸球体腎炎 17 
 E162 特発性低血糖症 15 
 Q828 Bloom 症候群 14 
 Q210 右室二腔症 12 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 11 
 Q211 心房中隔欠損症 11 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 10 
 E739 乳糖吸収不全症 10 未満 
10-19 歳 J459 アレルギー性気管支炎 436 
 N059 硬化性糸球体腎炎 21 
 E230 下垂体機能低下症 17 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 14 
 Q828 Bloom 症候群 10 
 E162 特発性低血糖症 10 未満 
 N133 水腎症 10 未満 
 E343 ソマトメジン不応症 10 未満 
 Q210 右室二腔症 10 未満 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 10 未満 
 B279 慢性活動性ＥＢウイルス感染(症） 10 未満 
20-29 J459 アレルギー性気管支炎 146 
 I499 ペースメーカー調律 15 
 I209 狭心症 11 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 10 
 N189 慢性腎不全 10 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 10 未満 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 10 未満 
 G473 先天性中枢性低換気症候群 10 未満 
 N049 先天性ネフローゼ症候群 10 未満 
 E144 糖尿病性ニューロパチー 10 未満 
30-39 J459 アレルギー性気管支炎 260 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 66 
 G473 先天性中枢性低換気症候群 57 
 I499 ペースメーカー調律 49 
 I209 狭心症 32 
 N189 慢性腎不全 31 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 30 
 I509 慢性心不全 30 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 23 
 I517 心筋炎後の心肥大 19 
40-49 J459 アレルギー性気管支炎 256 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 245 
 I209 狭心症 115 
 I499 ペースメーカー調律 106 
 N189 慢性腎不全 91 
 E142 糖尿病性糸球体硬化症 80 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 60 
 G473 先天性中枢性低換気症候群 54 
 I509 慢性心不全 44 
（注）集計結果が 10 未満となった疾病は、最小集計単位の原則から具体的な計数を記入していない。 
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表８－２ 年齢階級別疾病小分類別受診者数（上位 10 位まで）（女） 
年齢階級 ICD10 コード 疾患名 受診者数 
10 未満 J459 アレルギー性気管支炎 1,595 
 N059 硬化性糸球体腎炎 25 
 E162 特発性低血糖症 18 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 12 
 E343 ソマトメジン不応症 11 
 Q210 右室二腔症 10 
 M303 川崎病 10 未満 
 D70 遺伝性好中球減少症 10 未満 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 10 未満 
 E739 乳糖吸収不全症 10 未満 
 Q828 Bloom 症候群 10 未満 
10-19 歳 J459 アレルギー性気管支炎 316 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 31 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 20 
 N059 硬化性糸球体腎炎 19 
 Q828 Bloom 症候群 18 
 I499 ペースメーカー調律 14 
 E050 甲状腺機能亢進症 10 未満 
 D391 卵巣腫瘍 10 未満 
 N028 IgA 腎症 10 未満 
 N133 水腎症 10 未満 
20-29 J459 アレルギー性気管支炎 190 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 172 
 D391 卵巣腫瘍 63 
 E221 高プロラクチン血症 33 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 31 
 E050 甲状腺機能亢進症 20 
 I499 ペースメーカー調律 19 
 Q828 Bloom 症候群 10 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 10 未満 
 I209 狭心症 10 未満 
30-39 J459 アレルギー性気管支炎 347 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 268 
 D391 卵巣腫瘍 96 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 88 
 E221 高プロラクチン血症 75 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 42 
 E050 甲状腺機能亢進症 33 
 I499 ペースメーカー調律 32 
 Q828 Bloom 症候群 31 
 I209 狭心症 29 
40-49 J459 アレルギー性気管支炎 371 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 201 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 165 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 155 
 D391 卵巣腫瘍 89 
 I499 ペースメーカー調律 71 
 E221 高プロラクチン血症 68 
 N189 慢性腎不全 63 
 I209 狭心症 54 
 I509 慢性心不全 41 
（注）集計結果が 10 未満となった疾病は、最小集計単位の原則から具体的な計数を記入していない。 
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表８－３ 年齢階級別疾病小分類別受診者数（上位 10 位まで）（合計） 
年齢階級 ICD10 コード 疾患名 受診者数 

10 未満 J459 アレルギー性気管支炎 3,597 
 N059 硬化性糸球体腎炎 42 
 M303 川崎病 36 
 E162 特発性低血糖症 33 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 23 
 Q210 右室二腔症 22 
 Q828 Bloom 症候群 21 
 E343 ソマトメジン不応症 19 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 16 
 E739 乳糖吸収不全症 16 
 Q211 心房中隔欠損症 16 
10-19 歳 J459 アレルギー性気管支炎 752 
 N059 硬化性糸球体腎炎 40 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 31 
 Q828 Bloom 症候群 28 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 26 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 19 
 I499 ペースメーカー調律 19 
 E230 下垂体機能低下症 18 
 N133 水腎症 13 
 E343 ソマトメジン不応症 11 
20-29 J459 アレルギー性気管支炎 336 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 172 
 D391 卵巣腫瘍 63 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 40 
 I499 ペースメーカー調律 34 
 E221 高プロラクチン血症 34 
 E050 甲状腺機能亢進症 21 
 I209 狭心症 18 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 17 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 15 
 N189 慢性腎不全 15 
30-39 J459 アレルギー性気管支炎 607 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 268 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 118 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 108 
 D391 卵巣腫瘍 96 
 E221 高プロラクチン血症 85 
 I499 ペースメーカー調律 81 
 I209 狭心症 61 
 G473 先天性中枢性低換気症候群 61 
 N189 慢性腎不全 46 
 Q828 Bloom 症候群 46 
40-49 J459 アレルギー性気管支炎 627 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 410 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 215 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 201 
 I499 ペースメーカー調律 177 
 I209 狭心症 169 
 N189 慢性腎不全 154 
 E142 糖尿病性糸球体硬化症 103 
 D391 卵巣腫瘍 89 
 I509 慢性心不全 85 
（注）集計結果が 10 未満となった疾病は、最小集計単位の原則から具体的な計数を記入していない。
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表８－４：性・年齢階級別小分類別受診者数の推移（10 歳未満で受診者数上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 J459 アレルギー性気管支炎 2002 436 146 260 256 
 M303 川崎病 27 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 
 N059 硬化性糸球体腎炎 17 21 10 未満 10 未満 17 
 E162 特発性低血糖症 15 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 
 Q828 Bloom 症候群 14 10 10 未満 15 24 
 Q210 右室二腔症 12 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 11 10 未満 10 未満 30 60 
 Q211 心房中隔欠損症 11 症例なし 症例なし 10 未満 10 未満 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 10 14 10 未満 23 32 
 E739 乳糖吸収不全症 10 未満 症例なし 症例なし 症例なし 10 未満 
 J459 アレルギー性気管支炎 2002 436 146 260 256 
        
女 J459 アレルギー性気管支炎 1595 316 190 347 371 
 N059 硬化性糸球体腎炎 25 19 10 未満 10 未満 13 
 E162 特発性低血糖症 18 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 12 20 31 88 155 
 E343 ソマトメジン不応症 11 10 未満 症例なし 症例なし 症例なし 
 Q210 右室二腔症 10 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 
 M303 川崎病 10 未満 10 未満 症例なし 症例なし 症例なし 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 10 未満 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 
 D70 遺伝性好中球減少症 10 未満 10 未満 10 未満 13 10 
 Q828 Bloom 症候群 10 未満 18 10 31 36 
 J459 アレルギー性気管支炎 1595 316 190 347 371 
        
合計 J459 アレルギー性気管支炎 3597 752 336 607 627 
 N059 硬化性糸球体腎炎 42 40 10 未満 14 30 
 M303 川崎病 36 10 未満 症例なし 症例なし 症例なし 
 E162 特発性低血糖症 33 10 未満 10 未満 11 11 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 23 26 40 118 215 
 Q210 右室二腔症 22 10 未満 10 未満 10 10 未満 
 Q828 Bloom 症候群 21 28 13 46 60 
 E343 ソマトメジン不応症 19 11 10 未満 10 未満 症例なし 
 E739 乳糖吸収不全症 16 症例なし 症例なし 10 未満 10 未満 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 16 19 17 40 50 
（注）集計結果が 10 未満となった疾病は、最小集計単位の原則から具体的な計数を記入していない。 
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表８－５：性・年齢階級別小分類別受診者数の推移（10～19 歳で受診者数上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 J459 アレルギー性気管支炎 2002 436 146 260 256 
 N059 硬化性糸球体腎炎 17 21 10 未満 10 未満 17 
 E230 下垂体機能低下症 10 未満 17 10 未満 10 未満 10 未満 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 10 14 10 未満 23 32 
 Q828 Bloom 症候群 14 10 10 未満 15 24 
 E162 特発性低血糖症 15 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 
 E343 ソマトメジン不応症 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 症例なし 
 N133 水腎症 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 11 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 11 10 未満 10 未満 30 60 
 Q210 右室二腔症 12 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 
        
女 J459 アレルギー性気管支炎 1595 316 190 347 371 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 31 172 268 201 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 12 20 31 88 155 
 N059 硬化性糸球体腎炎 25 19 10 未満 10 未満 13 
 Q828 Bloom 症候群 10 未満 18 10 31 36 
 I499 ペースメーカー調律 10 未満 14 19 32 71 
 E050 甲状腺機能亢進症 10 未満 10 未満 20 33 40 
 D391 卵巣腫瘍 症例なし 10 未満 63 96 89 
 N133 水腎症 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 
 N028 IgA 腎症 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 
        
合計 J459 アレルギー性気管支炎 3597 752 336 607 627 
 N059 硬化性糸球体腎炎 42 40 10 未満 14 30 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 31 172 268 201 
 Q828 Bloom 症候群 21 28 13 46 60 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 23 26 40 118 215 
 I499 ペースメーカー調律 10 未満 19 34 81 177 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 16 19 17 40 50 
 E230 下垂体機能低下症 10 未満 18 10 未満 10 未満 10 未満 
 N133 水腎症 10 13 10 未満 16 18 
 E343 ソマトメジン不応症 19 11 10 未満 10 未満 症例なし 
（注）集計結果が 10 未満となった疾病は、最小集計単位の原則から具体的な計数を記入していない。 
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表８－６：性・年齢階級別小分類別受診者数の推移（20～29 歳で受診者数上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 J459 アレルギー性気管支炎 2002 436 146 260 256 
 I499 ペースメーカー調律 10 未満 10 未満 15 49 106 
 I209 狭心症 症例なし 10 未満 11 32 115 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘ

テロ接合型､型不明も含む) 
症例なし 10 未満 10 66 245 

 N189 慢性腎不全 10 未満 10 未満 10 31 91 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 11 10 未満 10 未満 30 60 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 10 14 10 未満 23 32 
 G473 先天性中枢性低換気症候群 10 未満 10 未満 10 未満 57 54 
 N049 先天性ネフローゼ症候群 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 14 
 E144 糖尿病性ニューロパチー 症例なし 症例なし 10 未満 13 37 
        
女 J459 アレルギー性気管支炎 1595 316 190 347 371 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 31 172 268 201 
 D391 卵巣腫瘍 症例なし 10 未満 63 96 89 
 E221 高プロラクチン血症 10 未満 10 未満 33 75 68 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 12 20 31 88 155 
 E050 甲状腺機能亢進症 10 未満 10 未満 20 33 40 
 I499 ペースメーカー調律 10 未満 14 19 32 71 
 Q828 Bloom 症候群 10 未満 18 10 31 36 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 10 未満 10 未満 10 未満 17 18 
 I209 狭心症 症例なし 10 未満 10 未満 29 54 
        
合計 J459 アレルギー性気管支炎 3597 752 336 607 627 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 31 172 268 201 
 D391 卵巣腫瘍 症例なし 10 未満 63 96 89 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 23 26 40 118 215 
 E221 高プロラクチン血症 10 未満 10 未満 34 85 79 
 I499 ペースメーカー調律 10 未満 19 34 81 177 
 E050 甲状腺機能亢進症 10 未満 10 21 43 57 
 I209 狭心症 症例なし 10 未満 18 61 169 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 16 19 17 40 50 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘ

テロ接合型､型不明も含む) 
症例なし 10 未満 15 108 410 

（注）集計結果が 10 未満となった疾病は、最小集計単位の原則から具体的な計数を記入していない。 
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表８－７：性・年齢階級別小分類別受診者数の推移（30～39 歳で受診者数上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 J459 アレルギー性気管支炎 2002 436 146 260 256 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテ

ロ接合型､型不明も含む) 
症例なし 10 未満 10 66 245 

 G473 先天性中枢性低換気症候群 10 未満 10 未満 10 未満 57 54 
 I499 ペースメーカー調律 10 未満 10 未満 15 49 106 
 I209 狭心症 症例なし 10 未満 11 32 115 
 N189 慢性腎不全 10 未満 10 未満 10 31 91 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 11 10 未満 10 未満 30 60 
 I509 慢性心不全 10 未満 10 未満 10 未満 30 44 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 10 14 10 未満 23 32 
 I517 心筋炎後の心肥大 症例なし 症例なし 10 未満 19 43 
        
女 J459 アレルギー性気管支炎 1595 316 190 347 371 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 31 172 268 201 
 D391 卵巣腫瘍 症例なし 10 未満 63 96 89 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 12 20 31 88 155 
 E221 高プロラクチン血症 10 未満 10 未満 33 75 68 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテ

ロ接合型､型不明も含む) 
症例なし 10 未満 10 未満 42 165 

 E050 甲状腺機能亢進症 10 未満 10 未満 20 33 40 
 I499 ペースメーカー調律 10 未満 14 19 32 71 
 Q828 Bloom 症候群 10 未満 18 10 31 36 
 I209 狭心症 症例なし 10 未満 10 未満 29 54 
        
合計 J459 アレルギー性気管支炎 3597 752 336 607 627 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 31 172 268 201 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 23 26 40 118 215 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテ

ロ接合型､型不明も含む) 
症例なし 10 未満 15 108 410 

 D391 卵巣腫瘍 症例なし 10 未満 63 96 89 
 E221 高プロラクチン血症 10 未満 10 未満 34 85 79 
 I499 ペースメーカー調律 8 19 34 81 177 
 I209 狭心症 症例なし 10 未満 18 61 169 
 G473 先天性中枢性低換気症候群 10 10 未満 10 未満 61 67 
 Q828 Bloom 症候群 21 28 13 46 60 
（注）集計結果が 10 未満となった疾病は、最小集計単位の原則から具体的な計数を記入していない。 
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表８－８：性・年齢階級別小分類別受診者数の推移（40～49 歳で受診者数上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 J459 アレルギー性気管支炎 2002 436 146 260 256 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合

型､型不明も含む) 
症例なし 10 未満 10 66 245 

 I209 狭心症 症例なし 10 未満 11 32 115 
 I499 ペースメーカー調律 10 未満 10 未満 15 49 106 
 N189 慢性腎不全 10 未満 10 未満 10 31 91 
 E142 糖尿病性糸球体硬化症 症例なし 10 未満 10 未満 15 80 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 11 10 未満 10 未満 30 60 
 G473 先天性中枢性低換気症候群 10 未満 10 未満 10 未満 57 54 
 I509 慢性心不全 10 未満 10 未満 10 未満 30 44 
 I517 心筋炎後の心肥大 症例なし 症例なし 10 未満 19 43 
        
女 J459 アレルギー性気管支炎 1595 316 190 347 371 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 31 172 268 201 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合

型､型不明も含む) 
症例なし 10 未満 10 未満 42 165 

 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 12 20 31 88 155 
 D391 卵巣腫瘍 症例なし 10 未満 63 96 89 
 I499 ペースメーカー調律 10 未満 14 19 32 71 
 E221 高プロラクチン血症 10 未満 10 未満 33 75 68 
 N189 慢性腎不全 症例なし 10 未満 10 未満 15 63 
 I209 狭心症 症例なし 10 未満 10 未満 29 54 
 I509 慢性心不全 10 未満 10 未満 10 未満 16 41 
        
合計 J459 アレルギー性気管支炎 3597 752 336 607 627 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合

型､型不明も含む) 
症例なし 10 未満 15 108 410 

 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 23 26 40 118 215 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 31 172 268 201 
 I499 ペースメーカー調律 10 未満 19 34 81 177 
 I209 狭心症 症例なし 10 未満 18 61 169 
 N189 慢性腎不全 10 未満 10 未満 15 46 154 
 E142 糖尿病性糸球体硬化症 10 未満 10 未満 10 未満 31 103 
 D391 卵巣腫瘍 症例なし 10 未満 63 96 89 
 I509 慢性心不全 10 未満 10 未満 11 46 85 
（注）集計結果が 10 未満となった疾病は、最小集計単位の原則から具体的な計数を記入していない。 
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表９－１ 年齢階級別疾病小分類別点数合計（上位 10 位まで）（男） 
年齢階級 ICD10 コー

 
疾患名 点数 

10 未満 J459 アレルギー性気管支炎 2,178,211 
 M303 川崎病 390,491 
 N258 家族性若年性ネフロン癆 352,356 
 E752 異染性白質ジストロフィー 299,940 
 Q211 心房中隔欠損症 263,443 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 199,364 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 183,358 
 I514 慢性心筋炎 165,881 
 Q250 動脈管開存症 125,517 
 I509 慢性心不全 96,767 
10-19 歳 J459 アレルギー性気管支炎 527,087 
 D696 周期性血小板減少症 248,663 
 E230 下垂体機能低下症 137,649 
 D66 血友病Ａ 126,464 
 I456 ウオルフ・パーキンソン・ホワイト症候群 73,259 
 A811 亜急性硬化性全脳炎 64,016 
 D899 慢性ＧＶＨＤ 50,743 
 Q851 結節性硬化症 48,701 
 G404 ウェスト症候群 45,754 
 D690 紫斑病性腎炎 43,842 
20-29 I499 ペースメーカー調律 463,078 
 J459 アレルギー性気管支炎 458,603 
 D66 血友病Ａ 380,696 
 N189 慢性腎不全 369,433 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 309,249 
 I209 狭心症 224,269 
 G712 筋細管性ミオパチー 177,486 
 I517 心筋炎後の心肥大 176,600 
 D682 安定因子欠乏症 175,933 
 N180 移植腎 140,574 
30-39 I499 ペースメーカー調律 1,180,635 
 N189 慢性腎不全 1,087,850 
 I509 慢性心不全 617,636 
 J459 アレルギー性気管支炎 438,095 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 337,165 
 B24 エイズ 329,629 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 297,862 
 G473 先天性中枢性低換気症候群 280,526 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 252,018 
 Q828 Bloom 症候群 241,614 
40-49 N189 慢性腎不全 3,660,537 
 I499 ペースメーカー調律 1,631,150 
 J459 アレルギー性気管支炎 1,279,988 
 E119 アミリン遺伝子異常による糖尿病 1,085,742 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 604,837 
 C20 直腸 562,755 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 545,261 
 I209 狭心症 508,410 
 E142 糖尿病性糸球体硬化症 507,973 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 506,831 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数を合計したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表９－２ 年齢階級別疾病小分類別点数合計（上位 10 位まで）（女） 
年齢階級 ICD10 コード 疾患名 点数 
10 未満 J459 アレルギー性気管支炎 1,806,857 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 516,769 
 D70 遺伝性好中球減少症 393,003 
 Q250 動脈管開存症 365,192 
 E752 異染性白質ジストロフィー 332,388 
 M303 川崎病 161,757 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠乏症 110,668 
 I509 慢性心不全 75,279 
 Q212 完全型心内膜床欠損症 64,086 
 E162 特発性低血糖症 63,038 
10-19 歳 J459 アレルギー性気管支炎 628,890 
 I499 ペースメーカー調律 251,337 
 C719 鞍上部 207,028 
 I493 期外収縮 128,439 
 I38 慢性心内膜炎 113,021 
 N049 先天性ネフローゼ症候群 76,759 
 E232 下垂体性尿崩症 75,786 
 E343 ソマトメジン不応症 74,888 
 E228 仮性思春期早発症 66,222 
 J980 気管狭窄 64,385 
20-29 E162 特発性低血糖症 673,611 
 J459 アレルギー性気管支炎 405,569 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 227,438 
 I499 ペースメーカー調律 220,974 
 D180 カサバッハ・メリット症候群 211,340 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 206,799 
 D391 卵巣腫瘍 204,351 
 E221 高プロラクチン血症 113,074 
 N049 先天性ネフローゼ症候群 106,795 
 N189 慢性腎不全 104,227 
30-39 J459 アレルギー性気管支炎 950,269 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 576,373 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠乏症 572,120 
 D70 遺伝性好中球減少症 544,169 
 N189 慢性腎不全 490,157 
 E221 高プロラクチン血症 479,055 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 335,925 
 I499 ペースメーカー調律 334,887 
 D391 卵巣腫瘍 220,520 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 217,976 
40-49 N189 慢性腎不全 2,181,758 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 1,228,371 
 J459 アレルギー性気管支炎 1,054,142 
 I499 ペースメーカー調律 766,497 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 715,240 
 I509 慢性心不全 620,893 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 495,940 
 E221 高プロラクチン血症 480,133 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 417,296 
 Q828 Bloom 症候群 310,618 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数を合計したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表９－３ 年齢階級別疾病小分類別点数合計（上位 10 位まで）（合計） 
年齢階級 ICD10 コード 疾患名 点数 
10 未満 J459 アレルギー性気管支炎 3,985,068 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 716,133 
 E752 異染性白質ジストロフィー 632,328 
 M303 川崎病 552,248 
 Q250 動脈管開存症 490,709 
 D70 遺伝性好中球減少症 393,828 
 N258 家族性若年性ネフロン癆 352,356 
 Q211 心房中隔欠損症 298,907 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 203,346 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠乏症 174,526 
10-19 歳 J459 アレルギー性気管支炎 1,155,977 
 I499 ペースメーカー調律 258,749 
 D696 周期性血小板減少症 248,835 
 C719 鞍上部 207,028 
 E230 下垂体機能低下症 140,855 
 I493 期外収縮 129,389 
 D66 血友病Ａ 126,464 
 I38 慢性心内膜炎 114,511 
 E343 ソマトメジン不応症 112,442 
 N049 先天性ネフローゼ症候群 79,096 
20-29 J459 アレルギー性気管支炎 864,172 
 I499 ペースメーカー調律 684,052 
 E162 特発性低血糖症 674,867 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 536,687 
 N189 慢性腎不全 473,660 
 D66 血友病Ａ 380,696 
 I209 狭心症 263,269 
 G712 筋細管性ミオパチー 233,858 
 D180 カサバッハ・メリット症候群 211,340 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 206,799 
30-39 N189 慢性腎不全 1,578,007 
 I499 ペースメーカー調律 1,515,522 
 J459 アレルギー性気管支炎 1,388,364 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 874,235 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠乏症 729,914 
 I509 慢性心不全 705,569 
 D70 遺伝性好中球減少症 626,378 
 E221 高プロラクチン血症 565,172 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 555,141 
 B24 エイズ 364,711 
40-49 N189 慢性腎不全 5,842,295 
 I499 ペースメーカー調律 2,397,647 
 J459 アレルギー性気管支炎 2,334,130 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 1,735,202 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテロ接合型､型不明も含む) 1,260,501 
 E119 アミリン遺伝子異常による糖尿病 1,181,288 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 1,100,777 
 I509 慢性心不全 1,013,219 
 Q828 Bloom 症候群 777,410 
 I209 狭心症 662,515 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数を合計したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表９－４：疾病小分類・性・年齢別受診者点数合計の推移（10 歳未満で上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 J459 アレルギー性気管支炎 2178211 527087 458603 438095 1279988 
 M303 川崎病 390491 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 
 N258 家族性若年性ネフロン癆 352356 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 
 E752 異染性白質ジストロフィー 299940 症例なし 症例なし 症例なし 21280 
 Q211 心房中隔欠損症 263443 症例なし 症例なし 9048 1574 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 199364 5224 症例なし 488 症例なし 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 183358 20645 309249 297862 506831 
 I514 慢性心筋炎 165881 3230 症例なし 3284 症例なし 
 Q250 動脈管開存症 125517 症例なし 15204 症例なし 症例なし 
 I509 慢性心不全 96767 16934 88877 617636 392326 
        
女 J459 アレルギー性気管支炎 1806857 628890 405569 950269 1054142 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 516769 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 
 D70 遺伝性好中球減少症 393003 4095 66179 544169 294671 
 Q250 動脈管開存症 365192 症例なし 症例なし 10418 症例なし 
 E752 異染性白質ジストロフィー 332388 症例なし 症例なし 1412 症例なし 
 M303 川崎病 161757 318 症例なし 症例なし 症例なし 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠

乏症 
110668 症例なし 症例なし 572120 122378 

 I509 慢性心不全 75279 1176 41319 87933 620893 
 Q212 完全型心内膜床欠損症 64086 320 症例なし 症例なし 症例なし 
 E162 特発性低血糖症 63038 1409 673611 6071 16044 
        
合計 J459 アレルギー性気管支炎 3985068 1155977 864172 1388364 2334130 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 716133 5224 症例なし 488 症例なし 
 E752 異染性白質ジストロフィー 632328 症例なし 症例なし 1412 21280 
 M303 川崎病 552248 318 症例なし 症例なし 症例なし 
 Q250 動脈管開存症 490709 症例なし 15204 10418 症例なし 
 D70 遺伝性好中球減少症 393828 4095 67591 626378 467596 
 N258 家族性若年性ネフロン癆 352356 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 
 Q211 心房中隔欠損症 298907 1270 症例なし 9186 21023 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 203346 47791 536687 874235 1735202 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠

乏症 
174526 症例なし 41320 729914 382983 

（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数を合計したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表９－５：疾病小分類・性・年齢別受診者点数合計の推移（10～19 歳で上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 J459 アレルギー性気管支炎 2178211 527087 458603 438095 1279988 
 D696 周期性血小板減少症 3882 248663 1770 6124 187024 
 E230 下垂体機能低下症 6221 137649 71403 3283 1897 
 D66 血友病Ａ 358 126464 380696 109032 94055 
 I456 ウオルフ・パーキンソン・ホワイ

ト症候群 
症例なし 73259 2747 206538 40135 

 A811 亜急性硬化性全脳炎 症例なし 64016 79644 61685 症例なし 
 D899 慢性ＧＶＨＤ 症例なし 50743 症例なし 症例なし 症例なし 
 Q851 結節性硬化症 1550 48701 4157 35205 44687 
 G404 ウェスト症候群 3772 45754 1896 58876 52125 
 D690 紫斑病性腎炎 15562 43842 974 症例なし 107521 
        
女 J459 アレルギー性気管支炎 1806857 628890 405569 950269 1054142 
 I499 ペースメーカー調律 7467 251337 220974 334887 766497 
 C719 鞍上部 症例なし 207028 症例なし 6133 症例なし 
 I493 期外収縮 2014 128439 症例なし 59619 139170 
 I38 慢性心内膜炎 520 113021 症例なし 1740 15604 
 N049 先天性ネフローゼ症候群 症例なし 76759 106795 48581 237640 
 E232 下垂体性尿崩症 725 75786 4766 2356 11506 
 E343 ソマトメジン不応症 42543 74888 症例なし 症例なし 症例なし 
 E228 仮性思春期早発症 8373 66222 症例なし 症例なし 症例なし 
 J980 気管狭窄 症例なし 64385 症例なし 症例なし 症例なし 
        
合計 J459 アレルギー性気管支炎 3985068 1155977 864172 1388364 2334130 
 I499 ペースメーカー調律 12080 258749 684052 1515522 2397647 
 D696 周期性血小板減少症 21521 248835 7257 11866 247101 
 C719 鞍上部 1802 207028 症例なし 6521 37837 
 E230 下垂体機能低下症 52277 140855 74610 15680 17400 
 I493 期外収縮 2014 129389 38916 134189 259950 
 D66 血友病Ａ 358 126464 380696 109032 98819 
 I38 慢性心内膜炎 520 114511 症例なし 1929 57623 
 E343 ソマトメジン不応症 51551 112442 2128 37953 症例なし 
 N049 先天性ネフローゼ症候群 4014 79096 119821 188929 424914 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数を合計したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表９－６：疾病小分類・性・年齢別受診者点数合計の推移（20～29 歳で上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 I499 ペースメーカー調律 4613 7412 463078 1180635 1631150 
 J459 アレルギー性気管支炎 2178211 527087 458603 438095 1279988 
 D66 血友病Ａ 358 126464 380696 109032 94055 
 N189 慢性腎不全 7668 2801 369433 1087850 3660537 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 183358 20645 309249 297862 506831 
 I209 狭心症 症例なし 1594 224269 143817 508410 
 G712 筋細管性ミオパチー 2278 2836 177486 症例なし 症例なし 
 I517 心筋炎後の心肥大 症例なし 症例なし 176600 32264 200446 
 D682 安定因子欠乏症 症例なし 症例なし 175933 症例なし 症例なし 
 N180 移植腎 症例なし 症例なし 140574 症例なし 302952 
        
女 E162 特発性低血糖症 63038 1409 673611 6071 16044 
 J459 アレルギー性気管支炎 1806857 628890 405569 950269 1054142 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 19988 27146 227438 576373 1228371 
 I499 ペースメーカー調律 7467 251337 220974 334887 766497 
 D180 カサバッハ・メリット症候群 9001 744 211340 11876 25218 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 32179 206799 335925 417296 
 D391 卵巣腫瘍 症例なし 9414 204351 220520 196012 
 E221 高プロラクチン血症 2104 56882 113074 479055 480133 
 N049 先天性ネフローゼ症候群 症例なし 76759 106795 48581 237640 
 N189 慢性腎不全 症例なし 41190 104227 490157 2181758 
        
合計 J459 アレルギー性気管支炎 3985068 1155977 864172 1388364 2334130 
 I499 ペースメーカー調律 12080 258749 684052 1515522 2397647 
 E162 特発性低血糖症 131205 19880 674867 57023 59738 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 203346 47791 536687 874235 1735202 
 N189 慢性腎不全 7668 43991 473660 1578007 5842295 
 D66 血友病Ａ 358 126464 380696 109032 98819 
 I209 狭心症 症例なし 11148 263269 319442 662515 
 G712 筋細管性ミオパチー 2707 2836 233858 23590 84058 
 D180 カサバッハ・メリット症候群 10651 744 211340 13312 128380 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 32179 206799 335925 417296 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数を合計したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表９－７：疾病小分類・性・年齢別受診者点数合計の推移（30～39 歳で上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 I499 ペースメーカー調律 4613 7412 463078 1180635 1631150 
 N189 慢性腎不全 7668 2801 369433 1087850 3660537 
 I509 慢性心不全 96767 16934 88877 617636 392326 
 J459 アレルギー性気管支炎 2178211 527087 458603 438095 1279988 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテ

ロ接合型､型不明も含む) 
症例なし 4828 26180 337165 545261 

 B24 エイズ 症例なし 症例なし 23631 329629 123116 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 183358 20645 309249 297862 506831 
 G473 先天性中枢性低換気症候群 63278 6613 11832 280526 219135 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 19948 20140 81107 252018 604837 
 Q828 Bloom 症候群 8352 4656 36603 241614 466792 
        
女 J459 アレルギー性気管支炎 1806857 628890 405569 950269 1054142 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 19988 27146 227438 576373 1228371 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠

乏症 
110668 症例なし 症例なし 572120 122378 

 D70 遺伝性好中球減少症 393003 4095 66179 544169 294671 
 N189 慢性腎不全 症例なし 41190 104227 490157 2181758 
 E221 高プロラクチン血症 2104 56882 113074 479055 480133 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 32179 206799 335925 417296 
 I499 ペースメーカー調律 7467 251337 220974 334887 766497 
 D391 卵巣腫瘍 症例なし 9414 204351 220520 196012 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテ

ロ接合型､型不明も含む) 
症例なし 1522 12323 217976 715240 

        
合計 N189 慢性腎不全 7668 43991 473660 1578007 5842295 
 I499 ペースメーカー調律 12080 258749 684052 1515522 2397647 
 J459 アレルギー性気管支炎 3985068 1155977 864172 1388364 2334130 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 203346 47791 536687 874235 1735202 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠

乏症 
174526 症例なし 41320 729914 382983 

 I509 慢性心不全 172046 18110 130196 705569 1013219 
 D70 遺伝性好中球減少症 393828 4095 67591 626378 467596 
 E221 高プロラクチン血症 2104 56882 144926 565172 520103 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテ

ロ接合型､型不明も含む) 
症例なし 6350 38503 555141 1260501 

 B24 エイズ 症例なし 1493 24397 364711 143101 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数を合計したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表９－８：疾病小分類・性・年齢別受診者点数合計の推移（40～49 歳で上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 N189 慢性腎不全 7668 2801 369433 1087850 3660537 
 I499 ペースメーカー調律 4613 7412 463078 1180635 1631150 
 J459 アレルギー性気管支炎 2178211 527087 458603 438095 1279988 
 E119 アミリン遺伝子異常による糖尿病 症例なし 1458 36702 140225 1085742 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 19948 20140 81107 252018 604837 
 C20 直腸 症例なし 症例なし 症例なし 3592 562755 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテ

ロ接合型､型不明も含む) 
症例なし 4828 26180 337165 545261 

 I209 狭心症 症例なし 1594 224269 143817 508410 
 E142 糖尿病性糸球体硬化症 症例なし 2347 7373 25103 507973 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 183358 20645 309249 297862 506831 
        
女 N189 慢性腎不全 症例なし 41190 104227 490157 2181758 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 19988 27146 227438 576373 1228371 
 J459 アレルギー性気管支炎 1806857 628890 405569 950269 1054142 
 I499 ペースメーカー調律 7467 251337 220974 334887 766497 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテ

ロ接合型､型不明も含む) 
症例なし 1522 12323 217976 715240 

 I509 慢性心不全 75279 1176 41319 87933 620893 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 6388 8292 11331 84272 495940 
 E221 高プロラクチン血症 2104 56882 113074 479055 480133 
 E283 原発性性腺機能低下症(女) 症例なし 32179 206799 335925 417296 
 Q828 Bloom 症候群 5546 10551 5834 93518 310618 
        
合計 N189 慢性腎不全 7668 43991 473660 1578007 5842295 
 I499 ペースメーカー調律 12080 258749 684052 1515522 2397647 
 J459 アレルギー性気管支炎 3985068 1155977 864172 1388364 2334130 
 E039 甲状腺機能低下ミオパチー 203346 47791 536687 874235 1735202 
 E780 家族性高コレステロール血症(ヘテ

ロ接合型､型不明も含む) 
症例なし 6350 38503 555141 1260501 

 E119 アミリン遺伝子異常による糖尿病 症例なし 3378 36702 184813 1181288 
 E722 アルギニノコハク酸尿症 26336 28432 92438 336290 1100777 
 I509 慢性心不全 172046 18110 130196 705569 1013219 
 Q828 Bloom 症候群 13898 15207 42437 335132 777410 
 I209 狭心症 症例なし 11148 263269 319442 662515 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数を合計したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表１０－１ 年齢階級別疾病小分類別受診者一人当たり点数（上位 10 位まで）（男） 
年齢階級 ICD10 コード 疾患名 受診者一人当たり点数 
10 歳未満 N258 家族性若年性ネフロン癆 352356 
 E752 異染性白質ジストロフィー 299940 
 N040 ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群 88403 
 I514 慢性心筋炎 55294 
 Q213 ファロー四徴症 34050 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠乏症 31929 
 I498 上室性不整脈 31012 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 28481 
 D693 血小板減少性紫斑病 25700 
 I509 慢性心不全 24192 
10～19 歳 D66 血友病Ａ 126464 
 I456 ウオルフ・パーキンソン・ホワイト症候群 73259 
 A811 亜急性硬化性全脳炎 64016 
 D696 周期性血小板減少症 62166 
 D899 慢性ＧＶＨＤ 50743 
 Q851 結節性硬化症 48701 
 Q445 肝内胆管異形成症候群 19386 
 G404 ウェスト症候群 15251 
 I219 心筋梗塞 9334 
 D690 紫斑病性腎炎 8768 
20～29 歳 D66 血友病Ａ 190348 
 D682 安定因子欠乏症 175933 
 N180 移植腎 140574 
 D471 骨髄増殖性疾患 140157 
 I472 固有心室性調律 114414 
 I420 特発性拡張型心筋症 94051 
 G712 筋細管性ミオパチー 88743 
 D508 トランスフェリン欠乏症 86756 
 A811 亜急性硬化性全脳炎 79644 
 C383 縦隔 79169 
30～39 歳 Q273 体動静脈瘻 220620 
 E720 イミノ酸異常症 108419 
 E271 アジソン病 86597 
 A811 亜急性硬化性全脳炎 61685 
 G404 ウェスト症候群 58876 
 D66 血友病Ａ 54516 
 I455 洞房ブロック 54450 
 N251 抗利尿ホルモン不応症 53564 
 I456 ウオルフ・パーキンソン・ホワイト症候群 51635 
 B24 エイズ 41204 
40～49 歳 D591 寒冷凝集素症 112562 
 D690 紫斑病性腎炎 107521 
 D66 血友病Ａ 94055 
 K721 移植肝 91309 
 E149 diabetes mellitus 77569 
 E222 抗利尿ホルモン分泌異常症 66434 
 N251 抗利尿ホルモン不応症 57058 
 Q871 ヌーナン症候群 57010 
 G404 ウェスト症候群 52125 
 C64 腎臓 47536 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数の合計を対象患者数で除したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表１０－２ 年齢階級別疾病小分類別受診者一人当たり点数（上位 10 位まで）（女） 
年齢階級 ICD10 コード 疾患名 受診者一人当たり点数 
10 歳未満 E752 異染性白質ジストロフィー 166194 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠乏症 110668 
 Q250 動脈管開存症 91298 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 64596 
 N119 慢性腎盂腎炎 62625 
 E038 Kocher-Debre-Semelaigne 症候群 59851 
 D70 遺伝性好中球減少症 49125 
 Q212 完全型心内膜床欠損症 32043 
 Q255 肺動脈閉鎖症 26443 
 Q503 卵巣形成不全 25152 
10～19 歳 C719 鞍上部 207028 
 J980 気管狭窄 64385 
 I493 期外収縮 64220 
 I38 慢性心内膜炎 56511 
 N189 慢性腎不全 41190 
 E232 下垂体性尿崩症 37893 
 E109 １型糖尿病 34439 
 E221 高プロラクチン血症 28441 
 D693 血小板減少性紫斑病 19150 
 E343 ソマトメジン不応症 18722 
20～29 歳 E162 特発性低血糖症 168403 
 N049 先天性ネフローゼ症候群 106795 
 D180 カサバッハ・メリット症候群 105670 
 G473 先天性中枢性低換気症候群 61044 
 E161 インスリノーマ 56618 
 Q871 ヌーナン症候群 54744 
 E744 ピルビン酸カルボキシラーゼ欠損症 43925 
 A811 亜急性硬化性全脳炎 43433 
 E149 diabetes mellitus 37898 
 D70 遺伝性好中球減少症 33089.5 
30～39 歳 I319 慢性心膜炎 106501 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠乏症 95353 
 N151 腎周囲膿瘍 79645 
 I071 三尖弁閉鎖不全 72297 
 M109 遺伝性若年性痛風 61348 
 Q871 ヌーナン症候群 53291 
 D70 遺伝性好中球減少症 41859 
 E833 遺伝性ビタミン D 抵抗性くる病 35993 
 B24 エイズ 35082 
 N189 慢性腎不全 32677 
40～49 歳 G712 筋細管性ミオパチー 84058 
 E271 アジソン病 60137 
 N180 移植腎 52441 
 F842 レット症候群 51739 
 E249 クッシング症候群 37160 
 N189 慢性腎不全 34631 
 E209 先天性副甲状腺欠損症 33978 
 E220 下垂体性巨人症 32254 
 Q851 結節性硬化症 31212 
 Q210 右室二腔症 30092 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数の合計を対象患者数で除したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表１０－３ 年齢階級別疾病小分類別受診者一人当たり点数（上位 10 位まで）（合計） 
年齢階級 ICD10 コード 疾患名 受診者一人当たり点数 
10 歳未満 N258 家族性若年性ネフロン癆 352356 
 E752 異染性白質ジストロフィー 210776 
 N040 ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群 88403 
 N119 慢性腎盂腎炎 62625 
 E038 Kocher-Debre-Semelaigne 症候群 59851 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠乏症 58175 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 47742.2 
 D70 遺伝性好中球減少症 43759 
 Q250 動脈管開存症 40892 
 I498 上室性不整脈 31012 
10～19 歳 C719 鞍上部 207028 
 D66 血友病Ａ 126464 
 J980 気管狭窄 64385 
 A811 亜急性硬化性全脳炎 64016 
 D696 周期性血小板減少症 49767 
 I493 期外収縮 43130 
 I38 慢性心内膜炎 38170 
 I456 ウオルフ・パーキンソン・ホワイト症候群 36823 
 E109 １型糖尿病 34439 
 E221 高プロラクチン血症 28441 
20～29 歳 D66 血友病Ａ 190348 
 D682 安定因子欠乏症 175933 
 N180 移植腎 140574 
 D471 骨髄増殖性疾患 140157 
 E162 特発性低血糖症 134973 
 I472 固有心室性調律 114414 
 D180 カサバッハ・メリット症候群 105670 
 I420 特発性拡張型心筋症 94051 
 D508 トランスフェリン欠乏症 86756 
 C383 縦隔 79169 
30～39 歳 Q273 体動静脈瘻 220620 
 E720 イミノ酸異常症 108419 
 I319 慢性心膜炎 106501 
 E271 アジソン病 86597 
 N151 腎周囲膿瘍 79645 
 M109 遺伝性若年性痛風 61348 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠乏症 60826 
 D66 血友病Ａ 54516 
 I455 洞房ブロック 54450 
 N251 抗利尿ホルモン不応症 53564 
40～49 歳 D690 紫斑病性腎炎 107521 
 K721 移植肝 91309 
 G712 筋細管性ミオパチー 84058 
 E222 抗利尿ホルモン分泌異常症 66434 
 D591 寒冷凝集素症 63213 
 E149 diabetes mellitus 60628 
 E271 アジソン病 60137 
 N251 抗利尿ホルモン不応症 57058 
 Q871 ヌーナン症候群 57010 
 F842 レット症候群 51739 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数の合計を対象患者数で除したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表１０－４：疾病小分類・性・年齢別受診者一人当たり点数の推移（10 歳未満で上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 N258 家族性若年性ネフロン癆 352356 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 
 E752 異染性白質ジストロフィー 299940 症例なし 症例なし 症例なし 21280 
 N040 ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群 88403 481 2254 877 8596 
 I514 慢性心筋炎 55294 1615 症例なし 3284 症例なし 
 Q213 ファロー四徴症 34050 538 5415 症例なし 症例なし 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠乏

症 
31929 症例なし 20660 26299 17374 

 I498 上室性不整脈 31012 症例なし 18257 1912 19357 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 28481 5224 症例なし 488 症例なし 
 D693 血小板減少性紫斑病 25700 1019 2172 832 1118 
 I509 慢性心不全 24192 4233.5 17775 20588 8917 
        
女 E752 異染性白質ジストロフィー 166194 症例なし 症例なし 1412 症例なし 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠

乏症 
110668 症例なし 症例なし 95353 17483 

 Q250 動脈管開存症 91298 症例なし 症例なし 10418 症例なし 
 E550 ビタミンＤ依存性くる病 64596 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 
 N119 慢性腎盂腎炎 62625 症例なし 494 症例なし 症例なし 
 E038 Kocher-Debre-Semelaigne 症候群 59851 症例なし 症例なし 症例なし 1962 
 D70 遺伝性好中球減少症 49125 2048 33090 41859 29467 
 Q212 完全型心内膜床欠損症 32043 320 症例なし 症例なし 症例なし 
 Q255 肺動脈閉鎖症 26443 7450 症例なし 症例なし 症例なし 
 Q503 卵巣形成不全 25152 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 
        
合計 N258 家族性若年性ネフロン癆 352356 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 
 E752 異染性白質ジストロフィー 210776 症例なし 症例なし 1412 21280 
 N040 ステロイド抵抗性ネフローゼ症候

群 
88403 1932 2212 877 8596 

 N119 慢性腎盂腎炎 62625 1240 494 症例なし 136 
 E038 Kocher-Debre-Semelaigne 症候群 59851 症例なし 症例なし 症例なし 1672 
 E880 アルファ１－アンチトリプシン欠

乏症 
58175 症例なし 20660 60826 17408 

 E550 ビタミンＤ依存性くる病 47742 5224 症例なし 488 症例なし 
 D70 遺伝性好中球減少症 43759 2048 22530 26099 19483 
 Q250 動脈管開存症 40892 症例なし 15204 10418 症例なし 
 I498 上室性不整脈 31012 755 10186 1072 14259 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数の合計を対象患者数で除したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表１０－５：疾病小分類・性・年齢別受診者一人当たり点数の推移（10～19 歳で上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 D66 血友病Ａ 358 126464 190348 54516 94055 
 I456 ウオルフ・パーキンソン・ホ

ワイト症候群 
症例なし 73259 2747 51635 13378 

 A811 亜急性硬化性全脳炎 症例なし 64016 79644 61685 症例なし 
 D696 周期性血小板減少症 1941 62166 885 1021 14387 
 D899 慢性ＧＶＨＤ 症例なし 50743 症例なし 症例なし 症例なし 
 Q851 結節性硬化症 1550 48701 4157 17603 22344 
 Q445 肝内胆管異形成症候群 症例なし 19386 症例なし 症例なし 症例なし 
 G404 ウェスト症候群 1886 15251 948 58876 52125 
 I219 心筋梗塞 3774 9334 2571 17082 4406 
 D690 紫斑病性腎炎 3112 8768 974 症例なし 107521 
        
女 C719 鞍上部 1802 207028 症例なし 1304 9459 
 J980 気管狭窄 症例なし 64385 65004 症例なし 37644 
 I493 期外収縮 2014 43130 19458 13419 8665 
 I38 慢性心内膜炎 520 38170 症例なし 965 7203 
 N189 慢性腎不全 7668 14664 31577 34305 37937 
 E232 下垂体性尿崩症 1702 15532 2577 1150 18858 
 E109 １型糖尿病 症例なし 34439 2245 1067 2388 
 E221 高プロラクチン血症 2104 28441 4263 6649 6584 
 D693 血小板減少性紫斑病 17220 14617 2313 1014 1411 
 E343 ソマトメジン不応症 2713 10222 2128 37953 症例なし 
        
合計 C719 鞍上部 1802 207028 症例なし 1304 9459 
 D66 血友病Ａ 358 126464 190348 54516 49410 
 J980 気管狭窄 症例なし 64385 65004 症例なし 37644 
 A811 亜急性硬化性全脳炎 症例なし 64016 61539 31256 症例なし 
 D696 周期性血小板減少症 7174 49767 1210 1187 11232 
 I493 期外収縮 2014 43130 19458 13419 8665 
 I38 慢性心内膜炎 520 38170 症例なし 965 7203 
 I456 ウオルフ・パーキンソン・ホ

ワイト症候群 
症例なし 36823 2747 51635 10147 

 E109 １型糖尿病 症例なし 34439 2245 1067 2388 
 E221 高プロラクチン血症 2104 28441 4263 6649 6584 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数の合計を対象患者数で除したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表１０－６：疾病小分類・性・年齢別受診者一人当たり点数の推移（20～29 歳で上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 D66 血友病Ａ 358 126464 190348 54516 94055 
 D682 安定因子欠乏症 症例なし 症例なし 175933 症例なし 症例なし 
 N180 移植腎 症例なし 症例なし 140574 症例なし 37869 
 D471 骨髄増殖性疾患 症例なし 症例なし 140157 症例なし 症例なし 
 I472 固有心室性調律 症例なし 症例なし 114414 症例なし 640 
 I420 特発性拡張型心筋症 4615 症例なし 94051 401 1402 
 G712 筋細管性ミオパチー 2278 1418 88743 症例なし 症例なし 
 D508 トランスフェリン欠乏症 症例なし 症例なし 86756 症例なし 症例なし 
 A811 亜急性硬化性全脳炎 症例なし 64016 79644 61685 症例なし 
 C383 縦隔 症例なし 症例なし 79169 症例なし 症例なし 
        
女 E162 特発性低血糖症 3502 1409 168403 1518 2292 
 N049 先天性ネフローゼ症候群 症例なし 15352 106795 5398 16974 
 D180 カサバッハ・メリット症候群 1500 248 105670 1979 2522 
 G473 先天性中枢性低換気症候群 294 16362 61044 10107 7368 
 E161 インスリノーマ 1539 800 56618 症例なし 747 
 Q871 ヌーナン症候群 1009 症例なし 54744 53291 症例なし 
 E744 ピルビン酸カルボキシラーゼ欠損

症 
症例なし 症例なし 43925 症例なし 症例なし 

 A811 亜急性硬化性全脳炎 症例なし 症例なし 43433 826 症例なし 
 E149 diabetesmellitus 症例なし 症例なし 37898 症例なし 26745 
 D70 遺伝性好中球減少症 49125 2048 33090 41859 29467 
        
合計 D66 血友病Ａ 358 126464 190348 54516 49410 
 D682 安定因子欠乏症 362 症例なし 175933 23569 4587 
 N180 移植腎 症例なし 症例なし 140574 症例なし 41843 
 D471 骨髄増殖性疾患 症例なし 症例なし 140157 症例なし 症例なし 
 E162 特発性低血糖症 3976 2209 134973 5184 5431 
 I472 固有心室性調律 症例なし 症例なし 114414 症例なし 640 
 D180 カサバッハ・メリット症候群 1331 248 105670 1479 5836 
 I420 特発性拡張型心筋症 4615 症例なし 94051 747 1550 
 D508 トランスフェリン欠乏症 症例なし 症例なし 86756 症例なし 3959 
 C383 縦隔 症例なし 症例なし 79169 症例なし 症例なし 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数の合計を対象患者数で除したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表１０－７：疾病小分類・性・年齢別受診者一人当たり点数の推移（30～39 歳で上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 Q273 体動静脈瘻 症例なし 症例なし 症例なし 220620 症例なし 
 E720 イミノ酸異常症 症例なし 症例なし 17387 108419 症例なし 
 E271 アジソン病 症例なし 症例なし 症例なし 86597 症例なし 
 A811 亜急性硬化性全脳炎 症例なし 64016 79644 61685 症例なし 
 G404 ウェスト症候群 1886 15251 948 58876 52125 
 D66 血友病Ａ 358 126464 190348 54516 94055 
 I455 洞房ブロック 症例なし 症例なし 症例なし 54450 症例なし 
 N251 抗利尿ホルモン不応症 症例なし 症例なし 症例なし 53564 57058 
 I456 ウオルフ・パーキンソン・ホワ

イト症候群 
症例なし 73259 2747 51635 13378 

 B24 エイズ 症例なし 症例なし 23631 41204 17588 
        
女 I319 慢性心膜炎 症例なし 症例なし 症例なし 106501 1077 
 E880 アルファ１－アンチトリプシ

ン欠乏症 
110668 症例なし 症例なし 95353 17483 

 N151 腎周囲膿瘍 症例なし 症例なし 症例なし 79645 6524 
 I071 三尖弁閉鎖不全 症例なし 1185 症例なし 72297 8199 
 M109 遺伝性若年性痛風 症例なし 症例なし 症例なし 61348 症例なし 
 Q871 ヌーナン症候群 1009 症例なし 54744 53291 症例なし 
 D70 遺伝性好中球減少症 49125 2048 33090 41859 29467 
 E833 遺伝性ビタミン D 抵抗性くる

病 
症例なし 症例なし 症例なし 35993 症例なし 

 B24 エイズ 症例なし 1493 766 35082 9993 
 N189 慢性腎不全 症例なし 41190 20845 32677 34631 
        
合計 Q273 体動静脈瘻 症例なし 症例なし 症例なし 220620 症例なし 
 E720 イミノ酸異常症 症例なし 症例なし 17387 108419 症例なし 
 I319 慢性心膜炎 症例なし 症例なし 症例なし 106501 1077 
 E271 アジソン病 817 症例なし 症例なし 86597 60137 
 N151 腎周囲膿瘍 563 症例なし 症例なし 79645 6524 
 M109 遺伝性若年性痛風 症例なし 症例なし 症例なし 61348 症例なし 
 E880 アルファ１－アンチトリプシ

ン欠乏症 
58175 症例なし 20660 60826 17408 

 D66 血友病Ａ 358 126464 190348 54516 49410 
 I455 洞房ブロック 症例なし 症例なし 症例なし 54450 症例なし 
 N251 抗利尿ホルモン不応症 症例なし 症例なし 症例なし 53564 57058 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数の合計を対象患者数で除したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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表１０－８：疾病小分類・性・年齢別受診者一人当たり点数の推移（40～49 歳で上位 10 位以内の疾患） 
 ICD10 疾患名 10 未満 10 代 20 代 30 代 40 代 
男 D591 寒冷凝集素症 症例なし 症例なし 1133 症例なし 112562 
 D690 紫斑病性腎炎 3112 8768 974 症例なし 17521 
 D66 血友病Ａ 358 126464 190348 54516 94055 
 K721 移植肝 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 91309 
 E149 diabetesmellitus 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 77569 
 E222 抗利尿ホルモン分泌異常症 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 66433 
 N251 抗利尿ホルモン不応症 症例なし 症例なし 症例なし 53564 57058 
 Q871 ヌーナン症候群 症例なし 1207 症例なし 1656 57010 
 G404 ウェスト症候群 1886 15251 948 58876 52125 
 C64 腎臓 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 47536 
        
女 G712 筋細管性ミオパチー 429 症例なし 28186 2359 84058 
 E271 アジソン病 817 症例なし 症例なし 症例なし 60137 
 N18 移植腎 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 52440 
 F842 レット症候群 症例なし 症例なし 25966 症例なし 51739 
 E249 クッシング症候群 症例なし 症例なし 1302 2962 37159 
 N189 慢性腎不全 症例なし 41190 2845 32677 34631 
 E209 先天性副甲状腺欠損症 症例なし 1032 1442 症例なし 33977 
 E220 下垂体性巨人症 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 32254 
 Q851 結節性硬化症 症例なし 388 878 症例なし 31211 
 Q210 右室二腔症 1301 1540 5099 1158 30092 
        
合計 D69 紫斑病性腎炎 5285 5097 1003 症例なし 17521 
 K721 移植肝 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 91309 
 G712 筋細管性ミオパチー 1354 1418 58465 23590 84058 
 E222 抗利尿ホルモン分泌異常症 症例なし 症例なし 症例なし 症例なし 66434 
 D591 寒冷凝集素症 症例なし 症例なし 1054 症例なし 63213 
 E149 diabetesmellitus 症例なし 症例なし 37898 症例なし 60628 
 E271 アジソン病 817 症例なし 症例なし 86597 60137 
 N251 抗利尿ホルモン不応症 症例なし 症例なし 症例なし 53564 57058 
 Q871 ヌーナン症候群 1009. 1207 54744 36079 57010 
 F842 レット症候群 症例なし 症例なし 25966 症例なし 51739 
（注１）年齢別の対象疾患患者の診療報酬点数の合計を対象患者数で除したもの。 
（注２）医療費 10 割の金額であり、実際に患者が支払う医療費とは異なる。 
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平成 23年度厚生労働科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業） 分担研究報告書 

「小児慢性特定疾患のキャリーオーバー患者の実態とニーズに関する研究(H23-次世代－指定-007)」 

 

キャリーオーバー患者の医療費負担把握のためのレセプト情報の活用と 

小児慢性特定疾患助成の対象外となる直前の医療費の状況 

分担研究者 西連地 利己 （獨協医科大学公衆衛生学講座） 
 

研究要旨：小児慢性特定疾患（小慢）治療研究事業は、当該慢性疾患にかかっている児童等の健全な育成

を図るための制度である。このため、給付の対象は原則 18 歳未満（引き続き治療が必要な場合には、20 歳

未満）となっている。一方で、年齢が規定を超えたことによって当該制度の対象から外れた患者（キャリーオ

ーバー患者）にどの程度の医療費の自己負担が発生しているのかは明らかになっていない。キャリーオーバ

ー患者の自己負担の状況について推定するためのレセプト情報の活用について考察するとともに、小慢助

成の対象外となる直前の患者の当該事業の給付データを分析する。 

 医療制度改革により、平成 20年 4月から高齢者の医療の確保に関する法律が施行され、医療費適正化計

画の作成、実施及び評価に資するため、データベースを構築することとなった。このデータは、医療費適正

化計画の作成以外にも、研究者等が医療サービスの質の向上に資するエビデンスを得るための分析に利用

できることになった。そこで、本研究班では、当該レセプト情報の利用申請を行った。しかし、希少疾患のレセ

プト情報は個人が特定される恐れがあるなどとして、承認されなかった。 

 そのため、キャリーオーバー患者の医療費負担の状況を推察する参考にするために、昨年度の「小児慢性

特定疾患の登録・管理・解析・情報提供に関する研究」（松井班）において収集した小児慢性特定疾患治療

研究事業の給付データを再分析した。その結果、「1 から 49 までに掲げるもののほか、特定の欠損（活性異

常）酵素名を冠したすべての疾患」、「第Ⅸ因子欠乏症（血友病Ｂ）」、「遺伝性腎炎」および「成長ホルモン分

泌不全性低身長症」で、１人月あたりの自己負担額（小児慢性特定疾患治療研究事業での給付額と自己負

担額を合算した金額）の中央値が５万円を超えていた。ただし、サンプルサイズが小さいために、結果の解釈

には慎重を要する。 
 
見出し語：小児慢性特定疾患、キャリーオーバー、医療費負担 
 

 

A．はじめに 

 児童福祉法に基づく小慢事業は、当該慢性

疾患にかかっていることにより長期にわたり療養

を必要とする児童等の健全な育成を図るため、

当該疾患の治療方法に関する研究等に資す

る医療の給付を行う制度である。このため、給

付の対象は原則 18 歳未満（引き続き治療が必

要な場合には、20 歳未満）となっている。一方

で、年齢が規定を超えたことによって当該制度

の対象から外れた患者（キャリーオーバー患

者）にどの程度の医療費の自己負担が発生し

ているのかは明らかになっていない。 
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 近年、ほとんどのレセプト情報が電子化されて

きている。このレセプト情報は、キャリーオーバ

ー患者の自己負担を把握するうえで、重要な

情報となりうる。 

 本研究では、キャリーオーバー患者の自己費

負担の実態を明らかにするための、レセプト情

報の活用について考察する。 

 

B．レセプト情報の活用について 

 医療制度改革により、平成 20 年 4 月から高

齢者の医療の確保に関する法律が施行された。

この法律の中で、医療費適正化計画の作成、

実施及び評価に資するため、データベースを

構築することとなっており、その一環として、電

子化されたレセプト情報を平成 21 年 4 月診療

分から厚生労働省が収集することになった。 

 平成 20 年 2 月に取りまとめられた「医療サー

ビスの質の向上等のためのレセプト情報等の活

用に関する検討会」の報告に基づいて、厚労

省に収集されたレセプト情報は、医療費適正

化計画の作成以外にも、研究者等が医療サー

ビスの質の向上に資するエビデンスを得るため

の分析に利用できることになった。その際、「レ

セプト情報等の提供に関する有識者会議」が

利用申請の内容を個別に審査する制度が設け

られ、平成 23 年度に試行的に利用申請の受

付と審査が行われている。 

 レセプト情報について、疾患名・年齢階級別

に受診者の人数、医療費（特に自己負担額）、

実診療日数、件数を集計し、小児慢性特定疾

患の患者が公費負担対象外になったとき（20

歳以上）、小児慢性特定疾患でない疾病の患

者に比べて、どの程度自己負担が増えるのか

を疾患別に明らかにすることが必要である。 

 レセプト分析の３大要素は、点数、日数およ

び件数である。よって、これらの年齢による変化

が、小児慢性特定疾患治療研究事業の対象

疾患とそれ以外の疾患でどのように異なるかを

明らかにすることも重要である。そのための集計

表様式のサンプルを図１～図３に示す。 

 本年度、上述の考えをもとに、厚労省が収集

したレセプト情報の利用申請を行った。しかしな

がら、初年度の試行段階での審査ということも

あり、希少疾患のレセプト情報は、疾患名等か

ら個人が特定できてしまう恐れがあるなどとして、

今回は承認されなかった。 

 

C．小慢助成の対象外となる直前の医療費の

状況  

(1) データリソース 

 キャリーオーバー直前の医療費の状況を明ら

かにすることは、20 歳以降の自己負担の状況

を考察する参考になると思われる。 

 そこで、昨年度に「小児慢性特定疾患の登

録・管理・解析・情報提供に関する研究」班（松

井班）が収集した小児慢性特定疾患治療研究

事業の給付データを、松井班の許可を得て再

分析した。 

 松井班では、協力が得られた自治体（４県４

市）について 2009 年 11 月から 2010 年３月の

小児慢性特定疾患治療研究事業の連名簿に

よる給付データを収集した。対象は、入院・入

院外・調剤とした。データは連結不可能匿名化

されていた。なお、小慢事業に係る高額療養費

の自己負担額は従来、一律に一般所得区分

が適用されていたが、2009 年 5 月から所得区

分別の適用に変更となったため、移行が完了し

たと思われる 11 月以降のデータを分析の対象

とした。 
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(2) 分析方法  

 19 歳時点の自己負担額を把握するため、対

象データの中から 19 歳のデータのみを抽出し、

医科（入院および入院外）および調剤の合計の

自己負担額を人月単位に合計した。「人月」と

は、延べの月数であり、２人が１カ月ずつ受療し

た場合に２人月となり、１人が２カ月受療した場

合も２人月となる。さらに、その自己負担額を小

慢対象疾患を定める告示の疾患名別に集計し、

平均値、標準偏差、25 パーセンタイル値、中央

値、75 パーセンタイル値を算出した。 

 また、加齢に伴って自己負担額が増える方向

にあるのか減る方向にあるのかを推定するため、

対象データから 10 歳～19 歳のデータを抽出し

て、年齢別の対象人月数および自己負担額を

算出した。 

 

(3) 19 歳の医療費の状況  

 データの中から、19 歳のみ(388 人月 )を対象

として、小児慢性特定疾患治療研究事業での

給付額と自己負担額を合算した金額を集計し

た結果を表 1 に示す。この金額は、小児慢性

特定疾患治療研究事業による給付が無かった

場合の「医療保険制度における自己負担額」

を示している。なお、一部に、高額療養費制度

の適用がなされていないと推定されるデータも

あったため、小児慢性特定疾患治療研究事業

での給付額と自己負担額を合算した金額が一

月に 80,100 円を超えている場合には、一般の

高額療養費が適応されたとして再計算した金

額により集計した結果を表 2 に示す。 

 中央値が最も大きかった告示病名は、「1 から

49 までに掲げるもののほか、特定の欠損（活性

異常）酵素名を冠したすべての疾患」であった。

そして、「第Ⅸ因子欠乏症（血友病Ｂ）」が２位、

「遺伝性腎炎」が３位、「成長ホルモン分泌不

全性低身長症」が４位となっており、４位までの

疾患は中央値が５万円を超えていた。 

 

(4) 10 歳～19 歳の対象人月の状況  

 10 歳～19 歳 (6,781 人月 )の年齢別対象人月

の状況を表３に示す。全体的に観察人月が比

較的小さく、年齢別の分析にあたっては、結果

の解釈に注意が必要であることを示している。 

 なお、19 歳の中央値が高かった４つの疾患に

着目してみると、「1 から 49 までに掲げるものの

ほか、特定の欠損（活性異常）酵素名を冠した

すべての疾患」は年齢とともに人月が減少する

傾向、「第Ⅸ因子欠乏症（血友病Ｂ）」はほぼ一

定、「遺伝性腎炎」は 14 歳以降でほぼ一定、

「成長ホルモン分泌不全性低身長症」は、減少

傾向であった。 

 

(5) 10 歳～19 歳の年齢別自己負担額の状況  

 10 歳～19 歳 (6,781 人月 )の年齢別自己負担

額の状況を表４に示す。19 歳の中央値が高か

った４つの疾患に着目してみると、「1 から 49 ま

でに掲げるもののほか、特定の欠損（活性異

常）酵素名を冠したすべての疾患」は年齢ととも

に金額が上昇する傾向、「第Ⅸ因子欠乏症（血

友病Ｂ）」はほぼ一定、「遺伝性腎炎」は 19 歳

で急激に高く、「成長ホルモン分泌不全性低身

長症」は低下傾向であった。 

 

F. 結論  

 希少疾患のレセプト情報の利用は個人が特

定できてしまう恐れがあるという理由により、承

認されなかった。 

 そこで、キャリーオーバー直前の小児慢性特

定疾患治療研究事業の給付データを分析した。

- 136 -



その結果、小児慢性特定疾患治療研究事業

による給付が無かった場合には、自己負担は

月に数万円を超える場合があることがあり、５万

円を超える疾患もあることが明らかになった。 

 しかし、医療費は疾患や病状などにより大きく

左右されるため、４県４市のデータではサンプル

サイズが小さくなり、集計結果の解釈には注意

を要する。また、19 歳までのデータで 20 歳以上

の自己負担を推計すること自体の妥当性にも

限界があると思われる。 

 キャリーオーバー患者における自己負担の実

態について明らかにするためには、全国規模で、

キャリーオーバー直前の疾患別患者数を調査

するとともに、サンプル調査により、患者本人の

同意を得て、キャリーオーバー前後数年間の追

跡調査を行うことが必要かもしれない。 

 

G. 健康危険情報  

なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況  

なし 
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担

 
最

小
値

 
 

 
 

 
 

 
 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

値
 

 
 

 
 

 
 

 

第
３

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

最
大

値
 

 
 

 
 

 
 

 

平
均

値
 

 
 

 
 

 
 

 

標
準

偏
差

 
 

 
 

 
 

 
 

本
人

負
担

 
最

小
値

 
 

 
 

 
 

 
 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

値
 

 
 

 
 

 
 

 

第
３

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

最
大

値
 

 
 

 
 

 
 

 

平
均

値
 

 
 

 
 

 
 

 

標
準

偏
差

 
 

 
 

 
 

 
 

○
○

病
 

総
額

 
最

小
値

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

 図
１

 
入

院
・
入

院
外

別
費

用
区

分
別

に
見

た
医

療
費

集
計

表
の

例
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 傷
病

名
 

入
院

・
入

院
外

区
分

 

統
計

量
 

0
～

4
歳

 
5
歳

～
9
歳

 
 

○
歳

～
○

歳
 

（
別

紙
１

参
照

）
 

○
歳

～
○

歳
 

（
別

紙
１

参
照

）
 

0
歳

～
1
9
歳

 
（

再
掲

）
 

2
0
歳

～
3
9
歳

 
（

再
掲

）
 

人 数
 

１
人

当

た
り

の
日

数
 

人 数
 

１
人

当
た

り

の
日

数
 

 
人 数

 

１
人

当
た

り

の
日

数
 

人 数
 

１
人

当
た

り

の
日

数
 

人 数
 

１
人

当
た

り

の
日

数
 

人 数
 

１
人

当
た

り
の

日
数

 

○
○

病
 

合
計

 
最

小
値

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

値
 

 
 

 
 

 
 

 

第
３

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

最
大

値
 

 
 

 
 

 
 

 

平
均

値
 

 
 

 
 

 
 

 

標
準

偏
差

 
 

 
 

 
 

 
 

入
院

 
最

小
値

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

値
 

 
 

 
 

 
 

 

第
３

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

最
大

値
 

 
 

 
 

 
 

 

平
均

値
 

 
 

 
 

 
 

 

標
準

偏
差

 
 

 
 

 
 

 
 

入
院

外
 

最
小

値
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

値
 

 
 

 
 

 
 

 

第
３

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

最
大

値
 

 
 

 
 

 
 

 

平
均

値
 

 
 

 
 

 
 

 

標
準

偏
差

 
 

 
 

 
 

 
 

調
剤

 
最

小
値

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

値
 

 
 

 
 

 
 

 

第
３

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

最
大

値
 

 
 

 
 

 
 

 

平
均

値
 

 
 

 
 

 
 

 

標
準

偏
差

 
 

 
 

 
 

 
 

○
○

病
 

合
計

 
最

小
値

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

 図
２

 
入

院
・
入

院
外

別
に

み
た
診

療
日

数
集

計
の

例
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 傷
病

名
 

入 院
・

入
院

外
区

分
 

統
計

量
 

0
～

4
歳

 
5
歳

～
9
歳

 
 

○
歳

～
○

歳
 

（
別

紙
１

参
照

）
 

○
歳

～
○

歳
 

（
別

紙
１

参
照

）
 

0
歳

～
1
9
歳

 
（

再
掲

）
 

2
0
歳

～
3
9
歳

 
（

再
掲

）
 

人 数
 

１
人

当

た
り

の
件

数
 

人 数
 

１
人

当
た

り

の
件

数
 

 
人 数

 

１
人

当
た

り

の
件

数
 

人 数
 

１
人

当
た

り

の
件

数
 

人 数
 

１
人

当
た

り

の
件

数
 

人 数
 

１
人

当
た

り
の

件
数

 

○
○

病
 

合
計

 
最

小
値

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

値
 

 
 

 
 

 
 

 

第
３

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

最
大

値
 

 
 

 
 

 
 

 

平
均

値
 

 
 

 
 

 
 

 

標
準

偏
差

 
 

 
 

 
 

 
 

入
院

 
最

小
値

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

値
 

 
 

 
 

 
 

 

第
３

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

最
大

値
 

 
 

 
 

 
 

 

平
均

値
 

 
 

 
 

 
 

 

標
準

偏
差

 
 

 
 

 
 

 
 

入
院

外
 

最
小

値
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

値
 

 
 

 
 

 
 

 

第
３

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

最
大

値
 

 
 

 
 

 
 

 

平
均

値
 

 
 

 
 

 
 

 

標
準

偏
差

 
 

 
 

 
 

 
 

調
剤

 
最

小
値

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

値
 

 
 

 
 

 
 

 

第
３

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

最
大

値
 

 
 

 
 

 
 

 

平
均

値
 

 
 

 
 

 
 

 

標
準

偏
差

 
 

 
 

 
 

 
 

○
○

病
 

合
計

 
最

小
値

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

○ 人
 

 
○ 人

 
 

第
１

四
分

位
 

 
 

 
 

 
 

 

 図
３

 
入

院
・
入

院
外

別
に

み
た
請

求
件

数
集

計
の

例
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表
１

 
19

歳
に

お
け
る
告

示
疾

患
別

一
人

一
カ
月

当
た
り
の

「
保

険
診

療
に

よ
る
自

己
負

担
額

※
」
の

記
述

統
計

量
（
円

）
 

公
費

・
本

人
合

計
額

（
入

院
・
外

来
・
調

剤
）
 

人
月

 
平

均
値

 
標

準
偏

差
 

2
5
%
値

 
中

央
値

 
7
5
%
値

 

悪
性

新
生

物
 

54
 

33
,9

73
  

41
,1

48
  

3,
95

4 
 

23
,5

14
  

38
,6

01
  

 
 

悪
性

リ
ン

パ
腫

 
4 

 
25

,1
21

  
9,

36
6 

 
18

,7
41

  
28

,6
11

  
31

,5
00

  
 

 
脳

室
上

衣
腫

 
4 

 
36

,2
00

  
1,

60
1 

 
35

,4
00

  
35

,4
00

  
37

,0
01

  
 

 
白

血
病

 
32

  
35

,9
06

  
38

,3
24

  
3,

87
2 

 
23

,5
14

  
50

,8
55

  
 

 
未

分
化

胚
細

胞
腫

（
卵

巣
精

上
皮

腫
）

 
5 

 
18

,9
83

  
13

,8
19

  
9,

10
5 

 
20

,1
81

  
31

,9
62

  
 

 
1
か

ら
54

ま
で

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、
悪

性
腫

瘍

で
あ

る
旨

を
明

示
す

る
す

べ
て

の
疾

患
名

 
9 

 
38

,3
74

  
71

,9
57

  
3,

11
7 

 
16

,0
53

  
19

,5
03

  
慢

性
腎

疾
患

 
92

  
15

,5
19

  
20

,6
05

  
4,

09
7 

 
8,

09
4 

 
15

,4
19

  
 

 
遺

伝
性

腎
炎

 
3 

 
68

,6
37

  
0 

 
68

,6
37

  
68

,6
37

  
68

,6
37

  
 

 
紫

斑
病

性
腎

炎
 

7 
 

7,
18

3 
 

8,
73

4 
 

1,
59

6 
 

4,
24

2 
 

8,
07

3 
 

 
 

巣
状

糸
球

体
硬

化
症

 
13

  
19

,9
98

  
26

,2
31

  
7,

25
1 

 
12

,4
53

  
15

,4
65

  
 

 
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候

群
 

25
  

20
,9

31
  

20
,3

84
  

9,
43

5 
 

14
,2

59
  

29
,1

39
  

 
 

慢
性

増
殖

性
糸

球
体

腎
炎

 
2 

 
3,

19
1 

 
54

5 
 

2,
80

5 
 

3,
19

1 
 

3,
57

6 
 

 
 

慢
性

膜
性

糸
球

体
腎

炎
 

3 
 

1,
41

1 
 

14
7 

 
1,

32
6 

 
1,

32
6 

 
1,

58
1 

 
 

 
Ig

A
腎

症
 

34
  

9,
80

7 
 

15
,3

46
  

3,
08

1 
 

5,
80

5 
 

8,
02

8 
 

 
 

尿
路

閉
塞

性
腎

機
能

障
害

 
5 

 
8,

85
9 

 
15

9 
 

8,
73

9 
 

8,
82

3 
 

8,
97

6 
 

慢
性

心
疾

患
 

11
  

16
,2

84
  

12
,4

17
  

3,
49

5 
 

17
,9

79
  

28
,2

27
  

 
 

ウ
ォ

ル
フ

･
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
･
ホ

ワ
イ

ト

（
W

ol
ff

-P
ar

ki
n

so
n-

W
hi

te
，

W
P

W
）

症
候

群
 

1 
 

96
6 

 
－

 
96

6 
 

96
6 

 
96

6 
 

 
 

Ｑ
Ｔ

延
長

症
候

群
 

1 
 

3,
18

6 
 

－
 

3,
18

6 
 

3,
18

6 
 

3,
18

6 
 

 
 

心
内

膜
床

欠
損

症
（

一
次

口
欠

損
症

､
共

通
房

室
弁

口

症
）

 
4 

 
15

,6
12

  
13

,8
50

  
3,

64
7 

 
15

,1
08

  
27

,5
78

  
 

 
フ

ァ
ロ

ー
（

F
al

lo
t）

四
徴

症
 

1 
 

10
,9

00
  

－
 

10
,9

00
  

10
,9

00
  

10
,9

00
  

 
 

慢
性

心
不

全
（

慢
性

肺
性

心
を

含
む

。
）

 
2 

 
18

,9
26

  
1,

33
9 

 
17

,9
79

  
18

,9
26

  
19

,8
72

  
 

 
無

脾
症

候
群

 
2 

 
31

,8
86

  
5,

17
4 

 
28

,2
27

  
31

,8
86

  
35

,5
44

  
内

分
泌

疾
患

 
72

  
16

,7
20

  
23

,7
59

  
1,

13
3 

 
4,

97
7 

 
27

,5
40

  
 

 
異

所
性

甲
状

腺
刺

激
ホ

ル
モ

ン
（

T
S

H
）

産
生

腫
瘍

 
1 

 
1,

06
8 

 
－

 
1,

06
8 

 
1,

06
8 

 
1,

06
8 

 
 

 
下

垂
体

機
能

低
下

症
 

13
  

32
,0

17
  

21
,9

56
  

19
,1

94
  

28
,2

27
  

45
,5

64
  

 
 

ク
ッ

シ
ン

グ
（

C
u

sh
in

g）
病

 
1 

 
19

,8
12

  
－

 
19

,8
12

  
19

,8
12

  
19

,8
12

  
 

 
成

長
ホ

ル
モ

ン
分

泌
不

全
性

低
身

長
症

 
4 

 
58

,7
24

  
25

,5
51

  
36

,7
44

  
60

,5
31

  
80

,7
03

  
 

 
中

枢
性

尿
崩

症
（

下
垂

体
性

（
真

性
）

尿
崩

症
）

 
5 

 
21

,4
14

  
9,

27
2 

 
12

,3
30

  
26

,8
53

  
26

,8
53

  
 

 
副

腎
皮

質
刺

激
ホ

ル
モ

ン
(A

C
T

H
)欠

乏
（

欠
損

）
症

 
3 

 
2,

12
0 

 
2,

73
0 

 
21

0 
 

90
3 

 
5,

24
7 

 
 

 
ク

レ
チ

ン
症

 
8 

 
2,

07
7 

 
1,

88
3 

 
95

0 
 

1,
09

7 
 

3,
04

8 
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公
費

・
本

人
合

計
額

（
入

院
・
外

来
・
調

剤
）
 

人
月

 
平

均
値

 
標

準
偏

差
 

2
5
%
値

 
中

央
値

 
7
5
%
値

 

 
 

甲
状

腺
機

能
亢

進
症

（
バ

セ
ド

ウ
（

B
as

ed
ow

）
病

）
 

18
  

4,
88

9 
 

9,
40

6 
 

75
3 

 
2,

89
4 

 
4,

79
4 

 
 

 
甲

状
腺

機
能

低
下

症
 

6 
 

3,
00

4 
 

1,
38

5 
 

1,
39

2 
 

3,
64

2 
 

3,
72

6 
 

 
 

タ
ー

ナ
ー

（
Tu

rn
er

）
症

候
群

 
5 

 
1,

85
1 

 
2,

34
1 

 
77

7 
 

83
1 

 
83

1 
 

 
 

プ
ラ

ダ
ー

･
ウ

ィ
リ

（
P

ra
de

r-
W

il
li
）

症
候

群
 

5 
 

52
,8

62
  

38
,9

04
  

34
,4

04
  

37
,3

41
  

39
,2

13
  

 
 

先
天

性
副

腎
皮

質
過

形
成

 
3 

 
7,

40
7 

 
0 

 
7,

40
7 

 
7,

40
7 

 
7,

40
7 

 
膠

原
病

 
13

  
19

,6
56

  
17

,9
82

  
7,

17
9 

 
10

,8
90

  
43

,9
29

  
 

 
若

年
性

関
節

リ
ウ

マ
チ

 
13

  
19

,6
56

  
17

,9
82

  
7,

17
9 

 
10

,8
90

  
43

,9
29

  
糖

尿
病

 
11

0 
 

16
,0

51
  

13
,2

55
  

9,
32

4 
 

14
,5

71
  

17
,9

73
  

 
 

１
型

糖
尿

病
（

若
年

型
糖

尿
病

）
 

86
  

17
,9

46
  

14
,0

68
  

12
,7

47
  

15
,3

12
  

19
,0

80
  

 
 

２
型

糖
尿

病
（

成
人

型
糖

尿
病

）
 

24
  

9,
26

2 
 

6,
30

1 
 

5,
66

1 
 

6,
82

1 
 

10
,1

58
  

先
天

性
代

謝
異

常
 

15
  

42
,9

85
  

46
,9

26
  

4,
56

6 
 

11
,7

60
  

97
,1

61
  

 
 

軟
骨

無
形

成
症

（
軟

骨
異

栄
養

症
）

 
4 

 
42

,5
05

  
33

,0
78

  
21

,4
56

  
42

,7
80

  
63

,5
54

  
 

 
家

族
性

高
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
症

 
1 

 
1,

04
1 

 
－

 
1,

04
1 

 
1,

04
1 

 
1,

04
1 

 
 

 
遺

伝
性

ビ
タ

ミ
ン

Ｄ
抵

抗
性

く
る

病
（

家
族

性
低

燐

酸
血

症
）

 
3 

 
4,

55
6 

 
2,

76
3 

 
1,

78
8 

 
4,

56
6 

 
7,

31
4 

 
 

 
ウ

イ
ル

ソ
ン

（
W

il
so

n）
病

（
セ

ル
ロ

プ
ラ

ス
ミ

ン

欠
乏

症
）

 
2 

 
8,

62
2 

 
4,

43
8 

 
5,

48
4 

 
8,

62
2 

 
11

,7
60

  
 

 
1
か

ら
49

ま
で

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、
特

定
の

欠

損
（

活
性

異
常

）
酵

素
名

を
冠

し
た

す
べ

て
の

疾
患

 
5 

 
88

,5
60

  
46

,2
97

  
97

,1
61

  
98

,9
56

  
11

8,
04

8 
 

血
友

病
等

血
液

・
免

疫
疾

患
 

8 
 

50
,7

53
  

76
,6

66
  

5,
48

0 
 

10
,6

02
  

74
,8

56
  

 
 

第
Ⅷ

因
子

欠
乏

症
（

血
友

病
Ａ

）
 

5 
 

6,
47

5 
 

5,
40

5 
 

96
0 

 
10

,0
00

  
10

,0
00

  
 

 
第

Ⅸ
因

子
欠

乏
症

（
血

友
病

Ｂ
）

 
3 

 
12

4,
54

9 
 

86
,2

74
  

68
,9

55
  

80
,7

56
  

22
3,

93
6 

 
神

経
・

筋
疾

患
 

1 
 

1,
10

7 
 

－
 

1,
10

7 
 

1,
10

7 
 

1,
10

7 
 

 
 

ミ
ト

コ
ン

ド
リ

ア
脳

筋
症

（
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

・
ミ

オ
パ

チ
ー

）
 

1 
 

1,
10

7 
 

－
 

1,
10

7 
 

1,
10

7 
 

1,
10

7 
 

慢
性

消
化

器
疾

患
 

12
  

25
,5

47
  

24
,8

92
  

4,
24

8 
 

18
,3

96
  

30
,1

67
  

 
 

胆
道

閉
鎖

症
（

先
天

性
胆

道
閉

鎖
症

）
 

12
  

25
,5

47
  

24
,8

92
  

4,
24

8 
 

18
,3

96
  

30
,1

67
  

※
小

慢
事

業
に

よ
り
給

付
さ
れ

た
金

額
と
同

制
度

に
よ
り
自

己
負

担
額

と
さ
れ

た
金

額
の

合
計

 
※

観
察

さ
れ

た
人

月
が

小
さ
い

た
め

、
結

果
の

解
釈

に
慎

重
を
要

す
る
。
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表
２

 
80

,1
00

円
以

上
の

金
額

の
全

て
に

一
般

高
額

医
療

費
が

適
用

さ
れ

て
い

る
と
見

な
し
た
場

合
の

19
歳

に
お

け
る
告

示
疾

患
別

一
人

一
受

療
月

当
た
り
の

「
保

険
診

療
に

よ
る
自

己
負

担
額

※
」
の

記
述

統
計

量
（
円

）
 

公
費

・
本

人
合

計
額

（
入

院
・
外

来
・
調

剤
）
 

人
月

 
平

均
値

 
標

準
偏

差
 

2
5
%
値

 
中

央
値

 
7
5
%
値

 

悪
性

新
生

物
 

54
  

30
,9

97
  

31
,1

92
  

3,
95

4 
 

23
,5

14
  

38
,6

01
  

 
 

悪
性

リ
ン

パ
腫

 
4 

 
25

,1
21

  
9,

36
6 

 
18

,7
41

  
28

,6
11

  
31

,5
00

  
 

 
脳

室
上

衣
腫

 
4 

 
36

,2
00

  
1,

60
1 

 
35

,4
00

  
35

,4
00

  
37

,0
01

  
 

 
白

血
病

 
32

  
35

,0
52

  
36

,4
11

  
3,

87
2 

 
23

,5
14

  
50

,8
55

  
 

 
未

分
化

胚
細

胞
腫

（
卵

巣
精

上
皮

腫
）

 
5 

 
18

,9
83

  
13

,8
19

  
9,

10
5 

 
20

,1
81

  
31

,9
62

  
 

 
1
か

ら
54

ま
で

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、
悪

性
腫

瘍

で
あ

る
旨

を
明

示
す

る
す

べ
て

の
疾

患
名

 
9 

 
23

,5
52

  
30

,4
98

  
3,

11
7 

 
16

,0
53

  
19

,5
03

  
慢

性
腎

疾
患

 
92

  
15

,5
07

  
20

,5
66

  
4,

09
7 

 
8,

09
4 

 
15

,4
19

  
 

 
遺

伝
性

腎
炎

 
3 

 
68

,6
37

  
0 

 
68

,6
37

  
68

,6
37

  
68

,6
37

  
 

 
紫

斑
病

性
腎

炎
 

7 
 

7,
18

3 
 

8,
73

4 
 

1,
59

6 
 

4,
24

2 
 

8,
07

3 
 

 
 

巣
状

糸
球

体
硬

化
症

 
13

  
19

,9
98

  
26

,2
31

  
7,

25
1 

 
12

,4
53

  
15

,4
65

  
 

 
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候

群
 

25
  

20
,8

87
  

20
,2

48
  

9,
43

5 
 

14
,2

59
  

29
,1

39
  

 
 

慢
性

増
殖

性
糸

球
体

腎
炎

 
2 

 
3,

19
1 

 
54

5 
 

2,
80

5 
 

3,
19

1 
 

3,
57

6 
 

 
 

慢
性

膜
性

糸
球

体
腎

炎
 

3 
 

1,
41

1 
 

14
7 

 
1,

32
6 

 
1,

32
6 

 
1,

58
1 

 
 

 
Ig

A
腎

症
 

34
  

9,
80

7 
 

15
,3

46
  

3,
08

1 
 

5,
80

5 
 

8,
02

8 
 

 
 

尿
路

閉
塞

性
腎

機
能

障
害

 
5 

 
8,

85
9 

 
15

9 
 

8,
73

9 
 

8,
82

3 
 

8,
97

6 
 

慢
性

心
疾

患
 

11
  

16
,2

84
  

12
,4

17
  

3,
49

5 
 

17
,9

79
  

28
,2

27
  

 
 

ウ
ォ

ル
フ

･
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
･
ホ

ワ
イ

ト

（
W

ol
ff

-P
ar

ki
n

so
n-

W
hi

te
，

W
P

W
）

症
候

群
 

1 
 

96
6 

 
－

 
96

6 
 

96
6 

 
96

6 
 

 
 

Ｑ
Ｔ

延
長

症
候

群
 

1 
 

3,
18

6 
 

－
 

3,
18

6 
 

3,
18

6 
 

3,
18

6 
 

 
 

心
内

膜
床

欠
損

症
（

一
次

口
欠

損
症

､
共

通
房

室
弁

口

症
）

 
4 

 
15

,6
12

  
13

,8
50

  
3,

64
7 

 
15

,1
08

  
27

,5
78

  
 

 
フ

ァ
ロ

ー
（

F
al

lo
t）

四
徴

症
 

1 
 

10
,9

00
  

－
 

10
,9

00
  

10
,9

00
  

10
,9

00
  

 
 

慢
性

心
不

全
（

慢
性

肺
性

心
を

含
む

。
）

 
2 

 
18

,9
26

  
1,

33
9 

 
17

,9
79

  
18

,9
26

  
19

,8
72

  
 

 
無

脾
症

候
群

 
2 

 
31

,8
86

  
5,

17
4 

 
28

,2
27

  
31

,8
86

  
35

,5
44

  
内

分
泌

疾
患

 
72

  
16

,3
25

  
22

,1
67

  
1,

13
3 

 
4,

97
7 

 
27

,5
40

  
 

 
異

所
性

甲
状

腺
刺

激
ホ

ル
モ

ン
（

T
S

H
）

産
生

腫
瘍

 
1 

 
1,

06
8 

 
－

 
1,

06
8 

 
1,

06
8 

 
1,

06
8 

 
 

 
下

垂
体

機
能

低
下

症
 

13
  

31
,9

84
  

21
,8

77
  

19
,1

94
  

28
,2

27
  

45
,5

64
  

 
 

ク
ッ

シ
ン

グ
（

C
u

sh
in

g）
病

 
1 

 
19

,8
12

  
－

 
19

,8
12

  
19

,8
12

  
19

,8
12

  
 

 
成

長
ホ

ル
モ

ン
分

泌
不

全
性

低
身

長
症

 
4 

 
58

,7
23

  
25

,5
51

  
36

,7
44

  
60

,5
31

  
80

,7
03

  
 

 
中

枢
性

尿
崩

症
（

下
垂

体
性

（
真

性
）

尿
崩

症
）

 
5 

 
21

,4
14

  
9,

27
2 

 
12

,3
30

  
26

,8
53

  
26

,8
53

  
 

 
副

腎
皮

質
刺

激
ホ

ル
モ

ン
(A

C
T

H
)欠

乏
（

欠
損

）
症

 
3 

 
2,

12
0 

 
2,

73
0 

 
21

0 
 

90
3 

 
5,

24
7 
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公
費

・
本

人
合

計
額

（
入

院
・
外

来
・
調

剤
）
 

人
月

 
平

均
値

 
標

準
偏

差
 

2
5
%
値

 
中

央
値

 
7
5
%
値

 

 
 

ク
レ

チ
ン

症
 

8 
 

2,
07

7 
 

1,
88

3 
 

95
0 

 
1,

09
7 

 
3,

04
8 

 
 

 
甲

状
腺

機
能

亢
進

症
（

バ
セ

ド
ウ

（
B

as
ed

ow
）

病
）

 
18

  
4,

88
9 

 
9,

40
6 

 
75

3 
 

2,
89

4 
 

4,
79

4 
 

 
 

甲
状

腺
機

能
低

下
症

 
6 

 
3,

00
4 

 
1,

38
5 

 
1,

39
2 

 
3,

64
2 

 
3,

72
6 

 
 

 
タ

ー
ナ

ー
（

Tu
rn

er
）

症
候

群
 

5 
 

1,
85

1 
 

2,
34

1 
 

77
7 

 
83

1 
 

83
1 

 
 

 
プ

ラ
ダ

ー
･
ウ

ィ
リ

（
P

ra
de

r-
W

il
li
）

症
候

群
 

5 
 

47
,2

59
  

26
,4

32
  

34
,4

04
  

37
,3

41
  

39
,2

13
  

 
 

先
天

性
副

腎
皮

質
過

形
成

 
3 

 
7,

40
7 

 
0 

 
7,

40
7 

 
7,

40
7 

 
7,

40
7 

 
膠

原
病

 
13

  
19

,6
56

  
17

,9
82

  
7,

17
9 

 
10

,8
90

  
43

,9
29

  
 

 
若

年
性

関
節

リ
ウ

マ
チ

 
13

  
19

,6
56

  
17

,9
82

  
7,

17
9 

 
10

,8
90

  
43

,9
29

  
糖

尿
病

 
11

0 
 

15
,7

43
  

11
,1

57
  

9,
32

4 
 

14
,5

71
  

17
,9

73
  

 
 

１
型

糖
尿

病
（

若
年

型
糖

尿
病

）
 

86
  

17
,5

52
  

11
,5

63
  

12
,7

47
  

15
,3

12
  

19
,0

80
  

 
 

２
型

糖
尿

病
（

成
人

型
糖

尿
病

）
 

24
  

9,
26

2 
 

6,
30

1 
 

5,
66

1 
 

6,
82

1 
 

10
,1

58
  

先
天

性
代

謝
異

常
 

15
  

41
,8

96
  

45
,3

79
  

4,
56

6 
 

11
,7

60
  

92
,7

63
  

 
 

軟
骨

無
形

成
症

（
軟

骨
異

栄
養

症
）

 
4 

 
42

,5
05

  
33

,0
78

  
21

,4
56

  
42

,7
80

  
63

,5
54

  
 

 
家

族
性

高
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
症

 
1 

 
1,

04
1 

 
－

 
1,

04
1 

 
1,

04
1 

 
1,

04
1 

 
 

 
遺

伝
性

ビ
タ

ミ
ン

Ｄ
抵

抗
性

く
る

病
（

家
族

性
低

燐

酸
血

症
）

 
3 

 
4,

55
6 

 
2,

76
3 

 
1,

78
8 

 
4,

56
6 

 
7,

31
4 

 
 

 
ウ

イ
ル

ソ
ン

（
W

il
so

n）
病

（
セ

ル
ロ

プ
ラ

ス
ミ

ン

欠
乏

症
）

 
2 

 
8,

62
2 

 
4,

43
8 

 
5,

48
4 

 
8,

62
2 

 
11

,7
60

  
 

 
1
か

ら
49

ま
で

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、
特

定
の

欠

損
（

活
性

異
常

）
酵

素
名

を
冠

し
た

す
べ

て
の

疾
患

 
5 

 
85

,2
92

  
44

,7
99

  
92

,7
63

  
92

,9
85

  
11

4,
67

9 
 

血
友

病
等

血
液

・
免

疫
疾

患
 

8 
 

33
,6

21
  

38
,0

01
  

5,
48

0 
 

10
,6

02
  

74
,8

55
  

 
 

第
Ⅷ

因
子

欠
乏

症
（

血
友

病
Ａ

）
 

5 
 

6,
47

5 
 

5,
40

5 
 

96
0 

 
10

,0
00

  
10

,0
00

  
 

 
第

Ⅸ
因

子
欠

乏
症

（
血

友
病

Ｂ
）

 
3 

 
78

,8
64

  
9,

11
2 

 
68

,9
55

  
80

,7
56

  
86

,8
82

  
神

経
・

筋
疾

患
 

1 
 

1,
10

7 
 

－
 

1,
10

7 
 

1,
10

7 
 

1,
10

7 
 

 
 

ミ
ト

コ
ン

ド
リ

ア
脳

筋
症

（
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

・
ミ

オ
パ

チ
ー

）
 

1 
 

1,
10

7 
 

－
 

1,
10

7 
 

1,
10

7 
 

1,
10

7 
 

慢
性

消
化

器
疾

患
 

12
  

25
,5

47
  

24
,8

92
  

4,
24

8 
 

18
,3

96
  

30
,1

67
  

 
 

胆
道

閉
鎖

症
（

先
天

性
胆

道
閉

鎖
症

）
 

12
  

25
,5

47
  

24
,8

92
  

4,
24

8 
 

18
,3

96
  

30
,1

67
  

※
小

慢
事

業
に

よ
り
給

付
さ
れ

た
金

額
と
同

制
度

に
よ
り
自

己
負

担
額

と
さ
れ

た
金

額
の

合
計

 
※

観
察

さ
れ

た
人

月
が

小
さ
い

た
め

、
結

果
の

解
釈

に
慎

重
を
要

す
る
。
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表
３

 
10

歳
～

19
歳

に
お

け
る
年

齢
別

対
象

人
月

数
（
人

月
）

 

 
年

齢
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

悪
性

新
生

物
 

63
  

68
  

45
  

91
  

73
  

11
5 

 
62

  
93

  
54

  
54

  
 

 
悪

性
細

網
症

 
－

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
悪

性
リ

ン
パ

腫
 

1 
 

4 
 

－
 

11
  

8 
 

7 
 

6 
 

－
 

4 
 

4 
 

 
 

下
垂

体
腺

腫
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

10
  

－
 

－
 

 
 

家
族

性
赤

血
球

貪
食

性
細

網
症

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
奇

形
腫

（
頭

蓋
内

及
び

脊
柱

管
内

に

限
る

。
）

 
－

 
3 

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
 

 
血

球
貪

食
リ

ン
パ

組
織

球
症

 
－

 
－

 
1 

 
3 

 
－

 
－

 
－

 
3 

 
－

 
－

 
 

 
好

酸
球

性
肉

芽
腫

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
松

果
体

腫
 

－
 

－
 

－
 

－
 

4 
 

－
 

－
 

1 
 

1 
 

－
 

 
 

神
経

膠
腫

 
－

 
1 

 
4 

 
－

 
－

 
14

  
3 

 
4 

 
－

 
－

 
 

 
神

経
星

細
胞

腫
（

頭
蓋

内
及

び
脊

柱

管
内

に
限

る
。
）

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
6 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
膵

芽
腫

 
－

 
－

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
髄

膜
腫

 
－

 
－

 
－

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
頭

蓋
咽

頭
腫

 
2 

 
1 

 
2 

 
1 

 
4 

 
4 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
脳

室
上

衣
腫

 
6 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
2 

 
4 

 
4 

 
 

 
バ

ー
キ

ッ
ト

（
B

ur
ki

tt
）

リ
ン

パ
腫

 
－

 
－

 
－

 
1 

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
白

血
病

 
39

  
32

  
26

  
41

  
25

  
39

  
14

  
26

  
16

  
32

  
 

 
非

ホ
ジ

キ
ン

（
no

n-
H

od
gk

in
）

リ

ン
パ

腫
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

5 
 

－
 

 
 

ホ
ジ

キ
ン

（
H

od
gk

in
）

病
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

5 
 

1 
 

－
 

 
 

未
分

化
胚

細
胞

腫
（

卵
巣

精
上

皮
腫

）
 

－
 

－
 

1 
 

5 
 

4 
 

13
  

11
  

2 
 

5 
 

5 
 

 
 

脈
絡

叢
乳

頭
腫

 
－

 
－

 
－

 
3 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
ユ

ー
イ

ン
グ

（
E

w
in

g）
肉

腫
 

－
 

－
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

3 
 

6 
 

5 
 

－
 

 
 

ラ
ブ

ド
イ

ド
腫

瘍
（

肉
腫

）（
悪

性
ラ

ブ
ド

イ
ド

腫
瘍

）
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

ラ
ン

ゲ
ル

ハ
ン

ス
（

細
胞

）
組

織
球

症
（

H
is

ti
o-

cy
to

si
s 

X
）

 
－

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
 

 
1
か

ら
54

ま
で

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

悪
性

腫
瘍

で
あ

る
旨

を
明

示
す

る
す

べ
て

の
疾

患
名

 
14

  
22

  
6 

 
18

  
25

  
28

  
24

  
32

  
13

  
9 
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年

齢
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

慢
性

腎
疾

患
 

74
  

78
  

51
  

98
  

74
  

76
  

14
1 

 
11

1 
 

12
0 

 
92

  
 

 
遺

伝
性

腎
炎

 
6 

 
5 

 
4 

 
－

 
3 

 
－

 
3 

 
3 

 
－

 
3 

 
 

 
急

速
進

行
性

糸
球

体
腎

炎
の

病
変

を

示
す

慢
性

腎
炎

 
－

 
2 

 
－

 
5 

 
5 

 
－

 
3 

 
5 

 
－

 
－

 
 

 
紫

斑
病

性
腎

炎
 

12
  

3 
 

－
 

6 
 

9 
 

－
 

10
  

3 
 

7 
 

7 
 

 
 

巣
状

糸
球

体
硬

化
症

 
－

 
5 

 
11

  
－

 
9 

 
－

 
21

  
7 

 
5 

 
13

  
 

 
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候

群
 

30
  

26
  

12
  

29
  

12
  

20
  

28
  

36
  

19
  

25
  

 
 

慢
性

糸
球

体
腎

炎
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

5 
 

－
 

－
 

4 
 

－
 

 
 

慢
性

増
殖

性
糸

球
体

腎
炎

 
14

  
12

  
10

  
22

  
7 

 
12

  
16

  
1 

 
22

  
2 

 
 

 
慢

性
膜

性
糸

球
体

腎
炎

 
－

 
8 

 
－

 
10

  
－

 
10

  
13

  
28

  
6 

 
3 

 
 

 
Ig

A
腎

症
 

－
 

12
  

14
  

17
  

29
  

20
  

37
  

28
  

44
  

34
  

 
 

萎
縮

腎
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

5 
 

－
 

 
 

腎
血

管
性

高
血

圧
 

－
 

5 
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

腎
尿

細
管

性
ア

シ
ド

ー
シ

ス
 

6 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

4 
 

2 
 

－
 

5 
 

－
 

 
 

腎
の

無
発

生
､
低

形
成

､
無

形
成

又
は

異
形

成
 

－
 

－
 

－
 

5 
 

－
 

－
 

8 
 

－
 

－
 

－
 

 
 

尿
路

の
奇

形
､
位

置
異

常
又

は
腫

瘍

に
よ

る
腎

機
能

障
害

 
－

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
3 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
尿

路
閉

塞
性

腎
機

能
障

害
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

5 
 

 
 

慢
性

腎
盂

腎
炎

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
3 

 
－

 
慢

性
呼

吸
器

疾
患

 
19

  
21

  
15

  
－

 
1 

 
21

  
6 

 
8 

 
10

  
－

 
 

 
気

管
狭

窄
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

10
  

－
 

 
 

気
管

支
拡

張
症

 
5 

 
6 

 
7 

 
－

 
－

 
7 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
気

管
支

喘
息

 
4 

 
15

  
－

 
－

 
1 

 
14

  
6 

 
4 

 
－

 
－

 
 

 
線

毛
機

能
不

全
症

候
群

（
カ

ー
タ

ジ

ェ
ナ

ー
（

K
ar

ta
ge

ne
r）

症
候

群
）

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
本

態
性

（
特

発
性

）
肺

ヘ
モ

ジ
デ

ロ

ー
シ

ス
（

血
鉄

症
）

 
－

 
－

 
3 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
慢

性
肺

疾
患

 
5 

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
4 

 
－

 
－

 
慢

性
心

疾
患

 
40

  
57

  
49

  
35

  
20

  
41

  
40

  
43

  
18

  
11

  
 

 
冠

動
静

脈
瘻

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
冠

動
脈

異
常

起
始

症
 

－
 

3 
 

－
 

－
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
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年

齢
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

 
 

冠
動

脈
瘤

 
－

 
－

 
1 

 
1 

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
ウ

ォ
ル

フ
･
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
･
ホ

ワ
イ

ト
（

W
ol

ff
-P

ar
ki

n
so

n
-W

h
it

e
，

W
P

W
）

症
候

群
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

1 
 

1 
 

 
 

心
房

又
は

心
室

の
粗

動
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

3 
 

－
 

－
 

－
 

 
 

非
発

作
性

頻
拍

（
心

室
､
上

室
性

）
 

－
 

－
 

4 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

3 
 

－
 

－
 

 
 

房
室

ブ
ロ

ッ
ク

 
－

 
－

 
－

 
－

 
1 

 
3 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
発

作
性

頻
拍

（
心

室
､
上

室
性

）
 

1 
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

Ｑ
Ｔ

延
長

症
候

群
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

1 
 

 
 

総
動

脈
幹

遺
残

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

3 
 

－
 

－
 

－
 

 
 

慢
性

心
筋

炎
 

3 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

慢
性

心
内

膜
炎

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
左

心
形

成
不

全
（

低
形

成
）

症
候

群
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

心
室

中
隔

欠
損

症
 

－
 

6 
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

－
 

5 
 

2 
 

－
 

 
 

心
内

膜
床

欠
損

症
（

一
次

口
欠

損
症

､

共
通

房
室

弁
口

症
）

 
5 

 
2 

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
4 

 
 

 
総

肺
静

脈
還

流
異

常
症

 
3 

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
単

心
室

症
 

3 
 

9 
 

7 
 

12
  

4 
 

8 
 

7 
 

3 
 

－
 

－
 

 
 

フ
ァ

ロ
ー

（
F

al
lo

t）
四

徴
症

 
3 

 
9 

 
10

  
1 

 
2 

 
3 

 
7 

 
5 

 
1 

 
1 

 
 

 
心

内
膜

線
維

弾
性

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

特
発

性
肥

大
型

心
筋

症
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

2 
 

1 
 

6 
 

－
 

－
 

 
 

ヴ
ァ

ル
サ

ル
ヴ

ァ
（

V
al

sa
lv

a）
洞

動
脈

瘤
又

は
そ

の
破

裂
 

2 
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

2 
 

－
 

2 
 

2 
 

－
 

 
 

完
全

大
血

管
転

位
症

 
－

 
3 

 
－

 
－

 
－

 
4 

 
－

 
2 

 
1 

 
－

 
 

 
三

尖
弁

狭
窄

症
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

三
尖

弁
閉

鎖
症

 
3 

 
3 

 
－

 
10

  
－

 
－

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
 

 
修

正
大

血
管

転
位

症
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

 
 

僧
帽

弁
閉

鎖
不

全
症

 
2 

 
2 

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
6 

 
－

 
－

 
 

 
大

動
脈

狭
窄

症
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

大
動

脈
縮

窄
症

 
－

 
－

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
4 

 
－

 
－

 
－

 
 

 
大

動
脈

弁
狭

窄
症

 
－

 
－

 
－

 
－

 
2 

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
大

動
脈

弁
閉

鎖
不

全
症

 
1 

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－
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年

齢
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

 
 

大
動

脈
瘤

 
－

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
肺

動
脈

狭
窄

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

 
 

肺
動

脈
閉

鎖
症

 
2 

 
－

 
6 

 
－

 
－

 
6 

 
－

 
1 

 
2 

 
－

 
 

 
肺

動
脈

弁
狭

窄
症

 
－

 
1 

 
1 

 
－

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
肺

動
脈

弁
閉

鎖
症

 
－

 
－

 
－

 
3 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
両

大
血

管
右

室
起

始
症

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
6 

 
－

 
－

 
－

 
 

 
慢

性
心

不
全

（
慢

性
肺

性
心

を
含

む
。
）

 
1 

 
－

 
－

 
4 

 
2 

 
－

 
9 

 
5 

 
7 

 
2 

 
 

 
小

児
原

発
性

肺
高

血
圧

症
 

－
 

10
  

－
 

－
 

5 
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

多
脾

症
候

群
 

1 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

無
脾

症
候

群
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

2 
 

内
分

泌
疾

患
 

34
7 

 
37

9 
 

34
2 

 
37

6 
 

37
1 

 
31

8 
 

22
8 

 
20

5 
 

16
5 

 
72

  
 

 
異

所
性

甲
状

腺
刺

激
ホ

ル
モ

ン

（
T

S
H
）

産
生

腫
瘍

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
2 

 
1 

 
 

 
下

垂
体

機
能

低
下

症
 

4 
 

1 
 

5 
 

8 
 

4 
 

1 
 

－
 

11
  

－
 

13
  

 
 

ク
ッ

シ
ン

グ
（

C
u

sh
in

g）
病

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
5 

 
－

 
1 

 
 

 
真

性
思

春
期

早
発

症
 

66
  

71
  

33
  

22
  

10
  

－
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

 
 

腎
性

尿
崩

症
（

抗
利

尿
ホ

ル
モ

ン
不

応
症

）
 

－
 

－
 

4 
 

－
 

4 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

成
長

ホ
ル

モ
ン
（

G
H
）
欠

乏
（

欠
損

）

症
 

－
 

－
 

－
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

成
長

ホ
ル

モ
ン

分
泌

不
全

性
低

身
長

症
 

21
5 

 
22

0 
 

21
4 

 
26

1 
 

23
3 

 
18

5 
 

99
  

66
  

7 
 

4 
 

 
 

中
枢

性
尿

崩
症

（
下

垂
体

性
（

真
性

）

尿
崩

症
）

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
5 

 
 

 
副

腎
皮

質
刺

激
ホ

ル
モ

ン
（

A
C

T
H
）

欠
乏

（
欠

損
）

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

3 
 

 
 

ク
レ

チ
ン

症
 

13
  

21
  

18
  

20
  

9 
 

8 
 

7 
 

11
  

6 
 

8 
 

 
 

甲
状

腺
機

能
亢

進
症

（
バ

セ
ド

ウ

（
B

as
ed

ow
）

病
）

 
13

  
12

  
21

  
21

  
49

  
66

  
71

  
62

  
75

  
18

  
 

 
甲

状
腺

機
能

低
下

症
 

10
  

19
  

7 
 

7 
 

11
  

10
  

10
  

13
  

11
  

6 
 

 
 

腺
腫

様
甲

状
腺

腫
 

－
 

－
 

－
 

－
 

2 
 

1 
 

4 
 

4 
 

2 
 

－
 

 
 

橋
本

病
 

－
 

－
 

2 
 

1 
 

2 
 

3 
 

－
 

10
  

2 
 

－
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年

齢
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

 
 

慢
性

甲
状

腺
炎

 
－

 
－

 
－

 
6 

 
3 

 
－

 
11

  
－

 
7 

 
－

 
 

 
特

発
性

低
血

糖
症

 
－

 
3 

 
1 

 
－

 
－

 
7 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
カ

ー
ル

マ
ン

（
K

al
lm

an
n）

症
候

群
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

 
 

睾
丸

機
能

低
下

症
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

10
  

－
 

 
 

睾
丸

形
成

不
全

 
－

 
－

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
睾

丸
欠

損
症

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
1 

 
－

 
 

 
真

性
半

陰
陽

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
 

 
性

早
熟

症
 

－
 

5 
 

1 
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

タ
ー

ナ
ー

（
Tu

rn
er

）
症

候
群

 
9 

 
22

  
12

  
10

  
15

  
25

  
4 

 
11

  
10

  
5 

 
 

 
男

性
仮

性
半

陰
陽

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
ヌ

ー
ナ

ン
（

N
oo

na
n）

症
候

群
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

プ
ラ

ダ
ー

･
ウ

ィ
リ
（

P
ra

de
r-

W
il

li
）

症
候

群
 

4 
 

－
 

5 
 

1 
 

4 
 

－
 

6 
 

－
 

－
 

5 
 

 
 

卵
巣

機
能

低
下

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

7 
 

－
 

 
 

偽
性

副
甲

状
腺

機
能

低
下

症
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

5 
 

5 
 

－
 

－
 

5 
 

－
 

 
 

副
甲

状
腺

機
能

低
下

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

 
 

ア
ジ

ソ
ン

（
A

dd
is

on
）

病
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

－
 

 
 

先
天

性
副

腎
皮

質
過

形
成

 
4 

 
3 

 
4 

 
3 

 
10

  
2 

 
2 

 
－

 
18

  
3 

 
 

 
副

腎
皮

質
刺

激
ホ

ル
モ

ン
（

A
C

T
H
）

不
応

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

3 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

21
水

酸
化

酵
素

欠
損

症
 

5 
 

2 
 

12
  

2 
 

6 
 

－
 

1 
 

9 
 

2 
 

－
 

 
 

マ
ッ

キ
ュ

ー
ン

・
オ

ル
ブ

ラ
イ

ト

（
M

cC
un

e-
A

lb
ri

gh
t）

症
候

群
 

－
 

－
 

－
 

4 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

膠
原

病
 

9 
 

17
  

30
  

30
  

5 
 

27
  

8 
 

15
  

20
  

13
  

 
 

冠
動

脈
病

変
（

川
崎

病
性

冠
動

脈
病

変
）
（

冠
動

脈
瘤

、
冠

動
脈

拡
張

症
、

冠
動

脈
狭

窄
症

）
 

4 
 

9 
 

7 
 

5 
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

2 
 

－
 

 
 

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

（
S

jö
gr

en
）

症
候

群
 

－
 

3 
 

－
 

4 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

自
己

免
疫

性
肝

炎
 

1 
 

－
 

－
 

10
  

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

若
年

性
関

節
リ

ウ
マ

チ
 

4 
 

5 
 

21
  

11
  

3 
 

27
  

8 
 

15
  

18
  

13
  

 
 

リ
ウ

マ
チ

性
心

疾
患

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
糖

尿
病

 
60

  
66

  
65

  
82

  
12

2 
 

89
  

10
9 

 
16

2 
 

14
5 

 
11

0 
 

- 149 -



 
年

齢
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

 
 

１
型

糖
尿

病
（

若
年

型
糖

尿
病

）
 

60
  

61
  

52
  

66
  

86
  

60
  

78
  

12
4 

 
10

4 
 

86
  

 
 

２
型

糖
尿

病
（

成
人

型
糖

尿
病

）
 

－
 

5 
 

13
  

14
  

25
  

29
  

29
  

36
  

35
  

24
  

 
 

そ
の

他
の

糖
尿

病
（

腎
性

糖
尿

を
除

く
。
）

 
－

 
－

 
－

 
2 

 
11

  
－

 
2 

 
2 

 
6 

 
－

 
先

天
性

代
謝

異
常

 
36

  
41

  
10

  
28

  
42

  
12

  
15

  
28

  
33

  
15

  
 

 
高

オ
ル

ニ
チ

ン
血

症
－

高
ア

ン
モ

ニ

ア
血

症
ホ

モ
シ

ト
ル

リ
ン

尿
症

症
候

群
 

－
 

－
 

－
 

－
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

エ
ー

ラ
ー

ス
･

ダ
ン

ロ
ス

（
E

hl
er

s-
D

an
lo

s）
症

候
群

 
－

 
－

 
－

 
－

 
1 

 
－

 
－

 
3 

 
－

 
－

 
 

 
骨

形
成

不
全

症
（

O
st

eo
ge

ne
si

s 
im

pe
rf

ec
ta

）
 

3 
 

4 
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

1 
 

4 
 

－
 

 
 

軟
骨

無
形

成
症

（
軟

骨
異

栄
養

症
）

 
12

  
11

  
－

 
5 

 
9 

 
－

 
－

 
－

 
7 

 
4 

 
 

 
家

族
性

高
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
症

 
－

 
－

 
－

 
8 

 
3 

 
2 

 
5 

 
－

 
7 

 
1 

 
 

 
高

ト
リ

グ
リ

セ
ラ

イ
ド

血
症

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
 

 
先

天
性

高
脂

質
血

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

2 
 

－
 

 
 

色
素

性
乾

皮
症

 
3 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
シ

ス
チ

ン
尿

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

3 
 

－
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

 
 

フ
ァ

ン
コ

ー
ニ
（

F
an

co
ni

）
症

候
群

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
乳

糖
吸

収
不

全
症

 
－

 
－

 
－

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
ぶ

ど
う

糖
･
ガ

ラ
ク

ト
ー

ス
吸

収
不

全
症

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
先

天
性

ポ
ル

フ
ィ

リ
ン

症
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

遺
伝

性
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

抵
抗

性
く

る
病

（
家

族
性

低
燐

酸
血

症
）

 
－

 
2 

 
1 

 
－

 
4 

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
3 

 
 

 
ウ

イ
ル

ソ
ン

（
W

il
so

n
）

病
（

セ
ル

ロ
プ

ラ
ス

ミ
ン

欠
乏

症
）

 
－

 
－

 
－

 
6 

 
－

 
－

 
2 

 
5 

 
6 

 
2 

 
 

 
グ

ル
タ

ル
酸

尿
症

（
Ⅰ

型
､
Ⅱ

型
）

 
－

 
－

 
－

 
－

 
8 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
先

天
性

魚
鱗

癬
（

水
疱

型
先

天
性

魚

鱗
癬

様
紅

皮
症

、
非

水
疱

型
先

天
性

魚
鱗

癬
様

紅
皮

症
、

道
化

師
様

魚
鱗

癬
、

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

・
ラ

ー
ソ

ン

（
S

jö
gr

en
-L

ar
ss

on
）

症
候

群
）

 

－
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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年

齢
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

 
 

ロ
ウ

ェ
（

L
ow

e）
症

候
群

（
眼

脳
腎

症
候

群
）

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
3 

 
－

 
 

 
1
か

ら
49

ま
で

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

特
定

の
欠

損
（

活
性

異
常

）
酵

素
名

を
冠

し
た

す
べ

て
の

疾
患

 
13

  
14

  
8 

 
7 

 
4 

 
5 

 
8 

 
12

  
4 

 
5 

 

血
友

病
等

血
液

・
免

疫
疾

患
 

40
  

23
  

45
  

16
  

26
  

30
  

10
  

10
  

14
  

8 
 

 
 

第
Ⅷ

因
子

欠
乏

症
（

血
友

病
Ａ

）
 

14
  

5 
 

15
  

－
 

13
  

11
  

－
 

2 
 

－
 

5 
 

 
 

第
Ⅸ

因
子

欠
乏

症
（

血
友

病
Ｂ

）
 

－
 

3 
 

－
 

5 
 

3 
 

5 
 

4 
 

3 
 

4 
 

3 
 

 
 

フ
ォ

ン
･
ヴ

ィ
レ

ブ
ラ

ン
ド

（
vo

n
 

W
il

le
br

an
d）

病
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

8 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

血
小

板
機

能
異

常
症

（
血

小
板

異
常

症
）

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
1 

 
－

 
－

 
 

 
血

栓
性

血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
 

9 
 

6 
 

6 
 

9 
 

－
 

3 
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

 
 

免
疫

学
的

血
小

板
減

少
症

 
－

 
－

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
遺

伝
性

球
状

赤
血

球
症

 
－

 
－

 
1 

 
－

 
－

 
1 

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
 

 
遺

伝
性

（
先

天
性

）
溶

血
性

貧
血

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
1 

 
－

 
－

 
－

 
 

 
好

酸
球

増
加

症
 

－
 

－
 

5 
 

－
 

－
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

周
期

性
好

中
球

減
少

症
 

－
 

4 
 

－
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

慢
性

再
生

不
良

性
好

中
球

減
少

症

（
シ

ュ
ペ

ー
ト

･
ダ

マ
シ

ェ
ク

（
S

pä
t-

D
am

as
he

k）
症

候
群

）
 

－
 

－
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

慢
性

本
態

性
好

中
球

減
少

症
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

メ
イ

･
ヘ

グ
リ

ン
（

M
ay

-H
eg

gl
in

）

異
常

（
症

候
群

）
 

－
 

－
 

1 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

（
A

ID
S
、

H
IV

感
染

症
）

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
重

症
複

合
免

疫
不

全
症

（
リ

ン
パ

球

減
少

性
無

ガ
ン

マ
グ

ロ
ブ

リ
ン

血

症
）

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 

 
 

低
ガ

ン
マ

グ
ロ

ブ
リ

ン
血

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

5 
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

 
 

複
合

型
免

疫
不

全
症

 
－

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
2 

 
4 

 
－

 
 

 
慢

性
活

動
性

Ｅ
Ｂ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

4 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

慢
性

肉
芽

腫
症

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－
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年

齢
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

 
 

慢
性

G
V

H
D
（

G
ra

ft
 V

er
su

s 
H

os
t 

di
se

as
e、

移
植

片
対

宿
主

病
）

 
2 

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
2 

 
－

 
 

 
無

ガ
ン

マ
グ

ロ
ブ

リ
ン

血
症

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
3 

 
－

 
 

 
遺

伝
性

出
血

性
末

梢
血

管
拡

張
症

（
ラ

ン
デ

ュ
･
オ

ス
ラ

ー
･
ウ

ェ
ー

バ

ー
（

R
en

du
-O

sl
er

-W
eb

er
）

症
候

群
）

 

－
 

－
 

3 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

赤
芽

球
癆

 
4 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
神

経
・

筋
疾

患
 

19
  

14
  

－
 

16
  

19
  

15
  

12
  

10
  

－
 

1 
 

 
 

ウ
ェ

ス
ト

（
W

es
t）

症
候

群
（

点
頭

て
ん

か
ん

）
 

17
  

5 
 

－
 

7 
 

6 
 

5 
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

 
 

結
節

性
硬

化
症

 
2 

 
4 

 
－

 
2 

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
重

症
乳

児
ミ

オ
ク

ロ
ニ

ー
て

ん
か

ん
 

－
 

5 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

福
山

型
先

天
性

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

（
先

天
性

遺
伝

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
）

 
－

 
－

 
－

 
－

 
5 

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
－

 

 
 

ミ
ト

コ
ン

ド
リ

ア
脳

筋
症

（
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

・
ミ

オ
パ

チ
ー

）
 

－
 

－
 

－
 

－
 

3 
 

4 
 

5 
 

5 
 

－
 

1 
 

 
 

レ
ッ

ト
（

R
et

t）
症

候
群

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
 

 
レ

ノ
ッ

ク
ス

・
ガ

ス
ト

ウ

（
L

en
no

x-
G

as
ta

u
t）

症
候

群
 

－
 

－
 

－
 

7 
 

－
 

6 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

慢
性

消
化

器
疾

患
 

12
  

17
  

19
  

18
  

18
  

3 
 

2 
 

7 
 

10
  

12
  

 
 

肝
硬

変
 

－
 

－
 

－
 

－
 

3 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

原
発

性
硬

化
性

胆
管

炎
 

－
 

－
 

－
 

－
 

4 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

進
行

性
家

族
性

胆
汁

う
っ

滞
性

肝
硬

変
 

－
 

－
 

－
 

4 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

4 
 

－
 

 
 

先
天

性
胆

道
拡

張
症

（
先

天
性

総
胆

管
拡

張
症

）
 

1 
 

2 
 

－
 

2 
 

－
 

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

胆
道

閉
鎖

症
（

先
天

性
胆

道
閉

鎖
症

）
 

11
  

15
  

19
  

7 
 

11
  

1 
 

2 
 

7 
 

6 
 

12
  

 
 

腸
リ

ン
パ

管
拡

張
症

 
－

 
－

 
－

 
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－
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表
４

 
80

,1
00

円
以

上
の

デ
ー

タ
を
全

て
に

一
般

高
額

医
療

費
が

適
用

さ
れ

て
い

る
と
見

な
し
た
場

合
の

10
歳

～
19

歳
の

年
齢

別
「
保

険
診

療
に

よ
る
自

己
負

担
額

※
」
の

中
央

値
（
円

）
 

 
年

齢
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

悪
性

新
生

物
 

9,
12

0 
 1

6,
32

9 
 1

5,
00

3 
 

6,
34

5 
 2

0,
55

9 
 1

0,
96

8 
 1

1,
59

1 
 2

4,
03

6 
 1

3,
07

9 
 2

3,
51

4 
 

 
 

悪
性

細
網

症
 

－
 

－
 

－
 

1,
62

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

悪
性

リ
ン

パ
腫

 
90

9 
 3

0,
00

0 
 

－
 

5,
15

1 
 4

6,
26

8 
 1

0,
43

4 
 4

4,
27

9 
 

－
 

4,
98

8 
 2

8,
61

1 
 

 
 

下
垂

体
腺

腫
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

83
,2

90
  

－
 

－
 

 
 

家
族

性
赤

血
球

貪
食

性
細

網
症

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
10

,1
84

  
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
奇

形
腫

（
頭

蓋
内

及
び

脊
柱

管
内

に

限
る

。
）

 
－

 
14

,4
81

  
－

 
－

 
22

,7
36

  
－

 
－

 
1,

80
9 

 
－

 
－

 
 

 
血

球
貪

食
リ

ン
パ

組
織

球
症

 
－

 
－

 
82

,1
50

  
96

0 
 

－
 

－
 

－
 

3,
80

7 
 

－
 

－
 

 
 

好
酸

球
性

肉
芽

腫
 

10
,7

85
  

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

松
果

体
腫

 
－

 
－

 
－

 
－

 
7,

82
4 

 
－

 
－

 
15

,4
47

  
50

,3
49

  
－

 
 

 
神

経
膠

腫
 

－
 

10
,5

36
  

80
,3

68
  

－
 

－
 

10
,1

52
  

33
6 

 3
4,

92
3 

 
－

 
－

 
 

 
神

経
星

細
胞

腫
（

頭
蓋

内
及

び
脊

柱

管
内

に
限

る
。
）

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
5,

98
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
膵

芽
腫

 
－

 
－

 
－

 
8,

82
0 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
髄

膜
腫

 
－

 
－

 
－

 
9,

62
7 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
頭

蓋
咽

頭
腫

 
10

,5
03

  
7,

06
2 

 2
2,

66
2 

 1
0,

06
2 

 
4,

24
8 

 8
4,

92
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
脳

室
上

衣
腫

 
83

,5
78

  
－

 
－

 
－

 
－

 
12

,9
24

  
－

 
5,

44
4 

 8
2,

06
4 

 3
5,

40
0 

 
 

 
バ

ー
キ

ッ
ト

（
B

ur
ki

tt
）

リ
ン

パ
腫

 
－

 
－

 
－

 
5,

09
1 

 
4,

85
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
白

血
病

 
5,

27
7 

 
9,

31
2 

 3
0,

48
6 

 
6,

34
5 

 4
4,
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－
 

 
 

成
長

ホ
ル

モ
ン
（

G
H
）
欠

乏
（

欠
損

）

症
 

－
 

－
 

－
 

82
,1

54
  

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

成
長

ホ
ル

モ
ン

分
泌

不
全

性
低

身
長

症
 

77
,1

87
  

78
,5

97
  

80
,5

18
  

80
,7

85
  

80
,8

45
  

81
,5

67
  

81
,6

36
  

81
,7

74
  

68
,6

55
  

60
,5

31
  

 
 

中
枢

性
尿

崩
症

（
下

垂
体

性
（

真
性

）

尿
崩

症
）

 
5,

38
5 

 
－

 
－

 
－

 
14

,3
88

  
－

 
2,

04
3 

 
－

 
－

 
26

,8
53

  
 

 
副

腎
皮

質
刺

激
ホ

ル
モ

ン
（

A
C

T
H
）

欠
乏

（
欠

損
）

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

90
3 

 
 

 
ク

レ
チ

ン
症

 
1,

55
1 

 
2,

10
9 

 
1,

10
9 

 
4,

39
7 

 
4,

44
6 

 
1,

12
5 

 
4,

99
2 

 
1,

50
6 

 
1,

30
1 

 
1,

09
7 

 
 

 
甲

状
腺

機
能

亢
進

症
（

バ
セ

ド
ウ

（
B

as
ed

ow
）

病
）

 
6,

03
0 

 
64

4 
 

4,
93

8 
 

3,
96

6 
 

4,
89

9 
 

4,
33

8 
 

3,
04

5 
 

3,
55

8 
 

3,
98

1 
 

2,
89

4 
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年

齢
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

 
 

甲
状

腺
機

能
低

下
症

 
4,

24
4 

 
1,

09
8 

 
6,

47
7 

 
2,

37
3 

 
1,

90
8 

 
6,

53
9 

 
87

6 
 

2,
34

6 
 

1,
12

8 
 

3,
64

2 
 

 
 

腺
腫

様
甲

状
腺

腫
 

－
 

－
 

－
 

－
 

18
,2

22
  

8,
40

0 
 

5,
35

5 
 

2,
93

7 
 4

7,
18

7 
 

－
 

 
 

橋
本

病
 

－
 

－
 

5,
54

1 
 

5,
83

8 
 

82
8 

 
6,

60
0 

 
－

 
1,

99
7 

 
2,

99
7 

 
－

 
 

 
慢

性
甲

状
腺

炎
 

－
 

－
 

－
 

1,
62

9 
 

75
6 

 
－

 
2,

89
8 

 
－

 
3,

71
7 

 
－

 
 

 
特

発
性

低
血

糖
症

 
－

 
35

,5
56

  
19

,9
50

  
－

 
－

 
19

,4
73

  
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
カ

ー
ル

マ
ン

（
K

al
lm

an
n）

症
候

群
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

13
,9

23
  

－
 

－
 

－
 

 
 

睾
丸

機
能

低
下

症
 

6,
51

3 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

84
0 

 
－

 
－

 
4,

76
7 

 
－

 
 

 
睾

丸
形

成
不

全
 

－
 

－
 

－
 

－
 

81
,7

37
  

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

睾
丸

欠
損

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

3,
66

3 
 

－
 

 
 

真
性

半
陰

陽
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

5,
45

4 
 

－
 

－
 

－
 

 
 

性
早

熟
症

 
－

 
11

,5
80

  
11

,2
50

  
10

,9
92

  
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
タ

ー
ナ

ー
（

Tu
rn

er
）

症
候

群
 

81
,8

47
  

82
,1

29
  

80
,1

31
  

84
,0

67
  

85
,6

91
  

84
,2

36
  

90
,7

53
  

1,
25

4 
 

9,
22

5 
 

83
1 

 
 

 
男

性
仮

性
半

陰
陽

 
－

 
－

 
9,

51
6 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
ヌ

ー
ナ

ン
（

N
oo

na
n）

症
候

群
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

3,
90

9 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

プ
ラ

ダ
ー

･
ウ

ィ
リ
（

P
ra

de
r-

W
il

li
）

症
候

群
 

81
,0

73
  

－
 

81
,4

36
  

85
,3

25
  

82
,7

33
  

－
 

84
,6

90
  

－
 

－
 

37
,3

41
  

 
 

卵
巣

機
能

低
下

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

91
2 

 
－

 
88

5 
 

－
 

 
 

偽
性

副
甲

状
腺

機
能

低
下

症
 

－
 

－
 

1,
98

3 
 

－
 

5,
52

6 
 

5,
76

3 
 

－
 

－
 

5,
76

3 
 

－
 

 
 

副
甲

状
腺

機
能

低
下

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

8,
01

3 
 

－
 

－
 

 
 

ア
ジ

ソ
ン

（
A

dd
is

on
）

病
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

89
4 

 
－

 
－

 
－

 
 

 
先

天
性

副
腎

皮
質

過
形

成
 

6,
35

9 
 

6,
03

3 
 

8,
00

6 
 1

2,
06

9 
 1

0,
00

1 
 

4,
43

9 
 3

6,
44

0 
 

－
 

6,
60

6 
 

7,
40

7 
 

 
 

副
腎

皮
質

刺
激

ホ
ル

モ
ン

（
A

C
T

H
）

不
応

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

1,
68

3 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

21
水

酸
化

酵
素

欠
損

症
 

6,
57

6 
 

7,
37

7 
 

4,
54

4 
 

6,
52

5 
 

4,
55

9 
 

－
 

10
,1

49
  

5,
78

7 
 

8,
69

1 
 

－
 

 
 

マ
ッ

キ
ュ

ー
ン

・
オ

ル
ブ

ラ
イ

ト

（
M

cC
un

e-
A

lb
ri

gh
t）

症
候

群
 

－
 

－
 

－
 

77
,3

57
  

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

膠
原

病
 

8,
48

1 
 

5,
92

8 
 

4,
10

6 
 

7,
31

7 
 

5,
52

3 
 

8,
27

4 
 

5,
22

0 
 

7,
22

7 
 4

7,
21

3 
 1

0,
89

0 
 

 
 

冠
動

脈
病

変
（

川
崎

病
性

冠
動

脈
病

変
）
（

冠
動

脈
瘤

、
冠

動
脈

拡
張

症
、

冠
動

脈
狭

窄
症

）
 

1,
07

4 
 

1,
20

9 
 

5,
70

9 
 

3,
25

8 
 

5,
36

6 
 

－
 

－
 

－
 

3,
11

4 
 

－
 

 
 

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

（
S

jö
gr

en
）

症
候

群
 

－
 

9,
08

1 
 

－
 

6,
13

2 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

自
己

免
疫

性
肝

炎
 

8,
48

1 
 

－
 

－
 

8,
12

6 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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年

齢
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

 
 

若
年

性
関

節
リ

ウ
マ

チ
 

70
,4

91
  

55
,1

46
  

3,
89

1 
 4

3,
48

8 
 

6,
77

1 
 

8,
27

4 
 

5,
22

0 
 

7,
22

7 
 4

8,
43

2 
 1

0,
89

0 
 

 
 

リ
ウ

マ
チ

性
心

疾
患

 
－

 
－

 
9,

77
1 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
糖

尿
病

 
12

,3
54

  
13

,1
33

  
10

,2
18

  
13

,6
91

  
13

,8
84

  
12

,5
49

  
13

,2
18

  
13

,1
58

  
13

,5
54

  
14

,5
71

  
 

 
１

型
糖

尿
病

（
若

年
型

糖
尿

病
）

 
12

,3
54

  
13

,3
59

  
11

,4
39

  
14

,3
69

  
14

,9
31

  
15

,0
36

  
13

,8
39

  
13

,6
11

  
13

,8
59

  
15

,3
12

  
 

 
２

型
糖

尿
病

（
成

人
型

糖
尿

病
）

 
－

 
2,

31
9 

 
2,

67
9 

 
3,

82
4 

 
6,

48
3 

 
4,

98
0 

 
5,

50
0 

 
6,

60
0 

 
9,

91
2 

 
6,

82
1 

 
 

 
そ

の
他

の
糖

尿
病

（
腎

性
糖

尿
を

除

く
。
）

 
－

 
－

 
－

 
40

,7
73

  
5,

76
6 

 
－

 
15

,3
45

  
21

,5
30

  
14

,2
31

  
－

 
先

天
性

代
謝

異
常

 
39

,9
36

  
34

,5
51

  
7,

93
4 

 1
0,

16
7 

 3
6,

20
4 

 
4,

27
8 

 1
0,

98
9 

 2
7,

39
3 

 1
4,

56
8 

 1
1,

76
0 

 
 

 
高

オ
ル

ニ
チ

ン
血

症
－

高
ア

ン
モ

ニ

ア
血

症
ホ

モ
シ

ト
ル

リ
ン

尿
症

症
候

群
 

－
 

－
 

－
 

－
 

54
,6

93
  

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

エ
ー

ラ
ー

ス
･

ダ
ン

ロ
ス

（
E

hl
er

s-
D

an
lo

s）
症

候
群

 
－

 
－

 
－

 
－

 
2,

49
6 

 
－

 
－

 
67

,7
16

  
－

 
－

 
 

 
骨

形
成

不
全

症
（

O
st

eo
ge

ne
si

s 
im

pe
rf

ec
ta

）
 

4,
38

6 
 3

7,
17

9 
 

－
 

33
,3

39
  

－
 

－
 

－
 

50
7 

 4
1,

04
0 

 
－

 
 

 
軟

骨
無

形
成

症
（

軟
骨

異
栄

養
症

）
 

83
,8

91
  

81
,9

43
  

－
 

7,
86

6 
 8

4,
05

4 
 

－
 

－
 

－
 

4,
83

3 
 4

2,
78

0 
 

 
 

家
族

性
高

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
血

症
 

－
 

－
 

－
 

7,
27

5 
 

6,
39

6 
 

4,
27

8 
 

4,
49

4 
 

－
 

6,
87

3 
 

1,
04

1 
 

 
 

高
ト

リ
グ

リ
セ

ラ
イ

ド
血

症
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

6,
02

4 
 

－
 

－
 

 
 

先
天

性
高

脂
質

血
症

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
3,

15
8 

 
－

 
 

 
色

素
性

乾
皮

症
 

1,
61

1 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

シ
ス

チ
ン

尿
症

 
－

 
－

 
－

 
－

 
1,

65
9 

 
－

 
－

 
73

2 
 

－
 

－
 

 
 

フ
ァ

ン
コ

ー
ニ
（

F
an

co
ni

）
症

候
群

 
35

,6
46

  
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
乳

糖
吸

収
不

全
症

 
－

 
－

 
－

 
－

 
84

,5
99

  
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
ぶ

ど
う

糖
･
ガ

ラ
ク

ト
ー

ス
吸

収
不

全
症

 
－

 
82

,0
61

  
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
先

天
性

ポ
ル

フ
ィ

リ
ン

症
 

－
 

－
 

4,
81

8 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

遺
伝

性
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

抵
抗

性
く

る
病

（
家

族
性

低
燐

酸
血

症
）

 
－

 
9,

64
4 

 1
1,

04
9 

 
－

 
11

,8
14

  
4,

96
5 

 
－

 
－

 
－

 
4,

56
6 

 
 

 
ウ

イ
ル

ソ
ン

（
W

il
so

n
）

病
（

セ
ル

ロ
プ

ラ
ス

ミ
ン

欠
乏

症
）

 
－

 
－

 
－

 
16

,8
69

  
－

 
－

 
11

,4
83

  
27

,7
92

  
25

,8
29

  
8,

62
2 

 
 

 
グ

ル
タ

ル
酸

尿
症

（
Ⅰ

型
､
Ⅱ

型
）

 
－

 
－

 
－

 
－

 
40

,5
66

  
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
先

天
性

魚
鱗

癬
（

水
疱

型
先

天
性

魚

鱗
癬

様
紅

皮
症

、
非

水
疱

型
先

天
性

－
 

2,
29

8 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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年
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1
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1
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1
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1
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1
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1
5
 

1
6
 

1
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1
8
 

1
9
 

魚
鱗

癬
様

紅
皮

症
、

道
化

師
様

魚
鱗

癬
、

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

・
ラ

ー
ソ

ン

（
S

jö
gr

en
-L

ar
ss

on
）

症
候

群
）

 
 

 
ロ

ウ
ェ

（
L

ow
e）

症
候

群
（

眼
脳

腎

症
候

群
）

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
2,

58
6 

 
－

 
 

 
1
か

ら
49

ま
で

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

特
定

の
欠

損
（

活
性

異
常

）
酵

素
名

を
冠

し
た

す
べ

て
の

疾
患

 
33

,3
60

  
24

,7
89

  
14

,0
07

  
4,

80
3 

 2
8,

33
5 

 
3,

74
1 

 4
8,

27
9 

 8
9,

97
4 

 5
2,

43
5 

 9
2,

98
5 

 

血
友

病
等

血
液

・
免

疫
疾

患
 

9,
50

0 
 2

7,
83

7 
 1

0,
19

7 
 

2,
09

4 
 4

5,
52

4 
 1

4,
90

5 
 8

1,
55

0 
 1

0,
46

4 
 8

0,
36

2 
 1

0,
60

2 
 

 
 

第
Ⅷ

因
子

欠
乏

症
（

血
友

病
Ａ

）
 

10
,0

00
  

84
,9

18
  

85
,4

12
  

－
 

84
,2

62
  

10
,0

00
  

－
 

41
,9

77
  

－
 

10
,0

00
  

 
 

第
Ⅸ

因
子

欠
乏

症
（

血
友

病
Ｂ

）
 

－
 

82
,3

70
  

－
 

84
,9

45
  

82
,4

95
  

84
,9

45
  

81
,5

50
  

81
,0

16
  

48
,5

64
  

80
,7

56
  

 
 

フ
ォ

ン
･
ヴ

ィ
レ

ブ
ラ

ン
ド

（
vo

n
 

W
il

le
br

an
d）

病
 

7,
25

4 
 

－
 

－
 

－
 

7,
58

7 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

血
小

板
機

能
異

常
症

（
血

小
板

異
常

症
）

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
40

8 
 

－
 

－
 

 
 

血
栓

性
血

小
板

減
少

性
紫

斑
病

 
2,

65
5 

 2
8,

56
6 

 
2,

33
4 

 
1,

40
1 

 
－

 
6,

91
5 

 
－

 
－

 
3,

47
4 

 
－

 
 

 
免

疫
学

的
血

小
板

減
少

症
 

－
 

－
 

4,
98

6 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

遺
伝

性
球

状
赤

血
球

症
 

－
 

－
 

1,
98

0 
 

－
 

－
 

2,
29

5 
 

－
 

45
,2

84
  

－
 

－
 

 
 

遺
伝

性
（

先
天

性
）

溶
血

性
貧

血
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

86
,8

14
  

－
 

－
 

－
 

 
 

好
酸

球
増

加
症

 
－

 
－

 
5,

42
7 

 
－

 
－

 
5,

50
5 

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
周

期
性

好
中

球
減

少
症

 
－

 
11

,0
19

  
－

 
－

 
25

,4
09

  
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
 

 
慢

性
再

生
不

良
性

好
中

球
減

少
症

（
シ

ュ
ペ

ー
ト

･
ダ

マ
シ

ェ
ク

（
S

pä
t-

D
am

as
he

k）
症

候
群

）
 

－
 

－
 

－
 

1,
60

5 
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

慢
性

本
態

性
好

中
球
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厚生労働科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業） 

分担研究報告書 

 

患者調査個票によるキャリーオーバー患者数推計 

 

研究分担者 野田 龍也 浜松医科大学健康社会医学助教 

 

 

研究要旨 成人後に小児慢性特定疾患治療研究事業の対象疾患を有するキャリーオー

バー患者の実数を推計する基礎資料として、患者調査の個票を用いた推計値を提示す

る。推計に当たっては、小児慢性特定疾患有病率の成人後の動態にいくつかの仮定を

定め、すでに公開されている小児慢性特定疾患の登録患者数と独自に推計した平成 20

年患者調査の個票の総患者数を比較した。その結果、我が国のキャリーオーバー患者

は約 7.6 万人であると推定された。 

 

 

Ａ．研究目的 

 厚生労働省による患者調査の個票データを用

いて、小児慢性特定疾患に対応する傷病名ごと

に、我が国における小児慢性特定疾患治療研究

事業のキャリーオーバー患者数を算出する。標

本調査である患者調査により稀少疾患の患者数

を算出するには一定の限界があるが、合理的な

範囲内で総患者数を推計することが本研究の目

的である。 

 

Ｂ．研究方法 

１．概略 

 キャリーオーバー患者数の推計は、10の大

きな疾患大分類（ICD-10の大分類である「新

生物」等。）別と、比較的患者数の多い個別の

小児慢性特定疾患（24 疾患）別の 2 通りにつ

いて行った。 

小児慢性特定疾患について、公表されている

平成 20年登録者数（0～18ないし 20歳未満）

より疾患大分類別の登録者数を集計した。次に、

平成 20年患者調査の個票より推計した同じ疾

患大分類別の総患者数（0～19歳）を求め、そ

の比を求めた。患者調査より推計した同じ疾患

大分類における 20～39歳の総患者数にこの比

を乗じ、成人後における小児慢性特定疾患患者

数の増減を考慮した推計値を 20～39歳におけ

る患者数とみなした。（40歳以上においては

患者の分布が上記の仮定から大きく逸脱すると

考えられるため、本研究では推計を行っていな

い。） 

 さらに、比較的多数の登録者を有する小児慢

性特定疾患について、前段と同様の方法で患者

数を推計した。本研究で使用した患者調査個票

については、集計結果を 1000 名単位で表章す

ることが求められているため、対象を比較的登

録者数の多い疾患に絞ったものである。 

 なお、小児慢性特定疾患治療研究事業の対象

年齢は 18歳ないし 20 歳未満であるが、本研究

では、便宜的に 0～19 歳に統一して集計および

推計を行っている。 

 

２．小児慢性特定疾患治療研究事業からの集計 

 国立成育医療研究センターのホームページに

おいて公開されている平成 20 年度「小児慢性

特定疾患治療研究事業の全登録人数」を整理し、

疾患名に対応する ICD-10コードを付した後、
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目的の疾患大分類、疾患ごとに再集計した。な

お、公開されている一覧表のうち、「12．成長

ホルモン（下垂体性小人症・ターナー症候

群）」「13．成長ホルモン（軟骨異栄養症）」

「14．成長ホルモン（慢性腎不全）」「15．成

長ホルモン（継続申請）」の 4項目については、

小児慢性特定疾患の医療意見書用成長ホルモン

治療意見書（通常の医療意見書とは別個に提出

されるもの）をもとに、成長ホルモンを使用す

る疾患ごとに登録者数を再掲したものであるの

で、本研究では使用しない。 

 次に、登録者数がおおむね 500名を上回る 2

4 の小児慢性特定疾患を選んだ。これについて

も、ICD-10コードを付した。 

なお、小児慢性特定疾患は同一の患者が重複

して登録されている場合があるが、重複者を区

別する手段がないため、本研究では重複者も別

々の 1名として集計している。 

 

３．患者調査個票からの推計 

 平成 20年度患者調査の個票を用いて、小児

慢性特定疾患総患者数を推計した。個票の利用

にあたっては、統計法第 33 条に基づき、平成

20 年患者調査の提供の申出（目的外使用申

請）を行った。個票の疾患名は ICD-10 コード

で提供されるため、前項にて付した小児慢性特

定疾患 ICD-10コードと同じコードを有するレ

コードを抽出した。抽出に当たっては、高度な

grep機能を有するソフトを使用し、抽出漏れ

のないよう注意した。 

 抽出したレコードについて、疾患、年齢階級、

診療種別（入院・外来）、診療間隔を集計し、

疾患別年齢階級別の総患者数を推計した。推計

は次の式により行う： 

 

総患者数 ＝入院推計患者数＋初診外来

推計患者数＋再来外来推計患者数×診

療間隔×調整係数（6/7） 

※各レコードには、個票に付された

拡大乗数による重みをつける 

※診療間隔が欠損した再来外来レコ

ードについては、測定された診療間

隔の上限（90 日間）に 1 日を加え、

91 日間とした 

※調整係数は、週 1日の休診日（主

に日曜日）が標本抽出の対象になら

ない点を考慮した補正 

 

 集計は、10の疾患大分類については公表さ

れている集計表を整理し、24 の小児慢性特定

疾患については上記の推計により行った。 

 

４．患者数の推計 

(1)小児慢性特定疾患の総患者数（20歳から 39

歳まで）の推計 

 疾患大分類あるいは個別の疾患別に、小児慢

性特定疾患登録者数（0～18 ないし 20歳未

満）と患者調査疾患別総患者数（0～19 歳）の

比をとり、この比を患者調査疾患別総患者数

（20～39 歳）に乗じた（単純外挿）。単純外

挿による数値は、小児慢性特定疾患登録者と患

者調査推計数の比が 20代以降も変わらないと

の仮定に基づいている。 

 なお、小児慢性特定疾患の中には、患者数の

多い別の疾患と同じ病名コード（ICD-10コー

ド）を共有する事例が少なくない。そのような

疾患の有病率は成人後に高まる傾向が強い。そ

のため、単純外挿による推計値は、実際の患者

数よりも過大となる可能性が高く、そのまま鵜

呑みにはできない。 

さらに、本推計には小児慢性特定疾患を 20

歳以降に発症した者を含めるため、キャリーオ

ーバー患者数の適切な推計とはなっていない。 

(2)キャリーオーバー患者数の推計 

前述の論点に着目し、「キャリーオーバー患

者数は小児慢性特定疾患治療研究事業による公

費助成を受け、20歳以降も引き続き治療が必

要となる事例」であることを考慮した。具体的

には、患者調査から推計した疾患（大分類）別

総患者数が成人後に増加した疾患（大分類）に

ついては、0～19歳の小児慢性特定疾患登録者

数を 20～39 歳のキャリーオーバー患者数とみ
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なした。 

 

Ｃ．研究結果 

１．小児慢性特定疾患治療研究事業からの集計 

10 の疾患大分類および 24の疾患別に小児慢

性特定疾患登録数を再集計した（表 1）。 

疾患大分類別の登録者数は、内分泌、栄養及

び代謝疾患が約 3万 8 千名と最多であり、最少

は消化器系の疾患の 177名であった。疾患別で

は、下垂体機能低下症（成長ホルモン分泌不全

性低身長症など）が約 1万 3 千名と最多であり、

甲状腺機能亢進症や急性リンパ芽球性白血病の

約 3千名が続いた。 

 

２．患者調査個票からの推計 

患者調査個票より、10 の疾患大分類および 2

4 の疾患別に小児慢性特定疾患のコードに該当

する患者の数を推計した（表 2）。 

疾患大分類別では呼吸器系の疾患が 126万 3

千名と最多であり、消化器系の疾患の 83万 6

千名が続いた。疾患別では、喘息の 66 万 4千

名が最多であり、心室中隔欠損症の 1万 5 千名

がそれに続いた。多くの疾患（分類）で小児慢

性特定疾患の登録者数を大幅に超える推計値と

なったのは、ICD-10コードを小児慢性特定疾

患と共有するメジャーな疾患が存在するためで

ある。 

 

３．キャリーオーバー患者数の推計 

小児慢性特定疾患登録者数と患者調査推計値

の比を外挿し、20～39 歳でのキャリーオーバ

ー患者数を推定したものが表 3である。 

(1) 小児慢性特定疾患の総患者数（20歳から 3

9 歳まで） 

単純外挿による疾患大分類別の総患者数を合

算すると、36万 2千人となり、比較的登録者

数の多い 24 疾患を合算した場合は 29 万 0千人

であった。 

(2) キャリーオーバー患者数 

(1)から 20歳以降の新規発症者を除外するよ

う推計したキャリーオーバー患者数は、疾患大

分類別の総患者数が 7 万 6千人、24 疾患の合

計では 3 万 3千人であった。 

 

Ｄ．考察 

 本研究では、キャリーオーバー患者数の推計

に際し、疾患大分類による推計と比較的登録患

者数の多い疾患群における推計の 2 つを並行し

て行った。双方の推計値は総患者数及びキャリ

ーオーバー患者数のいずれにおいても極端には

開くことがなかったため、推計方法には一定の

内的妥当性があるものと考えられる。 

 また、先天奇形や先天性代謝異常といった成

人後の発症がないか稀な疾患については、キャ

リーオーバー患者数の推計値は未成年時に比べ

ておおむね減少傾向にあり、この点からも患者

調査の個票を用いた推計方法が一定の妥当性を

有することが推測される。 

 一方、新生物や代謝疾患、慢性甲状腺炎など

の一部の内分泌疾患においては、小児慢性特定

疾患と同じ ICD-10 コードを有する患者が 20 歳

以降に大きく増加している。これは、一部には

小児慢性特定疾患が成人後に新規に発症した可

能性もあるが、小児慢性特定疾患と ICD-10コ

ードを共有するメジャーな疾患が加齢に伴い数

多く発症する影響が強いと思われる（例えば喘

息）。そのため本研究では、小児慢性特定疾患

患者数は成人後には横ばいまたは減少するとの

仮定をおいた。 

 一方、本研究には調査設計上の限界がある。

特に大きなものとしては、病名コードのバラエ

ティである。実質的に同一の疾患でも異なる病

名や ICD-10 コードが付される場合は少なくな

く、また小児慢性特定疾患と他のメジャーな疾

患が同じ ICD-10コードを共有している場合も

少なくない。後者については、公表された小児

慢性特定疾患登録者数と患者調査からの総患者

数推計値の比をとることで一定の対策となって

いるが、前者については抽出漏れが生じている

可能性がある。また、患者調査の個票は一つの

病名のみが記載されており、小児慢性特定疾患

が第二番目以下の疾患として扱われた場合は記
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載されない。さらに、診療間隔が欠損している

個票については、便宜的に 91 日間として処理

したため、それよりも真の診療間隔が長い再来

外来患者については推計値が過小評価となる。 

 今後、同様の研究を行う場合は、ひとつの小

児慢性特定疾患に漏れなく ICD-10コードを対

応させ、さらにひとつの ICD-10コードに小児

慢性特定疾患とそれ以外の疾患が混在する「ノ

イズ」の割合に着目して、疾患単位での分析を

行うことが望まれる。 

 

Ｅ．結論 

 7万 6千人の小児慢性特定疾患キャリーオー

バー患者がいると推計された。 

 

Ｆ．研究発表 

１．論文発表 

 なし。 

２．学会発表 

 なし。 

 

Ｇ、知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 

１．特許取得 

 なし。 

２．実用新案登録 

 なし。 

３．その他 

 なし。 
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登録患者数

0～18(20)歳

C00-D48 Ⅱ　新生物 12.802

D50-D89 Ⅲ　血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 3.766

E00-E90 Ⅳ　内分泌，栄養及び代謝疾患 37.916

G00-G99 Ⅵ　神経系の疾患 3.995

I00-I99 Ⅸ　循環器系の疾患 2.119

J00-J99 Ⅹ　呼吸器系の疾患 2.081

K00-K93 ⅩⅠ　消化器系の疾患 0.177

M00-M99 ⅩⅢ　筋骨格系及び結合組織の疾患 3.243

N00-N99 ⅩⅣ　腎尿路生殖器系の疾患 7.734

Q00-Q99 ⅩⅦ　先天奇形，変形及び染色体異常 15.150

88.983

C910-C911
急性リンパ芽球性白血病
　(B細胞性､FAB分類:L1又はL2を含む)

3.189

C920 急性骨髄性白血病 0.748

D66 血友病A 1.191

E059 甲状腺機能亢進症 3.268

E065 慢性甲状腺炎 0.989

E109 １型糖尿病 4.718

E23 下垂体機能低下症（成長ホルモン分泌不全性低身長症など） 13.357

E250 21水酸化酵素欠損症 0.613

E30 思春期障害（真性思春期早発症など） 1.830

G404 点頭てんかん(West症候群) 2.115

G70-G73 神経筋接合部及び筋の疾患（筋ジストロフィーなど） 0.468

I01-I09,I20-I25,I心疾患（高血圧性のものを除く） 2.104

J398 気管狭窄 0.501

J45-J46 喘息 0.595

Q44 胆のう，胆管及び肝の先天奇形（先天性胆道閉鎖症など） 2.454

M080 若年性関節リウマチ 1.325

M303 川崎病性冠動脈病変 1.321

Q201 両大血管右室起始(症) 0.914

Q203 完全大血管転位(症) 0.882

Q204 単心室 0.808

Q210 心室中隔欠損症 2.038

Q213 Fallot四徴症 2.140

Q255 肺動脈閉鎖(症) 0.684

Q774 ターナー(Turner)症候群 1.205

49.457合　計

合　計

疾患大分類ICD-10 

小児慢性特定疾患（抜粋）

表１．小児慢性特定疾患登録患者数 （千人）  

  

- 165 -



0-19 20-39

C00-D48 Ⅱ　新生物 27 130

D50-D89 Ⅲ　血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 22 57

E00-E90 Ⅳ　内分泌，栄養及び代謝疾患 47 218

G00-G99 Ⅵ　神経系の疾患 90 159

I00-I99 Ⅸ　循環器系の疾患 21 127

J00-J99 Ⅹ　呼吸器系の疾患 1263 447

K00-K93 ⅩⅠ　消化器系の疾患 836 1413

M00-M99 ⅩⅢ　筋骨格系及び結合組織の疾患 69 226

N00-N99 ⅩⅣ　腎尿路生殖器系の疾患 32 329

Q00-Q99 ⅩⅦ　先天奇形，変形及び染色体異常 71 15

2478 3121

C910-C911
急性リンパ芽球性白血病
　(B細胞性､FAB分類:L1又はL2を含む)

4 1

C920 急性骨髄性白血病 0 3

D66 血友病A 1 4

E059 甲状腺機能亢進症 2 31

E065 慢性甲状腺炎 0 5

E109 １型糖尿病 6 19

E23 下垂体機能低下症（成長ホルモン分泌不全性低身長症など） 5 7

E250 21水酸化酵素欠損症 1 1

E30 思春期障害（真性思春期早発症など） 3 0

G404 点頭てんかん(West症候群) 4 2

G70-G73 神経筋接合部及び筋の疾患（筋ジストロフィーなど） 4 8

I01-I09,I20-I25,I心疾患（高血圧性のものを除く） 23 57

J398 気管狭窄 0 1

J45-J46 喘息 664 234

Q44 胆のう，胆管及び肝の先天奇形（先天性胆道閉鎖症など） 3 1

M080 若年性関節リウマチ 2 0

M303 川崎病性冠動脈病変 11 1

Q201 両大血管右室起始(症) 2 0

Q203 完全大血管転位(症) 2 1

Q204 単心室 2 1

Q210 心室中隔欠損症 15 1

Q213 Fallot四徴症 5 0

Q255 肺動脈閉鎖(症) 3 0

Q774 ターナー(Turner)症候群 1 1

761 378合　計

総患者数（推計値）
ICD-10 疾患大分類

合　計

小児慢性特定疾患（抜粋）

表２．患者調査個票による小児慢性特定疾患集計値 （千人） 
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年齢階級別受給者数からの外挿によるキャリーオーバー患者数の推計 
 

研究代表者 尾島 俊之（浜松医科大学医学部健康社会医学講座教授） 

 

 

 

Ａ．研究目的 

 小児慢性特定疾患（小慢）は年齢が上がるに

連れて患者数が急速に減少する疾患や、余り減

少しない疾患がある。また、成長期に患者数が

ピークを迎えて、その後急速に減少する疾患も

ある。そこで、疾患毎のそのような特徴に着目

して、小慢の年齢階級別受給者数を基礎にして、

20～39 歳のキャリーオーバー患者数を推計す

ることを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

 成育医療研究センターから提供を受けた年

齢別小慢登録患者数を基礎データとして用い

た。まず疾患毎に、0～4 歳、5～9 歳、10～14

歳、15～19 歳の年齢５歳階級別に集計した。

その際に年齢不詳の数は各年齢階級に按分し

た。次に、0～19 歳の４階級全体、および 10

～19 歳の２階級で、年齢階級が１段階上がる

毎での患者数の増減について、回帰分析を行っ

た。そして、２種類の回帰係数のうち、値が小

さい回帰係数を以後の操作において採用した。

なお、この回帰係数が 0より大きくなった場合

は回帰係数を 0 とみなした。最後に、15～19

歳の患者数を出発点にして、年齢階級が１段階

上がる毎にその増減数の変化があるものとし

て、20～24歳、25～29歳、30～34歳、35～39

歳の患者数を推計した。その際に推計患者数が

負の値になった場合には、患者数 0 人とした

（モデル１）。 

 加えて、18 歳と 19 歳の患者数からの回帰係

数（単純な減少数を５倍して 5 歳当たりの係

数）を算定し、前述の回帰係数より小さい場合

 
研究要旨 小児慢性特定疾患について、年齢の上昇に伴う患者数の増減の各疾患の特徴に着目し

て、20～39 歳のキャリーオーバー患者数を推計することを目的とした。年齢階級別小児慢性特

定疾患登録患者数を基礎データとして用いた。方法は、まず疾患毎に、0～19 歳について年齢５

歳階級別に患者数を集計した。次に、0～19 歳の４階級全体、および 10～19 歳の２階級で、年

齢階級が１段階上がる毎での患者数の増減について、回帰分析を行った。そして、２種類の回帰

係数のうち、値が小さい回帰係数を以後の操作において採用した。最後に、15～19 歳の患者数

を出発点にして、年齢階級が１段階上がる毎にその増減数の変化があるものとして、20～39 歳

の患者数を推計した（モデル１）。加えて、18 歳と 19 歳の患者数からの回帰係数を算定し、ま

た 19 歳の患者数を見て、それらの方が小さい場合にはそれを採用する推計を行った（モデル２）。

推計の結果、20～39 歳の患者数の合計はそれぞれ 49,197 人、11,045 人となった。ただし、今回

の推計は 20 歳未満の年齢階級別患者数を直線的に 20 歳以降に外挿して推定したものであり、そ

の推計にあたっては直線で良いのか、なんらかの曲線が良いのかなどの議論の余地がある。また、

35～39 歳においても、まだかなりの患者数がみられる疾患もあり、それらについては、40 歳以

降のキャリーオーバー患者についても検討を要すると考えられる。 
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にはそちらを採用する推計を行った。この際に、

19 歳の患者数の 5 倍が、15～19 歳の患者数よ

りも少ない場合には、それを出発点として 

20 歳以降の患者数を推計した（モデル２）。 

 

Ｃ．研究結果 

 推計結果を表に示す。20～39 歳の患者数の

合計は、モデル１で 49,197 人、モデル２で

11,045 人となった。 

 

Ｄ．考察 

 今回の推計値は、本研究班で、別途アンケー

ト調査から推計したキャリーオーバー患者数

の上限値 47,500人、及び中央の推定値 12,500

人に近い数値となった。 

 ただし、今回の推計は 20 歳未満の年齢階級

別患者数を直線的に 20 歳以降に外挿して推定

したものであり、その推計にあたっては直線で

良いのか、なんらかの曲線が良いのかなどの議

論の余地がある。また、35～39歳においても、

まだかなりの患者数がみられる疾患もあり、そ

れらについては、40 歳以降のキャリーオーバ

ー患者についても検討を要すると考えられる。 

 以上のことからも、今回の推計値はあくまで

もひとつの参考値として見て頂くのが良いと

考えられる。 

 

Ｅ．結論 

 小児慢性特定疾患について、年齢の上昇に伴

う患者数の増減の各疾患の特徴に着目して、20

～39 歳のキャリーオーバー患者数の推計を試

みたところ、合計 49,197 人、11,045 人となっ

た。ただし、簡易な推計方法であることから、

あくまでもひとつの参考値として見る必要が

ある。 

 

Ｆ．研究発表 

１．論文発表 

 なし 

２．学会発表 

 なし 

 

Ｇ、知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

１．特許取得 

 なし 

２．実用新案登録 

 なし 

３．その他 

 なし 
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表 キャリーオーバー患者数の推計 

（年齢階級別受給者数からの外挿による推計） 



表　キャリーオーバー患者数の推計（年齢階級別受給者数からの外挿による推計）

A B C D E F G
実績 実績 実績 実績 計算 計算 計算

整理
番号

疾患名
0～
4歳

5～
9歳

10～
14歳

15～
19歳

A～D
の傾き

C～D
の傾き

E,Fの
最小値

0 総計 19130 28789 35257 21454
1 悪性新生物（合計） 2426 3680 3515 2904
2 慢性腎疾患（合計） 629 1900 2779 2554
3 慢性呼吸器疾患（合計） 1185 586 423 210
4 慢性心疾患（合計） 6314 3502 2885 2082
5 慢性心疾患（合計） 2735 8355 11697 5944
6 膠原病（合計） 503 827 1043 945
7 糖尿病（合計） 227 829 1948 2845
8 先天性代謝異常（合計） 778 1187 1276 969
9 血友病等血液・免疫疾患（合計） 868 1027 1052 816
10 神経・筋疾患（合計） 1540 1310 832 563
11 慢性消化器疾患（合計） 1328 1641 1604 568

1001 悪性カルチノイド 0 0 0 1 0.3 1.0 0.0
1002 悪性黒色腫 0 4 7 5 1.8 -2.0 -2.0
1003 悪性骨巨細胞腫 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
1004 悪性細網症 3 8 7 3 -0.1 -4.0 -4.0
1005 悪性マクログロブリン血症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
1006 悪性リンパ腫 29 174 267 223 67.6 -44.1 -44.1
1007 アスキン腫瘍 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
1008 ウィルムス腫瘍 98 89 21 14 -31.9 -7.2 -31.9
1009 下垂体腺腫 1 5 16 28 9.2 12.0 0.0
1010 家族性赤血球貪食性細網症 4 0 0 2 -0.6 2.0 -0.6
1011 褐色細胞腫 0 0 6 6 2.4 0.0 0.0
1012 癌性腹膜炎 0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0
1013 奇形腫(頭蓋内及び脊柱管内に限 14 22 31 29 5.5 -2.0 -2.0
1014 菌状息肉腫 0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0
1015 形質細胞腫 0 0 0 2 0.6 2.0 0.0
1016 血球貪食リンパ組織球症 51 63 32 15 -14.0 -17.1 -17.1
1017 好酸球性肉芽腫 0 4 11 5 2.2 -6.0 -6.0
1018 骨髄腫 2 0 3 2 0.3 -1.0 -1.0
1019 松果体腫 9 11 37 41 12.2 4.0 0.0
1020 絨毛上皮腫 10 38 87 115 36.4 28.6 0.0
1021 神経膠腫 44 137 161 138 30.5 -22.7 -22.7
1022 神経鞘腫(頭蓋内及び脊柱管内に 2 4 8 12 3.4 4.0 0.0
1023 神経上皮腫 0 5 4 1 0.2 -3.0 -3.0

1024
神経星細胞腫(頭蓋内及び脊柱管
内に限る)

7 11 19 21 5.0 2.1 0.0

1025
神経節細胞腫(頭蓋内及び脊柱管
内に限る)

2 9 4 8 1.3 4.0 0.0

1026 腎明細胞肉腫(腫瘍) 7 11 2 1 -2.7 -1.1 -2.7
1027 膵芽腫 2 5 3 1 -0.5 -2.0 -2.0
1028 髄上皮腫 0 0 0 2 0.6 2.0 0.0
1029 髄膜腫 2 3 9 11 3.4 2.1 0.0
1030 精上皮腫 0 2 0 3 0.7 3.0 0.0
1031 脊索腫 2 3 2 6 1.2 4.3 0.0
1032 セザリー（Sezary）症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
1033 赤血病 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
1034 赤白血病 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

1035
先天性腎間葉芽腫(先天性中胚葉
性腎腫)

6 0 0 0 -1.8 0.0 -1.8

1036 頭蓋咽頭腫 17 92 126 81 22.5 -44.6 -44.6
1037 脳室上衣腫 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
1038 肺芽腫 11 7 1 0 -3.9 -1.0 -3.9
1039 白血病 816 1565 1286 841 -20.3 -444.5 -444.5

1040
白血病性細網内皮症(Hairy-cell
Leukemia)

0 1 1 0 0.0 -1.0 -1.0

1041 バーキット(Burkitt)リンパ腫 5 26 18 14 1.9 -4.0 -4.0
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H I J K L M N O P Q R S T U
推計 推計 推計 推計 推計 実績 実績 計算 計算 推計 推計 推計 推計 推計

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

18歳 19歳
M～N
の傾き

（5歳当たり）

G,Oの
最小値

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

49197 14857 12237 11224 10878 3651 2384 11045 5426 2794 1592 1233
6965 2214 1674 1580 1497 508 333 1649 806 362 246 236
6563 2121 1733 1424 1284 464 285 1346 515 293 277 262
70 31 19 12 8 31 21 132 33 33 33 33

2170 882 490 409 389 368 206 115 79 18 9 9
14405 4161 3529 3368 3346 1004 605 2017 1118 395 273 231
2989 795 733 730 730 162 122 781 404 234 99 44
11381 2845 2845 2845 2845 566 432 2490 1490 825 160 15
1608 614 404 308 282 166 111 638 261 126 125 125
1910 591 479 434 405 152 110 1249 393 331 283 242
587 265 167 86 68 93 66 121 73 16 16 16
549 337 162 27 23 93 73 507 255 161 70 20
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
4 3 1 0 0 0 1 5.0 0.0 20 5 5 5 5
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 1 1 0.0 -0.1 11 3 3 3 3
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

450 179 134 90 46 49 22 -135.0 -135.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 2 10.0 -31.9 0 0 0 0 0

112 28 28 28 28 7 5 -10.0 -10.0 20 15 5 0 0
2 1 1 0 0 0 0 0.0 -0.6 0 0 0 0 0
24 6 6 6 6 1 1 0.0 0.0 20 5 5 5 5
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
97 27 25 23 21 4 3 -5.0 -5.0 15 10 5 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
8 2 2 2 2 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 3 0 -15.0 -15.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1 5.0 0.0 20 5 5 5 5
1 1 0 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

164 41 41 41 41 8 7 -5.0 -5.0 90 30 25 20 15
461 115 115 115 115 19 13 -30.0 -30.0 40 35 5 0 0
325 115 93 70 47 19 19 0.0 0.0 380 95 95 95 95
48 12 12 12 12 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

84 21 21 21 21 6 2 -20.0 -20.0 0 0 0 0 0

32 8 8 8 8 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -2.7 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.5 0 0 0 0 0
8 2 2 2 2 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
46 11 11 11 11 3 2 -5.0 -5.0 5 5 0 0 0
12 3 3 3 3 0 3 15.0 0.0 12 3 3 3 3
26 6 6 6 6 1 1 0.0 0.0 20 5 5 5 5
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -1.8 0 0 0 0 0

36 36 0 0 0 17 16 -5.0 -5.0 270 75 70 65 60
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -3.9 0 0 0 0 0

397 397 0 0 0 143 81 -310.0 -310.0 95 95 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

18 10 6 2 0 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
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A B C D E F G
実績 実績 実績 実績 計算 計算 計算

整理
番号

疾患名
0～
4歳

5～
9歳

10～
14歳

15～
19歳

A～D
の傾き

C～D
の傾き

E,Fの
最小値

1042
ハンド・シューラー・クリスチャン
(Hand-Schuller-Christian）病

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

1043
非白血病性細網内皮症(組織球性
髄様細網症)

0 13 9 6 1.4 -3.0 -3.0

1044 非ホジキン(non-Hodgkin)リンパ腫 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
1045 ホジキン(Hodgkin)病 3 21 39 64 20.1 25.0 0.0
1046 未梢性神経外胚葉腫瘍 14 14 16 8 -1.6 -8.0 -8.0
1047 未分化胚細胞腫(卵巣精上皮腫) 3 10 21 13 4.1 -8.0 -8.0
1048 脈絡叢乳頭腫 19 17 16 8 -3.5 -8.1 -8.1
1049 ユーイング(Ewing)肉腫 10 28 54 65 18.9 11.1 0.0

1050
ラブドイド腫瘍(肉腫)(悪性ラブドイド
腫瘍)

9 3 1 1 -2.5 0.0 -2.5

1051
ランゲルハンス(細胞)組織球症
(Histiocytosis X)

132 139 93 32 -34.3 -60.8 -60.8

1052 緑色腫 1 1 0 0 -0.4 0.0 -0.4
1053 レッテラー・ジーベ(Letterer-Siwe)病 0 0 2 2 0.8 0.0 0.0

1054
H鎖病(α鎖病、γ鎖病、δ鎖病、μ
鎖病)

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

1055 1～54まで以外の悪性腫瘍 1063 1101 1051 1041 -11.7 -10.2 -11.7
1000 悪性新生物（不明） 26 34 41 30 1.9 -11.1 -11.1
2001 遺伝性腎炎 4 35 78 73 25.0 -5.1 -5.1

2002
急速進行性糸球体腎炎の病変を示
す慢性腎炎

0 15 33 28 10.2 -5.0 -5.0

2003 紫斑病性腎炎 9 119 143 120 35.6 -23.5 -23.5
2004 巣状糸球体硬化症 14 118 144 141 40.7 -3.0 -3.0
2005 ネフローゼ症候群 286 665 763 578 97.2 -185.2 -185.2
2006 微少変化型ネフローゼ症候群 2 35 58 37 12.9 -21.2 -21.2
2007 慢性糸球体腎炎 21 145 165 139 37.7 -25.8 -25.8
2008 慢性増殖性糸球体腎炎 0 0 0 2 0.6 2.0 0.0
2009 慢性膜性糸球体腎炎 8 96 133 116 36.1 -16.3 -16.3
2010 慢性膜性増殖性糸球体腎炎 6 51 138 87 33.1 -50.7 -50.7
2011 IgA腎症 17 267 656 817 278.7 161.1 0.0
2012 アミロイド腎 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
2013 萎縮腎 10 9 15 22 4.3 7.1 0.0
2014 家族性若年性ネフロンろう 2 5 8 15 4.2 7.0 0.0
2015 ギテルマン(Gitelman)症候群 0 1 12 7 3.2 -5.0 -5.0
2016 巨大水尿管症 1 1 1 1 0.0 0.0 0.0
2017 グッドパスチャー(Goodpasture)症候 0 1 0 2 0.5 2.0 0.0
2018 腎血管性高血圧 11 14 30 12 1.9 -18.0 -18.0
2019 腎静脈血栓症 0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0
2020 腎動静脈ろう 0 0 0 1 0.3 1.0 0.0
2021 腎動脈狭窄症 0 0 0 2 0.6 2.0 0.0
2022 腎尿細管性アシドーシス 15 11 22 23 3.2 1.0 0.0
2023 腎嚢胞 1 0 1 7 1.9 6.0 0.0

2024
腎の奇形、位置異常又は腫瘍による
腎機能障害

2 5 3 11 2.5 8.0 0.0

2025
腎の無発生、低形成、無形成又は
異形成

99 141 193 163 24.4 -30.4 -30.4

2026 腎又は腎周囲膿瘍 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
2027 腎又は尿路結石 1 1 1 2 0.3 1.0 0.0
2028 水腎症 70 78 80 50 -5.6 -29.7 -29.7
2029 多発性嚢胞腎 17 21 22 16 -0.2 -6.1 -6.1

2030
尿路の奇形、位置異常又は腫瘍に
よる腎機能障害

1 17 12 9 1.9 -3.0 -3.0

2031 尿路閉塞性腎機能障害 16 13 7 11 -2.1 3.2 -2.1
2032 バーター(Bartter)症候群 8 10 21 18 4.2 -3.1 -3.1
2033 慢性間質性腎炎 0 8 9 20 6.0 10.3 0.0
2034 慢性腎盂腎炎 5 15 23 20 5.3 -3.0 -3.0
2000 慢性腎疾患（不明） 1 3 5 3 0.8 -2.0 -2.0
3001 アレルギー性気管支炎 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

- 172 -



H I J K L M N O P Q R S T U
推計 推計 推計 推計 推計 実績 実績 計算 計算 推計 推計 推計 推計 推計

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

18歳 19歳
M～N
の傾き

（5歳当たり）

G,Oの
最小値

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

3 3 0 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
256 64 64 64 64 16 9 -35.0 -35.0 10 10 0 0 0
0 0 0 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
5 5 0 0 0 4 1 -15.0 -15.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 1 2 5.0 -3.5 6 5 1 0 0

259 65 65 65 65 6 8 10.0 0.0 160 40 40 40 40

0 0 0 0 0 0 1 5.0 -2.5 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 4 2 -10.0 -34.3 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.4 0 0 0 0 0
8 2 2 2 2 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

4047 1029 1018 1006 994 183 128 -275.0 -275.0 455 365 90 0 0
27 19 8 0 0 4 1 -15.0 -15.0 0 0 0 0 0
240 68 63 58 52 13 19 30.0 0.0 292 73 73 73 73

62 23 18 13 8 5 4 -5.0 -5.0 30 15 10 5 0

244 96 73 49 26 22 11 -55.0 -55.0 0 0 0 0 0
534 138 135 132 129 22 23 5.0 0.0 460 115 115 115 115
622 393 207 22 0 103 58 -225.0 -225.0 65 65 0 0 0
16 16 0 0 0 10 4 -30.0 -30.0 0 0 0 0 0
300 114 88 62 36 17 11 -30.0 -30.0 25 25 0 0 0
8 2 2 2 2 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

302 100 84 67 51 25 12 -65.0 -65.0 0 0 0 0 0
37 37 0 0 0 12 10 -10.0 -10.0 100 40 30 20 10

3267 817 817 817 817 158 84 -370.0 -370.0 50 50 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
90 22 22 22 22 6 1 -25.0 -25.0 0 0 0 0 0
60 15 15 15 15 3 1 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
2 2 0 0 0 0 2 10.0 0.0 28 7 7 7 7
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
8 2 2 2 2 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 2 2 0.0 0.0 40 10 10 10 10
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
8 2 2 2 2 1 1 0.0 0.0 8 2 2 2 2
91 23 23 23 23 4 4 0.0 0.0 80 20 20 20 20
28 7 7 7 7 2 3 5.0 0.0 28 7 7 7 7

44 11 11 11 11 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0

348 133 102 72 41 36 24 -60.0 -60.0 60 60 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
8 2 2 2 2 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
21 21 0 0 0 9 5 -20.0 -20.0 5 5 0 0 0
14 10 4 0 0 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0

9 6 3 0 0 1 1 0.0 0.0 20 5 5 5 5

21 9 6 4 2 1 1 0.0 -2.1 4 3 1 0 0
43 15 12 9 6 0 2 10.0 0.0 40 10 10 10 10
78 20 20 20 20 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
50 17 14 11 8 6 0 -30.0 -30.0 0 0 0 0 0
1 1 0 0 0 0 1 5.0 0.0 12 3 3 3 3
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
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A B C D E F G
実績 実績 実績 実績 計算 計算 計算

整理
番号

疾患名
0～
4歳

5～
9歳

10～
14歳

15～
19歳

A～D
の傾き

C～D
の傾き

E,Fの
最小値

3001 アレルギー性細気管支炎 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
3003 気管狭窄 363 169 79 26 -109.8 -52.8 -109.8
3004 気管支拡張症 5 19 32 25 7.3 -7.0 -7.0
3005 気管支喘息 53 168 200 100 17.4 -99.9 -99.9
3006 先天性中枢性低換気症候群 81 40 23 8 -23.6 -14.4 -23.6
3007 先天性肺胞蛋白症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

3008
線毛機能不全症候群(カータジェ
ナー(Kartagener)症候群)

4 14 7 8 0.5 1.0 0.0

3009 嚢胞性線維症 5 0 2 1 -1.0 -1.0 -1.0

3010
本態性(特発性)肺ヘモジデローシス
(血鉄症)

6 21 13 8 -0.2 -4.2 -4.2

3011 慢性肺疾患 666 155 68 32 -198.9 -36.3 -198.9
3000 慢性呼吸器疾患（不明） 2 0 0 1 -0.3 1.0 -0.3
4001 冠動静脈ろう 11 12 15 9 -0.3 -6.1 -6.1
4002 冠動脈異常起始症 2 0 0 0 -0.6 0.0 -0.6
4003 冠動脈拡張症 1 1 0 0 -0.4 0.0 -0.4
4004 冠動脈狭窄症 2 3 3 6 1.0 2.3 0.0
4005 冠動脈瘤 7 14 13 9 0.5 -4.1 -4.1

4006
左冠動脈肺動脈起始症(ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ･ﾎﾜ
ｲﾄ･ｶﾞｰﾗﾝﾄﾞ（Bland-White-Garland）
症候群）

8 15 6 7 -1.2 1.1 -1.2

4007 狭心症 0 1 1 1 0.3 0.0 0.0

4008
ウォルフ・パーキンソン・ホワイト
(Wolff-Parkinson-White、WPW)症候

12 14 17 14 1.0 -3.2 -3.2

4009 期外収縮 2 6 11 22 6.4 10.3 0.0
4010 脚ブロック 1 0 0 1 0.0 1.0 0.0
4011 心房又は心室の細動 0 2 7 16 5.3 9.8 0.0
4012 心房又は心室の粗動 2 2 4 3 0.5 -1.0 -1.0
4013 洞不全症候群 1 11 18 15 4.9 -2.2 -2.2
4014 洞房ブロック 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
4015 非発作性頻拍(心室、上室性) 1 4 4 0 -0.3 -4.0 -4.0
4016 房室解離 0 0 2 1 0.5 -1.0 -1.0
4017 房室ブロック 38 44 46 33 -1.3 -13.3 -13.3
4018 発作性頻拍(心室、上室性) 64 65 95 68 4.1 -26.2 -26.2
4019 ロマノ･ワルド(Romano-Ward)症候群 0 0 1 2 0.7 1.0 0.0
4020 QT延長症候群 23 39 108 108 32.3 0.0 0.0
4021 心筋梗塞 0 2 1 3 0.8 2.0 0.0
4022 総動脈幹遺残症 74 29 19 18 -17.8 -1.1 -17.8
4023 大動脈肺動脈中隔欠損症 6 1 1 2 -1.2 1.0 -1.2
4024 心筋炎後心肥大 4 8 8 8 1.2 0.0 0.0

4025
心臓腫瘍(粘液腫､横紋筋腫､脂肪
腫､線維腫)

12 5 7 1 -3.1 -6.0 -6.0

4026 慢性緊縮性心膜炎 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
4027 慢性心筋炎 0 8 6 6 1.6 0.0 0.0
4028 慢性心内膜炎 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
4029 慢性心膜炎 2 0 2 0 -0.4 -2.0 -2.0
4030 アイゼンメンゲル(Eisenmenger)症候 4 5 4 3 -0.4 -1.0 -1.0
4031 右室低形成症 22 5 3 3 -5.8 0.0 -5.8
4032 右室二腔症 1 3 4 0 -0.2 -4.0 -4.0
4033 左室右房交通症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
4034 左心形成不全(低形成)症候群 200 95 31 2 -65.9 -29.4 -65.9
4035 三心房心 7 2 0 0 -2.3 0.0 -2.3
4036 心室中隔欠損症 1261 287 247 169 -331.6 -77.4 -331.6

4037
心内膜床欠損症(一次口欠損症、共
通房室弁口症)

361 210 139 79 -91.8 -59.9 -91.8

4038 心不全を伴う動静脈ろう(体動静脈ろ 3 0 5 0 -0.4 -5.0 -5.0

4039
心房中隔欠損症(二次口欠損症、静
脈洞欠損症)

179 75 63 50 -40.1 -13.2 -40.1

4040 総肺静脈還流異常症 139 45 27 24 -36.2 -3.1 -36.2
4041 体静脈異常還流症 0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0

- 174 -



H I J K L M N O P Q R S T U
推計 推計 推計 推計 推計 実績 実績 計算 計算 推計 推計 推計 推計 推計

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

18歳 19歳
M～N
の傾き

（5歳当たり）

G,Oの
最小値

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 8 2 -30.0 -109.8 0 0 0 0 0
33 18 11 4 0 6 6 0.0 0.0 100 25 25 25 25
0 0 0 0 0 10 5 -25.0 -25.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 2 1 -5.0 -23.6 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

32 8 8 8 8 0 3 15.0 0.0 32 8 8 8 8

0 0 0 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

4 4 0 0 0 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 2 3 5.0 -198.9 0 0 0 0 0
1 1 0 0 0 0 0 0.0 -0.3 0 0 0 0 0
3 3 0 0 0 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.6 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.4 0 0 0 0 0
23 6 6 6 6 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
6 5 1 0 0 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0

18 6 5 4 3 0 0 0.0 -1.2 0 0 0 0 0

4 1 1 1 1 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

24 11 8 4 1 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

87 22 22 22 22 4 2 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
65 16 16 16 16 5 0 -25.0 -25.0 0 0 0 0 0
3 2 1 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
40 13 11 9 7 3 0 -15.0 -15.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.3 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
26 19 6 0 0 3 1 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
58 42 16 0 0 13 4 -45.0 -45.0 0 0 0 0 0
8 2 2 2 2 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

431 108 108 108 108 23 12 -55.0 -55.0 5 5 0 0 0
12 3 3 3 3 1 1 0.0 0.0 12 3 3 3 3
0 0 0 0 0 1 3 10.0 -17.8 0 0 0 0 0
1 1 0 0 0 0 0 0.0 -1.2 0 0 0 0 0
32 8 8 8 8 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -3.1 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
24 6 6 6 6 2 2 0.0 0.0 24 6 6 6 6
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.4 0 0 0 0 0
3 2 1 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 1 0 -5.0 -5.8 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.2 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -65.9 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -2.3 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 23 14 -45.0 -331.6 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 11 14 15.0 -91.8 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.4 0 0 0 0 0

10 10 0 0 0 10 3 -35.0 -40.1 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 3 5 10.0 -36.2 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
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A B C D E F G
実績 実績 実績 実績 計算 計算 計算

整理
番号

疾患名
0～
4歳

5～
9歳

10～
14歳

15～
19歳

A～D
の傾き

C～D
の傾き

E,Fの
最小値

4042 単心室症 380 247 166 92 -94.5 -74.4 -94.5
4043 単心房症 19 13 12 8 -3.5 -4.1 -4.1
4044 動脈管開存症 106 26 19 13 -28.6 -5.2 -28.6
4045 ファロー(Fallot)四徴症 780 554 425 284 -161.7 -140.5 -161.7
4046 部分的肺静脈還流異常症 1 3 0 0 -0.7 0.0 -0.7
4047 心内膜心筋線維症 2 0 2 0 -0.4 -2.0 -2.0
4048 心内膜線維弾性症 3 1 3 4 0.5 1.0 0.0
4049 特発性抱束型(緊縮型)心筋症 2 6 4 2 -0.2 -2.1 -2.1
4050 特発性肥大型心筋症 122 100 107 118 -0.5 10.2 -0.5

4051
ヴァルサルヴァ(Valsalva)洞動脈瘤又
はその破裂

1 3 3 8 2.1 5.0 0.0

4052 エプスタイン(Ebstein)奇形(病) 64 41 18 25 -14.2 7.2 -14.2
4053 完全大血管転位症 313 211 164 145 -55.1 -19.3 -55.1
4054 血管輪症 2 2 0 1 -0.6 1.2 -0.6
4055 三尖弁狭窄症 10 8 5 1 -3.1 -4.2 -4.2
4056 三尖弁閉鎖症 153 101 84 56 -30.7 -27.2 -30.7
4057 三尖弁閉鎖不全症 20 11 4 6 -5.0 1.1 -5.0
4058 修正大血管転位症 95 76 46 33 -21.6 -13.4 -21.6
4059 重複大動脈弓症 3 0 0 0 -0.9 0.0 -0.9
4060 僧帽弁狭窄症 24 15 21 5 -5.1 -15.5 -15.5
4061 僧帽弁閉鎖症 16 11 10 5 -3.4 -5.0 -5.0
4062 僧帽弁閉鎖不全症 110 108 95 62 -15.7 -32.6 -32.6
4063 大動脈狭窄症 137 52 39 24 -35.0 -14.3 -35.0
4064 大動脈縮窄症 184 79 87 62 -35.7 -24.5 -35.7
4065 大動脈弁狭窄症 96 103 75 85 -5.9 10.3 -5.9
4066 大動脈弁閉鎖症 5 2 0 1 -1.4 1.0 -1.4
4067 大動脈弁閉鎖不全症 19 29 48 41 8.5 -7.3 -7.3
4068 大動脈瘤 0 3 5 0 0.1 -4.6 -4.6
4069 タウシッヒ･ビング(Taussig-Bing)症候 3 0 0 0 -0.9 0.0 -0.9
4070 特発性肺動脈拡張症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
4071 肺動脈狭窄症 54 36 23 18 -12.1 -4.1 -12.1
4072 肺動脈閉鎖症 339 192 124 82 -83.7 -41.7 -83.7
4073 肺動脈弁狭窄症 81 42 55 18 -17.6 -36.4 -36.4
4074 肺動脈弁閉鎖症 61 34 29 16 -14.0 -12.3 -14.0
4075 肺動脈弁閉鎖不全症 4 1 2 5 0.4 3.0 0.0
4076 右鎖骨下動脈異常起始症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
4077 両大血管右室起始症 444 243 159 103 -110.6 -55.2 -110.6
4078 慢性心不全(慢性肺性心を含む) 42 38 29 15 -9.0 -13.4 -13.4
4079 右胸心 12 5 5 5 -2.4 0.0 -2.4
4080 左心症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
4081 小児原発性肺高血圧症 33 35 49 31 0.7 -17.7 -17.7
4082 心臓脱出症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
4083 先天性心膜欠損症 3 0 0 0 -0.9 0.0 -0.9
4084 多脾症候群 27 8 12 6 -5.9 -6.0 -6.0
4085 無脾症候群 84 45 37 14 -21.9 -22.4 -22.4
4000 慢性心疾患（不明） 5 1 2 0 -1.3 -2.3 -2.3

5001
異所性甲状腺刺激ホルモン(TSH)産
生腫瘍

0 0 0 1 0.3 1.0 0.0

5002 異所性ゴナドトロピン産生腫瘍 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5003 異所性コルチゾール産生腫瘍 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5004 異所性成長ホルモン(GH)産生腫瘍 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5005
異所性副腎皮質刺激ホルモン
(ACTH)症候群

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5006 異所性プロラクチン(PRL)産生腫瘍 0 0 2 1 0.5 -1.0 -1.0
5007 下垂体機能低下症 74 96 145 198 42.1 53.4 0.0
5008 下垂体性巨人症 0 2 1 5 1.4 4.0 0.0
5009 クッシング(Cushing)病 0 0 3 1 0.6 -2.0 -2.0
5010 甲状腺刺激ホルモン(TSH)欠乏(欠 2 8 16 17 5.3 1.0 0.0

5011
抗利尿ホルモン(ADH)分泌異常症
(SIADH)

0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0
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H I J K L M N O P Q R S T U
推計 推計 推計 推計 推計 実績 実績 計算 計算 推計 推計 推計 推計 推計

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
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39歳
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最小値

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

0 0 0 0 0 16 14 -10.0 -94.5 0 0 0 0 0
4 4 0 0 0 3 0 -15.0 -15.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 4 0 -20.0 -28.6 0 0 0 0 0

122 122 0 0 0 56 28 -140.0 -161.7 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.7 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.4 0 0 0 0 0
16 4 4 4 4 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.2 0 0 0 0 0

465 117 117 116 116 22 12 -50.0 -50.0 10 10 0 0 0

32 8 8 8 8 4 0 -20.0 -20.0 0 0 0 0 0

11 11 0 0 0 2 0 -10.0 -14.2 0 0 0 0 0
124 90 35 0 0 33 16 -85.0 -85.0 0 0 0 0 0
1 1 0 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -3.1 0 0 0 0 0
26 26 0 0 0 7 9 10.0 -30.7 14 14 0 0 0
1 1 0 0 0 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
11 11 0 0 0 7 5 -10.0 -21.6 3 3 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.9 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -5.1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
30 30 0 0 0 11 8 -15.0 -15.7 33 24 9 0 0
0 0 0 0 0 1 2 5.0 -35.0 0 0 0 0 0
27 27 0 0 0 9 6 -15.0 -35.7 0 0 0 0 0
283 80 74 68 62 21 7 -70.0 -70.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1 5.0 -1.4 0 0 0 0 0
90 33 26 19 12 8 2 -30.0 -30.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.9 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
6 6 0 0 0 3 3 0.0 -12.1 3 3 0 0 0
0 0 0 0 0 16 11 -25.0 -83.7 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 2 1 -5.0 -17.6 0 0 0 0 0
2 2 0 0 0 3 2 -5.0 -14.0 0 0 0 0 0
20 5 5 5 5 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 12 10 -10.0 -110.6 0 0 0 0 0
2 2 0 0 0 0 0 0.0 -9.0 0 0 0 0 0
2 2 0 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
14 14 0 0 0 6 4 -10.0 -10.0 10 10 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.9 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 1 0 -5.0 -5.9 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 3 1 -10.0 -21.9 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -1.3 0 0 0 0 0

4 1 1 1 1 0 1 5.0 0.0 4 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
792 198 198 198 198 47 34 -65.0 -65.0 145 105 40 0 0
20 5 5 5 5 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
68 17 17 17 17 3 3 0.0 0.0 60 15 15 15 15

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
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5012 ゴナドトロピン欠乏(欠損)症 0 2 11 34 11.0 22.5 0.0
5013 シモンズ(Simmonds)病 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5014 真性思春期早発症 25 684 492 25 -19.2 -466.6 -466.6
5015 腎性尿崩症(抗利尿ホルモン不応 18 34 30 33 3.9 3.1 0.0
5016 成長ホルモン(GH)欠乏(欠損)症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5017 成長ホルモン分泌不全性低身長症 806 3986 6116 848 225.7 -5267.2 -5267.2
5018 中枢性思春期遅発症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5019 中枢性尿崩症(下垂体性(真性)尿崩 24 63 127 124 36.5 -3.1 -3.1
5020 低ゴナドトロピン性類宦官症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5021
副腎皮質刺激ホルモン(ACTH)欠乏
(欠損)症

3 2 4 1 -0.4 -3.0 -3.0

5022 プロラクチン(PRL)欠乏(欠損)症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5023 末端肥大症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5024 ラロン(Laron)型小人症 0 2 0 0 -0.2 0.0 -0.2
5025 異所性甲状腺 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5026 クレチン症 1227 1845 1471 928 -127.1 -542.9 -542.9

5027
甲状腺機能亢進症(バセドウ
(Basedow)病)

25 210 1184 2033 699.7 848.5 0.0

5028 甲状腺機能低下症 3 5 19 37 11.6 18.0 0.0
5029 甲状腺形成不全 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5030 甲状腺腺腫 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5031 腺腫様甲状腺腫 0 0 2 11 3.5 9.0 0.0
5031 先天性甲状腺ホルモン不応症 0 2 3 0 0.1 -3.0 -3.0
5031 粘液水腫 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5031 橋本病 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5031 慢性甲状腺炎 15 114 477 473 173.6 -4.0 -4.0

5031
ヴァーナー・モリソン(Verner-
Morrison，WDHA)症候群

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5031 ガストリン分泌異常 0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0
5031 グルカゴン分泌異常 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5031 セロトニン分泌異常(カルチノイド症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5031
ゾリンジャー・エリソン(Zollinger-
Ellison)症候群

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5031 特発性低血糖症 43 28 36 12 -8.5 -23.8 -23.8
5031 ロイシン過敏性低血糖症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5031
VIP(Vasoactive-Intestinal-
Polypeptide)分泌異常

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5031 カールマン(Kallmann)症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5045 仮性思春期早発症 0 6 2 0 -0.4 -2.0 -2.0
5046 クラインフェルター(Klinefelter)症候 0 1 6 9 3.1 2.1 0.0
5047 高エストロゲン症 0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0
5048 睾丸機能亢進症 1 2 1 0 -0.4 -1.0 -1.0
5049 睾丸機能低下症 1 7 20 44 14.1 23.3 0.0
5050 睾丸形成不全 0 0 5 3 1.4 -2.0 -2.0
5051 睾丸欠損症 0 0 1 1 0.4 0.0 0.0
5052 睾丸腫瘍 0 0 0 1 0.3 1.0 0.0
5053 睾丸性女性化症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5054 高ゴナドトロピン性類宦官症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5055 女性仮性半陰陽 0 0 0 1 0.3 1.0 0.0
5056 真性半陰陽 0 4 4 2 0.6 -2.0 -2.0
5057 性腺性思春期遅発症 0 3 19 31 10.9 12.5 0.0
5058 性早発症 20 372 260 23 -10.3 -236.5 -236.5
5059 ターナー(Turner)症候群 81 265 508 371 111.3 -136.3 -136.3

5060
多嚢胞性卵巣症候群(ｽﾀｲﾝ･ﾚｰﾍﾞﾝ
ﾀｰﾙ(Stein-Leventhal)症候群)

0 0 0 9 2.7 9.0 0.0

5061 男性仮性半陰陽 2 1 1 8 1.8 7.0 0.0

5062
テストトキシコーシス(家族性男性思
春期早発症、male-limited
precocious puberty)

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5063 ヌーナン(Noonan)症候群 0 0 2 4 1.4 2.0 0.0
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推計 推計 推計 推計 推計 実績 実績 計算 計算 推計 推計 推計 推計 推計

20～
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24歳

25～
29歳
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G,Oの
最小値

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

135 34 34 34 34 4 6 10.0 0.0 120 30 30 30 30
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 2 3 5.0 -19.2 0 0 0 0 0

131 33 33 33 33 4 4 0.0 0.0 80 20 20 20 20
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 21 8 -65.0 -65.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

465 121 118 115 112 19 16 -15.0 -15.0 170 65 50 35 20
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 5.0 -0.4 1 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.2 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

385 385 0 0 0 181 109 -360.0 -360.0 185 185 0 0 0

8132 2033 2033 2033 2033 398 220 -890.0 -890.0 210 210 0 0 0

148 37 37 37 37 9 5 -20.0 -20.0 5 5 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
44 11 11 11 11 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

1851 469 465 461 457 75 52 -115.0 -115.0 175 145 30 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -8.5 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.4 0 0 0 0 0
34 9 9 9 9 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.4 0 0 0 0 0

174 44 44 44 44 10 5 -25.0 -25.0 0 0 0 0 0
1 1 0 0 0 0 1 5.0 0.0 12 3 3 3 3
4 1 1 1 1 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

125 31 31 31 31 4 6 10.0 0.0 120 30 30 30 30
0 0 0 0 0 1 1 0.0 -10.3 0 0 0 0 0

334 235 99 0 0 66 39 -135.0 -135.0 60 60 0 0 0

36 9 9 9 9 1 2 5.0 0.0 36 9 9 9 9

32 8 8 8 8 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

16 4 4 4 4 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
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A B C D E F G
実績 実績 実績 実績 計算 計算 計算

整理
番号

疾患名
0～
4歳

5～
9歳

10～
14歳

15～
19歳

A～D
の傾き

C～D
の傾き

E,Fの
最小値

5064 プラダー･ウィリ(Prader-Willi)症候群 98 175 135 70 -12.5 -65.0 -65.0
5065 フレーリッヒ症候群(脂肪性器異栄養 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5066 卵巣機能亢進症 0 1 1 0 0.0 -1.0 -1.0
5067 卵巣機能低下症 0 0 27 80 26.7 53.0 0.0
5068 卵巣形成不全 0 0 2 7 2.3 5.0 0.0
5069 卵巣腫瘍 0 0 1 1 0.4 0.0 0.0

5070
ローレンス･ムーン･ビードル
(Laurence-Moon-Biedl)症候群

0 0 0 1 0.3 1.0 0.0

5071 XX男性 0 0 0 1 0.3 1.0 0.0
5072 XY女性 0 0 0 1 0.3 1.0 0.0
5073 ウェルマー(Wermer)症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5074 シップル(Sipple)症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5075 シュミット(Schmidt)症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5076 多発性内分泌腺腫症(MEA、MEN) 0 1 1 2 0.6 1.0 0.0
5077 偽性偽性副甲状腺機能低下症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5078 偽性特発性副甲状腺機能低下症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5079 偽性副甲状腺機能低下症 8 31 62 56 17.3 -6.1 -6.1
5080 テタニー(副甲状腺性) 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5081 特発性副甲状腺機能低下症 23 35 55 89 21.8 34.0 0.0
5082 副甲状腺機能亢進症 0 2 10 14 4.9 3.1 0.0

5083
副甲状腺機能低下・アジソン・モニリ
ア(hypoparathyroidism-Addison-
Monilia)症候群

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5084 副甲状腺機能低下症 1 0 1 0 -0.2 -1.0 -1.0
5085 副甲状腺形成不全 0 0 2 5 1.7 3.0 0.0
5086 アジソン(Addison)病 6 10 10 13 2.1 3.0 0.0
5087 アルドステロン欠損症 1 2 1 1 -0.1 0.0 -0.1
5088 クッシング(Cushing)症候群 1 2 1 4 0.8 3.0 0.0

5089
グルココルチコイド奏功性アルドステ
ロン症

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5090
原発性アルドステロン症(コン(Conn)
症候群)

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5091 高アルドステロン症 1 0 2 0 -0.1 -2.0 -2.0

5092
コレステロール側鎖切断酵素欠損症
(先天性リポイド過形成、プラダー
(Prader)症候群)

54 79 79 48 -1.8 -30.2 -30.2

5093 周期性ACTH症候群 5 29 42 28 8.3 -14.1 -14.1
5094 女性化副腎腫瘍 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5095 先天性副腎皮質過形成 6 6 12 10 1.8 -2.0 -2.0
5096 男性化副腎腫瘍 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5097 特発性アルドステロン症 0 2 1 1 0.2 0.0 0.0
5098 副腎形成不全 17 29 24 22 1.0 -2.0 -2.0
5099 副腎性器症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5100 副腎腺腫 0 0 0 2 0.6 2.0 0.0
5101 副腎皮質刺激ホルモン(ACTH)不応 8 15 14 18 2.7 4.2 0.0

5102
3β水酸化ステロイド脱水素酵素欠
損症(ﾎﾞﾝｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ(Bongiovanni)症候

1 2 1 7 1.7 6.0 0.0

5103 11β水酸化酵素欠損症 1 2 6 1 0.3 -4.4 -4.4
5104 17α水酸化酵素欠損症 1 0 0 1 0.0 1.0 0.0
5105 18水酸化酵素欠損症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5106 18水酸化ステロイド脱水素酵素欠損 1 2 0 1 -0.2 1.0 -0.2
5107 21水酸化酵素欠損症 111 146 187 138 12.0 -48.9 -48.9
5108 偽性低アルドステロン症 7 2 1 0 -2.2 -1.0 -2.2
5109 リドル(Liddle)症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

5110
先天性全身性脂肪発育障害症候群
(リポジストロフィー)

0 2 2 1 0.3 -1.0 -1.0

5111
マッキューン・オルブライト(McCune-
Albright)症候群

3 9 14 4 0.8 -10.3 -10.3

5112 レニン分泌異常 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
5000 内分泌疾患（不明） 7 26 32 27 6.7 -5.1 -5.1
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H I J K L M N O P Q R S T U
推計 推計 推計 推計 推計 実績 実績 計算 計算 推計 推計 推計 推計 推計

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

18歳 19歳
M～N
の傾き

（5歳当たり）

G,Oの
最小値

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

5 5 0 0 0 11 8 -15.0 -15.0 35 25 10 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

320 80 80 80 80 17 15 -10.0 -10.0 200 65 55 45 35
28 7 7 7 7 5 1 -20.0 -20.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

4 1 1 1 1 0 1 5.0 0.0 4 1 1 1 1

4 1 1 1 1 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 1 5.0 0.0 4 1 1 1 1
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
8 2 2 2 2 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

162 50 44 37 31 15 4 -55.0 -55.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

356 89 89 89 89 19 16 -15.0 -15.0 170 65 50 35 20
54 14 14 14 14 3 1 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.2 0 0 0 0 0
20 5 5 5 5 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
52 13 13 13 13 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
3 1 1 1 1 0 0 0.0 -0.1 0 0 0 0 0
16 4 4 4 4 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.1 0 0 0 0 0

18 18 0 0 0 7 7 0.0 -1.8 122 33 31 30 28

14 14 0 0 0 7 1 -30.0 -30.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
20 8 6 4 2 4 1 -15.0 -15.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
68 20 18 16 14 6 2 -20.0 -20.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
8 2 2 2 2 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
71 18 18 18 18 1 2 5.0 0.0 40 10 10 10 10

29 7 7 7 7 0 2 10.0 0.0 29 7 7 7 7

0 0 0 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 1 5.0 0.0 4 1 1 1 1
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
2 1 1 0 0 0 1 5.0 -0.2 2 1 1 0 0

128 89 40 0 0 35 20 -75.0 -75.0 25 25 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -2.2 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
59 22 17 12 7 9 3 -30.0 -30.0 0 0 0 0 0
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A B C D E F G
実績 実績 実績 実績 計算 計算 計算

整理
番号

疾患名
0～
4歳

5～
9歳

10～
14歳

15～
19歳

A～D
の傾き

C～D
の傾き

E,Fの
最小値

6001
アレルギー性亜敗血症(ウイスラー・
ファンコニ(Wissler-Fanconi)症候群)

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

6002
冠動脈病変(川崎病性冠動脈病変)
（冠動脈瘤、冠動脈拡張症、冠動脈
狭窄症）

337 343 322 189 -46.5 -133.7 -133.7

6003 シェーグレン(Sjogren)症候群 0 11 37 55 19.1 18.4 0.0
6004 自己免疫性肝炎 6 11 22 16 4.0 -6.3 -6.3
6005 自己免疫性腸炎 1 2 8 4 1.5 -4.0 -4.0
6006 若年性関節リウマチ 157 454 634 675 173.3 41.6 0.0

6007
スチーブンス･ジョンソン(Stevens-
Johnson)症候群

0 6 10 3 1.3 -7.0 -7.0

6008 スチル(Still)病 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
6009 リウマチ性心疾患 0 0 10 3 1.9 -7.0 -7.0
6000 膠原病（不明） 1 0 0 0 -0.3 0.0 -0.3
7001 １型糖尿病(若年型糖尿病) 216 797 1612 2060 634.6 448.3 0.0
7002 ２型糖尿病(成人型糖尿病) 0 20 292 716 242.1 423.9 0.0
7003 その他の糖尿病(腎性糖尿を除く) 11 11 43 66 19.7 23.0 0.0
7000 糖尿病（不明） 0 1 1 3 0.9 2.0 0.0
8001 イミノ酸異常症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
8002 家族性イミノグリシン尿症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

8003
高オルニチン血症－高アンモニア血
症－ホモシトルリン尿症症候群

1 2 1 3 0.5 2.0 0.0

8004 白皮症 22 19 9 4 -6.4 -5.0 -6.4

8005
ヘルマンスキー・プドラック
(Hermansky-Pudlak)症候群

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

8006
エーラース･ダンロス(Ehlers-Danlos)
症候群

4 14 30 14 4.7 -16.3 -16.3

8007 骨形成不全症(osteogenesis 114 140 133 106 -3.2 -26.5 -26.5
8008 軟骨無形成症(軟骨異栄養症) 174 274 266 144 -9.7 -121.6 -121.6
8009 アルファ1―アンチトリプシン欠乏症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
8010 トランスコバラミンⅡ欠損症 0 3 3 1 0.3 -2.0 -2.0
8011 無アルブミン血症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
8012 無トランスフェリン症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
8013 無ハプトグロビン症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
8014 アポ蛋白C-Ⅱ欠損症 2 0 0 0 -0.6 0.0 -0.6

8015
アルファリポ蛋白欠乏症(高比重リポ
蛋白(HDL)欠乏症、タンジェール

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

8016 ウォールマン(Wolman)病 0 0 0 4 1.2 4.0 0.0
8017 家族性高コレステロール血症 4 33 99 141 47.5 41.4 0.0
8018 家族性高リポ蛋白血症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
8019 高超低比重リポ蛋白(VLDL)血症 5 3 8 5 0.5 -3.0 -3.0
8020 高低比重リポ蛋白(LDL)血症 0 3 3 1 0.3 -2.3 -2.3
8021 高トリグリセライド血症 0 1 0 0 -0.1 0.0 -0.1
8022 高プレベータリポ蛋白血症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
8023 高べータリポ蛋白血症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
8024 先天性高脂質血症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

8025
無(低)べータリポ蛋白血症(バッセ
ン・コーンツヴァイク(Bassen-
Kornzweig)症候群、有棘赤血球症)

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

8026 レフスム(Refsum)病 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
8027 遺伝性若年性痛風 0 0 2 5 1.7 3.0 0.0
8028 色素性乾皮症 11 8 34 22 6.0 -11.6 -11.6
8029 先天性高尿酸血症 3 7 7 3 0.0 -4.0 -4.0

8030
シスチン蓄積症(リグナック(Lignac)症
候群)

0 0 3 2 0.9 -1.0 -1.0

8031 シスチン尿症 7 7 23 17 4.4 -6.3 -6.3
8032 腎性アミノ酸尿症 0 4 1 0 -0.3 -1.3 -1.3
8033 ハルトナップ(Hartnup)病 0 1 0 1 0.2 1.0 0.0
8034 ファンコーニ(Fanconi)症候群 4 4 11 4 0.7 -7.0 -7.0
8035 蔗糖･イソ麦芽糖吸収不全症 0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0
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H I J K L M N O P Q R S T U
推計 推計 推計 推計 推計 実績 実績 計算 計算 推計 推計 推計 推計 推計

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

18歳 19歳
M～N
の傾き

（5歳当たり）

G,Oの
最小値

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

55 55 0 0 0 33 20 -65.0 -65.0 35 35 0 0 0

220 55 55 55 55 8 8 0.0 0.0 160 40 40 40 40
13 10 3 0 0 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1 5.0 0.0 16 4 4 4 4

2701 675 675 675 675 119 92 -135.0 -135.0 570 325 190 55 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.3 0 0 0 0 0

8240 2060 2060 2060 2060 421 322 -495.0 -495.0 1860 1115 620 125 0
2865 716 716 716 716 130 98 -160.0 -160.0 510 330 170 10 0
264 66 66 66 66 13 11 -10.0 -10.0 120 45 35 25 15
12 3 3 3 3 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

12 3 3 3 3 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 1 2 5.0 -6.4 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 4 1 -15.0 -15.0 0 0 0 0 0

159 80 53 27 0 20 9 -55.0 -55.0 0 0 0 0 0
22 22 0 0 0 21 12 -45.0 -45.0 15 15 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.6 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

16 4 4 4 4 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
562 141 141 141 141 29 17 -60.0 -60.0 25 25 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
2 2 0 0 0 0 2 10.0 0.0 20 5 5 5 5
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
20 5 5 5 5 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
11 11 0 0 0 4 5 5.0 0.0 89 22 22 22 22
0 0 0 0 0 0 1 5.0 0.0 12 3 3 3 3

1 1 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

15 11 4 0 0 4 0 -20.0 -20.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.3 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
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A B C D E F G
実績 実績 実績 実績 計算 計算 計算

整理
番号

疾患名
0～
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5～
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10～
14歳

15～
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の傾き

C～D
の傾き

E,Fの
最小値

8036 先天性高乳酸血症 8 8 5 4 -1.5 -1.0 -1.5
8037 乳糖吸収不全症 1 3 5 8 2.3 3.0 0.0
8038 ぶどう糖･ガラクトース吸収不全症 3 6 4 1 -0.8 -3.0 -3.0
8039 先天性ポルフィリン症 1 7 7 10 2.7 3.0 0.0

8040
遺伝性ビタミンD抵抗性くる病(家族
性低燐酸血症)

4 11 15 3 0.1 -11.7 -11.7

8041
ウィルソン(Wilson)病(セルロプラスミ
ン欠乏症)

6 48 88 94 30.2 6.2 0.0

8042
メンケス(Menkes)病(kinky-
(steely)hair症候群)

12 8 2 0 -4.2 -2.0 -4.2

8043 グルタル酸尿症(Ⅰ型、Ⅱ型) 13 13 3 4 -3.7 1.0 -3.7
8044 先天性葉酸吸収不全症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
8045 メチルマロン酸血症 24 18 17 10 -4.4 -7.1 -7.1
8046 遺伝性脈管浮腫 0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0

8047

先天性魚鱗癬(水疱型先天性魚鱗
癬様紅皮症、非水疱型先天性魚鱗
癬様紅皮症、道化師様魚鱗癬、
シェーグレン・ラーソン(Sjogren-

18 19 14 5 -4.4 -9.0 -9.0

8048
致死性表皮水疱症(ヘルリッツ
(Herlitz)型)

1 0 1 0 -0.2 -1.0 -1.0

8049 ロウェ(Lowe)症候群(眼脳腎症候群) 1 10 6 15 3.8 9.0 0.0
8050 1～49まで以外の酵素名を冠した疾 332 510 472 336 -2.6 -135.9 -135.9
8000 先天性代謝異常（不明） 3 1 2 2 -0.2 0.0 -0.2
9001 悪性貧血 0 0 1 1 0.4 0.0 0.0
9002 イマースルンド・グレスベック症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9003 巨赤芽球性貧血 1 0 3 5 1.5 2.0 0.0
9004 葉酸欠乏性貧血 0 1 0 1 0.2 1.0 0.0
9005 アンチトロンビンⅢ欠乏症 1 1 1 1 0.0 0.0 0.0
9006 高分子キニノゲン欠乏症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9007 先天性血液凝固異常症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9008 第Ⅰ因子(フィブリノゲン)欠乏症 3 2 2 3 0.0 1.0 0.0
9009 第Ⅱ因子(プロトロンビン)欠乏症 2 1 2 0 -0.5 -2.0 -2.0
9010 第Ⅴ因子(不安定因子)欠乏症 0 1 1 2 0.6 1.0 0.0
9011 第Ⅶ因子(安定因子)欠乏症 1 4 4 4 0.9 0.0 0.0
9012 第Ⅷ因子欠乏症(血友病A) 278 304 299 283 1.0 -16.5 -16.5
9013 第Ⅸ因子欠乏症(血友病B) 49 71 62 73 6.2 10.2 0.0

9014
第Ⅹ因子(スチュアート・プラウアー
(Stuart-Prower)因子)欠乏症

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9015 第ⅩⅠ因子欠乏症 0 3 2 1 0.2 -1.0 -1.0

9016
第ⅩⅡ因子(ヘイグマン(Hageman)因
子)欠乏症

0 0 1 1 0.4 0.0 0.0

9017
第ⅩⅢ因子(フィブリン安定化因子)
欠乏症

1 5 5 5 1.1 0.0 0.0

9018 フォン･ヴィレブランド(von 26 68 79 61 11.4 -18.2 -18.2
9019 プレカリクレイン欠乏症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9020 Ｃ蛋白(protein C)欠乏症 7 2 3 1 -1.7 -2.0 -2.0
9021 Ｓ蛋白(protein S)欠乏症 1 0 2 1 0.2 -1.0 -1.0

9022
巨大血管腫(カサバッハ・メリット
(Kasabach-Merritt)症候群)

28 19 13 15 -4.5 2.0 -4.5

9023 血小板機能異常症(血小板異常症) 6 18 17 16 2.7 -1.0 -1.0
9024 血小板血症 0 2 4 5 1.7 1.0 0.0
9025 血小板無力症 4 0 0 0 -1.2 0.0 -1.2
9026 血小板無力症症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9027 血栓性血小板減少性紫斑病 4 5 7 7 1.1 0.0 0.0
9028 周期性血小板減少症 0 1 0 0 -0.1 0.0 -0.1

9029
先天性無巨核球性血小板減少症(ト
ロンボポエチン欠損症)

2 1 2 0 -0.5 -2.0 -2.0

9030 貯蔵欠如症(storage pool病) 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9031 脾機能亢進性血小板減少症 0 4 8 8 2.9 0.0 0.0
9032 脾形成不全性血小板増加症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
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20～
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20～
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25～
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4 3 1 0 0 1 2 5.0 -1.5 4 3 1 0 0
32 8 8 8 8 3 2 -5.0 -5.0 3 3 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.8 0 0 0 0 0
40 10 10 10 10 2 2 0.0 0.0 40 10 10 10 10

0 0 0 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

375 94 94 94 94 16 17 5.0 0.0 340 85 85 85 85

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -4.2 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -3.7 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
3 3 0 0 0 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 5.0 -4.4 1 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.2 0 0 0 0 0

60 15 15 15 15 3 1 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
264 200 64 0 0 54 36 -90.0 -90.0 90 90 0 0 0
6 2 2 1 1 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 1 5.0 0.0 4 1 1 1 1
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
20 5 5 5 5 3 0 -15.0 -15.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
12 3 3 3 3 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.5 0 0 0 0 0
8 2 2 2 2 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
16 4 4 4 4 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
967 266 250 233 217 55 47 -40.0 -40.0 540 195 155 115 75
291 73 73 73 73 12 14 10.0 0.0 280 70 70 70 70

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

4 1 1 1 1 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

20 5 5 5 5 0 1 5.0 0.0 20 5 5 5 5

73 43 24 6 0 8 8 0.0 0.0 160 40 40 40 40
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -1.7 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

18 11 6 2 0 7 1 -30.0 -30.0 0 0 0 0 0

52 15 13 12 11 3 3 0.0 0.0 60 15 15 15 15
20 5 5 5 5 1 1 0.0 0.0 20 5 5 5 5
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -1.2 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
29 7 7 7 7 0 2 10.0 0.0 29 7 7 7 7
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.1 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.5 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
34 8 8 8 8 3 1 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
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9033
ベルナール・スリエ(Bernard-Soulier)
症候群

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9034 放出機構異常症('Aspirin- 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9035 本態性アトロンビア(トロンビン欠乏 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9036 免疫学的血小板減少症 139 172 156 103 -12.4 -52.2 -52.2
9037 寒冷凝集素症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9038 自己免疫性溶血性貧血 11 9 16 19 2.8 3.1 0.0
9039 新生児溶血性貧血(胎児赤芽球症) 1 0 0 0 -0.3 0.0 -0.3
9040 脾機能亢進性溶血性貧血 0 1 1 1 0.3 0.0 0.0
9041 微小血管障害性溶血性貧血 1 0 1 1 0.1 0.0 0.0
9042 発作性寒冷血色素尿症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9043 発作性夜間血色素尿症 0 1 0 1 0.2 1.0 0.0
9044 慢性寒冷赤血球凝集素症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9045 アデニレートキナーゼ欠乏性貧血 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9046 アルドラーゼ欠乏性貧血 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9047 異常ヘモグロビン(血色素)症 20 12 14 9 -3.1 -5.0 -5.0
9048 遺伝性球状赤血球症 58 99 66 30 -11.7 -36.0 -36.0
9049 遺伝性高ヘモグロビンF症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9050 遺伝性楕円赤血球症 1 1 0 0 -0.4 0.0 -0.4
9051 遺伝性有口(口唇状)赤血球症 1 0 0 0 -0.3 0.0 -0.3
9052 遺伝性溶血性非球状赤血球性貧血 1 1 3 1 0.2 -2.0 -2.0
9053 遺伝性(先天性)溶血性貧血 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9054 家族性赤血球増加症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9055 鎌状赤血球貧血 0 1 0 0 -0.1 0.0 -0.1
9056 カルボキシヘモグロビン血症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9057
ガンマグルタミルシステイン合成酵
素欠乏性貧血

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9058 グルコース燐酸イソメラーゼ欠乏性 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9059
グルコース-6-燐酸脱水素酵素(G-
6-PD)欠乏性貧血

8 6 6 5 -0.9 -1.0 -1.0

9060 グルタチオン過酸化酵素欠乏性貧 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9061 グルタチオン還元酵素欠乏性貧血 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9062 グルタチオン合成酵素欠乏性貧血 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9063 サラセミア(地中海貧血) 1 2 2 1 0.0 -1.2 -1.2
9064 サラセミア様症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9065 スルフヘモグロビン血症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9066 赤血球アデノシンデアミナーゼ異常 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9067 先天性ハインツ小体性貧血 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9068 先天性メトヘモグロビン血症 0 1 1 1 0.3 0.0 0.0

9069
先天性NADH・メトヘモグロビン還元
酵素欠乏症

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9070
ピリミジン5′―ヌクレオチダーゼ欠
乏性貧血

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9071 ピルビン酸キナーゼ欠乏性貧血 1 1 2 0 -0.2 -2.0 -2.0
9072 不安定ヘモグロビン症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9073 ヘキソキナーゼ欠乏性貧血 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9074 ヘモグロビンC症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9075 ヘモグロビンD症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9076 ヘモグロビンE症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9077 ヘモグロビンS症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9078 ホスホグリセリン酸キナーゼ欠乏性 0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0
9079 ホスホフルクトキナーゼ欠乏性貧血 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9080 燐酸三炭糖イソメラーゼ欠乏性貧血 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9081
2，3―ジホスホグリセル酸ムターゼ欠
乏性貧血

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9082 エリスロポエチン分泌異常 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9083 原発性鉄芽球性貧血 0 0 3 0 0.3 -3.0 -3.0

9084
ビタミンB6反応性(ピリドキシン欠乏
性)貧血

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9085 ピリドキシン反応性貧血 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
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20～
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20～
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29歳
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34歳
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0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
51 51 0 0 0 18 4 -70.0 -70.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
75 19 19 19 19 2 2 0.0 0.0 40 10 10 10 10
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.3 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
4 4 0 0 0 3 2 -5.0 -5.0 4 4 0 0 0
0 0 0 0 0 3 6 15.0 -11.7 25 18 7 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.4 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.3 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

10 4 3 2 1 0 1 5.0 -0.9 11 4 3 2 1

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
4 1 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.2 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
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9086 アルダー(Alder)異常(症候群) 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9087
遺伝性好中球減少症(家族性慢性
好中球減少症)

1 3 0 3 0.1 2.8 0.0

9088 好酸球増加症 2 3 11 4 1.4 -7.0 -7.0
9089 周期性好中球減少症 3 11 9 7 1.0 -2.0 -2.0
9090 怠惰白血球症候群 3 7 8 9 1.9 1.0 0.0
9091 不能白血球症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9092 ペルゲル・フェット異常症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9093
慢性再生不良性好中球減少症(シュ
ペート・ダマシェク症候群

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9094 慢性本態性好中球減少症 19 1 0 1 -5.5 1.0 -5.5
9095 ミエロペルオキシダーゼ欠損症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9096 メイ・ヘグリン(May-Hegglin)異常(症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9097 異ガンマグロブリン血症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9098
ウィスコット･アルドリッチ(Wiskott-
Aldrich)症候群

14 0 10 2 -2.6 -8.0 -8.0

9099 胸腺形成不全 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9100 グッド(Good)症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9101 高グロブリン血症性紫斑病 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9102
後天性免疫不全症候群(AIDS、HIV
感染症)

1 0 9 7 2.7 -2.0 -2.0

9103
シェディアク・東(Chediak-Higashi)異
常(症候群)

0 2 1 0 -0.1 -1.0 -1.0

9104
重症複合免疫不全症(リンパ球減少
性無ガンマグロブリン血症)

16 15 7 4 -4.4 -3.0 -4.4

9105 スイス型無ガンマグロブリン血症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9106 選択的免疫グロブリン欠損症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
9107 先天性細胞性免疫不全症 2 1 7 7 1.9 0.0 0.0
9108 低ガンマグロブリン血症 28 37 39 18 -2.8 -21.2 -21.2
9109 ディジョージ(DiGeorge)症候群 2 2 6 2 0.4 -4.0 -4.0

9110
特定抗体産生不全症(specific
unrespon-siveness)

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9111 ネゼロフ(Nezelof)症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9112
バリアブル・イムノデフィシエンシー
(variable immunodeficiency)

7 8 13 6 0.2 -7.0 -7.0

9113 複合型免疫不全症 4 0 1 3 -0.2 2.0 -0.2

9114
ブルトン(Bruton)型無ガンマグロブリ
ン血症

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9115 本態性高ガンマグロブリン血症 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9116
末梢(毛細)血管拡張性運動失調症
(ルイ・バー(Louis-Bar)症候群)

0 4 1 2 0.5 1.2 0.0

9117 慢性活動性ＥＢウイルス感染症 3 13 24 12 3.7 -11.9 -11.9
9118 慢性肉芽腫症 24 22 20 6 -5.7 -14.2 -14.2

9119
慢性GVHD(Graft Versus Host
disease)移植片対宿主病)

2 12 33 21 7.8 -12.0 -12.0

9120 無ガンマグロブリン血症 16 2 2 1 -4.5 -1.0 -4.5

9121
良性単クローン性免疫グロブリン異
常症(良性(本態性)M―蛋白血症)

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

9122 IgA欠損症 1 1 4 0 0.0 -4.0 -4.0
9123 IgM欠損症 0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0

9124
遺伝性出血性末梢血管拡張症(ラン
デュ・オスラー・ウェーバー(Rendu-
Osler-Weber)症候群)

1 3 6 1 0.3 -5.0 -5.0

9125
骨髄線維症(骨髄硬化症、本態性骨
髄様化生)

1 1 0 1 -0.1 1.0 -0.1

9126 真性多血症 0 0 0 1 0.3 1.0 0.0
9127 赤芽球ろう 9 11 9 12 0.7 3.1 0.0
9128 先天性赤血球産生異常性貧血 1 1 5 1 0.4 -4.0 -4.0
9000 血友病等血液・免疫疾患（不明） 48 47 35 19 -9.8 -16.6 -16.6
10001 ウェスト(West)症候群(点頭てんかん) 1207 721 338 174 -348.1 -164.0 -348.1
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H I J K L M N O P Q R S T U
推計 推計 推計 推計 推計 実績 実績 計算 計算 推計 推計 推計 推計 推計

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

18歳 19歳
M～N
の傾き

（5歳当たり）

G,Oの
最小値

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

11 3 3 3 3 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
9 5 3 1 0 2 2 0.0 0.0 28 7 7 7 7
36 9 9 9 9 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 5.0 -5.5 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -2.6 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

9 5 3 1 0 0 1 5.0 0.0 20 5 5 5 5

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.1 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 1 1 0.0 -4.4 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
27 7 7 7 7 2 1 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 4 0 -20.0 -20.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0

10 3 3 2 2 0 0 0.0 -0.2 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

9 2 2 2 2 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 2 0 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1 5.0 -5.7 0 0 0 0 0

9 9 0 0 0 6 3 -15.0 -15.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 -4.5 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

3 1 1 1 1 0 1 5.0 -0.1 3 1 1 1 1

4 1 1 1 1 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
49 12 12 12 12 3 1 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
2 2 0 0 0 2 3 5.0 -9.8 5 5 0 0 0
0 0 0 0 0 25 23 -10.0 -348.1 0 0 0 0 0
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A B C D E F G
実績 実績 実績 実績 計算 計算 計算

整理
番号

疾患名
0～
4歳

5～
9歳

10～
14歳

15～
19歳

A～D
の傾き

C～D
の傾き

E,Fの
最小値

10002 結節性硬化症 87 135 103 77 -6.0 -25.4 -25.4
10003 重症乳児ミオクロニーてんかん 58 72 31 16 -16.5 -14.4 -16.5
10004 小児亜急性硬化性全脳炎(SSPE) 0 1 11 11 4.3 0.0 0.0
10005 先天性ミオパチー 42 31 21 25 -6.3 4.1 -6.3

10006
福山型先天性筋ジストロフィー(先天
性遺伝性筋ジストロフィー)

49 66 52 55 0.4 3.0 0.0

10007
ミトコンドリア脳筋症(ミトコンドリア・ミ
オパチー)

24 43 65 50 10.1 -15.1 -15.1

10008 ミニコア病 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
10009 無痛無汗症 5 14 12 8 0.7 -4.0 -4.0
10010 リー(Leigh)脳症 30 23 13 9 -7.4 -4.1 -7.4
10011 レット(Rett)症候群 17 47 42 26 2.2 -15.2 -15.2

10012
レノックス・ガストウ(Lennox-Gastaut)
症候群

21 154 143 109 25.2 -34.2 -34.2

10000 神経・筋疾患（不明） 0 2 1 2 0.5 1.0 0.0

11001
アラジール(Alagille)症候群(動脈肝
異形成 arteriohepatic dysplasia)

38 23 18 10 -8.7 -8.2 -8.7

11002 肝硬変 20 12 13 8 -3.5 -5.0 -5.0
11003 肝内胆管異形成症候群 0 1 2 0 0.1 -2.0 -2.0
11004 肝内胆管拡張症 1 4 0 1 -0.4 1.0 -0.4
11005 肝内胆管低形成(形成不全)症 7 2 0 0 -2.3 0.0 -2.3
11006 肝内胆管閉鎖症 1 1 1 0 -0.3 -1.0 -1.0
11007 原発性硬化性胆管炎 3 9 9 8 1.5 -1.0 -1.0
11008 ジルベール(Gilbert)症候群 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0
11009 進行性家族性胆汁うっ滞肝硬変 9 12 7 1 -2.9 -6.0 -6.0
11010 先天性肝線維症 1 7 4 4 0.6 0.0 0.0

11011
先天性胆道拡張症(先天性総胆管
拡張症)

103 116 109 72 -9.9 -36.6 -36.6

11012 胆道閉鎖症(先天性胆道閉鎖症) 545 534 532 399 -43.9 -132.4 -132.4

11013
デュビン・ジョンソン(Dubin-Johnson)
症候群

0 0 1 0 0.1 -1.0 -1.0

11014 門脈圧亢進症 7 8 13 13 2.3 0.0 0.0

11015
ローター(Rotor)症候群(ローター
(Rotor)型過ビリルビン血症)

0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

11016 先天性微絨毛萎縮症 2 1 0 1 -0.4 1.0 -0.4
11017 腸リンパ管拡張症 4 4 7 6 0.9 -1.0 -1.0
11000 慢性消化器疾患（不明） 588 908 888 44 -165.0 -844.5 -844.5
12000 疾患群・疾患名不明 597 3945 6203 1055 363.2 -5147.4 -5147.4

- 190 -



H I J K L M N O P Q R S T U
推計 推計 推計 推計 推計 実績 実績 計算 計算 推計 推計 推計 推計 推計

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

18歳 19歳
M～N
の傾き

（5歳当たり）

G,Oの
最小値

20～
39歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

79 52 26 1 0 18 12 -30.0 -30.0 30 30 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1 5.0 -16.5 0 0 0 0 0
44 11 11 11 11 2 3 5.0 0.0 44 11 11 11 11
36 18 12 6 0 6 4 -10.0 -10.0 10 10 0 0 0

221 55 55 55 55 6 4 -10.0 -10.0 10 10 0 0 0

60 35 20 5 0 7 3 -20.0 -20.0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
4 4 0 0 0 1 1 0.0 0.0 20 5 5 5 5
2 2 0 0 0 0 3 15.0 -7.4 2 2 0 0 0
11 11 0 0 0 7 1 -30.0 -30.0 0 0 0 0 0

121 75 40 6 0 21 11 -50.0 -50.0 5 5 0 0 0

8 2 2 2 2 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

2 2 0 0 0 3 1 -10.0 -10.0 0 0 0 0 0

3 3 0 0 0 2 2 0.0 -3.5 6 5 1 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
1 1 0 0 0 0 1 5.0 -0.4 1 1 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -2.3 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 -0.3 0 0 0 0 0
22 7 6 5 4 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
16 4 4 4 4 0 1 5.0 0.0 16 4 4 4 4

36 36 0 0 0 7 6 -5.0 -9.9 31 20 10 0 0

403 267 134 2 0 74 58 -80.0 -80.0 390 210 130 50 0

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

52 13 13 13 13 1 2 5.0 0.0 40 10 10 10 10

0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0

1 1 0 0 0 1 0 -5.0 -5.0 0 0 0 0 0
14 5 4 3 2 2 2 0.0 0.0 24 6 6 6 6
0 0 0 0 0 1 0 -5.0 -165.0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 44 20 -120.0 -120.0 0 0 0 0 0
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